
V

7

1.

r

F

i

.

'

.

.影

.

国 立 ・極
極

.
.

「

..ヤ昭和58年 度

、

-

・

」..サ

/

.

.,

4

1

'

争
.ゴ

.

一

・べ

,丁
..
.

、
P

..

..

∴
」∴
.欝

寳

.難
顯

."
イ
.弍

ゲ

.璃

..コ
..　・μr
竈

.
コ
.」
.
」
;

.

..L
..団,
..■
..ユ

三

イ

..τ
米
...

..」.ぶ

.

.巾

.

.h蕉

...

.
∴..、ド
.鼻
..-
...

ヘ

ニ

ご

　

野
∵響

.°.籏
㍉
。パ一
繧

`
鱈

.

,

ザ

.

.

.

..㍗

ヒ

r

r

旺

.

,

.

¥

、.

≦

.....、デ

..・ジ

準
=

7

ぷ;㌧..t.1,.'.'

lv　 ・i二」.

1"....1、/∵".:.......∴.../「.、

;羅:.㍉籍
..鷺:層.:t・'//.・..・.;.七.:'/

.驚. .

.、.

;喜.'

、.、

可

禮.【.
`ξ.卜

可...

1

ヒ

.醸1・

鰭
て

、

葦三.`.「 「.「f
l.・

'ギ

鍛1

1.

7ン.一`:}

..、!.....
...i..夢L対

で'.1`..『
　ジ し マ ド を っ ご

緯..:・.s. ..'㌧.
ロ ド 　い 　..旬

....1..}二`.
....'.

,..

:一.......「..河 丁....ギ 剛..

識;㌧

.9'
.

纂

.1躊:・...㌶書㌧
,、.`..'...1.

㌧ 三三 覧..{.三.・

.1三 ・㌧ ・.ξ

}二 ⊂ま....:一「.'L三.路 ・㌧ ㌃
...

、,

..
"

NAT
FF

ド

.

＼
一 、

、
、



と 概 要

目 次

主要事業

職

員

費

設

9

〔A研

1

(1)

(2)

(3)

研 究 活 動

究〕

一般研究

共同研究

2

(1)

(2)

(3)

(4)

3

(a

(1}

(2)

(3)

(4)

(b

(1)

(2)

(3)

超高層研究グループ

研究成果の発表

気水圏研究グループ

一般研究

共同研究

科学研究費補助金による研究

研究成果の発表

地学研究グループ

地学一般)
一般研究

共同研究

科学研究費補助金による研究

研究成果の発表

南極明石)
一般研究

科学研究費補助金による研究

研究成果の発表 「

生物研究 グループ
一般研究

1

1

1

1

2

3

4

4

　1く

4

革

要

.

単

組

定

経

施

沿

概

沿

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

i⊥

n乙

3

4

5

く

ー

ー

ー

ー

1
1

り
乙

1

5

5

5

12

33

47

47

50

65

67

75

75

75

77

89

90

97

97

97

100

105

105



(2)

(3)

(4)

共同研究

科学研究費補助金による研究

研究成果の発表

114

118

120

5極 地設営工学研究グループ

(1)

(2)

(3)

一般研究

共同研究

研究成果の発表

123

123

124

125

〔B国 際共同研究〕

1ア イスランドにおけるオーロラ現象の共役点観測 127

〔C研 究集会等の活動〕

1シ ンポ ジ ウム 128

2研 究小集会 144

3観 測研究小集会 150

4研 究談話会 151

皿 資料及 び研 究施設 の共同利用

1資 料の収集整理、保管、利用

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

生物系資料部門

非生物系資料部門

限石資料部門

データ解析資料部門

低温資料部門

152

152

152

156

157

]58

159

2研 究施設 ・設備の共同利用

(1)

(2)

(3)

情報処理センター

オ ー ロ ラ世 界 資 料 セ ン ター

低温実験室

160

160

161

162

IV　南 極 地 域 観 測 事 業

1第24次 南極地域観測隊

(1)

(2)

(3)

(4)

第24次 南極地域観測隊編成及び観測項目

第24次 南極地域観測隊訓練

第24次南極地域観測隊行動概要

第24次南極地域観測隊観測概要

163

163

163

169

170

171



2外 国基地派遣

(1)

(2)交 換科学者

南極マクマー ドサウンド地域外国共同観測概要

3昭 和基地の施設概要

4み ずほ基地の施設概要

5南 極地域観測資料整理

(1)南 極地域観測資料整理費

(2) 昭和58年 度南極地域観測資料整理報告一覧

V

VI　図 書 ・刊 行 物
圭

大学院教育 に対す る協力

1図

(1)

(2)

(3)

(4)

2

3

日

図書室の概要

年度別蔵書数及び増加冊数

年度別雑誌受入タイトル数

年度別出版冊数及び真数

研究成果刊行物

刊行物一般

w－ 般 業 務

1諸 会議

2 職員の外国出張

4職 員

(1)名

(2)

(3)

簿

人事異動

学位、賞等の取得

5所 務日誌

173

173

173

174

179

180

180

180

183

184

184

184

184

185

185

185

187

188

188

192

194

194

195

196

197



1沿 革 と 概 要

1.沿 革

我が国の国際地球観 測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観 測隊(隊 長 は現所長の永 田東大教 授)が

南極に向か って出発 して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中断期間を除 いて,毎 年派遣 され,極 地研究は着実に

発展 してきた。 その結果,南 極地域観測隊その他 の極 地研究の中核 となる機関 を設置す る必要が南極地域観測統合

推進本部,日 本学 術会議 その他の関係者か ら強 く指摘された。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼

事務室 が設 置されたのを皮切 りに,順 次 これが極 地学 課,極 地部,極 地研究部,極 地研究セ ンターと発展的に改組

されてきた。 しか し,そ の規模の拡大 と責任の増大に伴い,極 地研究 の中核機関 と しては国立科学博物館の附属機

関 としての立場 が必ず しも最適ではな くな った ことや,大 学 との連携 を強化す ることが望ま しい こと等の理由のた

め,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究 セ ンターが発展的 に改組 され,国 立大学共同利用機関 としての国

立極地研究所が創設 された。

昭和48年9月

昭和49年4月

昭和50年4月

昭和53年4月

昭和54年4月

昭和55年4月

昭和56年4月

昭和56年10月

昭和58年4月

国立極 地研 究所創設 ・研究系4部 門,資 料 系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が置

かれ た。 また,南 極の昭和基地が附属 の観測施設 となった。

研究系 に寒地工学研究部門,資 料系 にデータ解析 資料部門,事 業部に観測協力室(2係),並

びに図書室が設置 された。

研究系 に地学研究部門,寒 冷生物学研究部 門,資 料系 に低温資料部門が設置 された。

研究系 に極地気象学研究部門(時 限5年),極 地鉱物 ・鉱床学研 究部 門が設 置され,寒 冷生物

学研究部門が寒冷生物学第一研究部 門と寒冷生物学第二研究部門に改組 された。

研究系の超高層物理学研究部門は超 高層物理学第一研究部門 と超高層物 理学第二研究部 門に改

組 され,寒 地工学研究部門は極地 設営部 門は極地設営工学部門 とされた。また,観 測協 力室 の

設営係が設営第一係 と設営第二係 に改組 された。

管理部会計課用度係が,用 度第一 係 と用度第二係 に改組 され,図 書室に図書係が設 置された。

資料系 に明石資料部門が設置され,み ず ほ基地 が附属の観測施設 とな った。

管理部庶務課に研究協力係が設置 された。

研究系の極 地気象 学研究部門が廃止 され、気水圏遠隔観測研究部門が設置 された。(時限10年)

2.概 要

(1)主 要事業

ア)研 究 活 動

研究所及 び昭和基地 その他 において極地に関す る科学の総 合的研 究活動 を行 う。 これ には,研 究所の専任及び客

員の教官 による もののほか,国 立大学共同利用機 関の機 能 として,所 外 の研究者 との共 同研究 も行 う。

イ)南 極 観 測事 業

南極地域観 測の中核機 関と して,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備 その他 の協 力業務 を行 い,並 びに観測

成果について集 中的に資料 を収集,整 理,保 管,解 折,提 供 し,研 究発表を行 う。

ウ)大 学院教育に対する協力

国立大学その他の大学の要請に応じ,当該大学の大学院における教育に協力する。

一1一



(2}組 織

1評議員会劃

1企画調整官1 一{庶 務課叫

:
→管 理 部ト

一[会 計 課]

r{事 業

:

課]一{

ヰ事 業 剖
一

一{翻 協力室]

(49.4新 設)一

腰 割 1図 書 到
(49.4新 設)

(48.9創 設)

:

:

一

運営協議員

会 議

→研 究 剰

一

:

:

:
→ 資 料 剰

一

一

、

[→ 附属観測施設1

庶 務 係

人 事 係

研 究 協 力 係

(56.10新 設)

度

係

係

係

務

理

第度

総

経

用

(55.4改 組)

係

係

係

係

第

設

画

務

用

施

企

業

特

設

殊 職 員(観 測隊員)

営 第 一 係

(50.10新 設 、54.4改 組)

設 営 第 二 係

定 常 観 測 係

(50.10新 設)

図 書 係

(55.噺 設)

地 球 物 理 学 研 究 部 門

超 高層 物 理学 第一 研究 部 門

(54.4改 組)

※超 高層 物 理学 第二 研究 部 門

※気 水 圏 遠 隔 観 測 研 究 部 門

(58.4新 設)

雪 氷 学 研 究 部 門

地 学 研 究 部 門

(50.4新 設)

※極 地 鉱物 ・鉱床 学 研究 部 門

(53.4新 設)

生 理 生 態 学 研 究 部 門

寒 冷 生 物 学 第 一 研 究 部 門

(50.4新 設、53.4改 組)

※寒 冷 生 物 学 第 二 研 究 部 門

※極 地 設 営 工 学 研 究 部 門

(49.4新 設、54.4改 称)

生 物 系 資 料 部 門

非 生 物 系 資 料 部 門

限 石 資 料 部 門

(56.4新 設)

デ ー タ 解 折 資 料 部 門

(49.4新 設)

低 温 資 料 部 門

(50.4新 設)

情 報 処 理 セ ン タ ー

昭 和 基 地

み ず ほ 基 地

(56.4新 設)

注:※ 印は客員部門
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(3)定 員

区 分 所 長
企画調
整 官 教 授 助教授 助 手

事務系
職 員

技術系
職 員 特殊職員 計

昭

和

58

年

度

合 計 1 1 7(5) 10(5) 15 26 17 31 1〔〕8qo}

　

1 1所 長

企 画 調 整 官 1 1

研 究 系 6(5) 6(5) 12 3 27qo)

資 料 系 1 4 3 4 12

図 書 室 2 2

管 理 部 18 2 20

事 業 部 6 8 31 45

(注)()内 は客員教官の定員で外数である。

〈定員の変遷〉

濃 所 長
企 画 調
整 官

教 授 助 教 授 助 手
事 務 系
職 員

技 術 系
職 員 特殊職員 計

48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)

49 1 1
(1)

3(2)

3(1)

.4(2)

3

5

5

22

1△1

3
29 68(4)

50 1 1 (2)

3(4)

(2)

4(4)

5

10

2

24

8△1

10

29 82(8)

51 1 1
2(△1)

5(3)

1(△1)

5(3)

1

11

2

26

2

12
29 90(6)

52 1 1
1(△1)

6(2)

1(△1)

6(2)

1

12
26

2

14

2

31
97(4)

53 1 1
1(2)

7(4)

1(2)

7(4)

1

13

1

27

1△1

14
31 101(8)

54 1 1
(1)

7(5)

1(1)

8(5)

1

14
27

3

17
31 106(10)

55 1 1 7(5)
1

9(5)

1

15
26△1

、

1

18
31 108(10)

56 1 1 7(5)
1

10(5)
15 26 17△1 31 108(10)

57 1 1 7(5) 10(5) 15 26 17 31 108(10)

58 1 1 7(5) 10(5)
L

15 26
L

17 31 108(10)

(注)上 段の数は,当 該年度 における定員の増減数で,△ 印は振替減又は定員削減の数であり,()内 は客員教

官の定員で外数である。
-3一



(4)経 費

国立学校特別会計(項)研 究所
(単位 千円)

年 度 人 件 費 物 件 費 計

48 86,934 53,153 140,087

49 156,495 131,061 287,556

50 208,149 212,942 421,091

51 237,054 343,672 580,726

52 280,699 319,798 600,497

53 319,120 438,971 758,091

54 357,517 664,008 1,021,525

55 409,983 704,596 1,ユ14,579

56 425,947 682,199 1,108,964

57 449,116 610,345 1,059,461

58 470,172 642,888 1,113,060

一般会計(項)南 極地域観測事業費

(単位千 円)

年 度 人 件 費 物 件 費 計

48 5,086 213,972 2ユ9,058

49 7,672 297,247 304,919

50 10,885 538,489 549,374

51 11,024 586,504 597,528

52 14,781 738,423 753,204

53 15,480 851,814 867,294

54 15,333 873,736 889,069

55 19,105 940,567 959,672

56 18,793 848,082 866,875

57 18,435 919,185 937,620

58 19,770 1,203,026 1,222,796

(5)施 設

敷 地 面 積

建 物 面 積

研究棟

管理 ・資料棟

ゲストハウス

5.947㎡

10.512㎡

5.796㎡(RC,地 下1階,地 上4階)

4.038nf(SRC,地 下1階,地 上6階)

678㎡(RC,地 上4階)

一4一



E研 究 活 動

国立極地研究所の教官 は客員教官 も含めて,そ れぞれの専攻分野に応 じ,超 高層物理学研究 グループ,気 水圏研

究 グループ,地 学研究 グループ,生 物学研究 グループに分属 し,研 究 に従事 している。 極地設営工学 は1客 員部門

だけで あるが,そ の重要性にかんがみ,客 員教官 と隊 長経験を有す る教授 とで グループを構 成 している。各研究 グ

ループは前年度 の研究実績の評価,将 来計 画を考慮 しなが ら,年 度 ごとの研究計画の大綱を立案 し実行 に移 して い

る。教官 は,そ れぞれ,独 自の研究課題 を持 っているが,所 内の教官,所 外の研究者 と共同研究 を行 うことによっ

て,研 究 を多面的 に発展 させ ることに努めている。

国立極地研究所 と して重点的 に進め る研究 は,特 別共同研究(5課 題)と して,所 内外の研究者 の協 力の下 に推

進 される。一方,公 募 に基づ く一般共同研究 は81課 題 に達 し,他 に,10研 究小集会,5観 測研 究小集会 が共 同研究

の一環 と して 開催 され,成 果をあげて いる。共同研究員の総数 は338名 であ った。

教官全体 による研究談話会,各 研究 グル ープによる談話会は前年 に引続き活発に行われてい る。

極地 における研究 ・観測 ・調査 も極地研究所教官に とって重要であ り,14名 の教官 が参加 している。

これ らの研究の成果 は,国 内外の学会,シ ンポジウムで発表 され,そ の多 くは,論 文あ るいは報告 と して,極 地

研究所発行の 出版物や国 内外の専門誌等 に印刷,発 表 されて いる。

極地研究所 も,本 年度,超 高層,気 水圏,地 学,除 石,生 物,極 地設営工学の6シ ンポジウムを主催 した。

〔A研 究 〕

1.超 高 層 研 究 グ ル ー プ

川 一般研究

極 域 電 離 圏 に お け るZモ ー ド波 の線 形 モ ー ド変 換 に関 す る研 究 助手 宮岡 宏

昭和基地で取得 されて いるISIS衛 生 のサウ ンデ ィングデータの解析か ら,高 度1400～3000㎞ の極域電離圏

においてL-0モ ー ド自然電波が発生 ・伝搬 していることが明 らかとな った。図1は,ISIS-1衛 星が極域を

通過 した際の一連 のアイオノグ ラムであるが,プ ラズマ周波数 を下 限とす る広帯域(200-400KHz)なL-0モ

ー ド波が 観測されている。 この波動現 象の発生領域 について,電 子密度構造 との関係を調べた結果,L-0モ ー ド

電波 の発生 は,局 所的 な電子密度上昇領域 と密接 に関連 して お り,そ の境界領域近傍 にお いて電波強度が大 きくな

ってい ることが判明 した。

一 般にこの帯域 の高周波 プラズマ波動 は,基 本的 には全て オ ーロラ降下電子 により ビーム型波動粒子相互作用の

結 果励起 された ものと考 え られ るが,こ の うちL-0モ ー ド波 について は,オ ーロラ粒子 による直接的な励起は難

しいため,ビ ーム型不安定 によ って励起 され たZモ ー ド波 か らモ ー ド変換の プロセ スを経て発生 して いる可能性が

強い。本研究 では,観 測 され たL-0モ ー ド波 の発生機構 を理 論的に明 らか にす るた め,こ れ らがオ ーロラ降下粒

子 によ り励起 されたZモ ー ド波か ら,局 所 的な密度上昇領域 において線形 モー ド変換 を経て発生 して いるとす るモ

デル設定 を行い,そ の妥当性(変 換効率 の特性)に っいて定量 的に検討 した。図2は,波 の周波数が250KHzの 場

合の計算 結果の一 例で ある。密度勾配 の方 向に対 して,磁 力線 のなす角が(a)5° および(b)30° の 場合 につ

いて,そ れぞれZモ ー ド波の変換効率 が横 軸入射角(密 度 勾配方 向か らの角)に 対 してプロ ッ トされて いる。

L--Oモ ー ドへの変換効 率(RXO:実 線)は,密 度 勾配が磁 力線方 向か ら離れて くると((b)の ケース),変 換効

率が100%と な る特定 の入射 角を中心 としたconversion　 windowが 存在 す るこ とが明 らか とな った。 これ らの

結 果は,観 測 されたLOモ ー ド波の伝搬特 性をよ く説明する もので,Zモ ー ド波 の線形モ ー ド変換が極域電離圏

領 域において高周波フ ラズマ波動 の発生機 構の一一つ として寄与 している ことが実 証された。
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サ ブ ス トー ム に伴 うオ ー ロラ 降下 粒 子 と 電離 層 電 場 の研 究 助手 藤井良一

23次 隊で実施 した大気球実験デ ータを用いて,サ ブス トーム時のオ ーロ ラ降下粒子 と電離層電場及び電離層等価

電流系 との関係の研究を行 った。使用 したデ ータは,1982年12月21日1423UTに 放球 され たB5-24に 搭載 され

たオ ーロ ラX線 及び電場計測器 によるデータで,そ の他に昭和 ・みずほ基地の地磁気変動 データも併せ用 いた。

B5-24号 機 は約10時 間の レベル フ ライ トを行 ったが,そ の時の地磁気活動度 は連続的 なサブス トームが発生す

る状態で あ った。 レベル フライ ト中の オ ーロ ラX線 の カウ ン ト,昭 和基地でモニタ ーされた地磁気3成 分,宇 宙雑

音 吸収,地 磁気脈動 データを図1に 示す。 又,オ ーロラX線,電 場,地 磁気南北成分の相関図を図2に 示す。

今回の解折の結果明 らかにな った ことは、

1)オ ーロラ粒子 の急激 な降 り込 み(2kev以 上)は,地 磁 気 南北 成分の急激な減少即ちサ ブス トームに同期 して

起きている。又それに同期 して宇 宙雑音 吸収(電 離圏D層 電子密度増大)及 び不規則地磁気脈動(Pj)も 発

生 してい る。

2)オ ーロラ粒子の降 り込 み変動 のスペク トルとPiの スペ ク トルを比較す ると,共 にブ ロー ドな周波数域を持つが,

両方 と も約0.4Hzに ピークを持 つ。即 ち両者 は互 いに何 らかの関係を持 ってい る。

3)1726UTに 起きた典型的な地磁 気南北の急激な減少 時,電 場は極 向きか ら低緯度向 きに急激に変化 している。

これに同期 してオ ーロラ降下粒子の急増が見 られ るが,地 磁気 南北成分の 回復期 にはオ ーロラ粒子降下は余 り

見 られな い。 この ことか らオ ーロラ粒子降下は電 場の極向きか ら低緯度 向きへ変化す る境界領域附近に集中 し

て起 きて いることが分 る。 これはオ ーロラ帯に流れ る東向き ジェッ ト電流 と西 向きジェッ ト電流の境界領域に

強 い粒子降 下があ ることを示 して いる。

猟 階陥x→頃鴨一
一 ■、.一

鳴.

.・l

il .}

瓶ほ　

げrt -deJ"q__～d㌦ ＼～一 徳 ル

ゴ__⊥_一_』 ⊥_一__
ORY355.1982 丁

M∩GH

図1B5-24レ ベ ル フ ラ イ ト中 の オ ー ロ ラX線 昭 和 基 地 の 地磁 気3成 分,脈 動,宇 宙,雑 音 吸 収 デ ー タ
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ノル ウェー と昭 和 基 地 で 同 時観 測 したVLF放 射 特 性 の 研 究 助手 山岸久雄 助教授 福西 浩

地球 と取 り巻 く磁気圏内では,ELF,VLF帯 に各種の 自然電波が発生 している。そのうち波 と粒子の相互作

用 により磁気赤道付近で発生す ると考え られている 自然電波は,磁 力線に沿 って伝搬 しやすい性質 を もっている。

したが って,南 北両半球で磁気的に共役な2地 点(磁 気赤道をは さんで南北対 象の位 置にある地点)で 観 測され る

VLF自 然電波(VLF　 emission)を 研究す ることは,自 然電波の発生 と伝搬1ζかかわる一連 の物理過程 を探 る

上で重要で ある。

本研究 は,磁 気赤道上で地心距離6Re　 (Re:地 球半径)を 通 る地球 磁力 線の 地上 両端に近 い南極 昭和 基地 と,

ノルウェ ーのア ンドヤ(前 者の磁気共役点か ら磁気緯度30°,地 表大 円距離 に して約1600㎞ 東 の地 点)に おいて

1982年3月1日 か ら26日 まで 同時観測されたVLFの 受信電解 強度 デ ータを解析 したものであ る。

解析内容 と しては,こ れ ら2地 点で 同時に事象 のある時 間帯 を選 び出 して,パ ワースペ ク トルを求め,そ の絶対

強度 をモニタ ーチャー ト紙上の各バ ン ド強度 に対す るキ ャ リブ レーシ ョンを用いて決定 し,パ ワ ースペク トル の形

状比較 を行 った。

以上 の解析 を通 じ.次 の ような結果が得 られた。

(1)南 半球(昭 和基地)側 の エ ミッシ ョンは,約1KHz以 下で受信 され ることが多いが,北 半球(ア シ ドヤ)側 で

は,　1KHzを 超え2KHz前 後 まで受信 され ることが多い。

(2}約1KHz以 上の北半球側の受信 強度 は,南 半球側の約10倍 であ る。約1KHz以 下においては,南 半球側が 強い

が,北 半球側 と同 じくあ るいは弱 くな ることもあ る。

(3)Kpの 大小 と放 射帯 域幅 の広,狭 との対応が ア ンドヤ(北 半球)側 で顕著 である。

(4)(1},(2}の 結果 は,ア イスラ ンドの フ ッサ フェル と昭和基地での同時観測(1977年7月29日 ～9月18日)の 結

果 と類似 していることか ら,磁 力線の形の違い等(地 磁気伏角は昭和基地で約66°,ア ン ドヤでは約77°で ある。)

の季節変化以外 の原因がパ ワースペ ク トルの非対称性に重要 と考え られ る。

サ ブ ス トーム に と もな うELF放 射'オ 一 口 ラ ロア'の 研 究 助教授 佐 藤夏雄

オ ーロラブ レイクア ップや イ ンパル ス型 オ ーロラ ヒス放射 にともな って新 しい タイプのELF放 射 が昭和基地で

観 測された。この新 しいELF放 射 の中心周波数 は100-350Hz,継 続時間は10-150秒 である。

この放 射のダイナ ミックスベク トル を詳 しく見 ると,時 間 とともに周波数が減少す るfalling-toneが,特 徴 的で

ある ことが,明 らか にな った。 また,こ の放射 をス ピーカを通 して音で聞 くと野獣の吠声に似 ているので"オ 一回

ラロア ー"と 名前 を つけ た。オ ーロ ラロア ー放射は非常 に限定 され た時 に しか受信 されない。発生頻度 は,年 間で

10回以下 であ り,6月 ～8月 の冬期で,か つ,夜 の17-24MLTの サブス トームに ともな って しか 出現 しない。 し

たが って この現象の地上での観測条件 と して,電 離層の プラズマ密度 とオ ーロラ加速機構及び,波 動 の伝搬条件が

厳 しく関係 しているものと考え られ る。 オ ーロ ラロアの代表例 を下図 に示す。
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オ ー ロ ラロ ァのf-tス ペ ク トル と オ ー ロ ラ全 天 カ メ ラ写 真

昼 間 側 オ ー ロ ラ の 形 態 学 的 特 性 の 研 究 助 教 授 鮎 川 勝,客 員 助 教 授 国分 征

南 極 点 基 地(South　 Pole　 Station,　 SPA　 )は,平 均 的 な オ ー ロ ラ ・オ パ ール　(Feldstein　 et　a1,　 1974)近 傍

の 下 を 地 球 の 自転 に伴 って移 動 し,冬 季 に オ ー ロ ラ発 光 高 度(～100㎞)に お い て も太 陽 光 の影 響 を受 け な い と い

う オ ー ロ ラ光 学 観 測上 有 利 な 地理 的条 件 下 に あ る こ とが知 られ て い る 。 従 が ってSPAは 昼 間 側 オ ー ロ ラの 情 報 を

取 得 しう る地 球 上 で稀 有 な観 測基 地 の一 つ で オ ー ロ ラ研 究 に お け る重 要 な 役 割 を 有 す る地 上 観 測点 とい え る。 当研

究 所 のWDC-C2for　 AuroraがSPA全 天 カ メ ラ,デ ー タを 収 集 した こ とか ら,昼 間側 オ ー ロ ラ の 形 態 学 的研

究 を試 み た 。 従来 昼 間 側 オ ー ロ ラに 関 す る研 究 報 告 の い くつ か は,惑 星 間 磁 場 の 強 度 ・方 向 や サ ブス トー ム(AE

－ イ ンデ ッ クス ま た は 夜 側 の 地 上 地 磁 気 変 動)と の 関 連 にお い て,昼 間 側 オ ー ロ ラの 緯 度 的 移 動 や 輝 度 上 昇 が 議 論

さ れ て い る　(J.L.　 Horwitg　 -　 S.-L.　 Akasofu,　 1977;　 R.H.　 Eather　 et.　a1.,　 1979)。 　 しか しこれ らの 報告

は オ ー ロ ラ形 態 に つ い て の 議 論 が 必 ず しも明 確 にな され て い る と は言 いが た い。 一 方 昼 間 側 に は太 陽 風 と地 球 磁 場

とに よ って 形 成 され る カス プ 領 域 と呼 ば れ る地 球 磁 気 圏 の ユ ニ ー クな 領 域 が 存 在 し,昼 間 側 オ ー ロ ラの 振 舞 い,形

態 とい う もの が カス プ 領 域 の 特 性 を 明 らか に す る う えで 重 要 な 情 報 を 含 ん で い る と考 え られ て い る。 本 研 究 は この

点 に 着 目 して の オ ー ロ ラ形 態 解 析 を 目的 と した。1977年,1978年,2年 間 の デ ー タを 調 べ た結 果,図 に 示 す 様 な

昼 間 側 オ ー ロ ラ の形 態 学 的 特 徴 の 知 見 を 得 た 。 昼 間 側 オ ー ロ ラの 形 態 学 的 な違 い は,単 に観 測 者 とオ ー ロ ラ発 光 場

所 との 相 対 的 位 置関 係 の み に左 右 され るば か りで な く,オ ーロ ラ粒 子 オ リ ジ ンの違 い を示 唆 して い る可 能 性 が あ る。

　 (1)　 Coronal　 type　 aurora　 (cusp　 origin　 ?)

　 (2)　 Bandlike　 aurora　 (drift　of　nightside　 origin　 ?)

　 (3)　 Coronal　 and　 bandlike　 mixed　 aurora　 (transition　 region　 ?)
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ISlS衛 星 で観 測 さ れ た プ ラ ズ マ 波動 の研 究 助教授 福西 浩,助 手 山岸久雄

極域で は,オ ーロラ現象 に関連 した波動一粒子相互作用 に伴 って さまざまな 自然プ ラズマ波動 が発生す る。 その

中で もVLF-ELF帯 に出現す るオ ーロラヒス,ソ ーサー,　LHR波(Lower　 Hybrid　 Resonance波),EIC波

(Electrostatic　 Ion　Cyclotron波)は,電 磁 波 モ ー ド(ホ イスラーモ ー ド),電 磁 波 と静電 波のハイブ リッ ド

モ ー ド,静 電 波モ ー ドの代 表的 な波動 である。

本研 究ではISIS-1,2衛 星によ り得 られたこれ らの波動 デ ータを総括的に解析 し,そ の特性 とオ ーロラの

関係を明 らかに した。 ここでの解 析手 段は,波 動のダイナ ミックスベク トル構造の解析,波 動の発生領域の解析,

波動 とオ ーロラとの位 置関係 の解析,波 動の伝 搬方 向の解 析であ り,解 析結果の解釈に理論的な考察を加えた。 こ

れを以下に述べ る。

オ ーロラ ヒスはオ ーロラア ークに対応 して発生する。夜 側では衛星が オ ーロラアークを横切 る場所を底 と したV

型 ヒスが発生 してお り,昼 間側では放射状のオ ーロラア ークに対 したバ ース ト状 の ヒスが発生 して いる。高 い高度

でのV型 ヒスの スペク トル には,し ば しば衛星のス ピン変調 によ る斜めの吸収帯 が観 測された。このス ピン変調か

ら推定 したKベ ク トル方向 は,V型 ヒスがオ ーロラア ークに対応す るライ ンソースか ら方射 されていると仮定 した

場合 の方 向 と一 致す る。

ソーサ ーはオ ーロラ領域 に隣接 した領域,又 は少 し離れた領域で発生 してお り,電 磁層起源の低 エネルギ ー電子

ビーム流 がその放射源と考え られ てい る。 ソーサ ーの底 にはハ ーモニ ック構造が存在す る。 この構造がプ ロ トンサ

イ クロ トロン吸収によ って生 じたと仮定 す ると,大 部分 のソ ーサーは衛星高度 よりも下方か ら上方に向か って伝搬

してい ることにな り,電 離圏電子 ビームの方 向 と一致 する。

EIC波 は主 に夜側の高度2500㎞ 以上で観測され,一 般 にV型 ヒスの底で ヒスに重 な って観測 され る。V型 ヒス

の底はオ ーロラアークに対応 してい ることか ら,EIC波 は沿磁 力線オ ーロ ラ粒子加速領域でオ ーロラ電子 ビーム
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によ るラ ンダウ型不安定性 によ り励起 されてい ると考え られ る。

LHR波 はオ ーロ ラア ークの中やその近傍 で観測 される。放射源 と してはアークを作 り出す電子 ビームや,磁 力

線に垂直方向 に加速 され たイオ ンが考え られ る。

(2)共 同研究 ※印研究代表者:印 以下極地研担当教官

ア)一 般共同研究

オ ー ロラ観 測 の た め のLLLTVカ メ ラ の 開発 ※小 口 高(東 京大学理学部 教授),林 幹治(東

京大学理学部 助手),佐 々木 進(宇 宙科学研究所 助手):平 澤威男(教 授),江 尻 全機(助 教授),小 野高

幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)

極光の生成物理過程 を解 明す る手懸 を得 る目的で,地 上よ りその二 次元像 を高時間分解能 で各線 スペク トル を同

時 に観測 し,計 算機 によるデ ータ処理 を も考慮 し,CCD素 子を使用 したデ ィジタル超 高感度 テ レビを開発 して来

た。今年 はさらに、二点 間で観測す ることによ りオ ーロラの高度 分布 を求 めるべ く、立体 観測 システムを完成 し、

3台 のテ レビカメラセ ッ トが 出来上が った。実際 の観 測は第25次 隊南極地域観 測隊によ り南極 昭和基地周辺で行わ

れ る予定であ る。同時 に同隊 は、観測 ロケ ッ トによるオ ーロラ光 の測定 を計画 してお り,ロ ケ ッ ト搭載用超高感度

テ レビカメラを設計 ・製作 した。

今回開発 した地上用 テ レビカメ ラの特徴 は ①100レ ーリーよ り100キ ロ レー リーまでが撮像可能で ②波長 に
む 　 む む

ついては(Dパ ンクロ(4000A～8000A),(iD6300A,(iii)5577A,(VD4278Aあ るい は6562A

の4波 長域で撮像 され る。又、③露光時 間は1/30秒 よ り8秒 までの範囲 で可変選 択できる ④後の解析を効率的

に行 う為に,得 られたデ ータはデ ィジタル(PCM録 音用)及 びアナログ(VTR録 音用)併 用 とな って いる。

更 に,立 体カ メラと して使用す る際,3台 の カメラの 画面 が同一 の規格 とな らなければな らない為,レ ンズ系を含

めたテ レビシステ ムの較正 も行 った。

ロケ ッ ト搭載用CCDテ レビカメ ラ

ロケ ッ トは姿勢安定の為ス ピン運動をす るので,カ メ ラ撮影時間 中画像 を静止 させ る必要が ある。その為に ,カ

メ ラを ロケ ッ トのス ピンと逆方向 に回転 させ る必要が ある。本装置で は,ジ ャイロスコ ープARC-C131-1A

で ロケ ッ トのス ピンを検知 し,サ ーボモ ータによ りカメ ラをデス ピンさせ るサ ーボ系 の零点制御方式を採用 した。

これには低速 回転の動作 改善用に タコメ ーターによ る閉ル ープ制御を併用 し,約O.1度/1回 転の高精度を得た。

本開発CCDカ メ ラの特 徴
む

①100×100絵 素(積 分 時 間5秒)② 波 長 域:4000～8000A③ 取 得 可 能 光 強 度:0.2～100kR

④ 視 野角:53° ×30° で あ る。

取 得 さ れ た デ ータ は 本 装 置 内 でA/D変 換 され フ レー ム メ モ リ ーに取 り込 まれ た後,PCM化 され テ レメ ー タに 出

力 させ る 。

本 開 発 に よ り地上 用 ・ロケ ッ ト用 兵 に,CCDカ メ ラ シ ス テ ム は実 用 に耐 え う る シ ス テ ムを 完 成 す る こ とが で き

た 。

人 工 衛 星 に よ る極 域 の 超 高層 及 び 中層 大 気 圏 の 物理 現 象 の研 究 ※芳野赴夫(電 気通信 大学 教授)

柴 田 喬(電 気 通信 大学 助手),富 沢一郎(電 気通信大学菅平宇宙電波観測所 助手),瀬 尾洋一(電 気通信 大

学 技官):平 澤 威男(教 授),川 口貞男(教 授),田 中正之(教 授),福 西 浩(助 教授)

1超 高層物理 現象の研究

昭和51年,第17次 観測隊によ ってISIS-1・2号 衛星のVLF電 波 と トップサ イ ドサ ウンダーのテ レメ ト

リー受信 を開始 し,現 在 に至 ってい る。また,53年 には当時の東大宇宙研の科学衛EIEXOS--A"極 光"の 静 電

波(ESW)のVLFデ ー タの 受 信 も 行 い,ISISと 極 光 の 軌 道 が 昭 和 基 地 上空 で 交 又 す る こ とを 利

用 して,経 度 方向への現象の拡が りを観 測 した。今回の共同研究においては,此 等の取得デ ータか ら新事実の発
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見があ り,そ の主な ものを記す。

日)　VLFソ ーサ ー波に関連する研 究

a)オ ーロラ現象 と関連 したVLFソ ーサ ーは,夜 側のオ ーロラオ ーバルの低緯度側 に発生す るばか りでな く,

昼側の カスプ近傍で も発生 し,Kpの 極 めて低 い時 には極 域電 離層全域 で も発生 し,強 い下 向き電流 に伴 う

弱い上向 き電流に対応 してい る。

b)従 来,ソ ーサ ーは極域の冬期に高度約1000㎞ か ら3000㎞ に発生 するとされていたが,今 回の研究で夏期

の夜側の高度3500㎞ 以上 の領域において も発生 してい ることが確認 された。

(2)EIC波 に関す る研究

静電 イオ ンサ イク ロ トロン波は,従 来高度4500㎞ 以下の領域で発生 していると考 え られ いたが,高 度3500

㎞～1400㎞ のISIS-1・2号 の観 測結果で も,　VLFの 低周波部分 のプロ ン トジャイロ周波数の高調波強

度分布構造がVLFソ ーサーの強度分布 と異な って,V形 ヒスの低部 に観測 され た。此の場合 に,オ ーロラヒス

が電子 ビーム領域外に伝搬す るのに対 し,　EIC波 が領域内に とじこめ られて いる状況 を確任 した。 この結果 か

ら,　EIC波 は数KeVの 上 向き電流部分 と数eVの ドリフティング,サ ーマル電子 の上向 き電流帯内 に封 じ込ま

れて発生 して いることを推定 できた。

(3)LHR波 の研究

人工衛 星によ って,オ ーロラ帯 外側,プ ラズマポ ーズ近 傍の可成 りの緯度範囲で,　LHR周 波数 に対応 した

波動 を観測 し,　LHR波 の発生領域 を確認で きた。

II　中層大気の物 理現 象の研究

昭和51年 より旧NOAA系,55年 よ りTIROS-N　 ,新NOAA系 気象衛星の昭和基地 での受信 を行 い,そ の受信

デ ータを解析 した。特 に新NOAA系 の リモ ー トセ ンシングによる垂 直温度分布の観 測 におい ては,55年 度 より

南極に対応す る赤外線放射分布 関数の重 み関数 について研究 を行 って居 り,特 に此の衛星の観測範囲が広 く,南

極大陸の70%が 昭和基 地で カバ ーでき ることか ら,極 域 におけ る突然昇温,四 季の平均気温の垂直分布の変動,

オゾ ン量の季節変動 等について解 析を行 って,南 極域 の中層 大気の中低緯度地方 と極域の流動の季節変化の影響

の研究を目指 した。

極 域 成 層 大気 の観 測 ※高木増美(名 古屋大学空電研究所 教授),近 藤 豊(名 古屋大学空電研究所

助手),岩 田 晃(名 古屋大学研究所 助手),岩 上直樹(東 京大学理学部 助手):平 澤威男(教 授),福 西

浩(助 教授)

昭和56年 度 か ら58年度 にかけ主 として二つのテ ーマに力点 をおいて研究が され,お のおの大きな成 果が得 られた。

以下,1),9)の 項 目に分けて記す。

1)成 層圏NO2密 度 の測定(主 として東大理が中心 とな って行 な った研究で ある)

可視部(400mm付 近)のNO2の 吸収帯 の太陽光のスペク トルを精度良 く測定す る分光器 と太陽追尾装置を組み

合せた測定器で比 較的小型 の気球(B5)を 用いてNO2密 度 を測定 するこ とに成功 した。(57,58年 度)。

測定法はNO2の 吸収 が大き くなる 日没 時に レベル高度 に達 した気球上か ら太陽 スペク トルを測定 し,そ の中 に含

まれ るNO2の 吸収量 の情 報よ り積 分されたNO2密 度 を求 め るものである。この積分 され たNO2密 度はinrersion

によ り垂直分布に直す ことができる。現在,詳 細 なデ ータの解析を行 な っている段階で あ り,最 終的な結果を出

すまでには多少時間がかかる。途 中経過 は58年 度MAPシ ンポ ジウム報告 を参 照 され たい。 いず れにせ よ南極 に

おいて最初のNO2密 度 の測定 に成功 した ことを ここでは報告 す るに留める。

ll)成 層圏NOの 測定

これは主 として各大空電 研が担当 した項 目である。56年 度か ら58年度 にかけ成 層圏NO密 度 を直接 に しか も精

密に測定 でき る装置の開発を行な った。 この測定 器の原理は測 定器 中で酸素よ り発生させたオゾ ンとNOの ケ シル

ミネッセ ンス反応を利用す るものである。

この方法の利点は

1)測 定が時刻を選ばず いつで も行なえ る。
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従 って 日変 化を調 べ ることができる。

2)高 度 分解能 が極 めてす ぐれてい る(100m以 下)。

3)測 定 精度 が極 めて良い(5%)。

などである。

我々はゾ ンデタイプの装置の開発に成 功 した。詳 しくは報告の文献を参照 されたい。

この ゾ ンデは実際 に仏 の気球実験 に使用 され最初 の フライ トで,非 常 に良 好なNOの 測 定値 を得 ることがで きた。

基本的 には このタイプのゾ ンデによ り南極 において も観測が可能 であ ることが実証されたと言 える。従 って南極で

のNOの 測定 は,極 地研究側の今後の対応のみに依存す る。以上のよ うに我々が 目標 として揚 げ,推 進 してきた計

は全て成功裏 に終了 した。

極 域 電 居 中 の 物 理 過 程 ※大塚 寛(東 北 大学理学部 教授),高 橋忠利(東 北大学理学部 助手):

福西 浩(助 教授),小 野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)

本年度 は昨年度 に引き続き,以 下の3つ の内容 の研究を行 った。す なわち,(1)オ ーロ ラキロメータ電波の研究,

(2)極域擾 乱に伴 う赤 道F層 擾乱の研 究,及 び(3)Exos-C衛 星によ る極域 電層の観測,で あるが以下 に これ らの テー

マに関 して本年度 新たに進展を見た研究成果 をま とめ る。

田 オー ロラ ・キ ロメ ータ電 波(AKR)に 関 して はダ イナ ミックスベ ク トルの詳細 な検討 か らその動持 性とプ

ラズマ ・キ ャビテ ィの発達 との関係 が考察 された。主 として,　Jikiken衛 星によ って観 測されたAKRの デ ー

タを検討 し,　AKRの 放射強 度の 増大 とともにスペ ク トルの ピークを示す周波数が低 くな る特性が判 明 した。

この ことは粒子加速 にともな ってプ ラズマ ・キ ャ ビティが発達す るとともに粒子の加速域の高度が上昇する こ

とによって説明出来 ることを示 した。

AKRの 発 生 メ カニ ズムに関 して は,Zモ ー ド波の電磁波への変換理論 を更 に進め,新 た に加速域でのプ ラ

ズマ ・ビームの速度の非一様性 を導入 した扱 いを行 った。 その結果静電 的なプ ラズマ波か ら電磁波へのモ ー ド

変 換が主 と して密度の非一様性 による場合 は,L-0モ ー ドが生 れたが,速 度 の非一様性 をも考慮 した場合,

L-0モ ー ドとともにR-Xモ ー ドの電磁波 も発生 しうるこ とを明 らかに した。

(2)　Hinotori衛 星 によ る電 離層観測結 果に基づ き地磁気 嵐に伴 う赤道 域F層 擾 乱について解析 を進 めた。赤道

域F層 擾乱 が時間な らびに空 間的に変 化す る様相,緯 度方 向に起る変 動 と局所 的不安定 との関係の考案,又 低

緯 度で発生 す る擾乱電 場の計測結果を総合 して,磁 気 圏 と結合 し高 緯度で形成される電場 が擾乱時 に低緯度へ

侵 入す る事が重要 な役割を果す ことを明 らかに した。

(3)　Exos-C衛 星 によ る極 域電 離層の観測

Exos-C衛 星 は2月14日 軌道傾斜角75°,遠 地点高度865km,近 地点高度353kmの 軌道に打 ち上 げ られ,

現在極域 を含む電離圏の観測を行 って いる。 この衛星 はKSCの 他 に,昭 和基地,ス ウェーデ ンのESRANGE

での受信 も行 って お り,今 後電離圏F領 域の長期 に亘 る系統的観測が行なえ るもの と期待 され る。

周回軌道(Rev67)上 の観測結果 によると夜側の電離圏 において磁気緯度約60°の付近 に急 激 にス テ ップ状に

変化す る電子密度分布構造 が認 め られ,そ こか ら高緯度側で密度分布の不規則構造が顕著 にな って いる。

これ らのデ ータの本格 的な解析 は今後 の課題で あるがExos-Cに 搭載 されて いるPPS観 測器や 各種 粒子計 測

器,南 極 ロケ ッ ト,昭 和基地でのオ ーロラ等の観 測結果 と相侯 って極 域電 離層中の物理過程 の研究 を深 めるこ

とが出来 るもの と期待 してい る。

地 球 磁 気 圏 と電 離 圏 の 電 磁 気 的 相 互 作 用 ※安 原文彦(中 京大学教養学部 助教授),上 出洋介(京

都産業大学理学部 教授):平 澤威 男(教 授),鮎 川 勝(助 教授),藤 井 良一(助 手)

1.研 究の 目的 と経過

この研究の 目的 は,オ ーロ ラ帯付近の電場や電気伝導の観測結果を主な資料 と して,電 離層 と磁気圏の相互作

用 を探 ることで ある。 これ まで に,1.)電 場 ・電気伝導 と沿磁力線電流の関係,2.)高 い伝導度を持つオ ーロラ

帯が極冠電場の分布に及ぼす影響,に ついて調べ報告 して きた。
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本年度 は,電 離層 一磁気圏の相互作用や サブス トームの生成過程に重要な関係 を もつ,オ ーロラジェ ッ ト電流

における南北電場 と電気伝導度の相対 的重要性 を調べ た。

2.本 年度 の研究 結果

i)　Chatanikaレ ーダ ー観測か ら得 られた電 場 ・電気伝導度のデ ータを地方時によ って分類 し,統 計的にそれ

らの相 対的重要度 の空間分布 を得 た。 これによると,い わゆるHarang不 連続線 よ り早い地方時に流れる東向

きのオ ーロラジェッ トでは,主 として北 向き電場が主要 な役割を果 して いる。それに対 しそれよ り東にある西

向きの ジェッ トは,　Hall電 気伝導 度 が効 く部分 と電場の 影響が大 きい部分の二つに分かれ る。すなわち真夜

中か ら早朝(2MLT頃)に か けての 西向 き ジェ ッ ト領域で は,Ha11伝 導度 が重 要で あ り,朝 方遅 く(4M

LT頃 以降)で は南 向 き電 場 の役割が優位を 占め る。その間の地方時では,西 向き ジェ ッ トの低緯度部分で伝

導度の,ま た高緯度部分で電場の役割がそれぞれ卓越す る。従 ってHarang不 連続線 に似 た電場/電 気伝導度

の境界線が朝方に も存在す る。 これ らの ことは,こ れまでの一般 的概念 とは異 って,西 向き ジェ ッ トは電気伝

導度の増加だけ に関係 してい るのではな く,　Late　morningで は伝 導度 の上 昇が な くて も強 くな り得 ること

を示 して いる。また電場/伝 導度の重要性の差は,対 応す る磁 気圏領域の どの よ うな違 いを反映 してい るのか

とい う事は興味深い。

ii)サ ブス トームのmaximum　 phaseとrecovery　 phase　 で ジェ ッ ト電 流 の強 さが最 大で ある地方時を,約

1年 分(約1500個)の 事例を使 って調べた ところ,統 計的に差があることが わか った。　Maximum　 phaseで

は,ジ ェ ッ トの中心は真夜中あ るいはそれ以前にあ り,　recovery　 phase　 で は朝 方(>3MLT)に ある。 こ

の統計をi)の 結果 と合わせ ると,サ ブス トームのexpansionは 真夜 中 を中心 とす る電 気伝導 度の増大によ

り生 じてい ることになる。

3.今 後の問題

電離層にお ける電場や電 気伝導度 ・電流などの関係 はかな り明 らかにな ってきたが まだサ ブス トームの進行に

伴 うそれ らの関係の変化や,電 気伝 導度の非一様性か ら生 じる分極電荷 のふ るまいな どを調べ る必要があ る。ま

た電離層のい ろい ろな状態に対応す る磁気圏内での物 理過程 の理解 には多 くの点を残 してい る。

lmpulsive　 distubanceに 伴 う磁 気 流 体 波 動 の発 生 ・伝 播 機 構 の 研 究 ※河村 蟷(気 象庁観測 部

参事官),桑 島正幸(気 象庁地磁気観測所 主任研究官),藤 田 茂(気 象庁地磁気観測所 研究官),外 谷 健

(気象庁地磁気観測所 技官):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

南極昭和基地で1976年 ～1981年 に取得された地磁気 資料 を利用 して,　SSC　 (磁気嵐急始)に 伴 う現象 の研究の

対象をPsc型 磁気流体 波動 にあてて研 究を進めた。

昭和基地のL－ 値は6.1で,昭 和基 地に根を持 つ磁 力線は磁気 圏赤道面 においては静止衛星高度の近傍を通過する

と推 定され るので,静 止衛生 による地磁気変動 もあわせ て参照 した。 昭和基地お よび静止衛星高度では,　SSCに 伴

い周期100秒 ～数100秒 のPsc4-5の 変動 が卓 越す る傾 向が確認された。 これは,こ れ までの他の研究者に よる

報告 とも合致す る。本研究で見出された事実の一つに,　pscの 初動 の向 きに顕著な出現時間依存性の存在があげ ら

る。磁 気圏(静 止衛星 高度)に おけ るPscは 東西成 分 の振 動が南北 成分 および垂直成分(静 止衛星高度 においては

磁力線方向にほぼ沿 う成分)に 比較 して大きいが,　Pscの 初動 は午前側では東 向きに,又 午後側では西向 きであ る

ことが見出 された。初動の向きは,　Pscの 発生 機構 に直接的 に結び ついていると考え られ るか ら,こ の顕著な 出現

時間依存性は注 目に値 す る。静止衛星高度で見 られる午前側では東 向きの,又 午後側で は西向 きの初動は,磁 力線

に垂直な変動であ ることか ら,ア ルペ ン波的なモ ー ドで磁 力線に沿 って伝播 して地上 に到来す ることが考え られ る。

磁気圏赤道面で静止衛 星高度を通過す る磁力線が地上では昭和基地の近傍 に根 を もつ ことを考慮 して,昭 和基地 に

おけ るPscの 初動 の向きを調べてみた。 この結果,地 上では,　Pscの 初動 の向 きが午前側で は北向 き,午 後側では

南向 きであ ることが見出 された。磁力線に沿 って磁 気圏か ら地上に到来す るアルペ ン波が電離 層を流れ る電流 によ

って偏波の主軸を90°回転す る ことを考 慮す ると,静 止衛星高度 における東西方 向の初動の 向きと,地 上 における

南北方向 とは合致す る。従 って,静 止衛星高度および地上でのPscの 初動の特 性 か ら,磁 力線 に沿 った アルペ ン波

の伝播の存在が裏付け られた ことにな る、次の段階 と して,今 回の南極 昭和基地 と磁気圏,静 止衛星高度 における

Pscの 対応関係 を一歩進めて,南 極昭和基地 とアイス ラン ドの地上 共役点におけるPscの 特性 を調べ ていきた い。

-15一



撮 像 観 測 に よ る オ ー ロラ及 び電 離 層 ダ イ ナ ミ ック ス の研 究 ※金 田栄祐(東 京大学理学部 助手)・

鈴 木勝 久(東 京 大学理学 部 助手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),鮎 川 勝(助 教授)

研究 テ ーマの うち,電 離層 ダイナ ミックスの研 究を 目的 と して開発 した,夜 間大気光観測用光子 計測法 単色撤 像

装置 は,東 京天文台木 曽観 測所におけ る前 年度 の予備観測によ り,そ の性能確認を完了 してい る。今年度 は引き続

いて,同 観 測所 において観 測を行い,画 像 デ ータの取得を行 った。観測を木曽において行 った理由は,1)夜 天空

の人工光 による汚染度 が極 めて低い事,ii)東 京か ら比較的近距離に存 る事等であ る。

最初 に,開 発 した光子計 測法単色撮像装 置について簡単 に報告す る。夜間大気光の単色撮像においては,入 射光

量 の絶対的不足 か ら生 ず る検出上の問題に対 して,様 々な方策が可能であ る。本装置 は,極 微弱光の検出に採用さ

れ るポ トンカ ウンテ ィング(光 子計測)を ポ ジシ ョン ・セ ンシティヴに行 う方式を採用 した。

概 略は,単 色撮像魚眼 レンズによ り取 り込まれた像を構成す る光子は,光 子計測法撮像管 によって 位置情報を含ん

だ形で検出 された後,こ の位置情報が フ レーム メモ リー上の ア ドレスに変換 され,該 当ア ドレスの内容が カウン ト

ア ップされ る。 この動作 を光子入射 に対応 して遂時実行す る事 によ り,フ レームメモ リー上 に像が形成 されて行

く。 この方式の特長は,i)暗 電流等の混入を極力抑え る方式の為,高 いS/N比 が得 られ る(S/N>1000)。

ii)画 像デ ータを直接 フロ ッピーデ ィス クに,セ ーヴす る為,デ ータ上で簡単 に積 分時間を延長 した画像の取得が

可能であ る事等であ る。

第1図 光子計測法単色撮像装置

本年度行 った夜間大気光単色撮像観測において,対 象 を 〔OI〕5577A及 び6300の2輻 射 と し,デ ータの取 得

を行 った。装置の動作は良好で所期の成果を得て,現 在 データの解析 中である。 以下,今 後 の研究推進の上での問

題 点について述べ る。

1.本 年度の観測 は,観 測 対象 の波長に最大透過率 を合せ た干渉 フ ィルタ ーのみによ って撮像 を行 った関係上,バ

ックグ ラウ ン ドの星野光 に対 す る補正が 出来 ない。この為,本 年度は連続 して取得 した画像 間の減算処理 を通 し

て,夜 間大気光パ タ ーンの運動 を求 める事 となる。

2.光 子計 測法撮像装 置の入射光子 に対す る実 用応答上 限は,4000～5000count/secで あ る。(こ の値 は,

現在 の システムで の 〔・1〕63・・Aの 翻 には問題ないが,5577Aで は一吉 醸 に入 力の減 光が腰 で あ り・

今後 の改良点で ある。)一 方,観 測は夜間大気光パ ター ンの変化を求め る事を 目的 としてい る関係上,時 間積 分

を無 制限とする事 は出来ない。現在2分 或いは5分 毎 に画像 データの フロッピーセ ーヴを行 っているが,5Kc-

ount/secの 率で5分 間積分時の画像では,画 素当 り約8count程 度で,空 間的 にユ ラギの大 きい像 とな ってい

る。
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CBJECT　 ***　 TEST　 KANE[〕A

図2等 輝度 コンタ ー表示 による入5577Aで の夜天空単色像例

磁 気 圏 嵐 の 発 達 とそ れ に伴 うULF活 動 ※飯 島 健(東 京大学理学 助教授),国 分 征(客 員助教

授,東 京大学理学部):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授)

この研究では,地 上観測の データと共 に極軌道衛星 と静止衛星のデ ータを用い解析を行 った。1つ は,マ グサ ッ

ト衛星資料の解析 を行 った もので,極 冠域 に流れ込む沿磁力線電流の様相を明 らかに した ものである。 もう1つ は

静止衛星GOES2と3の 磁場 データを用 い,磁 気圏嵐 に関連 したPc5の 特性 や 急始変 化 の統計 的な 解析 を行 った

ものであ る。

1)北 向きの惑星 間磁場(IMF)に 対応す る極域 沿磁力線電流系。

Region1,　 2沿 磁力線電流 系は南 向きのIMFに 関係 した磁 気圏嵐の発達 とともに変動するが,北 向 きIMFに な

った場合で も存在す る。　IMF北 向き時 には同時 に このRegion　 1の 極 側 に特徴的 な電流系が発達す ることが明

らかにな った。 この電流 系は,北 向きIMFに 伴 うとい う意味でNBz電 流系 と呼ぶ こととす る。

NBz電 流 系は,極 冠 域昼 間側 の地方 時6～18時 の領 域に現われる。電流 の向きは朝側で電離層か ら外側 に流れ

午後側で流 れ込む向 きになる一従 って これか ら予想 される磁気 圏対流 による電 流層電流 は,　4cell構 造 を もち極

付近では反太陽方向に流れ るもの とす る。

また,　NBz電 流はIMFBy成 分に依存 し,Byの 消長 と ともにNBz電 流系の 非対称性が生ず る。北 向きIMF
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時の夜 側では,大 規 模な沿磁力線電流の発達はみ られず,ス ケ ールの小さい ものが不規則に存在 するよ うで ある

が,こ れ らが磁気 圏嵐 の発達過程でどのよ うに して,　Region1,　 2と つなが ってい くかは,今 後 の研究 課題で

あろ う。

2)磁 気 圏嵐 に伴 うPc5波 動

これまでStormtimePc　 5と して知 られて きた圧縮性Pc5波 動の解析が,　GOES3と2衛 星のデ ータによ り行

われた。本年度 は磁気 嵐の発達過程 とPc5の 発生 の時間的関係の解析に焦点を しぼ った。まず地上 のデ ータか ら

磁気 圏嵐 の開始 時刻 を決 定 し,こ れに対 してPc5の 発生が どのよ うに関係す るかを調 べ た。 この結 果,Pc5は

嵐 の開始 に対 して衛星位 置の地方時に依存 す る系統的な遅れを もって発生す ることが明 らかにな った。 この事実

をPc5の 発生源 の動 きに よ ると解釈す ると,約55kevの プ ロ トンが地球磁場中で ドリフ トす る速さで発生 源が

西向きに運動す る ことにな る。すなわち,磁 気 圏嵐開始始時に夜側で注入 され 高エ ネルギプ ロ トン群 が西向 き

に ドリフ トしなが ら,午 後側でPc5の 発生 源にな るとい う解釈 にな る。 これは,　STAREレ ーダ ーの 結 果 を基

に したAllan等 の結 果 とも定性的に一致 してお り,圧 縮性Pc5が,赤 導環電 流 を形成 す る高 エネルギ粒子の不

安 定性 による もの とす ることに対す る傍証に もな って いる。

人工 衛 星 テ レメ トリ に よ る極 域 超 高 層 の 研 究 ※相京 和弘(電 波研究所 室長),恩 藤忠典(電 波研

究所 室長),猪 木誠 二(電 波研究所 主任研究官),渡 辺成昭(電 波研 究所 主任研究官):平 澤威 男(教 授),

福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授),小 野高幸(助 手)

1.概 要

昭和基 地における超 高層研究観測or－ 環 として1976年 か らカナダの国際電離層研究衛星(ISIS)の テ レメ トリ

受信 を行い,ト ップサイ ドサ ウンダ及びVLF帯 電波雑音 デ ータを取得,デ ー タ処 理,解 析 に より南極域上部電

離圏の構造 とVLF,　 MF帯 の電波雑音の特 性の研究を行 って きた。昭和58年 度はMAP計 画への要員確保 の ため

57年 度 の約半分 のデ ータ しか取得 されなか ったが,デ ータの解析 は予想以上 に進展 した。

2.テ レメ トリ受信 及びデ ータ処理状況

昭和58年 度 もCRCはISIS衛 星 の運 用 を継続 した。 しか し昭和基地で は要員不足の ため,運 用パス数を半減す

るこ ととな り,58年3月 か ら電力 事情が相対的に良 いISIS-　 2の みの運用 とな った。平均 デ ータ取得率は約13パ

ス/月 であ った。58年 度は23次 隊が取得 した テープの複製及び イオノグラム作成処理 は計画通 りには進まなか っ

たが,　VLFデ ータ処理で は1983年1月 までの ス ペク トル フ ィル ムの作成,6チ ャ ンネル狭帯域信号強度変化デ

ータの作成が完了 した。

3.研 究成果

(1)ト ップサイ ドサ ウンデ ィング

ISIS-　 2の イオ ノグラムか ら電子密度 とスケ ールハ イ トの高度分布 を求め る作業が始 ま り,58年 度 まで に得

られた1977年 夏期(1月)の 昼間及び冬期(6～7月)の 夜 間の電子密度分布か ら極域上部電離圏の構造の平

均的緯度分布が調べ られた。

一方
,前 年 に続 きサウ ンダAGCデ ータを利用 して低電子密度領域 におけるZモ ー ド放 射の 特性 が調 べ られ

た。 この放射はISISで は1号 の遠地点付近でのみ観測 され,受 信頻度 は極 めて低 い。強度 は約300kHzに ピー

クを持つ。受信 され た6例 の うち1例 に固定周波観 測に も認 め られ,衛 生姿勢検 出系データか ら受信 ア ンテナ

の ス ピン角 による強度変化 が調べ られた結果,ア ンテナが磁 力線とほぼ平行 の とき強度最 大となることが判 明

した。 この結果 はZモ ー ド放 射の伝搬特性 を解 明す る有 力な手掛 りを与 える もので現在 解析が進め られ ている。

(2)VLF帯 電波雑音観 測

極域VLFデ ータを用いて極域ELFヒ スの高緯度限界を統計的に調べた。その結果,平 均 して不変緯度72～78°

を境 に高緯度側 で全 く受信 されないことが判 明 した。 この限界 は夜 中か ら早 朝にかけて低緯度側へ下 る傾 向が

ある。発生機構 と してプ ラズ シー ト電子の サイク ロ トロン不安定 の可能 性を検討 した。

昭和及び鹿 島で1979～81年 に受信 されたVLFス ペ ク トルを解析 してホイ ッス ラに トリガされる放射 の発生

緯度分布を調べ た。その結果,ダ ク ト伝搬 ホイ ッス ラによ る放射はL>2.8で 急激に発生頻度 が減少 するのに
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対 して,非 ダク ト伝搬ホ イ ッス ラによる放射はL=2.0～3.5に 広 く分布 す ることが判 明 した。

また,　VLFソ ーサ下部の プロ トンの プロ トンジャイロ周波数及びその高調 波における吸収帯 か らVLF

ソーサの発生高度を推定 した結果,衛 星 よ り上で発生す るソーサの方が下 で発生す る ソーサよ り少 いことが判

明 した。

磁 気嵐 の 発 達 と太 陽 風 の 三 次 元 構 造 ※ 袴田和幸(中 部工業大学工学部 助教授),前 沢 洌(名 古屋

大学理学部 助手):鮎 川 勝(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授)

惑星間磁場が大 きな南向き成分を持つ とき太陽風のエ ネルギ ーが効率良 く地球磁気圏 に流入 しその結果磁気圏嵐

と呼ばれ る激 しい擾乱現象が発生す る。 この とき地上では磁気嵐や極域磁 気嵐 と呼 ばれ る地磁気擾乱が観測 され る。

この惑星間磁場の大 きな南向き成分は太陽電流面が地球近傍を通過す る際良 く見 られ る。 したが って磁気嵐を 引き

起す惑星間磁場の南向き成分の発生原因は太陽電流面の構造あ るいは太陽磁気 圏の もう少 し大 きな規模の構造 と関

係のあ る可能性があ る。 この可能性を調べ るために我々はまず太陽磁 気圏の構造 その もの につ いて考察す る必要が

あ る。現在の電子計算 機の処理能 力では太陽風を三次元の電磁 流体 として扱い3-DのMHD方 程式 を半径約50A

U程 度 の空間の中で数値的に解 くのは非常に困難であ る。そ こで我 々は太陽磁気圏の三次元構造を高速 に計算す る

ために一次元のMHD方 程式を～50AUの 空間で数値 的 に解いた結果を袴 田一赤祖父の太陽風モデルに応用 した。

袴田一赤祖父の太陽風モデルにおけ るR-t図 と呼ばれ るものを1-DのMHD数 値計算の結 果に合せ ると,二 本

のR-tカ ーブは非常に良 く重な り合 ってい る。 このR-tカ ーブを用いれば少な くとも定性的には太陽磁気圏の

三次元 構造を推定す ることが可能 であ る。また このR-tカ ーブを用 いて計算 した 太陽風速度の距離依 存性(R

-V図)も1-D　 MHDの 数値 計算の結果 と良 く合 っている。また1976年 と1977年 におけ る,人 工衛星 あるいは

IPSに よ る太陽風 速度 の観測値 と太陽光球磁場 やK－ コ 口ナか ら求 めた太陽電流面の形状 との比較によ り,計 算 の

起 点 とな る,太 陽近傍 における太陽風 速度 の空 間分布 について も明 らか にす ることができた。今後は これ らのデ ー

タや方法 を用い ることによ り,よ り現実 に近い形の太陽磁気圏 の三次元構造を推定す ることが可 能であ る。

LH～HF帯 広 帯 域 高 感 度 電 磁 放 射 観 測 装 置 の 開 発 ※鎌田哲 夫(名 古屋大学空電研究所 助教授)
'平 澤威男(教 授)

,小 野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)

1試 作観 測機器 の改良

58年 度 は,57年 度 に試作 し試験観 測を実施 した観 測機器 に対 して改良点を検討 し,性 能 を向上 させ るために前

置増 巾器 の大 巾な改良や,各 種濾波 回路 の増設等 を実施 した観測器 を2台 試作 した。主な改良 点 と しては,観 測

時刻 をNASAコ ー ドで挿入 出来 るよ うに し,ま た,　VLF～LF帯 の デ ータを4チ ャンネルのデ ータ コーダによ

によ り同一 カセ ッ トテープに集録可能 と した。

2試 験観 測とその結果

上述 したよ うに,58年 度 は全 く同一性能の改良型観測器を2台 製作 し,ス ウェーデ ンとア イス ラン ドとで実施

され た海外学術調査時 に,夫 々携行 され,野 外観測 を実施 した。　VLF帯 では100Hz～10kHz迄 を広帯域で,1.F

帯で は20～90kHz迄 を掃 引受信 し,お おむね満足すべ き結果 を得 た。即 ち,試 作 した観測装置は,　VLF帯 では,

受信点(電 力線 よ り10㎞以上離れ た地点)の 選択が よければ,人 工 ノイズの混入が全 くな く,極 めて良質のデ ー

タを与 えて くれ ることが判明 した。 しか しLF帯 の広域 受信 で は,受 信 点の選択によ る人工 ノイズ混入の軽減効

果 は全 くみ とめ られず,　LF帯 の各 種送信 局の 運用状 況 に左右 され るという結果がえ られた。 この ことは,LF～

HF帯 の観測装置 は,受 信空 中線系の選択 と空 中線 設置 の地形等 に重点をおいた設計をす るべきだ との結論をえ

た。従 って 昭和59年 度で は上記の点 を考慮 に入れて受信方式を検討 してゆきたい。

飛 翔 体 で の電 磁 界 多 成 分 解 桁 に よ る オ ー ロ ラ ヒス のmulti-raysの 分 離 ※田中義人(名 古屋 大学

空電研究所 助教授),早 川正士(名 古屋大学空電研究所 助教授),倉 橋克典(名 古屋大学空電研究所 助手)

:福 西 浩(助 教授),山 岸 久雄(助 手)

観測す る場 合には,観 測 され る波が単一の平面波で あると考え る事 はかな りの問題があ る。つま り,ヒ スの如 き
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電波 は複数 の波が重星 している可能 性が極めて高い。近年,電 磁界多成分(最 大磁界三成分,電 界三成分)測 定は

いろいろな衛星 にて常識 的に行われ,ス ペ ク トルマ トリックスを測定す る事が可能にな って来てい る。単一平 面波

を仮定 したスペク トルマ トリックス解析法 としては,　meansの 方法があ り,こ の方法を用いて,　Thorne　 et　al.

はPlasmaspheric　 ELFヒ スの方位 測定 を 行 った 。然 るに,ヒ スの如 き波は多数の波の重星であ る事がスペク ト

ル解 析か らも容 易に理解 でき,彼 らの単一平面波の仮定に基づいた方位測定結果は極めて疑わ しい。そ こで,波 が

混在 している際に も各成 分波 の方位測定を行ない得 る,情 報理論的手法 についての研究を行 って来た。以下,行 っ

た研究の概要 を紹介す る。

1)方 位 測定方 式の改良 ・拡張

i)ス ペク トルマ トリックスSy　(ω)の 固有値解 析 か ら,一 方 向 モ デルか二方 向モ デルかを決定す るが,そ の

際の判定条件の研究。

ii)モ デルが決定 され ると,観 測 された スペ ク トル マ トリックスを用 い,　maximum　 likelihood　 estimation

よ り伝搬方向を決定す るが,そ の際問題 となる雑音の大 きさに関す る研究

iii)従 来,f>fH　 (Ht)の 周 波数領域 にお いて はホイス ラモ ー ドの みであ り,こ の領域 を取 り扱 って来 た。 こ

れを,f<fH　 (Ht)の イオ ン領域 に拡張す る。即 ち,こ の周波数領域 では,二 つのモー ド(R,L)が 混在

す る事があ り,こ のモ ー ドの判別を した上で,方 位 を測定す る方式 の開発。

2)実 際のデ ータへの適用

i)上 述の改良 した アル ゴ リズムを,　GEOS2衛 星で観測 され た コーラス に対 して適 用 し,コ ー ラス の方位測

定に成功 した。その結果,f<fH/2のVLFバ ン ドコー ラスは電磁波の波で,小 さな θで発生 して いる事。又,

f>fH/2の 波は,θ ～ θresに て発生 している準静電波で ある事 を明 らかに した。

ii)更 に,　GEOS1上 でのplasmaspheric　 ELFヒ ス に対 して も,同 様の方位 測定を行い,プ ラズマポ ーズす

ぐ内側の赤道面 にて,小 さな θで発生 して いる もの もあるが,大 部 分の ものは大きな θで発生 してい る事 を明

らか に した。

iii)　ARCAD衛 星での,　f〈fH　 (Ht　 )　周波数領 域のニモ ー ド方位測定を行 う。

vi)上 述の方探方式の,南 極 ロケ ッ ト観 測へ の応用について検討。

地 磁 気 脈 動Pc1の 到 来 方 向観 測 の研 究 ※西野正徳(名 古 屋大学 空電研 究所 助手),岡 田敏 美(名 古

屋大学空電研究所 助手):平 澤威男(教 授),佐 藤夏雄(助 教 授),小 野高 幸(助 手)

1.ま えが き

地磁気 脈動Pclの 到来 方向(DF)の 観測は,　Pcl脈 動の電離層内捕捉領 域の位 置 を探 るこ とによ って発生

領域 のプ ラズマ ポーズの位置を推定す る有力な手段であ る。 このDF観 測 は,従 来,我 々が高緯度,低 緯度のVL

F放 射に対 して実施 して きたDF観 測に よる磁気圏 ダイナ ミックスの解 明の研 究 と相補 的な意義 を持つ ことで重

要 であ り,昨 年度か らそのDFの 可能性 につ いて検討を始め た。

DFの 手法 としては,ま ずB.J.Fraser等 が行 った相互相関解析法を試み,南極 昭和基地(磁 気緯度70,()°S,

L=6.02)と みず ほ基地(磁 気緯度72,3°S,L=7.04)で 観 測されたULF波 動 デ …夕を解析 した。

2.解 析結果

解析 に用 いた両鶴測点 デ ータはパ ーール型Pc1脈 動 のH成 分 が数 時 間継 続 して観 測 された15～16時UTの 顕 著

なイベ ン トを解析 した。波形は周波数0.4Hz附 近で優勢な成分を持つ準正弦波であ り,15～16時 の解析時間では

その強度は数秒か ら数10秒 で振幅変調を受けて いる。 また,109秒 の時間窓で解析 され た相互相関波形を見 ると

中心か ら±0.6秒(昭 和 一みず ほの270kmを 伝搬速度450km/sで 伝搬す る時 間)の 時 間範囲で は,相 関係数は

0.7と 高い値を示 した。

H成 分 とD成 分の リサ ージュ図か ら求めた強度 と偏波の結 果で は相関係数 は0.6以f"と 比較 的大 き く,:士0.6

秒の範囲内で は相関波形の ピークは±0.4～0.5秒 の時間遅れ を示す。 つ ま　tl　,　これ らし・)波は昭和 一一みず ほの基

線 より高緯度側か らの伝搬 を示す。 この結 果にみず ほでの強度 が昭年で のそれよ り強いことと一致 して いる。

3.あ とが き
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当初,電 離層F層 内をダク ト伝搬す るPc1脈 動の波長 に比べ,短 い距離にあ る両観測点では,Pc1の 強 度,偏

波の変化は小さい もの と考 え,H成 分 のみの解析 を行 った。 しか し,実 際には,両 観測のみの偏波が大 き く異 る場

合 もあ るので,H成 分 とD成 分の,ノ+y2,つ ま り波の エネル ギ伝搬の時間差を求め る解析を行 う必要が ある。

高 緯 度 に お け るSCとSCに 伴 うULF波 動 ※荒木 徹(京 都大学理学部 助教授)・ 永野 宏(岐 阜歯

科大学 助教授),家 森俊彦(京 都大学理学部 助手):福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授)・ 鮎川 勝(助

教授)

(1)平 面HM波 と電 離層一地球系の相互作用

SCの 研究で は,高 緯度起源のDP場 と低緯度で卓越す るDL場 の性質 を明 らか に し,こ れ らを分離す ることが

重要 である。 この立場か ら,　DL場 の低緯度伝播特性 を理解す るため,平 面HM波 と円筒状電 離層一 地 球 系 の相

互作 用を計算 した。電離層 は厚 さを無視 し,そ の電気伝導度 は12hLTで 最大OhLTで 最 小 とな るよ う正 弦的に

変化す るとした。 この結果,① 電離層遮 蔽電流 は12hで 最 も強 く夜側ほ ど弱 くなるが全LTで 西 向きで ある。

②Ohで は最初微弱な東向き電流が流れ た後す ぐ西 向き電流 にな る。③電離層電荷は18hで 最大 とな る。 ④地表

磁場変化は入射波よ り小 さ くかつなめ らかにな り遅れて最大値 に達す る。⑤外部磁 場は入射波 よ り大 き くな るが

夜側ではほ とん ど同 じである等のこ とがわか った。

(2)静 止軌道でのSCと 地上SCの 比較

約6年 分の静止衛星磁 場デ ータを用いて,220のSCの 静磁場方 向成分△Bと 地上Honoluluで の △Hと を 比

較 した。両者はほぼ比例 し,△B/△Hは 昼間で2.2,夕 方で0.9で あ った。

(3)静 止軌道でのSCの 偏波

静止衛星 によるdigitaldataを 用いSCの 偏波 を調べ た。 回転方向 は午前側で反時計まわ り,午 後側で時計 ま

わ りで,　Wilson　 and　 Sugiura　 (1961)の 地上 デ ータについての解 析結果 と一致す る。地上のSCの 偏 波 の 向

きは緯度64°-72°で逆転す る　(Araki　 et　al,　1983)が,静 止衛星 軌道 が この緯度範囲に入 るに もかかわ らず

そこで のSCの 偏波の向 きは午前 ・午後側でそれ ぞれ 一定 であ る。 このことは,　SCの 偏 波方 向の緯度 変化 が電

離層 レベルで生 じていることを示唆 してい る。

(4)静 止軌道でのSCの 伝播速度

2つ の静止衛星 の同時観測か らSCの 立 ち上 りの時 間差 をLTに 対 してプ ロッ トす るとSCが 太陽 一地球線 に直

角 な平面波 と して伝播 した どす ると,静 止軌道でのSCの 伝播速度は300㎞/s～1000㎞/sの 範囲 に分布 し平

均値 は600㎞/sと なる。

(5)電 離層上 下でのSCの 同時観測

地球磁場精密測定専用衛 星MAGSATに よって初めてSCが 電離層 の上下で 同時に観測されたMAGSTで(618

-0619UTに 観測 されたパルスは地 上観測所 のpreliminary　 impulseに 対応 してお り(こ の事 は,5時 間 ほ

ど夜側 にあるIMSnetworkchainの 高時 間分解能 データーか ら確かめ られた),そ の向きが逆で あ る ことが わ

か った。 これ は,今 まで地上のSCの データ解析か ら推論 されて きたpreliminaryimpulseの 電離層電 流起 源

説を裏付 ける もので ある。

飛 翔 体 に よ る電 場 の観 測 的 研 究 ※小川 俊雄(京 都 大学理学部 助教授):福 西 浩(助 教授)藤 井

良一(助 手),山 岸久雄(助 手)

〔研究成果〕

北欧におけ る成層圏工 ーロ ノ ミーの総 合的協同気球実験の観 測結 果を解析 して,以 下の結果を得た。

1982年11月23日,ス エ ーデ ンのESRANGEか ら20時56分UTに 飛 陽 した気球(B15-2N)は,32㎞ の高 度で

北東 に水平飛翔 して,フ ィンラン ドと ソ連鎖上空 を横切 って北 極海 に達 し,11月24日3時10分 に落下 した。 この間

22時00分 か ら2時30分 の間,垂 直電場,電 流,水 平電場 の観測 を行 った。

垂直電場 の値 は0.2V/m,電 流の値 は2.5×1ザ12A/㎡ であつたが,3回 にわた って値が1×1ザ12A/㎡

よ りも減少す るとい う現象が観測 された。 この うちの1回 は,約200nTの 地磁気 擾乱 と対応 することがわか った
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が,残 りの2回 については今 の ところ原因が不明で ある。

垂 直電場,電 流の観測値か ら,成 層圏 にお ける電気伝導度 を計算す ると,ユ.5×10-11S/mと な った。 こ の 値

は1982年3月20日 に北欧で観測 した値2ン1ザ11S/mよ り約20%小 さい。 この差が ,電 気伝 導度 の季節変化 に

よるものか,又 はオ ーロラ活動 によるものかは今の ところ不明であ る。オ ーロラ帯におけ る,高 度約32kmの 成層圏

にお ける電気伝導度が1～2×io-iis/mで あ ることは,過 去 の南極 昭 和基地における観測結果 と も一致す る。

前述のよ うに,電 流の観測値が減少す る現象に対応 して,計 算 して求めた電気伝 導度 も減少す ることにな るが,こ

の原因については今の ところ不明である。

次に水平電 場の観 測値は,は じめ32mV/mか ら,観 測の後期 に18mV/mに 変化 した。水 平電場 の方向は,夜

半 までは北か ら東 へ変 化 し,夜 半以後は東 か ら南,北,南,東,北 とはげ しく変化 した。 これ らの変化を磁気北成

分 と東成分 にベク トル分解 してみ ると,夜 半前 にはそれぞれ北成分 と東成分が卓越 し,夜 半後 に,南 北,東 西に数

回にわた って変化 した。夜 半前の水平電場 は,高 緯度 地域 における大規模対流電場であ ると解釈す ることができ る。

しか し,夜 半 後のはげ しい変 化については今の ところ解釈 できない。

以上B15-2Nの 北 欧におけ る気球観測結果 については,い くつかの解釈で きな い点があ り,目 下研究を続行 中

である。

オ メ ガ信 号 の磁 気 圏 内 伝 搬 特性 及 び トリガ ー放 射 のISIS衛 星 観 測 デ ー タ の解 析 ※木村磐根(京 都

大学 工学部 教 授),橋 本弘蔵(京 都大学工学 部 助手),松 尾敏郎(京 都 大学工学部 教官):平 澤威男(教授) ,

山岸久雄(助 手)

ISIS衛 星で観測 された ノル ウェーのAldra局 か らのオ メガ信号は正 と負に ドップ ラーシフ トした複数の通路 によ

る成分か らな ってお り,こ のオ メガ信号によ って励起 された と考え られ る トリガ ー ドエ ミッション(ASEと も呼ば

れてい る)は 上記の異な る ドップ ラーシフ トを もつ複数の成分の うち1つ に対応 している こともわか った。一方 ,

このエ ミッシ ョンの発生域 と考え られている磁 気赤 道付近での トリガ ー波であるオメガ信号 のWave　 Normalの

方向が どうであ ったかを知 ることは発生 メカニズムを明 らかにす る上 で重要 なポイ ン トと考 え られ るので前年度以

降に引続 き観測された ドップ ラーシフ ト用 波数 の受信緯 度特 性か ら磁気 圏で の電子密度構造 を推定す ると同時 に,

各 多重通路の決定 とその通路上のWave　 Normal方 向を求め る。

す なわち,B,C,Edqar(1976)の 与え た磁気圏電子 密度 分布 モデルを修正 したモデルを用い ダ イ ポ ール 磁

場モデルに もとつ くray　tracing　 を行 って衛星位置 に到達する通路 に対す るWave　 .Norrna1方 向か ら ドップ ラー

シフ トを計 算す る。

一般 に北半球Aldra局 付近の異な る緯度 を出発点 とするray　tracing　 を行 うと衛 星 に到 達す る通路 は複数本 存

在 し,か つそれぞれ衛星 における ドップラーシフ トが正負 になるものがあ ることがわか る。 これが受信 衛星位 置

(緯度)が 異 なると順次変 ってゆ くので ドップ ラーシフ トの緯度特性の理論的予測特性が求ま る。そ こで衛星 に到

達 する複数 の通路の各 々についてray　tracing　か ら通 路の 磁気赤 道面(相 互作用領域)を 通過する際のWave

Norma1　 (方向が求め られる。この結果Rev.40075の 場合L=2.7近 くで受信 された トリガ ー ドエ ミッシ ョンは

正 に対応 していることか らこの附近で はWave　 Normalは10° ～20°であ り,更 にISISが 高緯 度 に行 くと正負両方

の ドップ ラーシフ トした波か らエ ミッシ ョンが励起 されてい る事か ら20°～40°の範 囲内にあ る。更 に もう一度進め

て トリガ ー ドエ ミッシ ョンその もののスペ ク トラムを詳細に解析 した ところ比較的広い緯度(約10°)に わた っ て

トリガー ドエ ミッシ ョンの周波数の時間変化率(df/dt)が ほぼ コ ンス タ ン トとな るデ ータが数例 ある事がわかつ

た。一方オ メガ信号が比較的広 い緯度範囲で観測 されてい る事か ら,こ れに対 応する通路 の磁気赤道面の通過のL

値 は比較的広 い範囲 に広が って いると考え られ るが,そ の場合df/dtは ヘ リウェル による と相 互作 用領域の電子密

度,ジ ャイロ周波数に関係 して いると考え られていて電波の赤道面通過点 のL値 の巾が広 いとパ ラメータが変化す

る事を意味 し,df/dtが 観測 された広い緯度 内で は変 化す る事 にな り観測結果が 矛盾 することにな る。

しか し実際ray　 tracing　 してみ ると電子密 度モデルに よっては受 信点 の広 い緯 度範 囲 に対応す る通路が磁気赤 道

面で はかな り狭いLの 範囲内 にはい ることもわか った。
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極 域 及 び磁 気 圏 に お け るプ ラ ズ マ波 ・粒 子 の 非 線形 相互 作 用 の研 究 ※松本 紘(京 都大学 超高

層電波研究 セ ンタ ー 助教授),大 村善治(京 都大学超高層電波研究 セ ンタ ー 大学院学生):江 尻 全機(助 教授),

宮岡 宏(助 手)

GEOS-1&2やATS-6な どの人 工衛 星 によ り磁 気 圏プ ラズマ中での低周 波とイオ ン粒子の エネルギ ー分布

とが同時観測 されてイオ ン ・モ ー ドの波動粒子相互作用 による現象が報告 されている　〔Young　 et　a1,　1981;　Ro
　 　

uxetal.,1982〕Hイ オ ンの他 に,5～20%のHeイ オ ンの存在 も確認 されて お り,そ のプ ラズマ中での波の

励起や電磁 イオ ンサイク ロ トロ ン波 によるプラズマ粒子の加熱や拡散等の現 象に対す る線形解析 も進め られてい る

る。我 々は極域 プ ラズマ中の その ような イオ ンモ ー ドの波動 一粒子 相互作 用に介在す る非線形過程 を計算 シ ミュレ

ーションによ って定量的 に解析す るために シ ミュ レーシ ョンコー ドを開発 して きた。本年の研究成果は以下の とお

りである。

既 に完成 して いる2次 元EMコ ー ドをその まま用いてイオ ン ・モ ー ドの シ ミュ レーシ ョンを行 うこ とも可能 であ

る。 これ に関連 して,我 々はSEPAC実 験をモデルに して 電子 とイオ ン両方が粒子 と して扱われ るEMコ ー ドの シ

ミュ レーシ ョンを行 い,電 子 ビームの放出によ り,　SEモ ー ドの波 と共 にLHR付 近の周波数の波(FMS波)が 励起

され ることを確認 して いる 〔Matsumoto　 and　 Fukuchi,　 1984〕。

一方
,　EMコ ー ドで は必然的 に電子 の運動をそのサイク ロ トロン周期 よりも十分小 さい時間ステ ップで解 き進め

ねばな らず,電 子の運動論的効果が無視でき るイオ ンモ ー ドの問題 には適 さない。そ こで,我 々は本年度 イオ ンを

粒子 と して解 く一方,電 子を流体 と して解 き進め るハイブ リッ ドコー ドをEMコ ー ドを もとに開発 した。

ハ イブ リッ ド・コー ドのテス トとして,コ ール ド・プ ラズマ中の基本分散のモ ー ド波 の存在を調べ た。伝搬ベ ク

トル をx方 向に とり,外 部磁 場をx-y平 面 に とるモデル を考え る。

平行伝搬(外 部磁場:エ 方向)の 場合で はイオ ン音波 とLモ ー ドのアル フベ ン波及びRモ ー ドの ホイッス ラー波

の存在が確認 された。また,垂 直伝搬(外 部磁場:y方 向)の 場合ではV纈(VA:ア ルフベン速度,Cs:

イオ ン音波)の 位相速度 を もつ磁気音波が確 認され た。

次に,平 行伝搬 のモデルにおいてイオ ンサイクロ トロ ン波によ るヘ リウム加 熱の シ ミュ レーシ ョンの結果を述べ

る 〔Omuraeta1.,1984〕 。数eVの コール ドH+とHe+が 混在す るプ ラズマ中に,温 度異方 性(T/T=2)

を もった数10KeVの 高エネルギーH+を 注入す ると,　LFブ ランチの波が強 く励起 されて,He+が100～200eVま

で加 熱される。 この結果 は,GEOS1&2に よって観測 されているイオ ンサイク ロ トロ ン波によるHe+加 熱 の現象

とよ く一致 して いる。

最近,極 域 ・磁気圏 において低周波 イオ ンモ ー ドの波や,こ れ らの波動 とエネルギ ー交換する高エネルギ ー粒子

の観測が多 くな されて いる。波の励起や粒子の加熱や拡散等の現象の ミクロな非線形過程を,よ り一般 的に調べ る

ために今後,効 率の良 い2次 元のハ イブ リッド・コー ドの完成が期待 され る。

keVレ ン ジの マ イ ク ロ ・バ ー ス トに関 す る研 究 ※松本治弥(神 戸大学工学部 教授),賀 谷 信幸

(神戸大学工学部 助手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),山 岸久雄(助 手),宮 岡 宏(助 手)

keVレ ンジの マイクロ ・バ ース トやパルセテ ング ・オ ーロラにおける降下粒子の脈動成分観測 のために,我 々の

グ嘔 プでは磁界型マル チ ・チ ・ンネ・レ・エネルギ 分析器 と椒 縄 型分析器の開発をおこなってきた.青 聯

電型分析器は昭和57年2月13日 に内之 浦よ り打ち上 げ られ たK-9M-72号 機 に搭載 され,従 来 よ り実績 がある半

球静電型分析器(宇 宙研 ・向井利典氏担 当)と 電 離層 プ ラズマを用いた相互較正をお こない,非 常 に良 い結 果を得

た観測器であ る。 これ らの観測器 の基本構成が 第25次 南極 ロケ ットに採用 された。

昭和59年2月14日 に打ち上 げ られたEXOS-C　 (大空)衛 星 はApogee　 865㎞,Perigee　 353㎞,　 Inclination

75°の極 軌道 に投入 され,中 層大気 の光 学的 観測 と上 層大気のプ ラズマ計測がお こなわれ,デ ータは昭和基地で も

受信 されてい る。 このEXOS-Cに 搭載 され た低 エネル ギー粒子観測器(ESP)は 極 域 及び南 大 西洋磁 気異 常帯

での降下粒子 測定が 目的で,5eV～16keVの 電子 と200eV～16keVの イオ ンを3台 の 分析器 で観 測す る。 この

うち200eV以 上 の測定において,降 下粒子束 の脈動成分測定のためにエネルギ ー掃引を4又 は8段 階 に し,1段

階8秒 とする準 固定エネルギ ー測定を おこない,数Hz以 下の脈動の検出を試み る。観測は,第25次 南極 ロケ ッ トと
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の共 同観測 も計 画され ている。

観測 と並行 し、イオ ンのエネルギ ーと質量分析器 の開発 をおこな った。本年度は エネルギ ー分析用の170° 偏向静

電型分析器 と質量分析用のE×B型 質量分析器を組合せた新 しい観測器を考案 した。 この分析器 内では角度情報が

保存 され るため,検 出面で横軸 に質量分布,縦 軸 に角度分布が2次 元像 と して得 られ,掃 引がエネルギ ーのみとな

るため に時間分解能が従来の観測器 に比べ飛躍的 に向上 し,短 時間で多 くのデ ータ取得が必要な極 域の ロケ ッ ト観

測 に最適 と言え る。現在 まで にE×B型 質量分析器を試作 し,そ の基本特性を測定 した段階ではあ るが,フ リンジ

ング効果 と収れん 法 に改良 を加えれば,高 性能な観測器であ ることが確認 されて いる。

南 極 超 高 層 探 査 ラ イ ダ ー の基 礎 研 究 ※広野求和(九 州大学理学部 教授),藤 原玄夫(九 州大 学理

学部 助手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),岩 坂泰信(客 員助教授)

九州大学 では,超 高層探査 ライダ ーと して,成 層圏 エアロゾル層 をタ ーゲ ッ トとす る もの と,中 間圏ナ トリウム

層 をタ ーゲ ッ トとする ものの2種 類の ライダ ーに関 して,そ れぞれの対象 の観測 を実行 しなが ら,測 定精度の向上

と,更 に多 様な観 測に対拠する為 の,ラ イダ ー系 改善 に取 り組 んでいる。今回はYAGレ ーザ ーの 基本波(1.06

μm)と 第2高 調 波(0.53μm)と の2波 長による成層 圏エアロゾルの物理 的特性 の探査 について報告す る。

YAGレ ーザ ー基本波(出 力約700　mJ　 /pulse,　 10　pps　)を 非線型 素子 を 用 いてその一部 を変換 させ ると,第

2高 調波 として基本波の約20%の 出力を得 る。 これを同時に送信 す るため,コ リメ ターは反射型望遠鏡 を用い る。

受信光 は ビームスプ リッターを用いて両波長に分け,そ れぞれを別々の フォ トマルで受信 する。今 回は試験的 に,

同一の フォ トマルを用いてそれぞれの波長を交互に測定 した結果について述べ る。

1982年4月 のEL　 Chichon火 山大噴火によ って,成 層圏に投入 された火山性物質は,時 間 とと もにその量を減

じなが らも,未 だ全世界的に多量に残 存 してい る。噴火当初非常に激 しい変動を示 したエア ロゾル量 は,1983年2

月に最大値を とったあ と,若 干の季節変化(夏 に,エ アロゾル層近傍で東風が卓越す るとエア ロゾル量 は減少)を

伴 な って,半 減期約5ケ 月で減少の一途を辿 ってい る。

このEL　 Chichon火 山起源の エアロゾルを,　YAGレ ーザ ーの2波 長 で測定 した結果,第2高 調波に対す る後

方散乱係数 と,基 本波 に対す るそれの比 はエアロゾル層の ピーク附近(18-19㎞)か ら高度 と共に春には顕著 に,

夏 にはゆるやか に増加 して いる。 エアロゾル層の主要部分(21㎞ 以下)で は春 に4～5,夏 に3～4の 値を とって

いる。

Mie理 論 に基づ く計算 によると,こ の値の変化 は,エ アロゾル粒径分布 あるいは屈折率(特 に虚数部分)の 変化

に依存 する。火 山噴火 による擾乱 のない静 穏時 のエア ロゾル層 では,こ の値 は3程 度 にな る。 この値が4～5に 増

加 するこ とは,粒 径 の小さな粒子 が相対 的に大き く増加す るか または同 じ粒径分布 のまま屈折率虚数部分が0.01～

0.02程 度に増加す ることを意味する。こ の虚数部分 の増加 はエアロゾルに含まれる吸収物質の増加を表わす。2波

長によ る測定結果か らだけでは,こ の両 者を区別できないため,気 球等 によるサ ンプ リング調査 または更 に多波長

の ライダー観測が必要にな る。 このため,現 在ル ビー レーザ ーを用いた ライダ ーの設置を進めている。

1984年3月 か ら2波 長を完全に同時 に測 定す るこ とを試み始め,1983年4月 の高度分 布 と殆ん ど同様 の結果

を得て おり,こ の ことか ら,　EL　 Chichon火 山起源のエ アロゾルは,1983年 以後は粒径 分布 や 屈折率 等 の微細

機造 に経年変化 は殆ん どな く,む しろ季節的 に変動 してい ることがわか る。

VHFレ ーダ に よ る極 域 超 高 層 の 研 究 ※小川忠彦(電 波研究所平磯支所 室長),五 十嵐喜良(電 波

研 究所 主任研究官),田 中高史(電 波研究所 主任研究官):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),藤 井良一

(助手)

南極MAP計 画の一環 として,第23次 隊 に よって1982年2月 に昭和基 地に設置 された50MHzド ップ ラー レーダ

は,そ の後 も順調に作 動 しデ ータを蓄積 してい る。1983年2月 か らは112MHzレ ーダ も追 加 され,現 在,2周 波

によ る観測が行われてい る。 レーダは大 き く分けて2つ の機能 を有 してい る。E昌 のlrregularitiesを トレーサ と

して,E層 の力学を調べ る運用モ ー ド(ダ ブルパ ルス とスペ ク トラムモ ー ド)と,流 星飛跡 を トレーサ と して,80

-100㎞ 高度の中性大気風の観測を行 うモ ー ド(流 星モ ー ド)が あ る。特に後者のモ ー ドは,極 域の中性風が中間
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圏やオ ーロラ活動 とどのよ うに関連 して いるかを解明す るの に役立つ。

昭和58年 度 か ら,第23次 隊 の持 ち帰 った多量のMTデ ータの 解析が始ま り,研 究成果が得 られるようになった。

流星モ ー ドは約40日 間で,残 りは他 の運用 モ ー ドにあて られた。昭和58年 度に行 った作 業や解析 内容 を以下 に述べ

る。

(1)ダ ブルパルス とスペク トラムモ ー ドについては,す べ ての デ ータを計算機で2次 処理 し,サ マ リープ ロッ トを

作成 した。 このプ ロッ トには,約1日 分の レーダエコ ー強度,エ コーの2次 元 ドリフ ト速度.　CNA,地 磁 気 水

平成分等のデ ータが約20秒 の時間分解能 で収め られているので,興 味 ある現象を拾い出すのに便利であ る。2次

元 ドリフ ト速度は電 場 と密接 に関係 してい るので,こ れ らの運用 モ ードによ り,オ ーロラに伴 う大規模な電場を

知 ることがで きる。昭和58年 度 では,地 磁 気のSi時 やPc4-5脈 動に伴 う レーダエ コ ーの振 舞 いについて初期

解析結果 を発表 したが,エ コーは数多 くの情報を含 んでお り,研 究すべ き内容 は豊富で ある。例えば,ス ペ ク ト

ラムモ ー ドか らIrregularitiesの 発生機構がわか り,プ ラズマ物理への貢献が期待 され る。

(2)1982年 末か ら15日 間 にわ た って流星モ ー ドを連続運用 した結果,次 の事がわか った。(a)流星 エコー高度は80

-100㎞ で,最 大 エコー数の高度 は90㎞ 付近であ る(し たが って,こ の高度 の中性風が測定で きる)・(b}エ コー

数 は6時LTで 量大,21時LTで 最小で ある,(c}エ コー出現距離は昭和基地か ら110-600㎞ で ある(こ れは,ア

ンテナパ タ ーンに由来 して いる),(d風 系 には1日 と半 日の変化成分があ りそ うであ る,(e}中 性風がオ ーロラ電

場の影響を受 けている可能性が ある,(f風 速の高度分布は時間 とともに複雑に変化 しているが,平 均の南北風 は

10～20m/sで 赤道 向きで あ り,北 半球 での結 果 と一 致 す る。

昭和58年 度 か らは流星 モ ー ドの運用 回数 を前年度 よ り増や してお り,更 に多 くの成果が期待で きる。

極 域 に お け る大 気 波動 伝 搬 の解 析 法 の研 究 ※堤 四郎(大 阪市立大学 工学部 教授),南 繁行(大

阪市立大学工学部 助手、:福 西 浩(助 教授),小 野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 事)

この研究の 目的は極域におけ る大気波動の伝搬メカニズムを解 明するため計画 してい る総合観測 システムについ

て その解析法 を調べ ることにあ る。

極域 における音波,動 力波はオ ーロラ活動 と直接結びにっいて超高層か ら中層大気 そ して地上へ と興味あ る伝搬

をす ることが期待 され る。そ こで我々は大気波動が極域で どのよ うに励起 され伝搬 して い くかを しらべ るシステム

についての検討を行 った。周期が数分 よりも 短かい音波は極域近傍に伝搬 し数100㎞ の範囲 にコ ヒー レン トな大気振

動 を発生 させ る と考 え られ る。我 々の システムもここでのべ るように極域内での総合観 測と して計画 した。一方周

期数10分 よ り長い成分 もオーロ ラ活動 によ り励起 され遠 く赤道域まで伝搬する ことが指摘されているが,日 本国内

での長周期大気波動 との同定 を行 うことによ り重力波伝搬 につ いて もあわせて観測する ことが期待で きる。

これ ら大気波動 の解 析には下記 の多次元 同時観測の実施がぜ ひ必要であ る。

(1}W-Kダ イヤ グラムの垂 直波数kzを 測定 するための逆電位 アナ ライザ による観測

このため には ロケ ッ トを用い機 軸か ら傾けて取 りつけたRPAを 使用 し,そ の飽和 イオ ン電流のス ピ ン変 調か ら
D求め られ るイオ ン流速度 ベク トルの変 動によ

って導 出する。

(2,気 球高度及び地上におけ る微気圧 計を用いて波動 の時間変 化か ら波動 のスペク トル を測定す る。

多点観測 により上層 と地上の波動の同定を行 うが,こ のために必要 となるダイヤフ ラム式微気圧計の開発を行 っ

た。

㈲　HF帯 電波 の電離層での反射を利用 した電離層高度での大気波動の観測

日本においてはHFド ップラ観測 が実施 され大気 波動 決定がな されてい るが,極 域では先にのべたよ うにオ ーロ

ラ活動 とい う興味 ある励起源 があ り,そ の伝搬機構 を電離層で直接観測す る。　HFド ップ ラー観測 で は反射高度

を知 ることが出来 ない欠点が,我 々は干渉計法 によ り高度 を連続モ ニタす る方式を開発 し現在国内にて運用 して

い る。

これ らの観測を同時に実施す る ことによ り大気波動W-Kダ イヤグ ラムを決定す ることが出来,極 域にお ける大

気波動伝搬 と励起機構のオ ーロラ活動 との関連 を明 らかにす ることができる。
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オ ー ロラ 帯 に お け る沿磁 力線 プ ラ ズ マ諸 過 程 の研 究 ※玉尾 孜(東 京大学理学部 教授)三 浦 彰

(東京大学理学部 助手),谷 口治幸(東 京大学理学部 研究生),南 部充宏(九 州大学教養学部 助教授):福 西

浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授),藤 井良一(助 手),宮 岡 宏(助 手)

序 論

オ ーロラ発生 に関連す る粒子加速や波動放 射について以下に述べ る項 目についての研究を,主 と して理論 ・数値

モデ リングの立場か ら行 った。現在続行中の研究 も含めて簡単に述べ る。

II　 粒子加 速

1.外 部磁 気圏におけ る高エネルギ ー粒子 と磁 気流体波の相互作 用:オ ーロラ帯 を通 る磁力線 に沿 ってバ ウ ン

ス運動 を してい る高エネルギ ー荷電粒子 束の時間変動を粒子分布 関数 の位 相空間での変調 と して考え,3次

元 構造 を有 する磁 気流 体波に載 った系での粒子 運動のエネルギ ー積 分を求 めた。 これを用 いることによって

観 測される粒子 束変動は,断 熱的変動,共 鳴相 互作 用による非 断熱変動,位 相収束 の諸機構で解釈 し得 るこ

とを示 した。

2.静 電電子 サイク ロ トロン波 と電子群 の非線形 相互作 用:狭 周 波数帯域 の静電 的電子 サイクロ トロ ン波の爆

発 的不安定成 長を共鳴電子 との相互作用 による自己放射の立場か ら解釈 を与 えた。

E波 動放 射

1.高 周波 と低周波波動 の相互作用 による非線形電磁 波放射機構:オ ーロラ帯 の電波放射機構 と して,低 周波

波動 との共 鳴作用 で位 相変 調 している粒子群 が,非 線形相互作 用を通 じて高周 波波動 を成長 させ る機構 の一

般 論を定式化 した。 この機 構を,　AKR,　 ヒス等 の 発生 や 地磁気脈動 で変 調 されているプラズマ波動の不安

定成長 に適用 し,そ の位 相条件,成 長率等 を比較 検討 した。

2.高 べ ータ ープ ラズマ内の反磁性 アル ビン波の固有値 問題:磁 気 圏嵐 時にオ ーロラ帯で観測 されるPc4～5

帯 の地磁気脈動の発生 機構 として,曲 率 を有 し磁 力線沿いに伝 わる局 所化反磁性 アル ビン波の固有値,固 有

関数,エ ネル ギ ー束等の数値 解を求 めた。実 際の磁気圏の状態 では,電 離層電気伝導度 の値 に大 き く依存す

ることが判 明 した。

皿 磁 気圏 ・電 離圏 結合

1.局 所化磁気流体波 と電 離層の相互作用:磁 気 圏を冷い磁 化プ ラズマと見 な し得 る状況で存在す る2つ の磁

気流体波 と して,沿 磁 力線電 流を伴 い電場 は静電 的なアル ビン波 と,圧 縮性波動で あ り,電 場 は誘導的な高

速磁気音波の それぞれが,非 等方電気伝導度 を有 す る電離層に入射 した場合,電 離層 内に誘起 され る電場 ・

電流 な らびにそれによる磁 場変動 の諸 関係 を考 察 した。アル ビン波入 射の場合 には,電 離層渦電流 はホール

電流で あ り,一 方,磁 気音波 の場合 には,ペ ダ ーセ ン電流 が渦電流 とな って,地 上磁場変動を生 じさせ る。

定常状態 はアル ビン波 入射の周波数が零 にな った極 限 として解釈 出来 る。

2.斜 め磁 力線 の場合 の相互作 用1磁 力線が 水平電 離層面に垂直でない場合 には,沿 磁力線電流の水平成分が

直接地上磁場 に2次 的影響を与 える。一方,垂 直沿磁 力線電流 は,電 離層 ペダ ーセ ン電流 と結びつ いて3次

元電流 系を形成 するが,地 上磁場変動 には直接 影響を及ばさない。電波,電 場,磁 場変動の相互関係を決め

る表式を求めた。

オ ー ロラ フ レア の生 成 機 構 ※鷲見治一(名 古屋大学空電研究所 助教授),佐 藤哲 也(広 島大 学核融

合理論研究セ ンター 教授):福 西 浩(助 教授),宮 岡 宏(助 手)

極域磁 気圏 ・電 離圏プ ラズマにおける最大 の問題の一 つは,オ ーロラフ レアの起源 とな る高 エ ネル ギ ー電子 が

何故生成 され るか とい うことであろ う。本研究で は この問題 につ き,ま ず,理 論及び数値解 析によ り基 本的プ ロセ

スを明確 に し,更 に,観 測デ ータとの詳 しい検討 を行 うことを目的 と して いる。

我々はプ ラズマ シー トにおいて磁気再結合 に伴 ない生 じる,ほ ぼ沿磁力線方向の高速 ・荷電 中性 ・プ ラズマ流 をエ

ネルギ ー源 と考えてい る。 この高速 プラズマ流で は質量差 によ り,イ オ ンがエ ネルギ ーを担 っている。 この高速 プ

ラズマ流 が磁 力線に沿 って,プ ラズマシ ー トか ら極域へ降下す る時,磁 気 ミラー効果によ り,静 電 ポテ ンシャル を
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生 じる。 このポ テ ンシャルは,イ オ ンを減速 し電子 を加 速す るため,高 速プ ラズマ流のエネル ギーが電子 に移 るは

ずであ る。以上が我々の基本的な考えであ り,こ れを検 証す るための数値解析を行 った。

この解析で考え る空間スケ ールはデバ イ長に較 べ非常 に大 きい。従 って,プ ラズマは全空間で準中性の条件を満

た さな ければな らない。 このためには,荷 電粒子 の種類 と しては高速プ ラズマのイオ ン及び電子だ けではだめで,

下記の6種 類の成分を考えている。

1.高 速プ ラズマ流イオ ン

a電 離層 に達す る成 分

b途 中で反 射される成分

2.高 速 プ ラズマ流電子

a電 離層 に達す る成分

b途 中で反 射され る成分

3.背 景電子(プ ラズマシー ト,磁 気圏)

4.捕 捉電子(磁 気圏)

5.電 離層 イオ ン

6.電 離層電子

数値解析にお けるパ ラメーターは以 下の通 りである。即 ち,磁 場の強 さはプ ラズマ シー トか ら極域電離層まで に

105倍 増大。プ ラズマ シー トでの温度 はイオ ン ・電子共1KeV,密 度は1/cc。 高速 プ ラズマ流の速度は1000㎞

/s。 又,電 離層 イオ ン ・電子の温度 は0.1eV,密 度 は2.・103/cc。 又,境 界 条件 と して は,と りあえず,

currentlessの 条件 とした。

以上の荷 電粒子 成分,諸 パ ラメ ータ,境 界条件の下で,数 値解析によ りLiouvilleの 式を解 き,定 常 解 と して の

静電ポテ ンシャルの空間分布 を得 ることに成功 した。得 られたポテ ンシャルと しては,プ ラズマ シー ト側か ら極域

電離層へ向けて,磁 気 ミラー比が1～102の 間で,単 調 に,大 き く増大 し,2.2KeVに 達 し,磁 気 ミラー比が102

～104の 間はポテ ンシャルはほぼ平担であ る。 しか し,磁 気 ミラー比 が104～105の 間 で ポラソシャルは再び4

KeV程 増大す る ことが判 明 した。

CNA　 Pulsation　 の特 性 と関 連 現 象 ※前沢 潔(山 形大学理学部 教授),渋 谷仙吉(山 形大学 理学

部 講師),樋 ロ喜啓(山 形大学工 学部 講師):佐 藤夏雄(助 教授),藤 井良一(助 手)

昭和基地で収録 され た1981年4月 ～1982年1月 までのデ ータを使 ってCNA　 Pulsationと 他 の関 連現 象(地

磁気脈動,準 周期的VLF放 射)と の統計的処 理,及 び特定eventに ついてスペ ク トル解析(power.　 coherency,

phaseg　 polarization　 )　を行 った。

(1)　 CNA　 Pulsationの 統計的特 性

① 発生頻度　…　CNA　 pulsationの うち,周 期 が10～600秒 を もつ現象 全 てにつ いて発生頻度 の統 計を

を とると,朝 の5-6MLT,と8-9MLTに 大 きな ピークがあ る。 また21-02MLTに も ブロ ー ドな ピ

ークが存在す る。最 も発生頻度 の少 ない時刻 は13～20MLTで あ る。

② 周期別発生頻度 …Pc3に 相当す る周期10～45秒 のCNA　 pulsationは5～11MLTに 最 も発生頻度

が大 き く,さ らに2つ の ピークが存在す る。パルセ ィテ ィングオ ーロラ(PiC)に 対 応 して6時 に ピーク

があ り,ま たPc3に 対応 して10時 に ピークが存在す る。Pc4に 相当す る周期45～150秒 のCNA　 pulsati　-

on　は6～11MLTに 出現頻度が大 き くな って いる。

Pc5に 相 当す る周期150～600秒 のCAN　 pulsationは8～11MLTに 出現 頻度が大 き く,9時 に ピーク

を もっ ている。Pc5は 朝の6時 頃 に ピークを もつ ことか ら両者の 日変化は必ず しも一致 しない。

Pc3.　 Pc4,　 Pc5に 相当す るCNA　 pulsationの ピーク値 はそ れぞれ8.7%、7.0%、4.5%と な り

長周期の ものほ ど発生頻度が小さ くな っている。

(皿)　CNA　 pulsationとQp　 emission

QP　 emissionに 相関のあ るCNA　 pulsation　 (10～45秒)は 地磁気の荒れ た日の午前中に観測 され る。
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QP　 emssionの 頻度 が 大 き い12時 頃 はCNA　 pulsationの 頻度 が小 さ い た め 、 同 時 に発 生 した 例 は1年 間 で

数 十 例 で あ った 。 そ れ らの 相 関 解析 を行 って み る とCNA　 pulsationの 位 相 が 周 期 に関 係 な くQP　 emission

よ り45°～90°遅 れ て い る 。従 って両 者 の 伝 搬 時 間差,電 離 の時 定 数 は両 者 のpulsationの 周 期 に 比 べ る と小 さ

い こ とが予 測 さ れ る 。 しか し この位 相 差 が どの よ うな 物 理 的意 味 を もつ か は検 討 中で あ る。

(皿)　 CNA　 pulsationとMagnetic　 pulsation

CNA　 pulsationに 相 関 の 良 い 地磁 気 脈 動 を 特 に 選 ん で ス ペ ク トル解 析 を行 った。 解 析 した デ ー タ 数 が ま

だ 不十 分 で あ る がCNA　 pulsationとPc3のD成 分,Pc5のH成 分 とCNA　 pulsationと の 位 相 差 は 主 に0

～90° で あ り、D成 分 とCNA　 pulsationと の位 相 差 は180～270° で あ る 。

CNA　 pulsationと 相 関 の 良 いPc5のH　 +D　 Polarization　 parametersに 朝方 と夕 方 側 で は顕 著 な 相 違 点

が 見 られ る。 今 後,1982年 の デ ー タ も解 析 し更 に 問 題 点 を 究 明 して い く予定 で あ る 。

北 極 域 に お け る オ ー ロラX線 の時 間 的 ・空 間的 変 化 の研 究 ※小玉正 弘(山 梨医科大学 教授),

平 島 洋(立 教大学理学 部 講師),村 上 浩之(立 教大学 理学 部 助手),奥 平清 昭(立 教 大学理学部 助教授)

西村 純(宇 宙科学 研究所 教授),山 上隆正(宇 宙科学研究所 助手):福 西 浩(助 教授),山 岸久雄(助

手)

1.時 間的変化の研究

1982年3月 ノル ウェーのス タムス ン ドか ら放 球 された20～100KeVオ ーロ ラX線 の時 間変動 観測 用気球 は

レベル フライ ト中約2時 間 にわた り典型的なx線 マ イクロバ ース トとQPパ ルセ ーシ ョンを観測 した。 同時 に地

上で観測 されたVLF放 射 もX線 と極めて良 く似た変動 を示 した。両者の時間的関係を詳 しく比較 し次 の結果 を得

た。

イ)マ イクロバ ース ト現象では,X線 の方がVLF放 射 よ り1～2秒 先行 して起 る。 これ は磁 力線 に沿 った粒子

子 と波動の伝搬機構,と くにその発生点が異な ることを示す。

ロ)周 期10数 秒のQP　 (準脈動 的)パ ルセ ーシ ョンで は,x線 とVLF放 射 との時間的対応は,気 球 が高緯度側

(L-5.4)か ら低緯度側(L=4.9)に 移動す るにつれて,X線 先行から波動先行へ と次第に移 っていく。 こ

の とき,高 緯度で は低周 波(0.8KHz)　 VLFが,低 緯度で は高周波(2.3KHz)　 VLFが,X線 と極小 の時 間

差 となる。 これ は,磁 気赤道面上 でのVLF放 射 の発生点 が地 球 に近 づ くにつれ て次第 に低周波成分か ら高周

波成分が卓越す ることを意味 し,イ)と ともに,波 動 一粒 子相互作用の解 明に重要な 手掛 りを与えた。

2.空 間的変化の研究

昭和56～57年 度共 同研究 で開発された以 下に述べ る2つ の方式の オ ーロ ラX線 撮像装 置を それぞれ搭載 した気

球 が,1982年11月 と12月 にスエ ーデ ンのEsrangeか ら放球 された。得 られ た結果 について簡単 に報告す る。

イ)テ レスコ ープ方 式

視野角 と視方 向の異な る4本 のX線 用 シンチ レーシ ョンカ ウンタ ーを組 み合 せた もので,装 置全体をあ る一

定の速 さで中心軸のまわ りに回転させる ことによ って,X線 降 りこみ領域 の分布並 びにその変動を決定す る。

実際の フライ トでは,バ ックグラウン ドの10倍 以下のバ ース ト現象 しか起 らなか ったが,4本 の カウ ンターに

よる強度変化の相互比較か ら,オ ーロ ラX線 の到来方向が同定で き,全 天カ メラによ る可視光 オ ーロラ領域 と

よ く一致 して いることが確かめ られた。

ロ)MCP方 式

マルチチ ャネルプ レー ト　(MCP)を 用いた ピンホ づレカ メラで,そ の全視 野角 は44.5°,各 視野角16.7°

の16画 素で構成 され る。従 って フラ ックス量 さえ十分あれば,か な りの精度 で空 間分布 とその変動 とを同時 に

決め ることがで きる。

残念 なが ら今回の フライ ト中は オーロラ活動は極めて弱 く,同 時搭載の5チaわ シτ:'・・Liギーカウ ンタ ー一によ

れば,バ ックグ ラウ ン ドの約2倍 のバ ース ト1コ を観測 したに止 った。 このため16画 素力各 々に有意な変化は

認 め られなか ったが,装 置自体 は正常 に動作 した。
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Ps6と オ ー ロラ との 関係 ※北村泰一(九 州 大学理学部 助教授),坂 翁介(九 州大学理学

助手),糸 長雅 弘(九 州大学大学院 学生),:平 澤威男(教 授),佐 藤夏雄(助 教授)

1981年(JARE21)か ら,昭 和基 地で は地磁気 デ ータのデ ィジタル磁気記録化が始め られ,解 析処理 が比較的容

易 にな った。そ こで、1981年 の データの 中か らPs6ま たは それ に準ず る現象 と,オ ーロラ全天 カメ ラの データが

対応 して存在 する例 を当初11例 選び 出 したが,全 天 カメラの中には曇天でオ ーロラが写 っていない場合や,晴 天で

あ って も,地 磁 気変化 のデータがPs6の 現象 には対応 しない等 とい った場 合 を除 くと,双 方のデ ータが存在 して

いて解析に都合のよい例 は皆無 とな って しまった。

1984年 度には、デ ータ取得範囲を1982,1983年 度 の2年 間 に拡 げ る予 定だが,今 年度の実績か ら推察 して も望

ま しい現象例の数は余 り期待で きないの で,1984年 度 は,昭 和基 地の デ ータのみ に依存 せず,ア イス ランドや他

の地上観測点のデ ータとの相互 比較,更 に静止衛星 のデ ータを加 えてPs6の 特性の解明を行な う予定である。

地上 お よ び 人工 衛 星観 測 資 料 に基 づ く電磁 流 体 波動 の発 生 ・伝 播 機 構 の 研 究 ※桜井 亨(東 海

大学工学部 助教授).利 根川 豊(東 海大学工学部 研究生):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

序

磁気圏 内の電磁流体波動,Pc3,4,5お よびPsc3,4,5,Pi2の 磁 気圏 内外 での発生,伝 播 お よび共鳴

機構 を明 らか にす る為 に,(1)惑 星空間およびBow　 shock,　 Magnetosheathで の 衛星 観測,(2}磁 気 圏静止軌道衛

星で の観測,{3地 上極域多点観測等よ り得 られた資料を解析 した。

結果

1.磁 気圏境界領域 にお ける波動特 性

ISEE-1に よ り観測 されたBow　 shock,　 Magneosheath,　 Magnetopause附 近の磁場記 録の波動解析 を行

ない,惑 星空間か ら磁気圏内への波動 の伝播機構 を調べ た。 その結果,以 下の点が明 らかにな った。(1)Pc3帯 の

波数ベ ク トルは いずれの領域で も磁場 に対 しほぼ垂直で ある。(2)これ らPc3帯 の波動 の周 波数 は惑星 空 間磁場

強度 と相 関が有 り,そ の特性 は静止軌道衛星GOES-2,3で 観測され たPc3波 動の特性 と類似 している。(3)こ

れ らPc3波 動 とは別 に,　magnetopause領 域 よ り内側ではPc4,5帯 の長周期波動 が観測 され る。以上の結果

より,　Bow　 shock上 流で発生 したPc3帯 の波動 は圧 縮モ ードで磁気圏内に侵入 し,Pc4,5帯 波動 は磁 気圏

境界領域で励起 してい ると考え られる。

2.静 止軌道 にお けるPscお よびPi2の 伝播特性

SSCに 伴 う減衰型磁気波動Pscが 静止軌道 衛星,SMS-2,ATS-6,SMS-1で 同時観測 され た。いず

れの衛星で も東西成分の振動 が卓越 してお り,そ のスペク トルは経 度差約21°のATS　 -6とSMS　 -1で 特 に相

関が良か った。その位相解析 の結果,　Pscの 位相速度 は約500㎞/sで 反 太陽方 向に伝播 してい る事が示 された。

上記 と同様 に静止軌道衛星によるsubstormの 同時観 測か らsbstormの ダイナ ミックな発達を調 べた。 その結

果,　(1)substormは ほぼ200～300㎞/sの 速度で西向きに発達 してい る。(2)このsubstormに 伴 う沿磁力線電

流 の経度方向 に拡が りはほぼ20°～30°である。　(3}substormに 伴 うPi2は ほぼ同時に観測 されて いる。

3.昭 和基地を基点 とす る極 域多点観 測によるPi2脈 動 とPg脈 動 の伝播

南極の昭和,み ずほ,マ ラジョージアナ基地 と昭 和の磁気 共役点 であるアイス ラン ドの フッサフェルで同時観

測 された磁場変動 記録を解析 し,Pi2お よびPg脈 動 の伝播 特性を調 べた。その結果Pi2に 関 して,そ の地表上

での伝播速度 はオ ーロラサ ージの西向き極方 向の移動 速度(0.3～3㎞/s)に 比較 して1桁 大きい速度で ある

事が示 され,Pi2と オ ーロラ現象 との関連 で重要 な示唆を与 えた。またPg脈 動に 関 して は,特 に昭和 一フッサフ

ェル間の磁気共役 性の良 さを利用 して相関解析 を行 い,磁 力線沿いの振動モ ー ドがoddモ ー ドで ある事を示 した。

さらにPg脈 動の振巾,周 波数,偏 波特性 を調べ,磁 力線共鳴特性を明確に示 した。

極 域 電 離 層 ・磁 気 圏 の微 細 構 造 と早 い 変 動 現 象 の計 算 機 実 験 ※井上雄二(京 都産業大学理学 部

教授):福 西 浩(助 教授),藤 井良一(助 手),宮 岡 宏(助 手)

1.オ ーロラ ・ア ークの沿磁力線電流系の電流 発生 源
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オ ーロ ラ ・ア ークの発生機構 について,静 電二重層 による加速が最 も有望視 されているが
,こ の過程 はDissi-

pativeな もので,静 電二重層 を形成す るエネル ギ ー源が必要で ある。

この ような観点か ら,オ ーロ ラ ・アークに連結 した沿磁力線電系を形成す る電流発生源 につ いて新 しい機構を提

案す る。磁気圏の近尾部か ら赤道面 に集中 して侵入 して くる,10Kev程 度の エ ネル ギーの陽子群が高温の高圧 部

を形成 し,そ の圧力匂配に より,陽 子は磁力線に沿 って赤道面近傍か ら南北両半球のオ ーロラ帯の電離層に向 っ

て吹き出す。この陽子群 は吹き出 しの沿磁 力線運 動 と同時 に,E×Bド リフ ト(方 位方向)の 運動をす る。 この

E×B速 度 は,赤 道 面を離れ ると急速に減速 される。

この減速の加速度 に起 因する荷電粒子 の慣性 ドリフ トは ,低 電位 か ら高電位 へ流れる電 流を形成 し電流発生源

とな る。 この慣性 ドリフ トは質量 に依存す るか ら,陽 子 および正 イオ ンが優位 に寄与 し、電子の寄与 は小 さい。

この電流発生源 は磁気設問の電場 を形成 しなが ら,方 位 方向のE×Bド リフ トを自己維持 させ る。その結果,経

度方向に数千kmに 亘 る長 いオ ーロラ ・アークを形成す る。この機構 によって ,10Kev程 度の陽子群がオ ーロラ ・

ア ークの周辺の電離層に降 り込む ことにな る。

2オ ーロラ ・ア ークの分裂機構

オ ーロラの変化 や変動は複雑であ るが,そ の基本形はAuroral　 Arc　 Splittingで ある と小口高によ って提案

されている。この現象の特 徴は,(1)一 様なオ ーロラ ・ア ークの一部 の輝度が増加す ると,そ の場所 でSplitting

が起 り,さ らに回転運動 を伴 う;② ほ ゴー様 なア ークの内部に も勇断的運動 が観測され ,そ れはア ークの高緯度

側 で西 向きで ある。

本研究 にお いて,そ の機構 の解 明を試み る。勇断的運 動はオ ーロラ ・ア ークの内部 に流 れる上 向きの沿磁力線電

流 によって生成 され る横断 的な磁場の重畳 による背景磁場 の捻 れに起因 する。 この捻れ を有す る磁場 に沿 って
,

加速 された電子が降下 して くることに よって,勇 断的運動 は説 明で きる。

静かなア ークの電 磁気的構造 と して,高 温の電子を多数含んでい る約1　kmの 薄 いアークの磁気殻層の両端面に

は反磁性電 流が界 面電 流 と して約100mの 層 を形成 され る。一様なア ークの一部に沿磁力線電流が上 向きに増加

する と,そ こを中心 に して,そ の周辺に横 断的な磁 場を形成 し,そ の結果 と して ,そ の電子圧力匂 配による反磁

性電流のDivergenceが 現 れ,界 面層 に空 間電荷が 分極 して生 じ,そ の空間電荷 によ る電場のE×Bド リフ トが

アークのSplittingの 原動力 になる。上 向きの沿磁力 線電 流の増分する場所 がア ークの幅よ り小さいときはSpli -

ttingは 生 じないが,増 分す る場所が アークの幅 を越 えるとSplittingが 開始 され る。この機構を検 証す る ため に

計算機実験を行 う必要があ るが,こ れは今後の課題 であ る。

ULF磁 波 の 広 域 波 動 特 性 ※斎藤尚生(東 北大学理学部 助教授) ,湯 元清文(東 北大学理学部 助手)

田村忠 義(東 北大学 理学部 技官),瀬 戸正弘(東 北工業大学 助教授) ,北 村保夫(東 北工業大学 助手):平

澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授)

〔研 究成果 〕

極域 におけるULF磁 波及 びそれに伴 う極域現象の機 構 にっ いて は,昭 和基地 を中心 とする総合観測 ・研究 によ

り多大の進展を遂 げた。然 し一方では この研究 は極域ULF磁 波 と低緯度ULF磁 波 との様 々な相違点があ ることを

改めて浮 き彫 りに した。本研究では,新 しいULF磁 力計(Rulfmeter)を 用 いて年 次的 に太平 洋地 域を中心 に行

なわれてい る広域海外多点「司時観測資料 と,極 地研資料,人 工衛星資料を比較解析する ことによ り,　ULF磁 波 の

広域波動特 性を明 らかに し,そ の機構を探 ることを 目的 と してい る。

昭和58年 度 は北太平洋を囲む極域(College,　 Alaska　 )　と低緯 度(San　 Gabriel　 Canynn ,　California;

Ewa　 Beach,　 Hawaii;　 Onagawa,　 Japan　 )そ してsynchronous　 orbit　のGOES　 2衛 星で観 測されたPc3地

磁気 脈動 の太陽風parameters　 (θXB,BIMF)依 存性及びgloba1な 伝 播機構 を解 明す るた めの研 究 が なされ

た。　IMFのcone　 angle　 〔θXB　 ==cos--1　 (BX　 /BIMF　 )　〕の変化 に伴 い全域 にわたってPc3振 巾が息づ いて

お り,そ の中心周波数のIMF強 度依 存性 は極域Pc3よ り低緯度Pc3の 方が高 いことが明 らか に され た。 この多点

同時観測期間のsynchronous　 orbit　 (GOES2)　 で観 測されたULF磁 波 の中で圧縮性Pc3の 振巾 も θXBに 依存

してお り,そ の中心周波数はIMF強 度 に支配 され しか も地上 のどの観測点で得 られる相関性 よりも高い ことが明 ら
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かにされた。次 に,　GOES2で 観測 された圧縮性Pc3と 地上のPc3の 中心周波数 との相関性 か ら
,　GOES2の 子午

線面の経度 に近 いSan　 Gabriel　 Canyonで 相関 性が 高 く,そ の子午 線面 か ら離れるに従 って相関性が悪 く発生

率 も低 くなることが示 され た。

以上の解析結果か ら,次 の様 なPc3脈 動 の発生 及び伝播機構が推察 された。

(1)昼 側Pc3は 地球磁 気圏のBowshockの 上流側 に反射 され るion　beamのioncyclotron共 鳴によ って励起

された,IMF強 度 に比例す る周波数を持つ上流磁 波(upstream　 wave　 )と 関連 してい る。

(2)こ の上流磁波 はIMFの θXBの 小 さい時に地球磁 気圏内部 に侵入 し,　synchronous　 orbitの 所で圧縮性Pc3

と して観測 され る。

(3)こ の圧縮性Pc3はradial方 向に伝 播 し,ほ ぼ同 じ子午線 面 の低 緯度 に侵入 してい る。

(4)低 緯度Pc3に 比 べて高緯度Pc3の 方 がIMF　 parameterと の相関性が悪い原因は,極 域のAuroraやMagn-

etopauseの 表面波に関連 した局在磁波の混在 によるもの と思われ る。

今後の課題 として,太 陽風 中,外 部磁気圏,地 上極域及び低 緯度 で多点 同時観測 され るPc3の 中で ,特 にups-

tream領 域 と低緯度電 離層域のPc3脈 動の位相関係 を含めたglobalな 伝播機構 についての検証 が必要 とさ れ る
。

イ)特 別共同研究

南極 観 測 ロケ ッ ト搭 載機 器 の研 究 開発 ※平澤威男(国 立極 地研究所教授) ,松 本 治弥(神 戸大 学工

学部 教授),石 堂正弘(神 戸大学工学部 助教授),賀 谷信 幸(神 戸大学工学部 助手),小 川 俊雄(京 都 大学

理学部助教授),松 本 紘(京 都大学工学部超高層電波研究セ ンタ ー 助教授),筒 井 稔(京 都大学工学部

層電波研究セ ンター 助手),鎌 田哲 夫(名 古屋大学 空電 研究所 助教授),近 藤 豊(名 古屋大学 空電研究 所

助手),長 野 勇(金 沢大学工学部 助教授),小 玉正 弘(山 梨医科大学 教授),青 山 厳(東 海大学工学 部

教授),桜 井 亨(東 海大学工学 部 助教授),遠 山文雄(東 海大学工学部 助教授),大 塚 寛(東 北大学 理学

部 教授),伊 藤富造(宇 宙 科学研 究所 教授),中 村良治(宇 宙科学研究所 助教授),鶴 田浩 一郎(宇 宙科学

研究所 助教授),小 山孝一郎(宇 宙科学研究所 助手),向 井利典(宇 宙科学研究所 助手),小 口 高(東 京

大学理学部 教授),林 幹治(東 京大学理学部 助手),今 井 喬(理 化学研究所 技 師),宮 崎 茂(電 波研

究所 室長),森 弘隆(電 波研究所主任研究官),蔵 本 厳(電 波研究所 室長),佐 川永一(電 波研究所 主

任研究官):福 西 浩(助 教授),江 尻全機(助 教授),鮎 川 勝(助 教授),木 村磐根(客 員教授/京 都大学工

学部 教授),國 分 征(客 員助教授/東 京大学理学部 助教授),佐 藤夏雄(助 教授),山 岸久雄(助 手),小

野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)

昭和56年 度 よ り,3ケ 年 にわた る特別共同研究 と して開始 された南極 ロケ ット搭載機器 開発の最終年次 と して,

本年度 はこれまでの基礎 開発の成果を踏 まえ,主 と して第25次 隊で発射予定 のS-310JA型 ロケ ット3機 に搭載

され る,(1)オ ーロラ粒子分析器,(2)オ ーロラ観測用CCDテ レビカメ ラ,な らびに{3磁 力計について,そ れぞれ詳

細設計,製 作,な らびに較正試験を実施 した。 また,こ れ と平行 して26次 ロケ ッ ト観測の ための基礎開発 も併せて

継続 した。

(1)オ ーロラ粒子分析器

オ ー°ラ中の降下電 子のエネ・レギ ー ・ピ・チ角分布 ・な らび にその時酸 動機 出す るため 沽 球 静騙 向型

分析器 な らびに固定磁界偏 向型分析器 を製作 した。 それぞれの仕様は下記の通 りである。

ポ縄 偏向型分罐
① エ ネ ル ギ ー掃 引:20eV～16KeV(32steps)

② デ ータ レー ト:1掃 引/640msec

③ ピ ッチ角:3方 向(ロ ケ ッ ト軸 か ら30°,90°,150° 方 向)

固 定 磁 界 偏 向型 分 析 器

① エ ネル ギ ー:0.64,2.2,4.8,8.4KeV(JA-8お よ び9号 機)

1.6,5.6,12,21KeV(JA-10号 機)
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② デ ータ レー ト:50Hz

③ ピッチ角:1方 向(ロ ケ ッ ト軸方 向)

両分 析器 について,入 射粒子に対 す るエネルギ ーな らびに角度特性 の較正 デ ータを得 るため,極 地研 および宇宙

研 の粒子 分析器 較正実験 装置(パ ーテ ィクルチ ェンバ ー)を 用いた高 精度 の較正実験 を実施 し,そ の性能確認を

行 った。

また,基 礎 開発 として,降 下粒子 フラックス中に含まれ る変調 成分を検 出す るための粒子変調解析装置 を試作

し,較 正実 験装置を用いて,実 際に周波数変調をか けた粒子 ビームを発生 し実験を行 った。 これは,解 析す る変

調周 波数 によ り,0.1～10KHzま ではAuto-Correlation法,　 10KH　z～　4　MHzま ではPulse　 Separation法 を

用いて,そ れぞれの変調成分を検出す る。

(2)CCDテ レビカメラ

25次 隊の ロケ ット観測では,オ ーロラ(光)と 降下粒子の対応関係を詳細 に探 ることを大 きな研究課題 とし ζ

い るため,ロ ケ ッ ト搭載用オ ーロラテ レビカメラと して,こ れ まで地上用 システムと して開発 してきたCCD

(固体撮像素 子)カ メ ラをロケ ット搭載型 にす るため種 々の改良 を行 った。最 も大 きな問題 と して,ロ ケ ッ トは

姿勢安定の ためス ピン運動 をす るので,オ ーロ ラ撮像 中画像 を静止 させ る必要が ある。その ため,カ メラを ロケ

ッ トのス ピンと逆方 向に回転 させ る機構 と して,ジ ャイロスコ ープARC-C-132-1Aで ロケ ットのス ピン

を検知 し,サ ーボモ ータによ りカメラをデス ピンさせ る零点制御方式 を採用 した。 これ には,低 速回転の動作改

善用 と して,タ コメータによる閉ル ープ制御 を併用 し,約0.1度/1回 転の高精度 を実現 した。本開発CCDカ

メラの仕様 は次の通 りで ある。

①100×100画 素(積 分時 間5秒)

② 波長域:4000～8000A

③ 取得可能光強度:0.2～100KR

④ 視野角:53° ×30°

取得 されたデ ータは,本 装 置内でA/D変 換され フ レーム メモ リーに取込まれた後,　PCMテ レメ ー タに出力 さ

れ る。

(3)磁 力 計

前年度 に行 った具 体的設計に引き続 き,フ ライ トモデルの製作を行 った。製作 したのは,①Inconel　 S-　1000

-C31-JC-2239-Dの コ アを 用 い た セ ンサ ー(3軸) ,② ア ンプお よ び コ ン トロ ール 回 路 部,

な らび に③ テ レメータへの 出力部(PCMモ ジュ レータ)で ある。 これ らの基本仕様は下記の通 りであ る。

① ダイナ ミック レンジ:±65,000nT

② 量子単位(A/D変 換単位):2nT

③ ノイズ レベル(ア ンプ部,3軸 相互干渉 を含む):1nT以 下

で ある。感度試験,ア ンプの直線性等 は,気 象庁柿 岡地磁気観測所 の検定 用ヘルムホルツコイルを使用,ノ イズ

レベルの検定 には東 北金 属製 シール ドケ ース内のテス トを実施 した。
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(3)研 究成果の発表

ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者 詩 名 ・ 巻 号 ・ 頁 発 表 年 月

極域成層圏二酸化窒素大気球観測 小川利紘,岩 上直幹, MAPシ ンポ ジウム 58.12

藤井良一,平 澤威男,

川 口貞男

第26次 南極観測隊MAP実 施計画 福西 浩,山 岸久雄, 〃 〃

川 口貞男

EXOS-C南 極共同観測実施計画 大家 寛,伊 藤富造,

平澤威男,向 井利典,

江尻全機,中 村良治,

森岡 昭 他
EXOS-Cチ ー ム

磁気圏尾部のMHD振 動 福西 浩 磁気圏,電 離圏 シ ンポ 59.3

ジウム 資料解析(宇 宙)

シ ンポ ジ ウム

北極域 にお けるオ ーロラX線 撮像観測 平 島 洋,村 上 之, 宇宙観測 シ ンポジウム 58.6

奥平清 昭,藤 井正美,

西村 純,山 上 隆正,

小玉正 弘,江 尻全機,

宮 岡 宏,小 野高幸

リングコアフラックスケ ン ト磁 力計の開発 と 国分 征,福 西 浩,
〃 〃

ロ ケ ッ ト実 験 藤井良一

ハ イブリッ ドIC化 基礎開発 大家 寛,森 岡 昭,

小野高幸

FIMSの 基礎 開発 平尾邦雄,伊 藤富造 〃 〃

向井利典,松 本治彌,

賀谷信幸,巌 本 巌,

佐川永一,江 尻全機,

山岸久雄

EXOS　 -　B/Siple波 動粒子相互作 用実験 木村磐根,橋 本弘蔵, 宇宙研報告特集 58

にお けるSiple局 信号の絶対強度の解析 佐々本 税 第5号19～34

JIKIKEN　 (EXOS-B)に よ るNWC局 石橋広 通,橋 本 弘蔵, 〃 〃

VLF信 号 の ドップ ラーの観測 木村磐根 1～17,3～17

現代電磁波動論 前 田憲一,木 村磐根 オ ーム 社 59

EXOS-B/Siple　 Station　 VLF　 Wave一 1.　 Kimura J.　 Geophys.　 Res. 58

Particle　 Interaction　 Experiments: H.　 Matsumoto 88,A1.282-294

1.　 General　 Description　 and　 Wave一 T.　 Mukai

Correlations K.　 Hashimoto

T.　 F.　 Bell

U.　 S.　 Inan
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R.　 A.　 Helliwe11

J.　 P.　 Katsufrakis

EXOS-B/Siple　 Station　 VLF　 Wave一 T.F.　 Bell J.　 Geophys.　 Res. 58

Particle　 Interaction　 Experiments: U.S.　 Inan 88,A1.295-309

2.　Transmitter　 Signal　 and　 Associated 1.　 Kimura

Emissions H.　 Matsumoto

T.　 Mukai

.K.　 Hashilnoto

Statistical　 Feature　 of　 Non-ducted T.　 Matsuo Mem.　 Natl.　 Inst. 58

Omega　 Signal　 and　 Associated　 ASE 1.　 Kimura Res.　 Special　 Issue,

Observed　 by　 ISIS-I　 and　 ISIS-II　 Satellite H.　 Yamagishi 26103-112

Cornputer　 Simulation　 of　 Whistler K.　 Hashimoto J　.Geophys.Res.88　 , 58
.

Mode　 Wave-Particle　 Interactlons H.　 Matsumoto A43072-3078

Using　 a　 Free-boundary　 Encounter Y.　 Serizawa

Mode1 1.　 Kimura

Laboratory　 Simulation　 of　 low-energy M.　 Tsutsui Radio　 Science　 19, 59

electron　 bearn　 by　 a　 Japanese　 sounding H.　 Matsumoto 503-508

rocket　 in　 space 1.　 Kimura

SAMBO-82北 極域大気球実験報告 宮 岡 宏,小 野高 幸, 大 気 球 シ ンポ ジ ウ ム, 58.12

江尻全機 111-114

Characteristics　 of　 storm　 sudden S.　 Kokubun J.Gecphys.Res.　 88　, 58

Commencement　 at　 geostationary　 orbit 10025-10033
一

1983年 ア イス ラ ン ドに お け るオ ー ロ ラ現 象 の 佐藤夏雄,福 西 浩, 南極資料 59.3

共役点観測報告 国分 征 81,102～119

Th.　 Saemundsson

・
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イ)口 頭による発表

題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

静止衛星軌道 におけるSSCに 伴 う粒子変動 桑島 正幸(地 磁気観) 第73回日本地球電気磁 58.4

角村 悟(〃) 気学会

河村 磧(〃)

福西 浩

昭 和 基 地50MHzド ップ ラー レー ダ ー実 験 概 要 五十嵐喜良(電 波研) 〃 〃

藤井 良一

倉谷 康和(電 波研)
小川 忠彦(〃)

大瀬 正美(〃)

平澤 威男

昭和基地 におけるMAP観 測(第23次 隊速報) 藤井 良一 〃 〃

五十嵐喜良(電 波研)
忠鉢 繁(気 象研)

菊地 雅寿(明 星電気)

北極域 におけるオ ーロラX線 撮像観測 平島 洋(立 大 ・理) 〃 〃

村上 浩之(〃)

奥平 清昭(〃)

藤井 正美(宇 宙研)

西村 純(〃)

山上 隆正(〃)

小玉 正弘(山 梨医大)

江尻 全機
宮岡 宏
小野 高幸

Dayside　 Auroraの 様 相 一南 極 点 基 地(米) 鮎川 勝 〃 〃

の 全 天 カ メ ラデ ータ に よ る 一 平澤 威男

Auroral　 Roar　 Emissionと オ ー ロ ラ と の 佐藤 夏雄 〃 〃

関係

SAMBO-82　 バル ーン実験速報 江尻 全機 〃 〃

小野 高幸
宮岡 宏

SANBO-82　 　地上 オ ーロ ラテ レビ観測結果 小野 高幸 〃 〃

江尻 全機
宮岡 宏
小 口 高(東 大 ・理)

Periodic　 Emissionの 伝 搬 に つ い て 山岸 久雄 〃 〃

佐藤 夏雄

福西 浩
小島 年春(電 通大)
芳野 赴夫(〃)

South　 Pole　 Station上 空 で 観 測 され た オ ー 鈴木 光義(電 通大) 〃 〃

ロ ラ ヒス 現 象 芳野 赴夫(〃)

福西 浩
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

SSCに 伴 うULF　 emission　 (Pc1　 )の ス ペ 平澤 威男 第73回 日本地球電気磁 58.4

ク トラル構造 気学会

L=6附 近に於けるPc3-5脈 動 の波動特性 利根川豊(東 海大) 〃 〃

福西 浩

平澤 威男
桜井 亨(東 海大 ・工)

加藤 愛雄(〃)

昭和 一アイス ラン ド共役点で観測 され たPiバ 福西 浩 〃 〃

ース トの共役性

極域高周波プラズマ波動の発生機構一沿磁力 宮岡 宏 〃 〃

緑電子密度上昇領域 におけるモー ド変換 一

北欧気球実験におけ るX線,　 VLF放 射同時観 山岸 久雄 〃 〃

測一波動粒子相互作用と伝搬 小野 高幸
福西 浩
山上 隆正(宇 宙研)

西村 純(〃)

小玉 正弘(山 梨医大)
村上 浩之(立 大 ・理)

平島 洋(〃)

ISIS衛 星 で観 測 されたOmega信 号 の伝搬特 性 松尾 敏郎(京 大 ・工)
〃 〃

木村 磐根(〃)

山岸 久雄

成層圏下部 ・対流圏大気の多周波 レーダ観測 木村 磐根(京 大 ・工)
〃 〃

技術 深尾昌一郎(〃)

若杉耕一郎(京 工大 ・工芸)

三原 誠(〃)

松尾 優(〃)

加藤 進(京 大 ・超高層)

S-520-6号 機 に よ るマ イク ロ波 と電 磁 層 プ ラズ 木村 磐根(京 大 ・エ) 1ノ 〃

マ との相互作用 に関す る実験(MINIX) 松 本 紘(京大 ・超 高層)

賀谷 信 幸(神 戸大 ・工)

宮武 貞夫(電 通大)
大林 辰蔵(宇 宙研)
長友 信人(〃)

小谷 学(神 戸大 ・工)

鮎川 一郎(京 大 ・超高層)

木村 年成(〃)

静止衛星高度 にお けるPc1地 磁気脈動 石田 十郎(東 大 ・理)
〃 〃

国分 征(〃)

多点観測 による高緯度Pc1波 動 の特性 と諸問 林 幹治(東 大 ・理)
〃 〃

題 石 田 十郎(〃)

国分 征(〃)

小 口 高(〃)
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

IGRF磁 場を考慮 した磁 気圏中のVLF電 波 の 木村 盤根(京 大 ・工) 第73回日本地球電気磁 58.4

3次 元Ray　 Tracing 津田 雅彦(〃) 気学会

山内 一詩(〃)

松尾 敏郎(〃)

昭和 一アイス ラン ド共役点観 測に基づ くPg脈 利根川 豊(東 海大) 第74回 日本地球電 気磁 58.10

動の波動特性 福西 浩 気学会

佐藤 夏雄

周期的VLF放 射の南北両半球共役観測 山岸 久雄 〃 〃

昭和 基 地 一ノル ウ ェー,1982年3月 福西 浩
小島 年春(電 通大)
芳野 赴夫(〃)

ISIS衛 星 のVLF受 信 ア ンテナの指向性を利用 鈴木 光義(電 通大) 〃 〃

した自然電波伝搬方向の推定 芳野 赴夫(〃)

山岸 久雄
福西 浩

線状 スペク トル構造 を もつPc1脈 動 一ペ リオ テ 佐藤 夏雄 〃 〃

イックVLF放 射 との関係

静止 衛星 高度お よび地上 におけるSSCに 伴 う 桑島 正幸(地 磁気観) 〃 〃

磁場変動の特性 角村 悟(〃)

福西 浩

昼 間側 オ ーロラと惑星間磁場(Bz)と の関係 鮎川 勝 〃 〃

平澤 威男
国分 征(東 大 ・理)

アイス ラン ドにおけるオ ーロラ現象の共役観 佐藤 夏雄 〃 〃

測 福西 浩
国分 征(東 大 ・理)

共役 点観測w.　 G

南極 大気球 によるオ ーロラX線 一電場同時観 藤井 良一 〃 〃

測 菊地 雅寿(明 星電気)
河野 毅(理 研)

小玉 正弘(山 梨医大)

小川 俊雄(京 大 ・理)

昭和基 地50MHzレ ーダ ー実験(1)地 磁気擾 五十嵐喜良(電 波研) 〃 〃

乱 時 の電 波 オ ーロ ラエ コ ー 小川 忠彦(〃)

倉谷 康和(〃)

藤井 良一

平澤 威男

昭 和 基 地50MHzレ ーダ ー実 験(H)流 星 エ コ 小川 忠彦(電 波研平磯) 〃 〃

一の統計的性質 五十嵐喜良(電 波研)

倉谷 康和(〃)

藤井 良一

平澤威男
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

オ ーロラの形態 と電離層電場 との関係 藤井 良一 第74回日本地球電気磁 58.10

平澤 威男 気学会
五十嵐喜良(電 波研)

倉谷 康 和(〃)

極域電離圏 におけるZモ ー ド波の線形 モ ー ド 宮岡 宏 〃 〃

変換

Dayside　 AuroraのBreakup 鮎川 勝 〃 〃

巻田 和男(拓 殖大・政経)

国分 征(東 大 ・理)

衛 星 に よ るMUレ ーダ ーア ンテ ナパ タ ー ン測 多田 重之(京 大 ・エ) ノノ 〃

定 佐藤 亨(京 大・超高層)

深尾 昌一郎(京 大 ・工)

木村 磐根(〃)

MUレ ーダ ー,2周 波 レ ーダ ーに よ る多 周 波 木村 磐 根(京 大 ・工) 〃 〃

レ ーダ ー観 測 深尾昌一 郎(〃)

若杉耕 一郎(京 工大・工芸)

松尾 優(〃)

加藤 進(京 大・超 高層)

第2回EXOS　 -　B/SIPLE実 験におけ るVLF 菅 政直(京 大 ・工) 〃 〃

波動デ ータの解析 木村 盤根(〃)
橋本 弘蔵(〃)

MINIXロ ケ ッ ト実 験 一 速 報 一 松本 紘(京 大・超高層) 〃 〃

賀谷 信幸(神 戸大 ・工)

宮武 貞夫(電 通大)
木村 磐根(京 大 ・工)

大林 辰蔵(宇 宙研)
長友 信人(〃)

松 本 治弥(神 戸大 ・工)

鮎 川 一朗(京 大 ・超高層)

木村 年成(〃)

SEM磁 力計について 恩藤 忠典(電 波研) 〃 〃

国分 征(東 大 ・理)

桑島 正幸(地 磁気観)
山田 弘善(宇 宙開発事

業団)

S-520-6号 機MINIX実 験 賀谷 信幸(神 戸大 ・工)
〃 〃

、

-VTRに よる子 ロケ ッ ト分 離の撮影一 松本 紘(京 大 ・超高層)

木村 盤根(京 大 ・エ)

宮武 貞夫(電 通大)
松 本 治弥(神 戸大 ・工)

大林 辰蔵(宇 宙研)

静止衛星高度にお けるSSCの 特性 国分 征(東 大 ・理) 〃 〃
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

IGRF磁 場 モ デ ル に お け る3次 元ray　 tracing 津田 雅彦(京 大 ・工) 第74回 日本地球電気磁 58.10

の精度向上 木 村 磐根(〃) 気学会

パ ル セ ーテ ィ ングオ ーロ ラと浴 磁 力 線 電 流 と 藤井 良 一 極域における電離圏磁 59.2

の関係 竹 中 潤(千 葉大 ・理) 気 圏総合観測 シ ンポジ

ウ ム

オ ー ロ ラ世 界 デ ータ セ ンタ ー　(WDC-C2　 for 鮎川 勝,平 澤 威男 〃 〃

Aurora　 )の 現 状 に つ い て 勝田 豊,星 合 孝男

北極域におけるオ ーロラX線 観測 平島 洋(立 教 大 ・理) 〃 〃

村上 浩之(〃)
奥平 清昭(〃)

藤井 正美(宇 宙研)
西村 純(〃)

山上 隆正(〃)

小玉 正弘(山 梨医大)
江尻 全機
宮岡 宏
小野 高幸

サ ブス トーム に伴 う オ ー ロ ラX線 バ ース トと 小玉 正弘(山 梨医大) 〃 〃

その関連現象 藤井 良 一

河野 毅(理 研)

S-310JA-7号 機で観測 された低周波密度ゆ ら 森 弘隆(電 波研) 〃 〃

ぎとAC電 場 との相互比較解析結果 について 佐川 永一(〃)

小川 忠 彦(電 波研平磯 〕

小川 俊雄(京 大 ・理)

山岸 久雄

地球内部大規模変動と地球磁場の関係 竹中 潤(千 葉大 ・理) 〃 〃

木 下 肇(〃 〕

藤井 良 一

ア ン ドヤ ー昭和同時観測 による昼間側VLF 松戸 孝(電 通 大) 〃 〃

放 射の共役性 につ いて 芳野 赴夫(〃)

山岸 久雄
福西 浩

Periodic　 VLF　 Emissionの 共 役 性 にっ い 小島 年春(電 通大) 〃 〃

て 芳野 赴夫(〃)

山岸 久雄
福西 浩

Ray　 Tracingに よ る磁 気 圏 内 のELFヒ スの 山岸 久雄 〃 〃

伝搬特性 とISIS人 工衛星 観測 福西 浩
鈴木 光義(電 通大)

小島 年春(〃)

ISIS衛 星 及 び地 上(キ ッダ ー レ ン,昭 和 基 地) 今江 知延(電 通大) 〃 〃

同時観測によるVLF放 射の南北共役性 芳野 赴夫(〃)
山岸 久雄
福西 浩
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

ISIS衛 星の ス ピンを利用 したVLF放 射到来方 鈴木 光義(電 通大) 極域における電離圏磁 59.2

向の決定 芳野 赴夫(〃) 気圏総合観測 シンポジ

山岸 久雄 ウ ム

福西 浩

ISIS衛 星 によ って観 測されたオメガ信 号によ 松尾 敏郎(京 大 ・工) 〃 〃

る ト リガ ー ド ・エ ミ ッ シ ョ ン 木村 盤根(〃)
山岸 久雄

南極電 算機 デ ータを用いたELF-VLF放 射強 伊藤 弘道(山 形大 ・理) 〃 〃

度の統計結果 渋谷 仙吉(〃)

前沢 潔(〃)

佐藤 夏雄

昭和基地50MHzレ ーダによ る中性大気風の観 小川 忠彦(電 波研) 〃 〃

測 五十 嵐喜良(〃)

倉谷 康和(〃)

藤井 良一

平澤 威男

26次 南極MAP観 測計画 福西 浩 〃 〃

川 口 貞男

南極 中層 大気 の レーザ レーダによる観測計画 野村 彰 夫(信 州大 ・工)
〃 〃

(JARE26) 鹿野 哲生(〃)
岩坂 泰信(名 大)
福西 浩
川 口 貞男

平澤 威男

JARE26に お け るS-310型 南 極 ロ ケ ッ ト実 山岸 久雄 〃 〃

験計画 福西 浩

Pc3脈 動 に伴 うCNA・VLF放 射modulation 佐藤 夏雄 〃 〃

渋谷 仙吉(山 形大 ・理)

樋 口 喜啓(山 形大 ・工)

Pc3脈 動 に伴 うQPエ ミッション周期 のIMF強 湯元 清文(東 北大 ・理)
〃 〃

度依存性 佐藤 夏雄

ポ ー ラ ーパ トロ ール 気 球(PPB) 西村 純(宇 宙研) 〃 〃

1.気 球 シ ス テ ム 鶴 田浩一郎(〃)

小玉 正弘(山 梨医大)
福西 浩
PPBWG

ポ ー ラーパ トロ ール気 球(PPB) 小玉 正弘(山 梨医大) 〃 〃

2.観 測 内容 鶴田浩一郎(宇 宙研)

国分 征(東 大 ・理)

鎌 田哲夫(名 大 ・空電研)

嘉納 宗靖(気 象研)
福西 浩
神沢 博
PPBWG
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

共役点気球観測計画 福西 浩 極域における電離圏磁 59.2

佐藤 夏雄 気圏総合観測 シンポ ジ

藤井 良一 ウ ム

山岸 久雄

国分 征(東 大 ・理)

西村 純(宇 宙研)

EXOS-D受 信設備 芳野 赴夫(電 通大) 〃 〃

ISTP計 画 　(International　 Solar一 西田 篤弘(宇 宙研) 〃 〃

Terrestrial　 Physics　 Program)

セル ロンダ ーネ山地地域 におけ る観測計画 鮎川 勝 〃 〃

佐藤 夏雄
山岸 久雄

極域多点観測によるPg脈 動の特性 利根川 豊(東 海大 ・工) 〃 〃

福西 浩
A.　 Hunter　 (Unir.　 of

Lancaster)

極 域多点観測によるPi2脈 動の特性 桜井 亨(東 海大 ・工) 〃 〃

福西 浩

Pc3-5に 伴 う レ ー ダオ ー ロ ラエ コ ー 五十嵐喜良(電 波研) 〃 〃

倉谷 康和(〃)

小川 忠彦(〃)

藤井 良一

佐藤 夏雄

58年 度アイス ラン ド共役点 観測 佐藤 夏雄 〃 〃

1.概 要 福西 浩

国分 征(東 大 ・理)

Th.　 Saemundsson

(Univ.　 of　 Iceland)

地上お よび静止衛星高度にお けるSSCと 関連 桑島正幸(地 磁気観測所) 〃 〃

現象の対比 角村 悟(〃)

福西 浩

静 止 衛 星 で 観 測 され たSCのPolarizationの 永野 宏(岐 阜歯大) 〃 〃

特性 につ いて 荒木 徹(京 大 ・理)

福西 浩
佐藤 夏雄

電離層上下でのSC同 時観測 荒木 徹(京 大 ・理) 〃 〃

家森 俊彦(〃)

亀井 豊永(〃)

AKRの 伝 播 モ ー ド(Review) 橋本 弘蔵(京 大 ・工) 〃 〃

オ ー ロ ラキ ロメ ー トル波 の放 射 機 構 の新 しい 大家 寛(東 北大 ・理) 〃 〃

理論 飯島 雅英(〃)
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

極域電離圏におけるZモ ード波の線形モ ード変換 宮岡 宏 極域における電離圏磁 59.2

気圏総合観測 シンポ ジ

ウ ム

Pc1脈 動 とELF波 動 の相互作用 南部 充宏(九 大 ・教養) 〃 〃

(Plasma　 Maser　 Theory　 ) 玉尾 孜(東 大 ・理)

三浦 彰(〃)

谷口 治幸(〃)

降下電子 に関す る輸送 方程 式のDiscrete 櫛田 健(東 北大 ・理) 〃 〃

Ordinate解 上山 弘(〃)

Enhancement　 of　 the　 Polar　 Rain　 and 巻田和男(拓 殖 大 ・政経) 〃 〃

its　 Relationship　 to　 Solar　 Wind Cド1.　 Meng

(APL/JHU)

オ ーロラジェッ ト電流 中の電場/電 気電導度 上出 洋介(京 産大 ・理) 〃 〃

の相対的重要度 安原文彦(中 京大 ・教養)

藤井 良一

VHFド ップ ラー レーダによる極域超高層の ダ 五十嵐喜良(電 波研) 〃 //

イナ ミ ックス の 観 測 倉 谷 康和(〃)

小川 忠彦(電 波研平磯)

藤井 良一
平澤 威男

極域 にお けるRiometer観 測結果の経年変化 大瀬 正美 〃 〃

倉谷 康和(電 波研)
五十嵐喜良(〃)
鮎川 勝

Pc3の 特性 とその関連現象(Review) 国分 征(東 大 ・理) 〃 〃

極域成層圏二酸化窒素大気球観測 小川 利紘 MAPシ ンポ ジ ウ ム 58.12

岩上 直幹

藤井 良一

平澤 威男
川口 貞男

第26次 南極観測隊MAP実 施計画 福西 浩 〃 〃

山岸 久雄
川 口 貞男

EXOS-C　 　南極共 同観測実施計画 大家 寛 〃 〃

伊藤 富造
平澤 威男
向井 利典
江尻 全機

中村 良治
森岡 昭 他
EXOS-Cチ ー ム
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

多周波 レーダ ー技術 による成層圏下部対流圏 若杉耕一郎(京 工大 ・工芸) MAPシ ンポ ジ ウム 58.12

の観測 深尾 昌一郎(京 大 ・工)

松尾 優(京 工大・工芸)

木村 磐根(京 大 ・エ)

加藤 進(京 大 ・超高層)

磁気圏尾部MHD振 動 福西 浩 磁気圏 ・電離圏 シンポ 58.3

ジウム,資 料解析(宇

宙)シ ンポ ジウ ム

ISEE-　 3に よ る磁気圏尾部の観測について 国分 征(東 大 ・理) 〃 〃

北極域 にお けるオ ーロラX線 撮像観測 平島 洋 宇宙観測 シンポ ジウム 58.6

村上 之
奥平 清昭
藤井 正美

西村 純
山上 隆正
小玉 正弘
江尻 全機

宮岡 宏
小野 高幸

リン グ コア フ ラ ッ クス ケ ン ト磁 力計 の 開発 と 国分 征 〃 〃

ロケ ッ ト実 験 福西 浩

藤井 良一

ハ イブ リッドIC化 基礎開発 大家 寛 〃 lt

森岡 昭
小野 高幸

FIMSの 基礎開発 平尾 邦雄 〃 〃

伊藤 富造

向井 利典
松本 治彌
賀谷 信幸

巌本 巌
佐川 永一

江尻 全機
山岸 久雄

S-520-6号 機 大出力マイク ロ波 と電 離層 木村 磐根(京 大 ・工)
〃 〃

プ ラズマ との非線形相互作用 の ロケ ッ ト実験 松本 紘(京 大・超高層)

(MINIX) 賀谷 信 幸(神 戸大 ・工)

宮武 貞夫(電 通大)
松本 治弥(神 戸大 ・工)

長友 信人(宇 宙研)

大林 辰蔵(〃)

アクテ ィブフ ィルタICの 開発結果 松本 紘(京 大・超 高層) 〃 〃

長野 勇(金 沢大 ・工)

橋本 弘蔵(京 大 ・工)

沖 秀隆(〃)

木村 磐根(〃)
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

ポイ ンテ ィングベク トル観 測装 置の開発 木村 盤根(京 大 ・工) 宇宙観測 シ ンポジウム 58.6

橋本 弘蔵(〃)

長野 勇(金 沢大 ・工)

沖 秀隆(京 大 ・工)

S-520-6号 機MINIX子 ロケ ッ ト測 定 用 松本 紘(京 大・超 高層) 〃 〃

VTRの 開発 賀谷 信幸(神 戸大 ・工)

木村 盤根(京 大 ・工)

レクテ ィナの開発 鮎川 一朗(京 大 ・超高層) 〃 〃

松 本 紘(〃)

賀谷 信幸(神 戸大 ・工)

木村 盤根(京 大 ・工)

宇宙空 間プ ラズマの研 究(OPEN計 画 の展 開) 国分 征(東 大 ・理) 科学衛星 シ ンポジウム

DPEN-J　 W・G

岩石磁気用 リング コァ磁力計 河野 長(東 工大 ・理) 磁力計の開発と応用に
小柳 政彦(東 工大 ・理) 関する シンポジウム

国分 征(東 大 ・理)

OPEN-J搭 載用磁力計 について 国分 征(東 大 ・理)

磁 気 圏 プ ラズ マ 中 の ホ イ ッス ラ ーモ ー ド波 の 木村 盤根 電 気通信 学会 ア ンテナ 59

3次 元ray-tracing 津田 雅彦 伝播研究会 59

松尾 敏郎

MUレ ーダと2周 波 レーダによる対流圏の多 〃 〃

周波観測

科学衛星EXOS-Cに よるMUレ ーダア ンテナ 多田 重之 〃 〃

の放射特性測定 深尾昌一郎

木村 盤根
佐藤 亨
加藤 進

衛星 によるVLF波 動伝搬 ベク トル方 向の測定 沖 秀隆 !ノ ノノ

橋本 弘蔵
木村 盤根

ISIS-1,H衛 星 で観測 されたオ メガ信号の 松尾 敏郎 電気通信学会全国大会 ノツ

Wave　 reformal方 向 木村 盤根

S-520-6号 機MINIX実 験 一〇hmic 賀谷 信幸 第75回 日本地球電気磁 59

neating 松本 紘 気学会
木村 盤根
宮武 貞夫

松本 治弥
長友 信人
大林 辰蔵
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

S-520-6号 機MINIX実 験 一マ イ ク ロ波 によ 宮武 貞夫 第75回日本地球電気磁 59

る非線形波動の励起 小菅 理 気学会

賀谷 信幸
松本 紘
木村 磐根

じきけん衛星で観測されたSiple信 号 の強度 菅 政直 〃 〃

木村 盤根

Ray　 tracingの ための磁 気緯度依存拡散平衡 小森 憲昭 〃 〃

形電子密度モデルの作成 木村 磐根

橋本 弘蔵

MUお よび2周 波 レーダ観測か らみたVHF帯 若杉耕一郎 〃 〃

対流圏 エコーの性質 松尾 優
深尾昌一郎

木村 盤根
加藤 進

異方性電離層 によ る導波管モ ー ド減衰特性 の 木村 磐根 第76回 日本地球電気磁 〃

Full　 Wave法 によ る計 算 法 望月 規弘 気学会
佐々本 税

橋本 弘蔵

ISIS衛 星 で 観 測 され た トリガ ー ド,エ ミッ シ 松尾 敏郎 〃 〃

ヨ ンのSlope 木村 磐根
山岸 久雄

MUレ ー ダ ア ンテ ナモ ニ タ ー(MUM) 猪岡 保裕 〃 〃

深尾 昌一郎

佐藤 亨
木村 盤根
加藤 進

MUお よび二周波 レーダ観か らみたVHF帯 若杉耕一郎 〃 〃

対流圏 エコ ーの性質2) 松尾 優

深尾 昌一郎

木村 磐根

佐藤 亨
加藤 進

MUレ ーダ ーによる風 ベク トル のVAD観 測 深尾 昌一郎 〃 〃

阿部徳太郎
木村 磐根
佐藤 亨
津田 敏隆
加藤 進

MUレ ーダーによる対流図・下部成層 圏の観測 稲葉 基之 〃 〃

深尾昌一郎

木村 磐根
佐藤 亨
加藤 進
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

MUレ ーダーによる中間圏の観測 森本 茂樹 第76回 日本地球電気磁 59

深尾 昌一郎 気学会

佐藤 亨
木村 盤根
加藤 進

オ ーロラアーク領域で観測 され る波動現象 佐藤 夏雄 沿磁力線粒子加速と電 58.12

磁波異常放射研究会

極域Zモ ー ド放射 の発生機構 宮岡 宏 〃 〃
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2.気 水 圏 研 究 グル ー プ

(1)一 般研究

南 極 中層 大 気 にお け る内 部 重 力 波 の生 態 助手 神沢 博

対流 圏に起源 を持つ内部重力波が中層 大気 を伝播 して きて その平均場,特 に中間圏界面(～80㎞)付 近の弱風層

とそれに関連 した逆温度匂配 という不恩義 な現象の生成 に決定的な役割を果た して いる らしいことが最近の理 論計

算 によって議論 されてい る。それ らの研究 のイ ンパ ク トを受 けて,内 部 重力波 の現実大気 にお ける生態を調べる研

究が盛 んにな りつつあ る。 しか しなが ら,南 極域 の内部重力波の生態を調べ た研究 はこれ までなか った。

ソ連 の南極基地マ ラジョー ジナヤ(68S,46E,昭 和基地 の東北 東約300km)の 気象 ロケッ トデー タ(6年 半 に

わ たる290ケ の デー タ)を 使 って内部重力波 の活動の季節変化を調 べてみた。波の振幅 は,温 度,風 と も冬 強 く,

夏弱 い。温度の振幅は真冬が最大,真 夏 に最小で時間軸に対称 な変化を示す。 これ らの傾向 は北半球 高緯度 と同 じ

であ る。興味深いのは,風 の振幅 が真冬で な く,8,9月 に最大 になること,強 くなるな り方 は緩 やかだが,夏 に

向か って弱 くな るな り方 は比較的 に急激であ るということである。 これ らの傾向 はこれ までの北半球 の解析で は出

ていな い。

南 極 の 雲 の研 究 助手 和田 誠

前年度 の研究 でお こな ったType　 n,　 HIを中心 に して南極 の雲 の特徴の解析を お こな った。　Type　 llと は温 度

profileが 等温 である層内 にで きた雲。　Type皿 とは接地層付近 の温度逆転の強い ところにできた雲,　Type　IVは

中層 の逆転 や等温層内 にできる雲であ る。

Type　 llには地上観測か ら見 ると,あ まり雲量 の多 くないcaseと はっきりした降雪 をと もな う　caseと2っ があ

る。 前者 が展型的 なType　 Hで あ り,こ の ときは800-900mbの 層に,乾 燥 した大気状態 のあとに雲がで きること

が多い。温度 は上層が冷え,下 層が暖たま ってお り,こ の境 に雲が発生す る。 このよ うな時 は雲量 はほとん ど1/10

か2/10で あ り天気 はあ まり悪 くな い。 後者 の場 合は,い わ ゆるType　 Hと は異 な っていると考 え られ る。低気圧 の

通過後,伴 って持 た らされた水蒸気が,気 温の低下 とともに凝結 し,雲 とな った ものと考 え られ る。

Type皿 の雲の展型を考え るたあに,今 回は,水 飽和75%以 上の条件に更に,氷 飽和90%以 上の条件を付けた。

1979年 ではこのような例 は7件 しかなか った。 この条件 に合 た時刻の地上観測 には,下 層雲の存在は示されて いな

いが,そ の前後の時間帯 にはScな どの下層雲が記 されて いる。 この ことか ら多分実際 には,非 常 に薄 いType　 m

の雲 があったと考え られ る。 この ときの温度profileを 見 ると,地 上付近 に強い逆転層がで きて いる。 この逆転 層

の中 で雲が形成 された と考え られる。 これは一種の晴天降水 と呼ばれ る現 象であろ う。

南 極 み ず ほ基地 の地 表 面 に お け る放 射 特 性 に関 す る 研 究 助手 山内 恭

南極みず ほ基地におけ る地 表面 の放射収支 にっ いて,観 測結果(POLEX　 -　South)の 解析 と数値計算 の両面 か

ら調べ た。

観測結果の解析か ら,以 下 の点 が明 らか になった。

① 晴天の場 合,下 向放射 は冬の約100W/㎡ か ら夏の150W/㎡ まで,ゆ るやか な季節変化を示すが,日 々の変

化 は10%以 下 と小 さい。上 向放射,冬 の140W/㎡ か ら雲の240W/㎡ まで,表 面温度 に対応 して大 きな変化を示す。

② 晴天か曇 天かによ る違 いは大 き く,年 間 を通 じ,厚 い雲におおわれると下向放射 は約80W/㎡ 増加す る。

③ 水蒸気量 の影響 は,も ともと低温 で水蒸気量が少 いことか ら,余 り大 きくはない。接地逆転の弱 い夏の間は,

水蒸気圧 によ って下 向放射(上 向放射 との比)を 近似的に表現す ることが可能 だが,逆 転が強 い期間 は,不 可能 で

あ る。

④ 接地逆転層の影響 は大 きく,放 射収 支は逆転強度(温 度)に 強 く支配 されている。

以上の観測結 果を,特 に逆転強度 と長波長放射の関係を裏付け るべ く,モ デルによる数値計算を行 った。 放射 フ

ラックスの計算は,細 かい吸収線 の微細構造 は考慮せず,平 均 的な透過率 を考 えるbroad　 band　modelを 使 った。
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上層 の気温,水 蒸気量等は昭和基地データを使 い,逆 転層構造 はみず ほ基地 の条件を当て はめた。平均 の条件 で計

算 を行 ったが,地 表面 におけ る晴天時の条件で,観 測値 と良 い一致 を示 した。計算結果か ら,下 向放射 は逆転層 が

あるか ないかで は最大15W/㎡ の違 いが出たが,温 度構造 が変 らない限 り水蒸気分布がかな りの範 囲で変 って も,

下向放射 は1～2W/㎡ しか変 らな いことが確認 された。 さらに上層 の温度,水 蒸気分布 は一定 と し,下 層 の逆転

層 の強度 のみ変化 させ,放 射収支の変化を求め ると,逆 転強度 と正味放射量 は直線関係で近似で きることが明 らか

になった。 これ は,観 測結果か ら推定 されていた事実 の裏付 けとなり,又,下 向放射のパ ラメタ リゼー ションの可

能性 を示 して いる。

長波長放射 の年 々変動 と して,1979年 と80年 の結果を比較 した。観測値,計 算値 とも,1980年 は79年 に比 べ大 き

な値 を示 した。80年 は79年 に比べ温度が高 く水蒸気量 が多い月が多 く,そ のことで計算値 は説明がっ く。 しか し,

その点 を考慮 して もなお80年 の下向観測値 は晴天の もので大 きす ぎる ものがあ り,晴 天で あるとされ た事例が実 際

は雲 あるいは霧等 の影響を受 けて いる可能 性があ る。 今後,雲 や晴天降雪等 にっ いて,水 蒸気輸送過程 という面 と

共 に,放 射収支へ の影響 という面 も含めて,そ の正確な姿を把握 すべ く観測 が必要 である。

マ イ ク ロ波 放 射 計 に よ る積 雪 の 研 究 救助 楠 宏,教 授 和 田 誠,助 手 山内 恭

乾 いた雪 の観測 は特 に極域 などの場合 には重要であ り,今 回北海道母子里 において乾雪 の野外実験 を行 った。

実験 は`83年1月26日 か ら2月3日 まで行なわれた。マ イクロ波放射計 は組立 て足場 を利用 し,雪 面か ら約2m

上 に下 向きに固定 した。同様の足場を更に1台 用意 し,マ イクロ波 のアンテナ部が簡単に移動 でき るよ うに した。実

験 用の フィール ドを2つ 設定 し,1っ は全 く乱 さない雪面(基 準雪面),他 は実験 用の雪面 とした。 両方 の雪 面 の

マ イクロ波放射量 の差を比 べ ることによ って表 面温度 の変化 などの影響を減少 させた。実験 は主 に次 の4っ が行 な

われた。(1)密度 を変化 させ る。(2)水当量 を変化 させる。(3)雪質(粉 雪 または固 い雪)を 変え る。(4)水を含 ませ る。

結 果

(1)全 層の雪 の平均密度 が次 の3っ のケースについて測定 を行 なった。0.31g/c㎡,0.34g/c㎡,0.35g/c㎡ で あ

る。基準雪面 は0.27g/c㎡ であ り,こ の雪面 との温度差 は±1.5℃ 以下で あまり良 い関係を見つける ことはできなか

った。 温度差 と水当量は良 い比例関係 にある ことがわか った。 また更 に雪の厚 さを増す と傾 きがゆ るやかになるの

が見 られた。 これ らの結 果か らマイク ロ波放射温度 と水 当量 とは,水 当量が小 さい時に は大体比例関係 にあ り,厚

さが厚 くな るにっれて勾配 がゆるやかになる ことがわか る。乾燥雪 の場合 には,大 部厚い雪 で も下 の地面 の影響 を

受 けて いると思われた。

プ ラ ン ト棚 氷 コ アの 解 析 によ る 過去30年 の気 候 変 動 の研 究 助教授 藤井理行

1982年1月,ウ ェデル海東岸の プラ ント棚氷(Brunt　 Ice　Shelf)の 英国 ハ レー基地(75°31'S,26°56'W)か ら

約10㎞ 離れた地点で,21.83mの コア掘削を行 った。現場 で,層 構造 の記載 と密度,粒 度 の測定を行 い,サ ンプルは,

化学成分,δ180,pH,微 小固体粒子濃度,　 gross　 β　activityな どの分析のため,日 本に持ち帰 った。 これ まで

に得 られたpH,δ180の 分析結果を中心 に,プ ラ ント棚氷での過去約30年 間の気候 の変動 につ いて研究 した。

コアの層位学的解釈 を助 ける目的で,コ ア掘削を行 った場所で1.75mの 積雪 断面観測 を行 い,積 雪各層か ら平均

6cmの 間隔で,各 種分析用 のサ ンプルを採取 した。 この結果,年 間の酒 養量 は約100cm深(45g・cm-2)で δ180の

季節 変化 が保 存 されてい ること,最 暖期 には融解が生 じ氷板がで きること,ま たpHは 夏 に最小,冬 に最大 とな る

ことな どが明 らか とな った。

コアの年代決定 は,以 上 の層位学的特徴 を基準 にお こな った。

酒甕の変動 には,4～5年 の周期 がみ られ,過 去20年 間では,1961～1971年 の酒養量 の少 い10年 間,1972年 ～198ユ

年の酒養量の多い10年 間 とさらに大 きな周期性が認 め られ る。

ク イー ンモー ドラン ドをはさんで,経 度 で約70度,距 離で約2,500km離 れたみず ほ高原での1968年 ～1977年 の酒

養量の変動 と比べてみ ると,1968年,1972年,1975年,1977年 の酒養量の多い{・i・・,;971年.1974年 の酒養量 の少 な

い年 は,両 地域で一致す ることが分 る。 この ことは,両 方 の地域が,同 じ低気圧 じょう乱 を受 ける ことが多 いいか,

あるいは少 な くとも低気圧の発生,発 達 が同 じ傾 向で起 こるか を示唆 して いる。
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また,1972年,1977年 はイン ドのモ ンスー ン活動が弱か った年で,ブ ラン ド棚氷での酒養量 の大 きな変化 は,大

気 の大循環 の変動 と密接に関連 してい る可能性 が強 い。

ハ レー基地 の気温観測値 と,コ ア解析か ら推定 した酒養量 を比較 してみ ると,特 に2月 ～4月 の秋期の気温 と年

酒養量 との間 に強 い相関が認め られる。一般 に秋 は,海 氷 の張 り出 しが最 も小さ くなる時期で,ま た低気圧活動が

活発 な時期 なので,一 年の うちで最 も酒養量 が大 き くなる。すなわち,プ ラン ト棚氷 では,ウ ェデル海の海氷の り

出 しが弱 く,海 か らの水蒸気の供 給が大 き くなる秋 には,通 義量 も増大す るといえる。

積雪 のpHは,夏 に小 さく,冬 に大 きくなるとい う季節変化 を示す。 この傾向 は,み ずほ基地 の ドリフ トのサ ン

プルの分析で も明瞭 に現れてお り,局 地 的な傾 向ではない。 この原因 と して,成 層圏にあ る酸性物質(硫 酸 など)

が夏期 に氷床表面 まで輸送 されて くるため と考えている。成層圏 にあ る酸性物質の起源 としては,火 山活動(主 に

硫化物,ガ ス),人 間活動(主 にチ ッ素酸化物)を 考え る必要があ ろう。特に,火 山活動の影響 は大 きい。

白旗 氷 河 流 域 の 流 動 特性 助手 西尾文彦

白旗氷河流域の面積 は約20万k㎡で,ほ ぼ 日本 の本州 に相 当す る流域面積を もち,大 部 分の氷 は白旗氷河か ら流出

し,流 出口付近で は年間流速2.5kmに も達 する。 このよ うに流れの速 い白旗氷河の中流域 ではの厚 さが,年 間70cm

近 くも減少 して いる事実が発見 され,氷 床底部 で底面すべ りが起 こってい るためであ ると結論 された。底面すべ り

が起 こるの は氷床底面が何 らかの原因で圧 力融解温度近 くになって岩盤 との摩擦 が減少 したためであると考え られ

る。 白旗氷河流線 に沿 った調査では,こ れ らの考 えを支持す る証拠が出現 して きてお り,白 旗氷河 は不安定 な流動

状態 にあることが推察 され る。白旗 氷河 の流 出口か ら流線 にって420kmに お よぶ氷床,基 盤地形 の断 面 か ら基盤 は

流 出口付近での海面 と同程度の高度か ら,数100mぐ らいの高度の増減を繰 り返 しなが ら上流側 に向 って高 度 を増

しており,G7地 点で は1,500mに も達 する ことが知 られる。白旗氷河の氷体は平均 傾斜15'(1500m/370km)の 岩

盤 に存在 して いる。平均氷厚はG2～G7地 点 で約1,700mで あ る。

下流側では現在の氷床が薄 く,上 流側で厚 くな ってい る。氷厚 が減少 して いることが測量 された地域は,G4地

点 の付近であ り,下 流側 では氷床 の形が計算で求めた形 よりも薄 くなって お り,氷 厚が減少 してい ることを示 して

いるか のようであ る。

底面せん断応 力は氷床 の安定性を考え るうえで有力な物理量 であり,か つ比較的容易に求ま る量である。 白旗氷

河流線沿いに求めるとG2～G4地 点で1.8～1.06arと 大き く,上 流側では,ほ ぼ0.6arと 小 さい。 したがって,底

面 すべ りが起 って いるところ,ま たは まさに起 らんと している地域 にほぼ一致す る。

底面すべ りが起 るため には氷床底面 付近 の氷体 が圧力融解温度 になる必要があ る。底 面温度 を知 るには,ボ ー リ

ングなどで実測す ることが必 要であ るが,計 算 で見積 ること も可能で ある。G2,G3地 点 では,底 面 の氷体の温

度 は圧力融解温度 にあ り,氷 床底 面は底面 すべ りが起 るための必要条件を備えて いると言える。G4地 点 よ り上流

側 では底面 の温度が圧力融解温度に近 いか,そ れ以下 であ り,底 面 は岩盤 に凍結 してい ると言 え る。 したが って,

期待 される流動速度 も小 さいと考え られ る。

裸 氷 原 の　dirt　bandの 研 究 助手 西尾文彦

まえが き

やま と限石が大 量に発 見され る裸氷原で は数多 くのdi　rt　band　 (汚れ層)を 観測す ることがで きる。黒色から褐

色の濃淡 さまざまで,　dirt　bandの 層厚 も数cmか らi・数cmに 達す るものがあ る。　dirt　bandは 断 面 を調 べて み る

と氷床 の上流側 に傾 いており面構造を した露頭であ ることがわか る。 山脈周辺 の氷 であると考え られて いることか

ら,　dirt　bandが どの ように して形成 されたのかを明 らかにす るために含有鉱物の構成 を調べ ることは重要 である。

また鉱物組成 か ら構成粒 子の起源が明 らか になればdirt　bandが 形成 され た年代がわか る可能性がありdirt　band

をkey　 bed　 (鍵層)と して利用で きる。 さらに裸氷原 の氷床流動 および限石の裸氷原への集積 を考 え て い く うえ

で重要な知見を与 え るものである。

dirt　band　≦幽

試料の採 集はやま と阻石氷原で数 ケ所,ア ランヒルズ裸氷原ではヌナタークスの風上側 に位置す る裸 氷原 の9ケ 所
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で採集 した。 いずれ も採集 したdirt　bandは ヌナタークスの風上 に位置 し,露 岩 の細粒鉱物が風 によって運 ばれ て

裸氷原 の氷体 に浸入 して形成 された とは考え難い。 また氷床底部 などで形成 されたモ レー ンあ るな らば,小 石 など

の大 きな構成物質が混入 されて いて もよ いが,　dirt　bandの 粒径 は数 μm～200μmと 比較的淘汰 されている。

dirt　bandの 構成粒子 を顕微鏡 で調べ た結果,褐 色の半透明または透 明の火山ガ ラスが70～90%を 占あてお り,

発泡 した形態が特徴であ る。 また火山ガ ラスの形状 も氷床表面 に堆積後,氷 の中に閉 じ込 め られて風化 を受 けた形

跡が見 られ ない。

その他 の構成粒子 も単斜輝石,角 閃石,斜 長石 などの火山岩を構成 す る鉱物 を含んでお り,　dirt　bandは 火LL」噴

出物で ある火山灰 あることが明 らかにな った。 したが って,や まと阻石氷原 ・アランヒルズ裸 氷原 の,少 な くと も

試料を採集 して調べ たdirt　bandは,氷 床 表面 に降 り積 った火山灰が氷の中に保存 され,長 時間か って裸氷原に氷

の流れ とともに運搬 されて きた,と 考え ることがで きる。

dirt　band中 の火 山灰の起源

裸氷原の多 くのdirt　bandは 火山灰か ら構成 されて いることが明 らかにな ったが,こ れ らの火山灰 の起源,す な

わ ち噴火火山が明 らか になればdirt　bandの 形成 した年月な どがわか る可能性 がある。火 山灰 の起 源 をdirt　ban

dの 構成粒子の粒径分布(以 後,粒 径 とは直径を意味 する)か ら考察 してみ る。

や まと慣石氷原で は大で50～60μmで 平均粒 径は数 μmで ある。 アラ ンヒルズ裸氷原 は,最 大200μmか ら小 さ

いもの は数 μmと や まと陽石氷原のdirt　bandに 比較 して巾があ る。 平均粒径 は数 μmか ら70μmを 示す。一方,

数径の小 さい火山灰 ほど風によ って運搬 される距離 も遠 くな り,大 気中 に滞留す る時間 も長 くな ると考 え られる。

したが って,　dirt　bandの 構成粒子か ら考え ると,や まと明石氷原 の火山灰 はア ランヒルズ裸氷原 の もの よりも遠

くか ら運搬 され堆積 したと推定で きる。 火山灰 の粒径 と運搬距離 の相関(Fisher,1964)か ら推 定す ると,や ま

と明石氷原 のものは2,000～5,000km,ア ランヒルズ裸氷原 の ものは1,000～2,000kmの 範囲に位 置す る火山が,

dirt　band中 の火山灰の起源 であると推定 され る。

火山灰の起源を確定するためには,火 山灰中の火Ll.1ガラスの化学組成 を求 めることが有力な 手法であ る。

裸氷原の氷 と　dirt　bandの 堆積 時の年代

氷 の絶対年代を決定す る方法 として放射性 同体位 である14C,36Clお よび1°Beが,や ま と阻石 氷原,ア ラ ン

ヒルズ裸氷原の氷に適 用 されているが,ま だ信 頼で きる結果 は得 られて いないのが現状であ る。 したが って,　dirt

band中 の火山灰 を構成す る鉱物粒子か らも年代 を推定 することが可能 になれば,放 射性 同体 位による氷の年代 決

定 と相伴 って,裸 氷原の氷の絶対年 代決定 に も有力 であると期待 され る。

(2)共 同研究 ※印研究代表者:印 以下極地研担当教官

ア)一 般共同研究

南 極 域 成 層 圏 循 環 の 研 究 ※廣田 勇(京 都大学理学部教授),三 角 幸夫(京 都 大学理学研究科大学 院

生):川 口 貞男(教 授),神 沢 博(助 手)

我々は過去の解析 で惑星 間空 間磁場境界通過に対す る大気温度場 の応答 を南北両極域において見 出 した(Misu-

mi.1983,三 角;1982)。 次 にこの応答 の直接的 な原因 を調べ る必要 がある。今年はまず北極域対流圏 の応答の原因

を調べた。 これは温度が通過 日に極小値を とるとい うもので統 計的に も非常 に有意であ る。 この温度 変化の原因 が

中高緯度における惑 星規模 の波(波 数1～3)の 活動変化 によることはすでに判明 して いる。この影響を,変 換 した

オイ ラー方程式系 とEliassen-Palm(EP)フ ラック スを使 って定量的 に解明 した。

変換 したオイ ラー方程式系 とは

器 －f▽ ・D・F'

αθ 一 一_

五 τ=　 Oz　W+　 Q
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、ま,歳(… φ恥 誌 画 一・

DF-P、 、と、φV・F,F-・ ・… φ(vθu　v,　f　θ
Z)

FはEPフ ラ ックス,(V,W)は 残差午面循環で,('"__〉 は帯状平均,()'は それか らのずれ,u,v,θ,

φはそれぞれ東西風,南 北風,温 位,緯 度 を表わす。 この方 程式系 の特徴 は2つ あ る。波の平均流へ の影響がDF

にまとめ られてい る点,そ れ とFが 波の 群速度の方向を示 している点で ある。F*DF*(*は 時 間平 均 か ら

のずれ)の 通過前後の変化 を調 べた。Misumi(1983)と 同 じ磁場境界通過 のデ ータを使 った。通過5日 前 か ら

DF*>0の 領域が200-300mb,50-SOcN付 近に出現す る(R1と 呼ぶ)。 対流圏上部(200-300mb)で は

平均残差子午面循環(〔 マ 〕,〔可 〕)は 北向きで この流れは極域で下降 しその断熱加熱 と冷却 の釣 り合いで極域 の温
あ

度が決定 されてい る。ゆえ に,DF*>0(R1)に よる南向 きの マ*は 午 面循環 を弱 めさらには極域の温度 を下

げる働きをす る。通過4日 前 における マ*を 調べてみ ると,そ の マ*の 大 きさで十分に極域 の温度 減少 は設明 され

ることがわか った。 また,通 過 日以後R1と ほぼ同 じ領域 に逆 にDF*<0が 見出 され る(R2)。 これ はR1に

よる温度 ・平均風 の偏差 に対す る大気内部の応答 と考え られ,こ の解析にとっては2次 的な変動 である。但 し,R2

による過度の南向き輸 送はWilcox　 et　a1.　(1974)に 報告 された渦度面積指標の惑星間空間磁場境界へ の応答 の原

因で あることがわか った。

次 に(R1)の 原因であ る波の変化 を調べ た。(R1)は,500mb付 近 を中心 とす る波数2と850mb付 近 を 中心

とす る波数3のFz,す なわち垂直方向の波 のエネルギー伝藩の減少 によ ることがわか った。ほぼ同時 に100mb付

近で 波数1のFが 同 じ く減 少 して い る。 この減少 域 は上方へ伝 播 して成層 圏極域の温度の応答(Misumi1981)

の主因 とな ってい る。 この3つ の減少 は解析域内の平均風 の状態 か らは説明 されず,外 的な要 因によることが予想

され る。

夏 期北 極 層 雲 の生 成 過程 の 数 値 実験 ※太田幸雄(北 海道 大学工学部助手):山 内 恭(助 手)

これまで,夏 期北極層雲の生成過 程について,大 気境界層内においてairmass,熱 量,水 蒸気量,雲 水量が一

般風(地 衡風)に よって運ばれ るとす る移流 モデル により数値計算 を行 ってきた。層雲の生成,成 長過程 には放射

効果 が決定的 な影響を与え るので,放 射 加熱冷却率 の計算は雲粒によ る散乱過程 を充分な精度で取 り入 れ たP3近

似法 による方法を用いてお り,雲 粒 の粒度 分布 と して はJayaweera　 and　Ohtake　 (1973)に よる実測値を採 用 し,

太陽天頂角 は一定 の74°,気 温 と相対湿度 の初期条件 と しては1975年7月 のBarrowに お ける12時 の ラジオ ゾンデ

の測定値 の月平均値を用 いて る。雲(雲 粒)を 純粋 な水 のみか ら成 るもの として水の複素屈折を用いた時,　single

scattering　albedo　 wは 可視領域においては0.999990～0.9999999で あ る。

以上 の条件で数値実験を行 った ところ,高 度50m以 上で雲が生成 されたが,こ の層 は雲水が0.5g/㎡ に達 し,

時間とともに上端が上昇 して厚 さが増加 して行 くという結果を得た。一方,観 測によると夏季北極層雲 は雲水が0.05

～0 .209/㎡ であ り二層を成 してい るものが多いとのことであ る。 この実測値 と計算値 の食い違いの原因は,雲 水

が純粋 な水 のみか ら成 るので はな く,吸 収性の物質 を含む液滴であ るためではないか思われ る。実 際,　 Herman

(1977)に よる夏季北極層雲の観測において得 られ た透過率 と反射率の値か ら推 定されたsingle　scattering　albe-

do　wは 可視領域 では0.990～0.993,近 赤外領域では0.994～0.996で ある。 そこで,観 測によ って得 られた気 温 と

雲 水の垂 直分布 に対 して,雲 水を純粋な水 とした場 合(CaseA)及 び雲粒がHermanの 推定 したよ うなwを 持 つ

場合(CaseB)に ついて放射加 熱冷却率 を計算 した。　CaseAの 場合 は可視領域における加熱率 は0で あり,全 放

射加熱冷却率 は雲頂で冷却,雲 居内部で非常に弱い加熱,雲 底で弱 い加熱 とな ってい る。一方case　 Bの 場合 は,

可視領域 において雲頂近 くで0.2℃/hr程 度の加熱 とな り,全 放射加熱冷却率 も雲居内部で0.2℃/hr程 度 のか

な りの加熱を示 している。

以上の ことか ら,雲 粒が吸収性 の物質 を含んでいてsingle　scattering　albedoがHermanの 推定 した ような値

であ るとす ると,雲 居 内でか な りの加熱率を持つ ことか ら,層 雲 の生成及 び成長過程は純粋の水滴 の雲粒 を考 えた

とき と比べてかな り違 うものになる可能があ り,現 在,こ の二 つの場合 にっ いて,実 際に生成,成 長過程 の数値計

算を行 って る。
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放 射 観 測 に基 く南 極 大 気 の り モ ー トセ ン シ ング ※川 口貞男(教 授),中 澤高清(東 北大学 理学 部 助

手),中 島映至(東 北大学理学部助手):山 内 恭(助 手)

昭和56年,57年 度 の研究 を踏 まえて最終年度は,実 際にオー レオメーターによって観測 された太陽直達及 び周辺

射量 を解析 し理 論の検証 を行 った。

まず本研究 の前半 では ラング レー法に散乱光量を合わせて解析す ることにより,従 来 よりも精度 よ くサ ンボ トメ

タ一型 の直達放射 計を検定で きることを数値実験 と観測の両面か ら示 した。 その結果,例 えば仙台の様に快 晴 日数

が少 な くラングレー法 による測器の検定が困難な場所で も±0.5%程 度 の再現度で検定定数 を決定で き る ことが わ

か った。

次に研究 の後半 では,こ の方法を摘用 して検定 されたオ ーレオメ一夕ーによる測定結果 を整理 した。仙台市青葉

山において1981年 か ら1983年 までの期間中 に直達光量の減衰率か ら求 めたエア ロゾル の波長862mに お け る光 学 的

厚 さ τ.の月平均値 は,1981年 冬季0.05程 度であ ったが,エ ルチチ ョン山噴火後 の1982年 冬以降,前 年 同期 に比 べ

て大きな値 を示 している。光学的厚 さ τ+一βR－㊥(λ は波長)と 近似 した場合 の α値 を見 ると1982年 以降,値 が

小 さ くな ってお り,や は り大気 の光学的状態 に変化があ った ことが現われている。

一般 に このよ うな長期 にわ たる大気混濁度のモ ニタ リングを行な う場 合 ,信 頼で きる時系列 を得 るためには測器

の検定定数 の経 年変化が大 きな問題 にな る。そ こで検定定数に強 く依存 しない混濁度 のモニタ リング法を併用でき

れば良い。本研究 ではそのため散乱角⑪での太陽周辺放射強度1(⑪)と 直達放射量Fを 用 いて次 の量を定義 した。

r(⑪)-1(⑪)/mF(・uτwop(⑪)d9。)こ こでmはoptical　 air　mass;τ は大気 の光学 的厚 さ;

woはsingle　 scattering　albedo;P　 (⑪)は 散乱角⑪でのphase　 fanction:そ してd9は 測器 の 立 体視野 角 で あ

る。量r(⑪)は 一次散乱 が卓越す る太陽 の周辺で は,ほ ぼ(1)式のカ ッコ内の形 に書 けるので,混 濁度 の良い指標

であ ると考え られ る。又量r(⑪)に よって混濁度 を表わす方法は検 定定数に強 く依存す ることが無 く,そ の振舞

と分散は光学的厚 さのそれによ く似て おり,大 気 の光学的状態をよ く反映 している。

以上 により,直 達放射量 と同時に太陽周辺 の散乱放射量 を測定す ることによ って,南 極大気 の様 に光学的に薄い

大気中で もエ アロゾルの光学 的特性 をよ く決定で きることがわか った。

南極 中層 大 気 エ ア ロゾ ル の総 合 的 研 究 ※小野 晃(名 古屋大学水圏科学研究所教授),石 坂 隆(名

古屋大学水圏科学研究所助手),森 田恭 弘(名 古屋大学空電研究所助教授),金 沢五 寿雄(気 象研究所主任研究官),

池上三和子(気 象研究所研究官):川 口貞男(教 授),伊 藤朋之(客 員助教授),山 内 恭(助 手)

第24次 隊 により実施 された小粒子 ゾンデ,　Mie粒 子 ゾンデによる観測結果 について速報 的な解析 を行 い,測 定装

置 の作動状況や,放 球手段な どについて検 討を行 った。得 られた結論を基に,よ り精度の高い観 測が第25次 隊で実

施で きるよ う装置 の改良 と放球手段についての改善 を行 った。以下 にこれまでに得 られた主要な結果についてのべる。

〔小粒子 ゾンデ観測 〕

1983年6月 と10月 に放球観測を実施,高 度11kmか ら15kmま での小粒子の鉛 直濃度分布 が得 られ,冬 期(6月)に

くらべ春か ら夏 にかけて(10月)は 観 測 されたすべての高度 にお いて小粒子濃度が高 く,南 極 の対流 圏一ヒ部 か ら下

部成層圏で は小粒子生成 が光 化学 的過程 によ りおこ って いることを示す強 い証拠が得 られた。

〔　Mie粒 子ゾ ンデ観測 〕

1983年4月,6月,10月 に放球観測 を実施,　Mie粒 子の鉛直高度分布 を得 たが,同 時 に施 した レーザーレー ダ観

測 による後方散乱強度の鉛直プ ロファイル との間 に大変 よい相関が認 め られた。

以上 は速報的 な観測結果であ るが,現 在,詳 細 な解析が進 め られて お り,1984年11月 京都で開催 され るMAPシ

ンポ ジウムで発表す る予定であ る。

〔観測手段の改良 〕

小分子 ゾ ンデ　 Mie粒 子 ゾンデ ともに高度30kmま での粒子個数濃度 の鉛直分布 を得 ることを 目的 とし,軽 量化

された測定装置 に3kgの 気球を2ヶ っけて放球 したが,い ずれ も11km～15kmの 贔度で破 裂 して しまい,所 期 の目標

高度 にまで到達す ることがで きなか った。そのため種 々検 討 した結果,25次 第で は2連 球方式をやあ,4.5kg気 球

1ヶ で放球観測 を行 うことに した。 また,注 水電池 に低温 のため出力 の低化がみ られ たので,装 置に保 温機構 を く
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み こみ,出 力低下 を防 ぐことにした。

極 域 中層 大 気 中 の エ ア ロ ゾル 量 の 変 化 と オ ゾ ン量 の変 化 ※岩坂泰信(名 古屋大学水圏科学研究所助

教授),林 田佐智子(名 大水圏研大学 院生),野 村彰夫(信 大工学部助教授),内 野 修(気 象研主任 研究 官):

川口貞男(教 授),山 内 恭(助 手)

昭和58年 度 の研究成果 は,紫 外線 ライダーによ る下 部成層 圏の大気透過率 の測定,ル ビー レザ ーに よる成 層圏エ

ロゾル層 の観測,第26次 南極域中層大気の ライダーによ る観 測計 画の作成 である。

レーザ ・レーダ(0.6943μm)を 用 いて,成 層圏エ ロゾルの量 と偏光解消度 の継続観測 を名古屋で行 った。エル

チチ ョン火山噴 火(1982年3月29日,4月4日)後,約2年 間にわたる観測結果 につ いて,以 下 に概略を述 べ る。

(1)偏 光解消度(δ)の 増加1982年4月 か ら1983年1月 までに偏光解消度 δは最大20%に 及ぶ領域が20km付

近 に観 測 された。飛行機 による直接採集 によって,鉱 物 粒子が発見 されているが δの高 い時期,高 度 とよ く対 応し

てい る。10月 以降 δが小 さ くなって いるの は,重 力沈 降による鉱物粒子 の除去 と,粒 子が硫酸 におおわれて球 状 に

なって いった結果 と考 え られる。

② 成層 圏エア ロゾル量 の長期的変動 エアロゾルの後方散乱係数 の高度積分値(単 位気柱 あたりの エアロゾ

ルの質量にほぼ対応)の 時間変化 は,噴 火後約 半年 は変動が激 しいが,11月 に最大 とな り,以 降細か い変動 はあ る

が,次 第に減 少 してい る,減 少 の傾向 は,初 め速 く(1982年11月 か ら1983年5月 までの特性減衰時間 約5ヶ 月),

次第 に遅 くな るとい う。 いわゆる"2段 型decay"の 様相を呈 してい る。

MAPの 最終年度 となる第26次 南極域中層大気の ライダー によ る観測計画な らびに観測 システムの開発 にっいて

検討を行 って きた。観 測は3っ のテーマを対象 と して いる。第1に,24次 隊の岩坂 らによ り開始 されたル ビー レー

ザーによる成層圏エ アロゾルの継続観測,第2に,新 たな色素 レーザを持 ち込 む ことによる熱圏下部 のNa原 子分

布の観測,第3に,気 象 ロケ ッ トグループと共同 して30～70kmま での温度分布観 測を予定 している。特 に第2の テ

ーマは,従 来行われていなか った南 半球 の高緯度 における観測 と して,中 層大気上部 の大気力学的 な らびに光化学

的 な観点か らその結が期待 され る。

大 気 微 量 成 分 の 赤外 分 光 器 に よ る検 出 ※村松久史(気 象研究所室長),牧 野行雄(気 象研究 所主 任研

究官),廣 田道夫(気 象研究所主任研究官),佐 々木徹(気 象研究所研 究官),忠 鉢 繁(気 象研究 所研 究官):

川 口貞夫(教 授),山 内 恭(助 手)

(1)亜 酸化窒素(N20)全 量の観測

太陽 を光源 と して赤外分光 スペ ク トルか らN20量 の観測法 を検討 し,観 測行 った。選んだ波数帯 は(200)帯

(中心波数2563cm'i)の2525-2600㎝ 一1である。 このスペク トルか らN20の 全量を求め るために2つ 方 を検討 した。

第1は2554.6cm"iま たは2575.Ocm-1の 透過率 を使 う方法で ある。 これ等の波数での透 過率は分光器 の分解能(0.5

-1 .Ocm-1)に よる差,温 度 による変化,水 蒸気の影響等 が小 さい。 ただ し近傍 に水蒸気の吸収線が 多 いた め波数

を正確に同定 しないと誤差が大 き くな る欠点があ る。第2は2525-2600の 積分吸収能(等 価 巾)使 う方法であ る。

N20全 量の算 出にはN20を 含んだモデル大気 での計算 された等価 巾と観測 された等価巾か らCO2,H20の

等価 巾を除去 したものとを比較 し大気N20量 を決定す る。CO2量 は体積 混合比 を3.22×10-4と し,ま た水蒸気量

は同時に観測 され た5809ま たは5879cm-1の 吸収線から求めて等価 巾を計算 した。モデル大気ではN20,CO2の 平

均気圧及 び気温 は各 々500mb及 び260Kと し,蒸 気は800mbび270Kと した。吸収線 のパ ラメータはMc　 Clatchey

eta1.(1973)の 編集 したものを用いた。等価巾の大き さは太陽天頂 角が59°のときにN20,水 蒸気,CO2に つ い

て各々10.0,0.6,0.07cm'i程 度であ る。

1983年2月 一5月 に筑波におて観測 したN20全 量 の平均 は5.84±0.61×1018分 子cm"2で ある。地上 一15kmま で

混合比が一定 と し,15km以 上ではscale　keight　3.64kmで 減少す る(筑 波 での観測 による)と して対 流圏 の 平均 体

積混合比 を求め ると0.308ppmと な る。一方,2554.6cm-1ま は2575.Ocm"iの 透過率 を使 う方で は,5.86±0.68分 子

cm-2が 得 られ,両 方 による差 は小 さい。
の
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(2)昭 和基地で のCFCI3,　 CFC12及 びN20の 測定

1983年1月24日,昭 和基地上空で採集 した試料の分析結果を表1に 示す。90mに おけるCFCI3の 値 を除 くと3

成分と も極 めて均一 に混合 して いことが分 る。CF2C12及 びCFC1,の 値は,同 時期に 日本上空で測定 された値 に比

較 して7～10%小 さく,こ れ らの化合物 が もっぱ ら北半球で放出 されてい る事実 と一致す る。N20に は南半 球 で

の差が認め られなか った。

昭 和 基 地 ヒ空 に お け るCF2Cl2,

CFCI,お よ びN20の 鉛 直分 布

高 度 CF,Cl,/PPt　 CFCI、,PPt　 N、O・PPb

90m 31619229g

1.8km 32418329g

3.7km 321179295

5.5km 320177298

6.4km 322179300

南 極 地 域 にお け る大 気 中 徴 量 成 分 濃 度 の 精 密 測 定(継 続)※ 富永 建(東 大理,教 授),巻 出義 紘

(東大理,助 手)

人間活動に より大量に大気中 に出 されてい る化学物質 による全地球 規模で の汚染が進行 しつつ ある。特 に大気中

寿命 の長いハ ロカーボン類は,対 流圏 内で分解 され ることな く蓄積 し,次 第 に成層 圏内へ拡散す ることにより,成 層

圏 オゾン層を破壊 した り,温 室効果を もた らす もの と懸念 されて る。われわれは,こ の大気 中ハ ロカーボ ン類濃度

を精密 に測定す るため の分析法,試 料採取法を開発 した。

ハ ロカーボ ン類 はその大部分 が北半球で使用 され放 出されてお り,熱 帯収束帯(ITCZ)を 通 して南半球へ の拡散

には1～2年 を要す るこ とか ら,全 地球帯規模で の大気中濃度や大気中での挙動を知 るには,南 極を含 めた南半球

での測定が欠かせない。

われわれは これまでの知見を もに,南 極 大気 の採取 を計画 し,第22次 観測隊か ら隊員の協力をて,昭 和基地周辺

で のバ ックグラウン ド濃度大気の採取 を開始 した。得 られた大気 試料 中のハ ロカーボ ン類や メタンの濃度を分析す

るとともに,後 の他成分分析 に備えて大気試料の保 存法を検討 して きた。 昭和57年 度 より開始 された本共同研究の

第1年 度 には,南 極で用す る採取容器の改良 と,航 空機 ピラタスポー ター機 による上空大気採取法 の検討行な った。

昭和58年 度 は,南 極 大気 のよ うに低濃度,低 湿度の大気試料を長期保存す るための採取容器 内面処理 の検討 を行 な

った。

南極昭和基地におけ る試料採取では,日 本 における容器 の準備か ら,大 気試料採取,そ して分析までに半 年ない

し1年 半以 上かか ることか ら,① 試料容器 か らの汚染,② 保存中 にお ける試料中徴量成分の吸着 ・分解な どが問題

にな る。① につ いては,真 空状態のまま昭和基地 に1年 間保存 した容器 と,新 たに準備 した容器 とに より,同 一場

所 で同時 に大気試料 を採取 し,約4ケ 月後 に分析 した結果,検 出 されたCF2Cl2,CI3F,CHC.　 13,CI4,CH4な ど

の各濃度 は分析 の再現性以 内で 致 し,容 器か らの汚染やバル ブを通 しての リークはないことがわか った。一一方,

②について は,乾 燥 した大気試料で は高沸点のハ ロクーポン類が器内部で吸着分解 しやす いことを経験 して いるの

で,容 器 内面 に シラン処 理を し,未 処理容器 と比較 した結果,内 面処理の効果が明 らかに見 られ,地 表で採取 した

試料 については1年 以上の保存が 可能 であることがわか った。

力 タバ 風 の 構 造 に関 す る研 究 ※松野太郎(東 京大学理学部助教授),中 村 一(東 京大学理学部助 手):

川 口貞夫(教 授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)

1.目 的

南極大陸 ヒの大気大循環場 の中 におかれた力 タバ風 の構造 を詳 しく再現す ること,そ して,ど の程度,力 タバ風

によ って平均沈 降流が誘起 され,子 午面循環が維持 されてい るかを研 究す るために,数 値実験 を行な った。
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2.モ デル

基本方程式系 は静水圧平衡 ・非弾性系 を用 いた。軸対称を仮定 し円筒座 標系 を使 った。 境 界層 にはYamada

(1975)の パ ラメタ リゼー ションを用 い,放 射冷却 はSasamori　 (1968)に より求めた。地表面 の条 件 は,大 陸

氷床上で は熱収支が零,海 氷面下 では海水温一定 と した。南極大陸 の地形 は放物線に近い形で近似 した。

初期値 と してFGGE皿bデ ー タよ り求 めた冬の帯状平均温度 ・東西風 を与 え,6日 間積分 した。温度場 はまだ

変化 して いるが,運 動場 は ほぼ定常 となる。

3.力 タバ風

Mizuho基 地 にほぼ相当する,海 岸か ら350㎞ 内陸 の大陸斜面上では,温 度逆転層 は地上か ら約250mに 及び,強

さは20°Kに な る。 カタバ風 の最大値 は地上約100mで20m/secで ある。 この鉛直分布 はMizuho基 地で観測 され

た ものと良 く一致 してい る。 したが って,こ の数値実験 の結果はかな り信頼 して良 いだろ う。

4.大 循環(子 午面 循環)

(a)非 軸対称擾乱によ る熱 と再運動量 の輸送項 を含 まな い場合

大陸上 の下降流 の強 さは約1.Omm～1.5m/secで あ り,カ タバ風に よる境界層発散 とほぼ釣合 って い る。一 方観

測の放射収支 より見積 られた下降流は約3.Om/secで,モ デルの下降流 はかな り小 さい。

この下降流 による大気の温度上昇率 は約0.5°K/dayに しかな らず,放 射 による冷却率1.5°K/dayを 補 償 出

来 ない。 したが って,気 温 はまだ約1.0°K/dayず つ下が り続 けて いる。

(b)非 軸対称擾乱 によ る熱 と角運動量 の輸送項 を含む場合

そこでFGGE皿bデ ータか ら擾乱 による輸送 の収束量 を計算 しモデルに与 えてみ た。

角運動量輸送収束 により南北流は若干強 くな るが,一 部 は成層圏への上昇流となるため,対 流圏 の下 降流 は1.5

m/secと ほん の少 ししか増 さず,カ タバ風 の強さ ・構造 もほとん ど変わ らない。 したがって,擾 乱 に よ る熱 輸送

の収束加熱(平 均約0.♂K/day)を 加 えて も,熱 収支 はまだ約O.ず　K/dayの 冷却 となる。

5.結 論

カタバ風 の境界層発散 によって作 られる下降流の強さは1.5filln/sec程度 であること,そ して,　FGGE皿bデ ー タ

か ら求めた 自由大気中の擾乱 による熱 一角運動輸送を加えて も,放 射冷却量を補償す るような下 降流 を維持 で きな

いことが示唆 された。

したが って,モ デルで見落 と した非軸対称成分の影響を考慮す る必要があ るだろ う。例えだ,内 部重 力波 を介 し

ての抵 抗,山 脈による障壁効果(地 衡風的子午面流を作 る)は 下降流 を強め る効果があ り,さ らにカタバ風 の局所

的な吹出 しも軸対 象モデルで は表せない効果を持つであろ う。

このような不確定 さは残 るものの,カ タバ風 は南極域大循環(子 午面流)の 約半 分を受持 っていると考え られ,

したが って,南 極を含む大循環 モデルでは,約200m程 度 の接地境 界層 を適切 に表現せねばな らな い。

接 地 境 界 層 の 解 析 ※安達 隆史(日 本気象協会研究所研究員):川 口貞男(教 授)

1980年 にみずほ基地 の30m気 象観測塔 で観 測 された風 向風速気温 のデータお よび同年にみずほ基地 で実施 された

気球 によ る高層気 象観測 デー タを解析 し,雪 面 上か ら上空 にわたるカ タバ風 の鉛直分布の特性 を研究 し,さ らに実

測値 と理 論モデルや数値モ デル との比較を行い,カ タバ風の推定式 を研究 した。

研究 の方法および主 な成果 は次 のとおりであ る。

(1)カ タバ風のパ タン分類

地表か ら約1000m高 までの風向風速 と温位の鉛直分布図を作成 し,雪 面 による大気 の冷却が顕著であ る場合を抽

出 し,さ らに風速 の鉛 直分布 に着 目 したパ タン分類を行 った。

② 温位鉛直分布の規格化

温位の鉛直勾配が上層 の値 の外 挿値か らはず れる高 さを カタバ風の厚 さ(h)と して,そ の高 さの温位(θ)を 用

いて温位 の鉛直分布を規格化 したところ,35例 のデータが比較的よ くま とま った。

(3)風 ベク トルの成分毎の鉛直分布 の規格化

風 の鉛直分布 もカタバ風の厚 さと地 上風 向風速 を用 いて規格化 して26例 の実測値か らその平均値 を得 た。
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(4)定 常状態 の力 タバ風 の解析解

この解 は,一 般場 の地衡風 にっいては直角2成 分毎 に高 さの一 次式 を仮定 し,斜 面の効果 にっ いて は高 さの指数

関数 と仮定 し,こ れ らを重 合 した地衡風 を仮定 して得 られ たもので,従 来の解析解 を一歩前進 させた ものであ る。

(5)カ タバ風の数値 シュ ミレー ション

解析解 を求める時には拡散係数を定数 と仮定せざ るを得なか ったが,そ の点 をコ ンピュータを使用 した数値計算

によ って改善 した。結果を図1に 示す。

これ らを見 ると風 ベク トルの数値 シ ミュレー ションはかな り良 い結果 を得て いることがわか るが,改 善すべき問

題点 と して一般場の地衡風の鉛 直分布の推定 法の改良 が考 え られる。

図1.数 値 シ ミュ レー シ ョ ン結 果 と実 測 値 の 比 較
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南 極 ブ リザ ー ドの動 態 に関 す る研 究 ※石田 完(北 海道大学低温科学研究所教授),小 林 俊 一(北 海

道 大学 低温科学研究所助 手)石 川信敬(北 海道大学 低温科学研究所助手):川 口貞男(教 授)

南極 の ブリザー ドは,イ ン ド洋上で発生 した低気圧 によ って南極大陸周辺部 に もた らされ た著 しい強風 と多量 の

飛雪状態 の気 象条件 である。 この時に は視程が著 しく悪化 し,気 圧 の急降下 と気温 の上昇や湿度の増加を伴 う。従

って,ブ リザー ド時 には著 しい顕熱 と潜熱 が低緯度 か ら高緯度地方 に輸送 され ることになる。みず ほ基地 で視程が

100m以 下 と悪化す るブ リザ ー ドに相当す る吹雪 の発生 日数 は,1980年 のデー タか ら年間141日 あ り,低 い吹雪 を含

め ると年間303日 に もなる。今回30mの 気 象観 測用 タワーを利用 して強風時 の吹雪移動量を測定 して以下 の結 果が

得 られた。

1)30m高 度 までの吹雪空間密度の分布

これまで吹雪量 の測定 は10m以 下の実測値 しかな く,そ れ以上の高 さの吹雪分布量については,乱 流拡 散理論か

ら推定 されて きた。然 し,乱 流拡 散理 論か らは,吹 雪 の上限 の高 さを決定す るの は困難であ るため,可 能 な限 り高

い所 までの実測が久 しく待たれていた。

1980年 に得 られ た吹雪空間密 度の高度分布 の値 は,こ れまで に得 られた最高高度の実測値 である。 この結果か ら,

高 さの軸 に漸近す る吹雪の空間密度は,降 雪 の空間密度 に相当す るという示唆が得 られた。

2)吹 雪 の高 さ

吹雪 の高 さの一つ の目安 として,測 器の測定 限界値 を0.01g/㎡ と考えて,そ の値を とる高度 と10m高 度 の風 速

との関係が得 られ,こ の関係か ら吹雪 の高度 は70m以 下 であった。 また,視 程が100m以 下にな ると吹雪 の高 さが

急 に増加す る。水平視程 と2m高 度 の吹雪 の空間密度 の関係か ら,視 程が100mの 時の2m高 度 の吹 雪 の空 間密 度

の値 は約1g/㎡ に相当 した。

3)吹 雪 に及ぼす大気安定度の影響

これまでの吹雪の研究で は,大 気は中立状態 と して扱 われて きた。然 し,南 極氷床で は強風 で も大気 は安定 した

状態 で,高 い所で は風速分布は対数法則か ら外 れて しまう。従 って大気が中立条件でない時の拡 散係数 は,

km=　 ku*z　 の ごと く表わ され る。 ここで φmは 風速 の鉛直勾配 を無次元化 した もので,風 速 の シアー関数 と呼
φm

蹴 φm=誓 豊 のごと く定義 されている.こ こでkは カルマ ン定数で0.4,・ ・1ま摩 髄 度,Uは 高 さ

Zで の平均風速 の値 であ る。中立条件の場 合には φm-1,安 定条件 には φm>1で あ る。 ブ リザー ド時 の φmの

高度分布で は高度 が増 すに したが って・拡散係数 は中立条件の時に比較 して 詣 だけ・」・さい・ この効果 は全吹雪

移送量 の値 に影響 を与えて いる。

南 極 大 陸 及 び その 周 辺 に お け る大 気 循 環 ※中島暢太朗(京 都大学防災研究所教授),井 上治朗(京 都

大学防災研究所助手),安 成哲三(築 波大学地球科学系講師):川 口貞男(教 授),山 内 恭(助 手),神 沢 博

(助手)

1981年 東南極みず ほ高原で広域移動 気象観測 が行 なわれ,大 気境 界層か ら対流圏上部 にわた る風 と気温 のデー タ

が得 られた。本研究で は,そ れ らの解析を進 める ことを主眼 と している。現在 まで明 らかにな った事実 は次 のとお

りである。

1)地 上風速の特性

地上風速 は内陸へ向 うにっれて顕 著に弱 くな る。 移動気 象観測点 での観測期間中の平均風速 を,み ず ほ基地 での

同期 間中の値 で平均化す ると,各 地点 での平均 風速 はその場所 の地表面 の平均傾斜で決 る。 この事 は,上 層風 の影

響 が少 いと して考え られ た斜面下降風に対す るBALL(1956)の 仮設 が,現 実 のみず ほ高原で も適用で きる こと

を示 している。彼 の理論 によれば,定 常一様な斜面下降風 の風速 は,温 位 と地表面摩擦係数 に逆比例 し,地 表面の

冷え込 みによる温位 の不足,地 表面傾斜,一ヒ流か らの冷 気の供給量 に逆比例す る。平均温位 と地表面温位の不足 に

っ いては,移 動観測点 による違 いはあ まり見 られなか った。 また地 表面摩擦係数 はみず ほ高原上 では顕著 な違 いは

な いと考え うるか ら,結 果は,み ず ほ高原たお ける冷気の供給量 が一定 である ことを示唆 する。
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2)地 上気温 の特性

気温 は内陸 へ向 うにっ れて減率が 大き くなる。 この 事実 はこれまでに も指適 されている ことであるが,理 由 と し

て次 のよ うな事 が考え られる。

i)内 陸へ向 うにっ れて高度が 大き くなり,大 気放射が減 少す るため,示 差放射が大 きくな り,放 射冷却が進

む。

i'i)低 気圧性 の厚 い雲 にお おわれ る頻度が減少す るため,放 射冷却 の起 る頻度 が多い。

血)平 均風速が小 さ くなるため,冷 却が維持 され る。

蜥)内 陸へ向 うにっれて地表面傾斜が小 さくな り,従 って斜 面 ド降風 が発達 し定常 に達す るまでの時刻がずれ

る。 このため内陸へ向 うにっれて,最 低気温出現 時の風速 が弱い。 これ も冷却 を増加 させ る要因 の1っ で ある。

i'i)～iv)は 今回の解析で確かめ られた 事実であ る。

3)上 層の風 と気温の特性

みず ほ高原内陸部で行 なわれ たゾンデ観 測の結 果か ら次 の事 が分 った。

i)内 陸部の循環 は極渦の影響を強 く受 け,東 風 と西 風の交 代が顕 著である。

li)　 しか し,顕 著な暖気の移流時に は,両 者は同 じよ うな循環 の様相 を呈す。

lii)　 内陸部での大気の冷却 は,地 表面 か らだけではな く,地 表面 か らの高度1,000～1,500m付 近で も起 る。 こ

れ らの事実 につ いて,斜 面風の立体構造にっいての力学 的考察 を進 めて行 く予定 である。

南 極 域 の 雲 の 形 成 過 程 に関 す る 研 究 ※武田橋男(名 古 屋大学 水圏科学研究所教授):川 口貞男(教 授),

和田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)

極域 は大気の条件が中低緯度 とはかな り異 なるため,極 域の雲 の形成過 程は中低緯度 とは異なると 予想 され る。

昨年度 の共同研究,「 極域の雲の性質 と形成 に関す る研究」か らも,極 域 の雲 にっいてのい くっかの面 白 い話題 が

見出 され た。本研究で は,昨 年 に引 き続 き,1979年,1980年 の昭和およびみずほ基地 の高層気 象観測 のデー タを用

いて,雲 が あまり形成 され ないと考え られ る高圧帯での雲 の性 質 と形成過 程にっいて解析 をお こな った。

高圧帯 を次の よ うな指標 で表わす ことと した。　to時 の気圧をp　 (to)　 とし,

△2P-P(to-6)十P(to十6)-2P(to)(1}

(1)で表 わされ る△2pが 一1よ り小 さい時を高圧帯 と考えた。すなわち,気 圧 の前後6時 間 の変化 が現 在 の気 圧

よ り大 きいか小 さいかにより高圧帯か否かを表 わ した。地L観 測か ら雲 量10と 記 されている観測 の うちのおおよそ

半数 が昭和 ・みず ほと もEに 定義 した高圧帯 に入 って いる。 この ように高圧帯 にあ って も雲が 多いことが わか った。

オース トラリアで作成 されて いる地上の南半球天気図を用 い,展 型 的な高圧帯 と考 え られる数例 を選 び更 に解析

をお こな った。高層観測 はみず ほ基地で は行 なわれて いないので昭和基地 のデー タを用いた。 これ らの解析か ら高

圧帯 でで きる雲 に次 のよ うなケー スがあることが認 め られた。

1.気 温 が雲居 のあるlll部で ド降 し,下 部が あまり変化 しない。 このため相 当温 位は雲 層の中でほぼ…定 とな り

雲 ので きやすい大気状態 となる。 このよ うな状態の中で形成 されて いる雲 があ る。

2.逆 に雲層 のF部 の気温 が ヒ弄する。 ヒ部が あまり変化 しな いため,や はり相当温位は雲 層の中でほぼ一一定 と

な り,不 安定 な大気状態 の中に形成 される雲が ある。

3.上 記の2っ のケー スと違 い大気状態 は安定で あるが,雲 が形成 され るときがあ る。 この とき雲層 がで きる高

さの気温 は,裳 層の 上部,卜 部 とも ド降 している。 このため空気 自体が冷 され飽和に達 し雲 がで きた ものと思 われ

る。

4.3の ケー スと似た一 スであ るが、雲 が地 表付近 にで きるケースであるr地 表気温が急激に ドが り.逆 転層が

発達 し,そ の層内に相対湿度か ら!↓て雲 がで きていると考え られ るケースであ る この ケー スは地 表の冷却 作用 に

より雲が形成 された もの と思われ る。現 在までの解析 では,上 記の4っ の ケースが解析 されてい るが,今 後更に解

析 をすす め雲 量10の ケー スの 半数近 くを占y)る 南極 高lll帯での雲の 形成過程を検,;・llて{1く
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極地 の 雪結 晶 の研 究 ※山 ド 晃(大 阪教育大学教授),権 田武彦(東 京理科大学理工学 部助教授),高 橋

忠司(埼 玉大学教 育学部助 手):和 田 誠(助 手),神 沢 博(助 手)

本研究 は,雲 物理 及び結晶成長 の二つの観点か ら極地に降 る雪結晶 の特徴を,観 測資料の解析 と室 内実験 とによ

り,明 らかにす ることを第1の 目標 と した。 また,極 地での雲結 晶の観測 の今後の方向を考え る基礎 を提供 し,極

地での雪結 晶の発生 と成長 が極地 の気象現象 と如何 に関連す るかを考察す ることを第2の 目標 とした。以下 に主な

成果を記す。

1)極 地での雪 の結晶 の観測 は,ま だ極めて不t－分であ る。 今後,下 記の ような室内実験 を も参 考に して,本

格的 な観測が行なわれる必 要が ある。

2)-30℃ ・低圧空気 中(0.3Torr)で 成長す る氷晶の晶群 は,約296以Fの 過飽和度では長い角柱 これ以

上の過飽和度では角板が成長す る。即 ち,こ の条件下で は過 飽和度 に依存す る。

3)-30℃,250Torrの 空気 中で成長す る氷晶の晶癖 は,結 晶が小 さいときは角板であ る。 また,成 長す る

に従 って,角 柱に変化す る即 ち,晶 癖変化 は結晶の大 きさに も依 存する。 更に,過 飽和度2%以 下 では多面体成長

す るが,過 飽和度が2%を 超え ると多面体が骸晶化す る。なお,-30℃,760Torrで は,以 下 の変化が氷晶 より小

さいところで起 こる。

4)氷 晶核の種類 ・大 きさ ・結晶性 と雪結晶の形態 との関係を調 べ,-25℃ で成長 した雪結 晶にっいては,造

岩鉱物や粘土鉱物か ら成長 した氷晶 の多 くが多結晶であ る。結晶性 の良 くない粘度鉱物 ほど,多 結 晶氷晶を造 る割

合が大 きい。

5)-15℃ で正長石を核 として成長 した樹枝状結晶にっいて,核 の粒径 の大 きなときほど多結 晶性 の氷晶が多

いことが判 った。また,多 結晶性氷晶核 か ら多結晶氷晶が成長す ることは,氷 晶核が昇華核 として働 くことを示唆

して いる。

6)-17℃ 以下の低温度で 自然落下中に成長す る多結晶の種類 と,成 長速度 の関係を まとめた。V型 結 晶の中

には,樹 枝状結晶 より成長速度の大きな ものが あることな どが判 った。

7)自 然循環型 クラウ ドチェンバ ーを,極 地研究所 の低温実験室中あ るいは大型冷凍 シ ョーケ ース中で用い,

低 温度で成長す る氷単結晶及 び多結晶を調べた。多結晶 の種類 は豊富であ るが,そ れ らの概略 の外型か ら4種 に分

類できることが判 った。

極 地 氷 床 氷 の 力 学 的 ・電気 的緩 和 現 象 に関 す る基 礎 的 研 究 ※小黒 貢(北 海道教育大学旭 川分校教

授):前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授)

極地氷床 氷 と人工氷 の力学的 ・電気的緩和現象を比較す るため,人 工氷の力学的緩和現象の基礎 データに続 いて,

南極氷床氷について測定 を行 う予定であ ったが,南 極氷床氷 のコアの都合がつかず,前 年度 のデータの不備を補 う

意味で,様 々な変形様式 で変形 した単結晶氷 と主 として塩素 を含有す る単結晶氷 の内部摩擦の測定 を行 った。

1.変 形単 結晶氷の内部摩擦 とその焼鈍効果

水分子の回転に起 因す る損失 ピーク も,転 鈍 によ って新たに低 温側 に出現 した ピークも,転 位密度 や転位配列 によ

って影響を受 けないことが明か らとなった。

2.塩 素を含有す る単 結晶氷の内部摩擦

塩化水素を ドープ した単結晶氷 につ いて 内部摩擦を測定 し,塩 素のみの影響 を調べ た。塩化水素は,フ ッ化水素

のように水分子の回転 に基づ く損失 ピークを低温側に移動 させ るが,塩 素濃度 が高 くなると,ピ ークの移動が停止

す る。 これは塩化ナ トリウムの場 合に も認 め られた ことであ る。以上の結果 は,塩 化 ナ トリウム,塩 化水素を ドー

プ した単結晶氷では,結 晶中に取込 まれた塩素 は水分子の酸素に置換 され,水 分子 の回転 を容易 にはす るが,そ れ

が置換 され る量には度 があ ることを示 して いる ものと考え られ る。

なお,-140℃ 付近に新 しい損失 ピークの出現が見 られ るが,こ の ピークは必ず しも塩素濃度 に依 存 して い な い

ことも興味あ る結果であ る。
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ア イ ス レー ダ ーエ コ ーの 解 析 方 法 とデ ー タ ー 処 理 に 関 す る研 究 ※西辻 昭(北 海道 大学 応用 電 気

研究所助教授),星 山満雄(北 海道大学応用電気研究所技官):楠 宏(教 授),前 晋爾(教 受),和 田 誠(助 手)

アイス レーダーエコーは大別す ると,四 種類に分類 され る。堆雪が一様であ り標準 的な波形で ある,雪 原や裸氷

原 のエコー,堆 雪 の中 に裸岩があ るエコー,裸 岩のエ コー,氷 河上のエ コーである。

筆者等 は,雪 原 や裸氷原 の標準 エコーにっ いて解析を進めた。 すなわち,電 波 に対 してはア ンテナの指向性を含

めた球面波で扱 い,堆 雪 モデル を用い た解析に成功 してい る。標準エ コーの波形 の選 出を しなけれ ばな らないので,

簡単な判別方法 を見い出す必要があ る。そ こで,エ コーの傾 斜を整理 した ものの中か ら標準波形 と考 え られ るもの

を選んだ。 この判定法 は堆雪 に対 して充分であ るが,下 部の地形に も依 る。

次 に,堆 雪 モデルにっ いて検討を加 えた。 まず,レ ー ダー1周 波の場 合および2周 波 の場合 にっいて検討 した。

この時 の条件 は複雑 さを除 くため電波 を平面波 と考え る。一方,測 定 量 は受 信電 力だけなので,堆 雪 を氷 のみ と し

密度を一定 に して も,氷 中の温度 とその勾配を知 らねばな らない。それ故,温 度 と温度勾配を変数 と して扱 うと,解

が幾通 りも求ま る。即 ち,表 面温度 を知 って いて,逐 次深 さにっ いての温度 を求 め ることになるので,誤 差が集積

す る欠点 を持つ ことが わか った。

そ こで,3波 の レーダーを用 いる場合 には2周 波の組み合わせが3通 りとな り,3組 の複数個の解 が求 まる。各

組合せ で得 られ た解 を重ね てみ ると,深 さに対す る水中の温度が決定出来 る。

昭和59年 度 は,標 準波形以外 の波形 の解析方法 の確立お よび,全 く別の観点に 立った解 析方法 の検討 を進 ある。

南 極 氷 床 の変 動 の地 域 特 性 に関 す る研 究 ※樋 口敬二(名 古屋大学水 圏 科学 研 究所 教授),山 本勝 弘

(名古屋 大学水 圏科学研究所助 手),大 畑哲夫(名 古屋大学水圏科学研究所助 手),伏 見硯 二(琵 琶湖研究所研究

員):前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授),西 尾文彦(助 手),和 田誠(助 手)

1)氷 床 の酒 養に関係 した降雪機構 についての研究。

みず ほ高原上で得 られた降雪直後の地吹雪 δ180値 と沿岸か らの距離の関係(δ180/△X;△Xは 沿岸か らの

距離)を モデルを用 いて調べた。南極の降雪 は氷床の斜面沿いに気塊があ る一定速度 で上昇 し,相 当強い卓越風で

飛 ばされ ると考 えると観測結果を説明で きることがわか った。また,強 い対流性 の雲 で降雪 が起 る場合 と シノブ テ

ィック ・スケールの擾乱で降 る場合があ ることも分 った。 このモデルで δ180/△Xが 説明できた ことにより,氷

床上異 なる地域で地吹雪 のサ ンプ リングを行えば,逆 にその地域の降雪機 構の違い,特 性 を明か らにで きることが

示 された。

2)サ スツル ギの面的分布 とカ タバ風の特性

サスツル ギは,カ タバ風が発達す る地域では顕著にみ られ ることが知 られている。 このサスツルギは,堆 雪の表

面で の雪 の酒甕,消 耗,そ して雪の風によ る再分配 とい うことに関係 してお り,こ れ らの点 を考 える上で重要な現

象 である。

本解析 では,1980年 にみず ほ基地へのZル ー ト,や まと山脈へのLル ー ト沿 いで測定 したサスツルギの比高,方

位 のデー タ及 び標高 のデー タを用 いた。Z50か らZ102の 間で,サ スッルギの比 高が高 い所が3個 所 あり,方 位が他

の地点 に比べ て時計回 り方向 に10° 程度ずれて いて,し か も過 去の雪 の推積 量が少 ない所 に当 って いる。 またその

地点 の標高 の勾配 が大きい こと も分 る。 この現象 は,多 分次のよ うに説明で きると思 われる。雪面 の勾配が大 きい

所は斜面 の傾斜 が急 な所 であ り,　BALLの 理論を用 いるな らば,風 速 は強 く,風 の方位 も時計回 り方ifilにずれ る

ことにな る。風速 が周囲の地点 よ り大 きけれ ば,そ こでの堆雪 は少な く,ま た削剥が卓越 して比高 の高 いサスツル

ギが発達す る,と 説 明で きる。 このよ うにカ タバ風 は,比 較的細か い(1～10km)地 形 の変 化に も応答 し,そ の影

響で雪面状態 及び堆積分 布 も決定 されると考えることがで きる。

氷床の変動 を考 る場合 には,こ のよ うに南極特有 の現象 そ して地域性を考慮に入れておかなければな らない と言

え る。
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氷 床 コア 中 の微 小 固 体 粒 子 の 組 成 に関 す る研 究 ※藤井理行(助 教授),神 山考吉(京 都大学理学部助

手),田 澤雄二(京 都大学理学部技官)

1.は じめに

南極 氷床 コア中には,微 量 なが ら土壌粒子,火 山起源粒子 な どの地球起源 の固体粒子,地 球外起源 の宇宙塵 など

が含 まれてい る。 これ らの微小固体粒子の氷床 コア中の分布 を知 る ことは,地 球 の過去の環境変動,気 候変動,ま

た南極 氷への物質 の輸送過程 とその変動を取 り扱 ううえで有 効な情報 となろ う。

本共 同研究 においては,微 小固体粒子の物質組成,そ の形状 などか ら物質 の起源を明 らか にす るとともに,そ の

変動を明確化 す ることに努 めて いる。

本年度 はJARE-21.Z102.5(標 高2,212)の コアを用い,中 性子放射化分析 を行 い氷床中の化 学 成分 とそ の

変動を明 らかに した。

2.方 法

氷床 コアの縦割半分を一定量低温実験室で切断,そ の後 ク リーンチ ェンバー内で周 囲を充分蒸留水で洗 い流 した

のち ヌク リポ アー(孔 径0.4μm)上 へ微小粒子を移 した。一方ヌ ク リポアーを通 した ロ力水 はテフ ロ ン ビー カ ー

上で蒸発濃縮 したのちポ リエチ レン管内 に蒸発乾固 した。 このよ うに して前処理 した試料 を京都大学原子炉実験で

短期お よび長期の中性子 照射 を行 い,短 寿命お よび長寿命の核種をそれぞれ一定期 間の冷却 ののちに測定 した。

3.結 果 と問題点

3-1.溶 存成分 と非溶存成分。氷床中の物質 は,種 々の過程 を経 て大気中か ら氷床中 に蓄積 した ものである。

ここではその物質 を溶存成分 と非溶存成分に分割 して定量 した。測定値 の一例 を示 した。 この結果か ら大部 分の物

質は氷床 中に非溶存状態で もち込 まれてい ることがわかる。 しか し,　Cdな どにつ いて は,粒 子に吸着 して,あ る

いは溶存状態 で氷床 にもち込 まれ,氷 を融かす と同時に水 中に溶存 して い くことが うかがえ る。

3-2.化 学成分 の鉛直分布。上記のよ うな方法 で明 らかに した非溶存成分の氷床 コアの鉛直分布 の一 例(Cl

とAlの 場合)を 示 した。鉛直分布を示す意味,他 の化学成分 との関係 などは現在検討中であ る。

南 極 海 氷 域 の 変 動 特 性 の 研 究 ※小野 延雄(北 海道大学低温科学研究所教授),若 土正暁(北 海道大学低

温科学研究所助手),滝 沢隆俊(北 海道 大学低 温科学研究所助手):楠 宏(教 授),川 口貞男(教 授),和 田

誠(助 手),山 内 恭(助 手)

南極海氷域 の広が りは,南 極大陸を上廻る面積 で季節変化す る。本研究では,こ の変動海氷域に着 目した。

1.衛 星 データ判読 によ る海氷情報 の抽 出:

人工衛星か らの リモ ー トセ ンシングは広域 の海氷状況 を知 る最良の手段であ る。 とくにマ イクロ波による探査 は

極夜や 天候 に左右 されないので有効であるが,地 上 分解能 が粗 いため にどこまでの情報が抽出でき るかが問題 とな

る。海氷 と水面 との混合視野のデータか らどのよ うな海氷情報が抽 出で きるか,地 上 トル ースデ一夕代 りに ラン ド

サ ッ ト画像 を使 うことを想定 して,ま ずオホーツク海沿岸 の流氷野 につ いて試みた。その結果,ラ ン ドサ ッ ト2号,

3号 のMSSデ ータには可視光バ ン ドに飽和 している画素が 多 く見 られ たが,海 氷の発達段階に応 じて最適 な バ ン

ドや画像処理が あることがわか り,複 数 データの組 合せ によってか なりの情報抽出が可能な ことがわか った。

2.季 節海氷域 の夏季状況:

1965年 以降 のふ じの航海で実施 された南氷 洋における海洋観測資料を用いて,南 極QueenMaudLand～Epder-

by　Land沖 の夏季状 況の特徴 を調べた。その結果,こ の沖合は水深70～400m付 近 に海域 によって特徴づ けられ る

水塊が あり,南 極大陸沿岸に低温低 塩分 高酸素 の比較的新 しい水があ り,そ の沖65°S付 近を中心 とす る帯状 域に

は高温高塩分低酸素の古い水があることがわか った。 またNimbus-　 5号 が1973年 か ら1977年 に か けて 海氷 域 内

で は,観 測点 の中 には平均的な温度 ・塩分量鉛 直分布か らか なり異 った分布 を示す ものが見 出された。通常は50～

か ら100m深 に0℃ 以下の極小温度,100～150m深 に0～1.2℃ の極大温度を示すのが,い ずれ も弱 く,特 に極小温

度が プ ラスの値 を示 していた。深層 水(300～2000m)が 低温低塩分高酸素で,表 層 水が高塩化 して い るの で,深

い対流が起 って いたもの と考え られる。 この点 は,直 前 の海氷域拡大期 にで きたWedde11氷 湖の縁 の位 置 にあ た

って いる。
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3.海 氷の存在が局所気 候におよぼす影響:

1980年3月18日 に昭和基地周辺の定着氷が流出 し,基 地 開設以来 といわれ る開水面ができた。昭和基地の月平均

気温等の気候統計資料は,基 地周辺が定着氷でおおわれて いたときの値で あるか ら,こ の水面の存在 とその凍結過

程で昭和基地の気温に どの程度の影 響が現われたか を知 れば,海 氷 の存在が局所気候 におよぼす影を知 る手がか り

とな る。各月の平均気温差を見 ると12月 ～2月 の融氷期 の気温 は年 によるバ ラツキの少ない ことがわか る。注 目の

1980年 を除けば3～5月 も寒い年はあて も偏差 が+2　 degを 越 えることはほとん どなか ったが,1980年 には+3.5

～4　degを 示 した。これ は開水面の凍結過程での潜熱放出が,局 所気候に影響 した結果 と見 る ことがで き,平 年値

に落着 くまでに数か月を要 した と見る ことができる。

南 極 周 辺 海 域 の 渦 生 成 につ いて 一北 太平洋亜寒帯海域 の低温渦 と比較 して一 ※福岡二郎(北 海道 大

学水産学部教授),三 宅秀男(北 海道大学水産学部助手):楠 宏(教 授)

「は じめに」

昨年迄 の報 告で は,南 極海 で着 目すべ き渦 と,そ の特徴的な水平 スケールにいて調 べてみた。 更に南極海 の海洋

資料 の入手 によ り,主 に太 平洋域 にお ける海洋循環のパ ター ンを求 めてみた。 あ らたに北部極海 と,南 極海 に及 ぼ

す降水及 び蒸 発の影響 を調べ,南 北の中層水の挙動 にいて考察 したい。

「資料 」

わが国 の海洋資料 セ ンターに登録 して ある南極海の資料の うち1932年 か ら74年迄 の627点 を利用 した。 これ は1三

に50°S以 南 の値 であ る。他 に東大海洋研究所 白鳳丸 の観測,KH-68-4及 びKH-70-2も 用いた。

「解析の結 果」

1)旧 資料 より求 めた太平洋域 の力学的高低図では東部の100°Wか ら90°Wの 範囲では比較 的高圧 部 にあ る。

これに対 し135°W付 近 は低圧部 とな って いる。水塊 と して100°W付 近は高温で(表 面か ら400m迄 はほx"6°～4℃)

135°Wの 近 くは低温(3° ～0℃)で ある。南極周極海流が55°S付 近を流れてい るが130°Wか ら140°W近 くには太

平洋の中央海嶺が あり,こ の影響で その東西 に高温,低 温の渦があ らわれ ると推定 している。

2)太 平洋北部極海近 くの中層水 と南極海 の中層 水の構造 にっいて,次 に考 えて みた。

先ず平均塩分で は南極海の方がべー リング海 付近 の値 よ りもかな り高 い事実が ある。北 のべー リング海の海水は塩

分が低 く,南 北両極海の塩分差を今後解 明す ることが一一っのテーマで もある。

北の低塩分 は降水量 と蒸 発量の差であ る程 度説明が可能 であ る。

北太平洋北部(45°-60°N)で は降水量 と蒸発量の差は凡その推定 で50cm/yと いえる。 これ に対 し北大 西 洋

北 部(45°-60°N)で はこの両 者の差が ないか,あ って も10cm/yと いえ る。 この両洋 の違 いは北 大 西洋 の蒸 発

量が北太 平洋 の約2倍 による ことに大 き く起因 じて いる。 いいかえれば北 太平洋北 部に対す る淡水の供給 は著 しく,

これが同域 の低塩分 の重要な因 子 とな っている。南極海で は水量 と蒸発量の推定 をまだ十分行 って いない。 しか し

この両者の差 は北 太'L'1洋北 部ほど大 きくないと今考 えて いる。

太平洋 での南北極海 での塩分値 に差のある ことはこれ らに関連す る中層水の海 洋構造 に差 のあることを示唆 して

い る。 今後 この違 いに もとつ く南北極海付近 の渦構造 にっ いて解析を進 めたい。

マ イ ク ロ波 と雪氷 の相 互 作 用 に関 す る基 礎 的 研 究 ※黒 岩 大助(北 海道 工業 大 学 教授),松 本 正

(北海道工業大学 教授),鈴 木勝裕(北 海道Il業 大学教授):楠 宏(教 授),前 晋爾(教 授),和 田 誠(助 手)

本研究 は,マ イクロ波 と雪氷の相 互作 用を明 らか に し,　ActiveMicrowaveRemoteSensing技 術開発へ の基

礎的資料を得 る日的で昭和56年 に開始 された。 これまで,10お よび30GHzの 固定周波数あ るい は2～12GH,の 掃 引

周波数 を使用 して,小 型のCWレ ー ダーを構成 し,乾 雪期 および融雪期 に野外積雪のセ ンシングを実施 して きた。

また,非 積雪期 には,模 型雪 あるいは保存雪 を利用 して室 内実験を行 い,野 外実験 データの分析 と理論的裏付を試 み

て きた。 ここで は,昭 和58年 度中に得 られた成 果に限定 して報告す る、、

1.昭 和58年2月,北 大問寒別演習林 で,87cmの 積雪層 に沿 って,5m間 隔で,10GHzの 送 受信機を30cmの 深 さ

に埋 め込 み,マ イクロ波の水平方向伝搬 の時間変化を記録 した。同時 に,気 温 と各層の雪温の変化 も記録 した。 そ
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の結果,以 下の事項が判明 した。

(1)マ イクロ波の減衰 は,気 温に追随 して日中 に大 き くな り,気 温が零度以下 で上昇 して も,5～7dBの 減衰

になること。

(2)雪 温の変化 は気温の変化に追随 するが,深 くなるほど変化が小 さくな り,時 間遅れが大 き くなること。

㈲ 減衰 を引き起 こす原因 は,気 温および 日照の変化が,主 に表面 直下 の雪質を変化 させ,こ の部分を通過す る

マイク ロ波 を吸収 あるいは屈折 させ ることによ ると考 え られること。

2.表 面近 くに幾層かの氷板を含むざ らめ層 に対 して野外セ ンシングを行 い,融 雪の進行 に伴 って氷板の影響 が

如何 に現れ るかを調査 した。その結 果,氷 板を含 まないざらめ層か らのマイクロ波後方散乱の 日変化 に観測 された

周期的振動が,氷 板の存在によ って変調 を受 けることが分 った。 また,こ の変調 され た振動波形を利用 して雪面 の

降下速度 を正確 に算出で きることが分 った。 さ らに,雪 面の降下量 と気温 の積算量 は一定 の比例関係 にあ ることも

明 らか になった。

3.次 の事項の研究行 った。

(1)不 要 スペ ク トラムを除去 す るための,　FM-CWレ ーダー システムの改良研究。

② 積雪表面の水量の変化が,大 地 に相 当す るスペク トル強度 に及 ぼす影響 の研究。

(3)乾 雪期の積雪において,気 温 および雪 の垂直方向密度分布 の変化 が,　FM-CWレ ーダーによって得 られ る

デー タに及ぼす影響の調査 と理論的解明

以上の項 目につ いて は,そ れ ぞれ所望の成果を得てお り,追 って公表 の予定であ る。

本共同研究 は本年 度が最終年度 に当るので,こ れ までの成果を以下 に総括す る。

研究担当者等 は,マ イク ロ波 と雪氷 の相互作用を調査す ることによ り,雪 氷 のRemote　 Sensing技 術 開 発 に不

可欠な数多 くの基礎 的資料 を集積す ることがで きた。特に,融 雪 期に有効 な情報 を もたらす 固 定周 波 数CWレ ー

ダーと乾雪 期の積雪 の内部情報 が得 られ るFM-CWレ ーダーについては,基 本的技術開発を達成できた と考 え て

い る。

低 温 域 にお け るLyman－ α線 を 利 用 した水 蒸 気 量 計 測 法 の 開発 と応 用 ※山下喜弘(気 象 研究 所

主 任研究官),小 林喬郎(福 井大学工学部教授)岩 坂泰信(名 古屋大学水圏科学研究所助教授):川 口貞 男(教

授),平 澤威男(教 授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)

1.は じめに

極域 の対流 圏上部以上 の低温 ・微量 な水蒸気のin-situな 測定方法は未だ確立 した ものがなか った。中層 大気 領

域 の水蒸気 を計 る方法 ・測器 は,従 来露点計が有効 であったが,空 間分解能 の点な らびに野外観測での取 扱いに問

題 があった。　Lyman－ α線 を利用 した水蒸気量の測定方法が最近相ついで報告 された(Kley　 et　al.　1978.　Bertwx

eta1.1978)。 このLyman－ α線 法を用 い極域の対流圏 ・成層圏での水蒸気の測定 のための測器 を開発 した。 これ

について は前年度 まで に報告がな されてい る。この湿度計(Lyman-　 a　/OH湿 度 計)は 今までの露 点 湿度 計 に比

べ,(1)速 い応答性,② 高感度,(3)広 い ダイナ ミック レンジに優 れて いる。

Lyman－ α/OH湿 度計 は,上 昇 ・下降時以外に水平方向の水蒸気の分布 を比較 的長時間え られ るので,定 高度

バ ルー ンに搭載す ることが非常 に有利であ ると考え られる。

2.定 高度バル ー ン塔載用Lyman－ α/OH湿 度 計

この湿度計 の検 出部 の構成 は,い ままで開発 して きた航空機搭載用の もの と基本的にかわ らないが,バ ルー ンの

上昇 ・下降 または,水 平移動を利用 して風路系 を通 して,空 気 の取 り込みを行な う。バルー ン搭載 のためにはLy-

man－ α/OH湿 度計全体を小型 ・軽量化す る必要があ る。特 に励起状能のOH基 か らの蛍光の光子 計数 処 理部 分

(前置 ・主増幅部 ・フ ォトカウ ンタ部)を 小型 ・軽量化 することで ある。

3.　 Lyman－ α/OH湿 度計 の校正方法

Lyman－ α/OH湿 度 計をバ ルー ンに塔鼓 し,放 球す る前 に簡単に校正す る方法 と装置を考 えた。露点温度が知

れて いる高純度 標準ガス(水 蒸気量:数ppmV)と 高純度窒素ガス(水 蒸気:約200ppmV)を 分割 器 を通 し

Lyman－ α/OH計 の検出部 に送 り,両 ガスの割合 を適 当に変 え,カ ウ ンターか らの 出力 を調べ,検 定 曲線 を作 成
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す る。 この検定曲線を用いて校 正を行 うこ とができる。

第24次 観測隊に よりLyman－ α/OH湿 度計 が南極 に持込 まれ,テ ス トが なされて いるが ,詳 しい成果 につ いて

は今後報告す る予定である。

極 地 使 用地 吹 雪 計 の開 発 ※竹内政夫(北 海道開発局土 木試験所室長),石 本敬志(北 海道開発局土木試

験所副室長),野 原他喜男(北 海道開発 局土木試験所 主任研究官),福 沢義文(北 海道開発局土木試験所主任研究

官:前 普爾(教 授),和 田 誠(助 手)

1.ま えがき

吹雪時,屋 外において飛雪粒子 の大 きさと速 さをSchmidtの 開発 した スノーパ ーティクル カンーによ り連続 測

定 した。その結果,飛 雪粒子 の運動 の解析 など基礎 的分野 の研究 に使え ることは もち ろん透過率型視程計 ともよ く

対応 し,米 国で使 われて いるよ うに,視 程計 と して も利用で き,更 に,飛 雪粒子個々の大き さや個数を計測できる

こ とか ら,リ アルタイム測定 の可能な吹雪計 と して もえ ることがわか った。

2.測 定方法 および解析 の流れ

スノーパ ーテ ィクルカウ ンターと同 じ高 さに化学繊維 の捕雪 トラップを使 った飛雪量計 と透過型視程計を設置 し,

パ ーテ ィクルカウ ンターによるデータとの比較測定 を行 った。

スノーパ ーティクルカウンターか らのパル ス レベルの頻度分布 とツェーデルオイルに捕捉 ,融 解 した飛雪粒子 の

粒径分布を比較 した。現場では磁気テ ープに データを収録 し,粒 径分布や粒子の移動速度 は1μsの 読 みとりが司

能な デジタルメモ リーを介 して小型計算機で飛雪量 の多 いときには全粒子数の0.2%程 度 の粒子 の解 析 を行 う。 ま

た,パ ル スカウ ンターを使い一定の大き さ以上の全飛雪子数を計測 し,先 に求めた粒径 分布 か ら飛雪量 や視程 を計

算 した。

3.解 析結果

①粒子分布測定

解析例 と して,雪 面上25cmの 高 さで約10分 間の観測行い,こ の間3度,各2～3秒 ず つツ ェールオイル上で採取

しサ ンプル の顕徴鏡写真の解析結果よ り飛 雪粒経分布を求めた。またスノーパ テ ィクルカウ ンターのパ ルス レベル

は飛雪粒子 の断面積 に比例す るため,パ ルス レベルの平方根を粒 径 と対応す る量 と して,頻 度分布 を求 めた。両者

とも測定対象空間を通 るごく一部ではあ るが,統 計的仮設検定 の結果 両者 と も同一母集団 か らの標本 あることを有

為水準0.2で も否定で きず,ス ノーパテ ィクルカ ゥンターに より飛雪 粒径 分布 の解析 が可能で あることを確かめた。

②飛雪量の経時変化

スノーパ ーテ ィクルカウ ンターによる飛雪粒 子数 と粒径分布か ら飛雪流束を求め 飛 雪量計 と比較 し,両者 がユ0%

の範囲で一致す ることを確 かめた。一 分毎の飛 雪 量と平均風速 および同 じ高 さの透過率型視程 計による視定変化 を

調べた。風速が大 き くな ると飛雪が増 し視程が悪 くな るのは っき りした傾 向が わか る。スノーパ テ ィクルカウ ンター

を視程計 と して も使え るこが確かめ られた。

掘 削 孔 内 測 定 器 具 の 開 発 ※鈴木義男(北 海道大学低温科学研究所教授),成 田英器(北 海道大学低温科

学研究所 助手):藤 井理 行(助 教授),和 田 誠(助 手)

1.静 的傾斜 測定:一一'一一時点 における孔 内傾斜測定で,ケ ーブルで孔 内に観測具 を吊 した時の,観 測具の孔口に対

す る相対位 置を,ケ ーブル長 よ り推定す るために行 な う。お もに深 さが問題 になるとが多 く,そ の推定 には傾 斜方

位は不要 である。昭 和56年 度報告 にのべ たよう,平 均斜度lO°　の時10-3の 精度で深 さを推定す るには,(ケ ー ブル

長が孔軸 長に等 しいとす ると)傾 斜角 の測定誤差 は20'で よい。 これ を,傾 斜計 と孔軸 との不一致 とセ ンサ ーの 測

定誤差 とに等分す ると考 える。前者 をユ0'とす るため には,傾 斜計保持具の長 さを1mと した時,両 端 の 孔軸 との

ずれを3㎜ に押 えれ ばよい。 こは両端 にパ ンダグラフ式孔壁3点 支持装置をつけ ることで充分達成できる。精度ユσ

の傾 斜セ ンサーと して は,機 械式 を含 めいろいろな ものがあ るが,後 述 の第25次 隊用孔径測定器 には,振 子の動 き

を低 抗値 の変化 に変換す る簡単 な傾斜 セ ンサ ーを取 りつ けた。
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2.傾 斜 の経 時変化 の測定:こ れ は氷床流動の基礎 デ ータを与え る。 この変化 は,深 さと氷温 によるが,み ず ほ

基地500m深 では年間1～2'と 推定 され る。 このよ うな微小変化 の測定は,傾 斜 計の設置,セ ンサー開発,両 面 よ

りかな り困難 と考 えたが(昭 和56年 度報告),前 者 にっいては,凍 結固着法をとる ことを,ま た後者 は,市 販 サ ー

ボ型加速度計(精 度10-6G)を 用い ることで,精 度0.2"で 傾斜測定 が可能 であると思 われ,昭 和57度 報 告第1図

に,傾 斜計 の概念設計を与えた。同報告では,セ ンサー出力 をそのまま地表 に送 ると した が,傾 斜 計 内 でAD変

換を行 った上,デ ジタル データを傾斜計内メモ リーに貯 えるか,も しくは地表 に転送すべ きであ ろう。実用測定精

度1"は 充分可能で,前 記みず ほ基地500m深 で,3～6日 間 の傾斜 角変化が検 出可能 とな る。前記概 念 図 に基 く

試作器 の早急な作成が望まれ る。

3.氷 床垂直変位測定:こ れは フィル ン圧密機構 の基礎 データを与 える。掘削技術が向上 し,孔 径の一様 性がよ

くなった現在,孔 径変化をマ ーカー とする以前 の方法 は適切で はない。金属マ ーカーを打ち こみ,近 接 セ ンサーを

備 えた マーカー位置探査器(市 販品あ り)を 用いるのが よい。

4.孔 径測定:パ ンタグラフ式孔径3点 支持装置 により,パ ンタグラフ開閉度を測 る方法 が簡便 で,現 在 の堀削

孔 の一様性か らみて充分 と考え られる。3点 の作 る平面 の法線が孔軸 と一致す ることが重要 で,そ のため,測 定器

軸 を長 くし,両 端 に3点 支持装置をけ る(パ ンタグラフ開閉度 は一方だ けで測定す る)。昭和57年 度 の基 本 設 計 に

基 き,低 温研工作室,新 堀邦夫技官 が改良,製 作 した誠作器 は第25次 隊に提供 され,す でにみずほ基地,414mの

全深度 にわた る孔径測定に成功 した。

(3)科 学研究費補助金による研究 ※印研究代表者

(一般研究B)

極 軌 道 衛 星 と地 上 で の比 較 観 測 に よ る雪 氷 面 の 放 射 お よ び マ イ ク ロ波 特 性 の 研 究 ※楠 宏(教

授),川 口貞男(教 授),藤 井理行(助 教授),西 尾文彦(助 手),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手),神 沢 博

(助手)

本年度の現地実験 は,極 域において重要 な役割 を もつ海 氷に関す る知見 を得 るため,北 海道 サ ロマ湖(海 水)の

海氷(氷 厚約20cm,塩 分10～15%)や 海水面での凍結過程での放射 温度 の変化 を観 測 した。 さ らに,水 槽中の淡水

氷 の成長に伴 って,氷 厚 とマイ クロ波 の波長 との結合作用に よって,反 射率 ・射 出率 ・放射温度 に時間的変動のあ

ることを見出 した。 氷は雪 と異 なり　coherentの 放射 と して理論的考察を試みた。海氷 や純氷 に対す る実験結 果 の

解析 は続行中であ る。

現地実験 に用いたマイ クロ波放射計 の周波数 は12お よび19GHzで あ る。 人工 衛星 には多波長 のマイクロ波放射計

が搭載 されてい るものがあ り,　TIROS-N/NOAA系 気象衛星の50.3GHzの デー タを解析 した。 この デー タは南

極昭和基地で1981年1月 か ら翌年1月 までに受信 され たNOAA　 6.　 7衛 星の700軌 道 の中 の120軌 道であ る。 こ こ

で は,海 氷分布を単純 な操作 で求 める ことに主点 をお いた。　NOAA搭 載のマイ クロ波放射計(MSU　 :　Micro　 wa-

ve　Sounding　 Unit)は 本来大気 の温度分布 を求 めるのが 目的であ るが,昭 和基地 で受信 し,処 理 を リアル タイ ム

で行え る利点 があ る(現 地処理装置 はない)。

海氷分布,す なわち地 表面情報,を 得 るには,50.3GHzは 大気や天空 か らの放射 の影響 があるが,前 述 のごと く

簡単 に求め られ ることが利点 で もある。 マイクロ波強度(輝 度温度)は 射 出率 に依存 する ことが分 ったので,海 水

面(射 出率約0.5)と 海 氷面(0.9)と では輝度温度 に有意の差が出 ることが分 った。 この結 果,東 経40度 の子午線

上での海氷縁 の季節的変動 が求 め られ,10月 末 には59°Sに 達 した ことが分 った。 この年 は氷の張 り出 しの少 ない

年 であった。海 氷縁 の変動の実地検証 はむずか しく,こ とに冬期 は皆無であ るが,同 時に,赤 外画像 も得 られて い

るので,こ れ との比較 も行 った。赤外画像 は雲 の影響 を受 けるが,マ イクロ波で は,い わば雲 を透過 する といえる

利点 もあり,氷 縁検出の操作 の簡 易さか らも,有 効 な手法 といえ る。

今回 の研究で は用いた放射計 の周波数 が2波 であること,現 実 に極地域での グラ ンド・トルー スに関 す る観測 が
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できない ことなど,今 後 に残 され た問題が多 い。 しか し,今 後ますます利用度が高 まると 予想 され る極地域におけ

る雪 氷面 の遠隔測定 に多 くの知見 を得 た。

(奨励研究A)

南 半 球 対 流 圏 ・成 層 圏 に お け る プ ラネ タ リ一 波 の 解 析 神 沢 博(助 手)

プ ラネタリ一波 は,基 本的 には惑星 スケールの海陸分布 ・山岳によ って熱 的 ・力学 的に対流圏 で励起 され成層圏

へ と伝播 してゆ くと考え られる。北 半球 に比 して陸の 占め る部分が小 さくかっ山 も低い南半球 のプ ラネ タリ一波を

調 べ ることは,そ の こと自身 と して も面 白いが,こ れ まで 多 くの研究の行なわれて きた北半球 のプ ラネ タリ一波 と

比較 す ることでプ ラネタリ一波 力学 の理解 に資す るという意味で も重要であ る。 本研究 ではプ ラネ タリ一波 が}殺

を演 ず るスペ クタキュ ラーな現象 である成層圏突然 昇温を中心 に調べてみた。

まず4っ の北 半球突然 昇温 の解析研究 を レヴュー した(そ の中の1っ は私 自身の もの)。 これ らの研 究 は プ ラネ

タリ一波の伝播を うまく表現す るEliassen-Palmフ ラックス,平 均 流の持 つ諸量 の中,波 の伝播を決め る屈折率

を使 って現象を とらえた ものであ る。 これ ら4っ の突然 昇温 に共通 なことは,成 層 圏の風 系が冬 の常態 である西風

か ら東風へ と循環 が逆 転 して しまうよ うな大突然 昇温 の起 こる前 には必 らず成層圏 上部以高で 「小 」突然 昇温 が起

こっていること,そ の小 昇温 の結果極域成層圏 の西風が強化 され ること,そ の ような風の特徴は極域 成層 圏へ とプ

ラネタ リ一波 を導 きか つ波を閉 じ込めるのに都合 よ く,そ の結果循環がす っか り逆転 して しま うよ うな大突然昇温

が起 きると考 え られるこ と,で あ った。

南半球の冬の循環を この ような目でみ ると,上 に記 した'F均 流 の変化,プ ラネ タリ一波伝播の様 」7は基本的には

同様の様相を示す。 しか しなが ら,現 象の起 こり方の タイム ・スケールが北 半球 に比 しず っとゆっくりであ ること,

元 々 「定常」状態の西風が強 くて,循 環の逆転を もた らすよ うな大突然 昇温 は起 こらないが,波 の振幅 は 予想 され

るよりず っと強 いことがわか った。

南 極 域 にお け る大 気 の 放 射 収 支 の 評価 に 関 す る研 究 山内 恭(助 手)

地球 の冷源で ある南極域の大気の放 射収 支が,地 表一一大気系放射収 支の中でいか なる役割 を果 た して いるか,を

解明す ることを目的 と して研究を行 った。

衛星によ る大気上端での放射収支 と,地 上観測による放 射収 支とを比較 し,そ の差 と して大気 の放射収支を評価

した。衛星デ ータとしては,　Nimbus-7衛 星によ るERB　 (地球 放射収 支)実 験 の観測値 を使 った。短波 長 アル

ベ ー ドと長波長射出の ,走 査放射計によ る広波長幅測定値 を,500×500kmの 範 囲で平均化 したもので ある。地上観

測は,南 極みず ほ基地の雪面上約1.5mに おけ る日射計,長 波長放射 計によるデー タ　(POLEX-South)で あ る。

両観測が同時 に行われた1979年2月 か ら10月までについて詳 しい比較を行 い,通 年 の値 につ いて は概略 の傾向 を調

べた。

日々のアルベー ドを比較す ると,衛 星 によるアル ベー トは常に地上の値よ り低 く出た。 これは途 中大気 の吸収及

び散 乱の影 響であ り,10月 中旬 の半 月平均値で地上80%,衛 星69%は,理 論計算か らも予想 され る値であった。長

波長射出量 と比較 した ところ,全 体 の季節変化 は地 上と衛星 の値 は対応 し,10～50w/㎡ 地上の値が大 き か った。

日々の変化は雲量依存が強 く見 られ,大 規模 な雲 に対 して は両 データは良 い相関を示 した。衛星及び地上 データの

分解能の違いか ら,日 々のデータで比較す るにはい く分無理が あるが,旬,あ るいは月平均値では比較可能なデー

タであ ることが明 らか にな った。

月平均値か ら大気の放射収支を評価 した ところ,短 波 長では地表 と大気 による吸収が ほぼ同程度あ り,長 波 長で

は大気が地表 の2～4倍 の大 きい冷却を示 した。両者合せた全体 の放射収支で は,秋 方 の4月 最大130w/㎡ の冷

却 を示 し,夏 は50w/㎡ と小 さい冷却 とな った。今後は,こ の放射冷却 を補 うべ く起 る熱輸送 につ いて の解析 を も

検討 してい く予定 である。
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diagnosed by the  Eliassen-Palm Atmosphere.  307  —  331

flux and refractive index

Quasi-geostrophic energetics based Kanzawa, H. 59. 2 J. Meteor. Soc. Japan

on a transformed Eulerian  equation 62.  No.  1  36  —  51

with application to wave-zonal flow

interaction problems

AWLtsd-M6f47. [LA 58. 9 K%,"30,  427  —  445

Variations of incident solar flux Yamanouchi, T. 58. 12 J. Meteor. Soc. Japan

and snow albedo on the solar  61  ,  879—  893

zenith angle and cloud cover, at

Mizuho Station, Antarctica

Derivation of total ozone amount Yamanouchi, T. 59. 3  1114104(Antarct. Rec)

in the Antarctic atmosphere from Iwashina, I. 81 ,  9  —15

TOVS of TIROS-N/NOAA satellites Seo, Y.

Meteorological data at Mizuho Takahashi, S 58. 11 JARE Data Rep., 86

Station, Antarctica in 1982 Ohmae, H. (Meteorology 15)
Ishikawa, M. 97  P

 Katsusima,, T.

Nishio, F.

Glaciological research program in Nishio, F. 59. 3 JARE Data Rep., 94

East Queen Maud Land, East (Glaciology 10)
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イ)口 頭 に よ る発 表

題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

南極の気温の経年変化 川 口 貞男 日本気象学会 58.5

昭和基地で観測された南極の雲の性質にっ 和田 誠

いて 武田 喬男(名 大水圏研)

衛星および地上の放射観測値比較の試み 山内 恭 〃 〃

G.G.　 Campbel1

(NCAR　 //CIRA-CSU)

成層圏全球平均温度の垂直勾配の準半年振動 神沢 博 〃 〃

NOAA-6,7のTOVSに よ る南 極 大 気 オ ゾ ン 山内 恭 〃 〃

全量の導出 川口 貞男

岩品伊佐雄(電 通大)

瀬尾 洋 一(電 通大)

芳野 赴夫(電 通大)

南極みずほ基地における逆転層と長波長放 山内 恭 〃 〃

射収支

エル チチ ョン噴火 による南極昭和基地の 日 川 口 貞男 〃 〃

射量の変化

みず ほ基地 におけるカタバ風の分類 と平均 安達隆史(日 本気象協会)
〃 〃

川 口 貞男

昭和基地で観測 された南極の雲の性質 につ 和田 誠
〃 〃

いて(H) 武 田 喬 男(名 大水圏研)

南極 東ク イーンモ ー ドラン ド氷床 の雪氷研 西尾 文彦 日本雪氷学会 58.10

究 一第23次 隊調査報告 一 高橋 修平(北 見工大)
石川 正雄(北 大低温研)
大前 宏和(北 大低温研)
勝島 尚美(北 大理)

白癩氷河流線沿 いの調査一23次 隊の報告 西尾 文彦 〃 〃

高橋 修平(北 見工大)
石川 正雄(北 大低温研)
大前 宏和(北 大低温研)

勝 島 尚美(北 大理)

電 波氷厚 測定 と基盤地 形について一23次 隊 石川 正雄(北 大低温研) 〃 〃

報告 大前 宏 和(北 大低温研)

西尾 文彦
高橋 修平(北 見工大)

勝島 尚美(北 大理)

電波氷厚測定による氷床構造の地域性 大前 宏和(北 大低温研)
〃 〃

西尾 文彦
石川 正雄(北 大低温研)

勝島 尚美(北 大理)
高橋 修平(北 見工 大)
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

マイ クロ波放射計によ る積 雪の観測 和田 誠 日本雪氷学会 58.10

一 そ の3一 山内 恭
藤井 理行
神沢 博
川口 貞男

楠 宏

イ ンパ ル ス レー ダ ーの 反 射 エ コ ー と積 雪 構 造 大前 宏和(北 大低温研) 〃 t7

について 西尾 文彦

高橋 修平(北 見工大)
石川 正雄(北 大低温研)
勝島 尚美(北 大理)

高橋 修平(北 見工大) 〃 〃

大前 宏和(北 大低温研)
石川 正雄(北 大低温研)
勝島 尚美(北 大理)

西尾 文彦

最近の南極観測 楠 宏 〃 〃

長波長放射の観測及び計算からみた逆転層の 山内 恭 第6回 極域気水圏 シ ン 58.12

影響 とその年 々変 動 ポ ジウ ム

AVHRR画 像を使用 した雲、海氷の抽出 田中 信也(富 士通) 〃 〃

山内 恭
川 口 貞男

NOAA衛 星MSUに よる海氷縁識別の試み 瀬尾 洋一(電 通大)
〃 〃

山内 恭

イ ンパ ル ス レー ダ ーに よ る海 氷 厚 の 測 定 大前 宏和(北 大低温研) 〃 〃

西尾 文彦
勝島 尚美(北 大理)

石川 正雄(北 大低温研)
高橋 修平(北 見工大)

南極域中層大気における内部重力波の生態 神沢 博 〃 〃

多波 アイスレーダニにおけ る一解析方法につい 泉 達司 〃 〃

ての検討 星山 満雄
西辻昭(以 上北大応電研)
和田 誠
前 晋爾
楠 宏

白旗氷河流域の流動特性 西尾 文彦 〃 〃

大前 宏和(北 大低温研)
石川 正雄(北 大低温研)
高橋 修平(北 見工大)
勝島 尚美(北 大理)
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会の名称等 発 表 年 月

電波氷厚測定と白瀬氷河流域の基盤地形 石川 正雄(北 大低温研 第6回 極域気水圏 シ ン 58.12

西尾 文彦 ポ ジウ ム

大前 宏和(北 大低温研)
高橋 修平(北 見工大)

勝島 尚美(北 大理)

電磁波による氷床氷体の地域性 大前 宏和(北 大低温研) 〃 〃

西尾 文彦
石川 正雄(北 大低温研)
勝島 尚美(北 大理)

高橋 修平(北 見工大)

氷床氷体の電波の偏波特性 について 西尾 文彦 〃 /ノ

大前 宏和(北 大低温研)

石川 正雄(北 大低温研)
勝島 尚美(北 大理)

高橋 修平(北 見工大)

裸 氷 原 のdirtbandに つ い て(1) 西尾 文彦 〃 〃'

一 成因 と起源 大前 宏和(北 大低温研)
石川 正雄(北 大低温研)

高橋 修平(北 見工大)
勝島 尚美(北 大理)

裸 氷 原 のdirtbandに つ いて(2} 勝島 尚美(北 大理) 〃 〃

一 構成粒子 と組成 一 西尾 文彦
大前 宏和(北 大低温研)

石川 正雄(北 大低温研)

高橋 修平(北 見工大)

氷床表面の堆積と雪面形態 高橋 修平(北 見工大)
、〃 〃

大前 宏和(北 大低温研)

西尾 文彦

石川 正雄(北 大低温研〕
勝島 尚美(北 大理)

みずほ基地における環境中性子と積雪 小玉 正弘(山 梨医大) 〃 〃

西尾 文彦
高橋 修平(北 見工大)

みずほ柱状試料中の球状固体微粒子の放射化分 田澤 雄二(京 大理) 〃 〃

析(ll) 藤井 理行

積 雪のマイ クロ波特性 について 和田 誠 〃 〃

山内 恭

川 口 貞男

藤井 理行
神沢 博
楠 宏

バ ル ー ン搭 載 用Lymom－ α/OH湿 度 計 山下 喜弘(気 象研) 〃 〃

岩坂 泰信(名 大水圏研.

平沢 威男
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会の名称等 発 表 年 月

和田 誠 第6回 極域気水 圏 シン 58.12

山内 恭 ポ ジ ウ ム

川口 貞男
小林 喬郎(福 井大工)

みずほ基地の地吹雪観測1一 地吹雪輸送量 高橋 修平(北 見工大) 〃 〃

大前 宏和(北 大低温研)
石川 正雄(北 大低温研)
勝島 尚美(北 大理)
西尾 文彦

みずほ基地の地吹雪観測H－ 地吹雪の諸性質 高橋 修平(北 見工大) 〃 58.12

大前 宏和(北 大低温研)
石川 正雄(北 大低温研)
勝島 尚美(北 大理)

西尾 文彦

みず ほ基地の カ タバ風 の数値 シミュレー ション 安達隆史(日 本気象協会) 〃 〃

、 川 口 貞男

南極大気の放射観測の課題 山内 恭 光学応用大気研究会 58.11

昭和基地受信TIROS/　 NOAA系 衛星 によ る 山内 恭 第4回MAPシ ンポジ 58.12

南極大気オゾン全景導出の試み 岩品伊佐雄(電 通大) ウ ム

鈴木 一哉(電 通大)

瀬尾 洋一(電 通大)

芳野 赴夫(電 通大)
川 口 貞男

極域成層圏二酸化窒素大気球観測 小川 利紘(東 大理)
〃 〃

岩上 直幹(東 大理)
藤井 良一

平沢 威男
川 口 貞男

南極域 気象ロケ ッ ト観測計画 神沢 博 /ノ 〃

川 口 貞男

第26次 南極観測隊MAP実 施計画 福西 浩 〃 〃

山岸 久雄

川 口 貞男

26次 南極MAP観 測計 画 福西 浩 第7回 極 域における電 b、.2

川 口 貞男 離圏,磁 気 圏総 合観測

シ ンポ ジウ ム

南極中層大気の レーザ ーレーダによる観測 計 野村 彰夫(信 州工大)
/ノ 〃

画(JARE26) 鹿野 哲生(信 州大工)

岩坂 泰信(名 大水圏研)
福西 浩
川 口 貞男

平沢 威男

一72一



題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

裸 氷 原 のdirt　 bandの 成 因 につ いて 西尾 文彦 第4回 南極 地学 シンポ 58.10

勝 島 尚美(北 大理) ジ ウム

大前 宏和(北 大低温研)
石川 正雄(北 大低温研)
高橋 修平(北 見工 大)

電波氷厚計による基盤地形 西尾 文彦 〃 〃

大前 宏和(北 大低温研)
石川 正雄(北 大低温研)

高橋 修平(北 見工大)

勝島 尚美(北 大理)

電波氷厚計による基盤地質推定の試み 大前 宏和(北 大低温研) 〃 〃

西尾 文彦
石川 正雄(北 大低温研)

高橋 修平(北 見工大)

勝島 尚美(北 大理)

Longwave　 radiation　 balance　 under　 the Yamanouchi,　 T. Symposium　 on 58.8

strong　 surface　 inversion　 in　 the　 kataba一 Kawaguchi,　 S. Polar　 Meteorology

tic　 wind　 zone,　 Antarctica and　 Climatology,

IUGG　 18th　 GeneraI

Assembly,

Hamburg

Quasi-semiannual　 oscillation　 of　 static Kanzawa,　 H. Symposium　 on
〃

stability　 in　 the　 upPer　 stratosphere Middle

revealed　 by　 Nimbus　 5　 SCR Atmosphere

Science,　 IUGG　 18th

General　 Assembly,

Hamburg

Energetics　 based　 on　 a　 transformed Kanzawa,　 H. IAMAP-WMO 〃

Eulerian　 equation Symposium　 on

Maintenance　 of　 the

Quasi-stationary
Components　 of　 the

Flow　 in　 the

Atmosphere　 and　 in

Atmospheric

Models

Co11ection　 of　 Yamato　 meteorites　 from Katsushima,　 T. 第9回 南極阻石 シン 59.3

Antarctica　 in　 l982　 -　83 Nishio,　 F. ポ ジ ウ ム

Ohmae,　 H.

Ishikawa,　 M.

Takahashi,　 S.

Bedrock　 topography　 and　 occurrence Nishio,　 F. 〃 〃

of　 meteorites　 in　 the　 meteorite　 ice　 field Ohmae,　 H.

near　 the　 Yamato　 Mountains Ishikawa,　 M.

Katsushima,　 T.

Takahashi,　 S.
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

Exact　 solution　 of　 radar　 eguation　 for Tajima,　 K. 第9回 南極限石 シンポ 59.3

detecting　 meteorites　 buried　 within　 tFle Nishio,　 F. ジウ ム

ice　 by　 radio　 echo　 sounding

Anormalously　 Sm　 enriched　 Perovskite Tazawa,　 Y. 〃 〃

Spherules　 and　 other　 types　 of　 Spherules Fujii,　 Y.

from　 the　 JARE-15　 ice　 core　 at　 Mizuho

Station
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3.地 学 研 究 グル ー プ

(a.地 学 一 般)

(1)一 般研究

昭和 基 地 周 辺 の 地 形 及 び 後 期 新生 代 地 質 に関 す る研 究 教授 吉田栄夫,助 手 森脇喜一

まず内陸 山地 の地形研究 と して,や まと山脈 において,22次 で得 られた資料を加えて,氷 床拡大時 にお ける氷床

流動 が,山 地西側で は現在のそれ とはいち じるしく異 っていたこと,山 頂や山腹 に認 め られる侵食平坦面の分布,

山稜 の高度分布,現 在の溢流氷河の性 質等 か ら,山 地 は2っ の傾動地塊か らな る可能性 があ り,こ れ は周辺の,や

や断片的 な氷厚測定結果か ら得 られ た基盤地形に も反映 されていること,特 異 な形態を示す圏谷氷河 の重力 によ る

氷厚測定 か ら,こ れ らの圏谷地形は,氷 床被覆前 に形成 された と考え られ ることなどを明 らか に した。 また,復 元

された氷床拡大時 の氷床の高度分布 と,や ま と山脈山頂 の面的氷食作用の関係か ら,や ま と山脈高所 にお ける氷床

による侵食 は,山 脈が現在よ り数百m低 か った時代 に行 われた可能性があ ること,す なわちやまと山脈はその最高

所が 氷床 による侵食を受 けて以降,数 百mの 隆起 を行 ったと推定 され ることを指摘 した。 なお,現 地調査の結果は,

やま と山脈の一部 の地形学図作成の資料 と した。

また,七 一ルロ ンダー ネ山地調 査のため,山 地 の一部 にっ いて,空 中写真 による予察的検討を行い,仮 の地形図

を作成 して地形分類を実施 した。 やまと山脈地域 と異 なり,露 出面積 が広 く,モ レー シの位置,形 態等 によ る区分,

氷食面の区分等を行 って,氷 床変動 に関す る予察的資料を得っっあ る。

沿岸の地形 にっ いては,ラ ングホ プデ地区 の地形学図作成に関連 して,現 地調査資料 を整理 し,融 氷河流堆積物

の区分,周 氷河地形や海成地 形の分布,岩 相や地質構造 と地形の相 関,過 去 の氷床流動方向 などにっいて再検討 を

行 い,ま た氷河上の微細地形 の判断 を行 った。

また,以 上の内陸,沿 岸 の露岩地形 の資料 と他地域の資料を併 せて,南 極 の地形形成作用 と氷河にっいてま とめ

を行 った。

周辺海域で は,砕 氷船 ふ じか ら予備的 に行 ったスパ ーカー測定 の結果 を整理 し,氷 食を受 けた基盤か らな る大陸

棚の地形や,氷 床拡大 時に大陸棚上 に形成 され たモ レー ンと考え られる地形 を識別 し,将 来の調査の見通 しを得 る

ことがで きた。

東 南極 盾状 地 の地 質 学 的 研 究 助教授 矢内桂三,助 手 白石和行

昭和基地を中心 とする東径30°か ら45°にかけての地域 は,こ れ まで に日本隊 によ って地質調査 がす すめ られて き

た。 とくに,第1期 地学3ヶ 年計画 を通 じて,プ リンスオ ラフ海岸地域 の調査研究が発展 し,従 来の地質解釈 に新

知見を もた らしている。本研究で はと くに,地 質構造の面 か らプ リンスオ ラフ海岸 と リュツォ ・ホル ム湾沿岸地域

との対比 を試 みた。

プ リンスオ ラフ海岸 には延長200㎞ 以上 にわた って露 岩が分布 するが,大 規模 な露岩 は少 く,総 面積 は約72k㎡ に

す ぎない。 これ らの露岩 の現地調査や空中写真の解析によ って観察 されたフォ リエーシ ョンの一般走向 は,NW-

SE性 が卓越 している ことがわか った。 また,同 方向の軸 を もっ シンフォームやア ンチフォー ムは随所にみ られる。

露頭 で観察 されるメソス コピックな摺曲はNW-SE性 のisoclinal～close摺 曲(F1)と,NE-SW性 のclose～

open摺 曲(F2)の2方 向 の ものが あり,　FlはF2に よって変形 されていることが,新 南岩,あ け ぼの岩,天 文 台

岩 で観察 され,ま た新南岩 ではF1は 横臥摺曲 でありF1とF2の 干渉パ タンもみ られる。 メガスコピックなNW-SE

性 の走向 とF1の 摺 曲軸 とは一致 して いる。

角閃石,珪 線石,黒 雲母 などの鉱物の形態定向配列によ る線構造 は,　Flに 平行 に発達す ることか ら,F1は 当地

域 の主要 な変成作 用 と同時期 に形成 された と考え られ る。

リュッォ ・ホルム湾地域で はIshikawa　 (1976)やYoshida　 (1978な ど)に よって少 くとも3期 の変形運動 が認 め

られてい る。彼 らのtight～isoclina1なF1摺 曲 は,プ リンスオ ラフ海岸 のF1と 様式,摺 曲軸方向,フ ェルゲ ンッ
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の方向な どが似てお り,明 らかに対比 す ることがで きる。従 って,変 形作用の面か らも,プ リンスオラフ海岸 か ら

リュツォ ・ホル ム湾にかけての地域 は一連 の地質体 とみなす ことがで きる。

今後 は変成作用,深 成作用な どとあわせて この地域 の地質構造発達史を組み たて,そ れ に対す るテ ク トニ ックモ

デルを構築 して総 合的 に解釈す る必要 があ る。

昭 和 基地 周 辺 の 固体 地 球 物 理 学 的研 究 教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄,客 員教授 高木章雄

地学 部門において固体地球物理 を担 当す る教官 は58年4月 現在,専 任 の神沼克伊,渋 谷和雄 と客員の高木章雄 の

3名 であ る。 この うち高木章雄 は地球科学全体 の視野 か ら南極観測 をと らえ,南 極で の観測 ・研究,得 られたデー

タの解析,新 しい研究の立案 な どに助言 をする とと もに,共 同研究 も推進 して いる。58年 度 も54-56年 度の3ヵ 年

計画で実施 された 「東南極基盤構造解析計画 」の観測 で得 られたデー タの解析 を行 った。

(1)重 力測定

55,56年 度に南 極で得 られたデー タの解析 を中心 に行な った。東西 オ ングル島を中心 とす る リュツォ ・ホル ム湾

の沿岸露 岩,リ ュツォ ・ホル ム湾の海 氷上,内 陸氷原 の三地域 に分 けて,そ れ ぞれの重力 異常 図 を求 あた。 特 に

「昭和基地 一みず ほ基地」の人工地震 測線上 では,数 回の測定 が くり返 されて お り,8点 で まった く同 じ地点で8

年 間の間隔で測定 され,　1mgalの 精度 が得 られてい ることが分 った。

海上重 力計NIPRORI-1に よ るデー タ解析 もすxめ,測 線 上での重 力異常 も明 らかにする とと もに,"し らぜ'

での観測に備えて,改 良 を行 った。

② 人工地 震観 測

前年か らの解析 を継続 した。 昭和基地 一みずほ基地 間の大 規模 人工地震測線上 では,氷 床の厚 さが未測定の地域

が一部 にあ る。 このため得 られた地下 構造に も,不 確 さが残 るが,得 られたデー タを説明す る最良の モデルを提出

し,極 地研発 行のMemoirに 総合報告 と して,ま とあた。

(3)地 温連続測定

昭和基地で継続 されて いる地温の測定結果を整理 し,地 上気 温や 日射 など,気 象 との関係 を調べ ている。 あと1

～2年 の データの蓄積が望 まれ る。

(4)傾 斜計

昭和基地の ボアホール型傾斜計 と水管傾斜計の デー タ整理を継 続 してい る。地 温 と同 じよ うに もう数年 のデータ

の蓄積が望 まれ る。

(5)自 然地震観測

前年同様 の方式で データ編集がな されJARE　 DATA　 REPORTS　 No.83として まとめ られた。

(6)航 空磁気測量

多数 の測線 のなかか ら特 に白旗氷河流域上空での測量の解析を行 った。二次 元一様磁化 モデルの もとで氷床 下地

形 のモデ リングを行 うとともに沿岸露岩域の試料を用 いて磁化率の測定を行 った。

(7)人 工衛星測位

大型計算機処理 によ るNNSS測 位方法 の確立 を行 った。 カセ ットテープか らオープ ン リールテー プへ の デー タ

変換装 置の製作 を行 うとともにソフ トプログ ラムのHITACM-160へ の適合性を はか りルーテ ィン的 に処理 で き

るよ うに した。JARE-21に よる,み ず ほルー ト上 の人工地震観測点でのデー タ処理を行 った。

南 極 エ レバ ス火 山 の地 球 物 理 学 的研 究 教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄,客 員教授 高木章雄

1980年 より日本,ニ ュー ジー ラン ド,ア メ リカ三国 の共同研究 による 「エ レバ ス火山国際地震研究」の第4シ ー

ズ ン目と して,現 地調査 には神沼克伊 が参加 した。58年 度,日 本 においては前年 に得 られ た地震 デー タの整理 を中

心 に,研 究をすxめ た。特に アメ リカ側 の共 同研究者 であるア ラスカ大学 のJ.　Kienle教 授 を,招 へ い研究 員とし

て5～7月 の3ヵ 月,極 地研究所に招 待で き,研 究能率 があが った。

本年 は1982年10月 に発生 した群発地震活動 を詳 しく解析 する ことと,そ の群発地震活動 とエ レバ ス山周辺の地震

活動 や噴火活動の関連 に注 目 し,研 究をす ＼めた。
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また,現 地で実施 した重力測定 にっいて も,デ ー タ整理 をす ＼め,地 下構造 の解 明への手 がか りを得 た。

南 極 マ クマ ー ドサ ウ ン ド地 域 の古 地 磁 気 学 的 研 究 所長 永田 武 助手 船木 實

1977～79年 にか けてマ クマー ドサ ウン ド地域か ら採集 した合計602個 の試料にっいて予 定 したすべて の岩 石磁 気

学的,古 地磁気学的研究を終 えた。 この結果東南極大陸 の歴史が次の ように明 らかにす ることがで きた。

1.新 生代第三紀末か ら現 在までに形成 された岩石 の示す磁極 の位置 は,南 緯60度 以南 の極域 に分布 し,そ の中

心 は現在の地球の回転軸 と一致 す る。 これはすでに北半球 で求 め られて いる結果 と一致 し,地 球 の双極子磁場 の軸

は長 い時間 の平均値をみ ると地球 回転軸 と一致す る ことを示 して いる。

2.南 極横断山脈 にジュラ紀(160m.a.)に 貫入 した フェラー ドレライ トか ら得 られ る磁極の方向 は,い ずれもよ

く一致 し,現 在 の南太平洋の中緯 度に くる。

3.デ ボ ン紀か らジュラ紀 までに堆積 した ビー コン累層群 の残留磁気(NRM)の 方向は,ジ ュラ紀 の方向 に非常

に近 い。 それゆえマクマー ドサ ウン ド地域 の この累層群 は フェ ラー ドレライ トに焼 かれ,再 磁化 した可能性 が大 き

い。ただAllan　 H川sの みは 産出す る石炭に輝発成 分が多量 に含まれることか らフェラー ドレライトに焼かれず

二畳紀末～三畳紀 に獲得 した堆積残留磁気を持 っている と考 え られる。

4.ラ イ ト谷 の基盤岩類 はフェラー ドレライ トに約500℃ まで焼 かれ,チ タ ン磁鉄鉱 は再磁化 した が,キ ュ リー

点 の高 い磁鉄鉱 は,岩 石形成時の古生代初期のNRMを 持 つ。 このNRMの 方向 は,テ ーラー谷や,ミ ル ヌ イ基

地 の もの とほとん ど平行で あるが,昭 和基地やセール ロンダーネの同時代 の ものと15～20°のずれがあ る。 この こ

とは ランバー ト氷河 を境 に して ウイルクスラン ドとクイー ンモー ドラン ドが相対的 に回転移動 したため と推定 され

る。

5.　 SmithandHallam　 (1970)の ゴ ンドワナ大陸復元のモデルに したがい,南 半球の大陸か ら得 られた,古

生代初期 とジュラ紀 の磁極 は良 い一致 を示 し,彼 らのモデルを支持す る結果 が得 られ た。

東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 の 古 地 磁 気 学 的 研 究 所長 永田 武 助手 船木 實

昭和基地 を含む東 クイー ンモー ドラ ン ド地域の古地磁気学 的研 究 は,い くっかすでに報告 され ているが,い ずれ

も試料数その他 に問題 が多 く,我 々は今回,第25次 南極観測(夏 隊)の 一環 として,東 西 オ ングル島,ス カル ブス

ネス,ア ウス トホ ブデ,ベ ス トホブデ イ ンホブデ それ にセール ロンダーネ山脈 のブ ラッ トニ ッパ ーネ,ア ウス

トカ ンパー ネ,そ れに1550ヌ ナ タークで合計1125個 の定方位試料 を採集 した。

試料 は直径2.5cmエ ンジンコアー ドリルを用 い採集 したが,七 一ル ロンダーネ山脈 の一部 ではハ ンマ ー によ るハ

ンドサ ンプル も採 集 した。採集 した岩石 の最終変成年代 は,オ ル ドビス～カ ンプ リア紀 と推定 されるか,一 部 にこ

れ より若 い岩脈 も含 まれ る。

試料 はで きるだ け多 くの岩種 を含 むよ うに,ま た地質構造 と対比 して採 集 してい る。今後研究室 で測定 資料 の作

成 交流消磁,熱 消磁な どの岩石磁気学 ・古地磁気学的手法を用 い,東 ク イー ンモー ドラン ド地域 の古生代初期の

プ レー ト運動を調べ る予定であ る。

② 共 同研究 ※印研究代表者 ・印以下極地研担当教官

ア)一 般共同研究

東 南極 の地 質 構 造 と地 殻 形 成 の 研 究 ※木崎甲子郎(琉 球大学理学部教授),林 大五郎(琉 球 大学 理

学 部助 手),仲 井 豊(愛 知教育大学教授),鈴 木盛久(広 島大学 理学部助手),広 井 美邦(金 沢大 学教 育 学部 助

手):矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)

〔研究成果 〕

本共同研究で は,第21次 隊 と第22次 隊 のデー タを中心 に,従 来の データを加えて,解 析 し,プ リンス ・オ ラフ海
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岸 に分布 する原生代変成岩類 の形成 ・発達の経過を明 らかに して きた。以下,そ れを列挙 する。

1.変 成度;プ リンス ・オ ラフ海岸で は,東 端の新南岩か ら西に向 って連続 的に変成度 が上昇 し,3つ の異 なる

変成度域 に区分 される。東部 の角閃岩相地域 は,　Caに 乏 しい角閃石 の出現 によって特徴づ けられ る。 その西 の 角

閃岩相 か らグラニ ュライ ト相 への移化地域で は,中 性～塩基性,場 合 によって は砂泥質の岩石中に,普 通 に斜方輝

石が出現 す る。

2.変 成相系列;変 成相系列 を明確 にす るアル ミナ珪酸塩 の3っ の多形 の分布 を調べた。珪線石 と藍 晶石 は広 い

範 囲にわた って共存 し,と もに広域変成作用 によ って形成 されたとを示 して いる。 したが って,原 生代 の広域変成
'作用 が典型的な中圧型 であ

った ことが明確 にな った。 ただ し,藍 晶石 は,準 安定 な残晶 と してわずかに出現 するに

す ぎない。 しか し,逆 に,こ の点 は,プ リンス ・オ ラフ海岸 に分布 する変成岩類が,低 温→高温へ と累進 変成作用

を受 けた ことを示 してい る。まれに出現 す る紅柱石 は,そ の産状 か ら,古 生代初期 に貫入 ・固結 した花商岩類 によ

る接触変成作用に よって形成 された もの と考 え られ,原 生代 に形成 された中圧型 の広域変成岩が,古 生代初め ころ

まで には,す でに相当上昇 して いた もの と推 定 され る。

3.変 成作用の経過等;以 上か ら明 らかなよ うに,プ リンス ・オ ラフ海岸 に分布す る変成岩 と宗谷海岸 に分布す

るもの は,連 続的 な関係 にあ り,か つて吉田によ ってな されたよ うな区分 は不必要 である。 この点 は,変 形作用な

どの地質構造上の特徴か らも示 され る。 さらに,十 字石の分解反応 の点 か らも,プ リンス ・オ ラフ海岸 と宗谷海岸

の変成岩類が一連の ものであ り,と もに累進 変成作用を受 けた ことが示 される。 これに対 して,マ ラジョージナや

基地付近の変成岩類 は,古 期の高度の変成岩 類(現 在,エ ンダー ビー ラン ドのナ ビア岩体 と して露 出 して いるよう

なもの)が 原生代 に再構成 された もの と考え られてい る。以上 の点 を総 合す ると,"東 南極盾状地"の 中で,プ リ

ンス ・オラフ海岸か ら宗谷海岸 にか けて分布 す る変成岩類が,よ り古期 の地質体 の周辺 に形成 された造山帯 の産物

で あると考え られ る。 この造山帯内で形成 された変成岩類の温度 ・圧力経過 を,十 字石 の分解反応 の解析か ら求 め

た。 これ か ら想定 され る造山帯 は,単 に古 い地質体上 に形成 された定常的な沈降帯 とい うものではな く,大 陸 どう

しの衝突場 のよ うな もので あろ う。

南 極 横 断 山及 び西 南 極 地 域 の 地 質 学 的 研 究 ※吉田 勝(大 阪市立大学理学部講 師),坂 井 卓(九 州

大学理学部講師):矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)

〔研究成果 〕

1.西 南極 エルス ワース山地1979～1980年 調査 の野外 デー タと採集岩石標本 を主 と して構造地質学 的観点 で整理,

検討 した結果,以 下 の結論 を得 た。

i)エ ル スワース山地 には3回 以上 の構造,変 成事件 が認 め られる。 これ は先 カ ンプ リア代か ら中生代 にわた

る重 複造山の結 果 と考 え られ る。

il)　　と くに重複構造について詳 しく検討 し,ヘ リテー ジ山脈 の南部 一北部 にわ たる構造特性の地域 によ る違 い

を指摘 した。即ち,約4億 年前 のヘ リテージ変質粗粒玄武岩(HAD)貫 入時よ り古 い時期 の大 ～小規模構造 と変 成

作 用は主と してエルスワース山地最南部 によ く発達す るが,中 ～北部 では認 め られ ない。後HAD変 動の大規 模構

造 と変成作用は主 として同山地北西部 によ く発達す る。一方,南 部で は小規模に,或 は微弱に発達す る。

猟)変 成再結晶 は山地南部で強 く,北 西部 では弱い。 変成鉱物 は石英,曹 長石,方 解石,白 色雲母,緑 泥石,

緑石,雲 母粘土鉱物が広 く分布 し,一 部に は角閃石,緑 色黒雲母,パ ンペ リー石,硬 緑泥石,ス チルプ ノメレー ン

等で ある。変成度 は全体 と して ウィ ンクラー(1974)の 「　Low　 grade　」の低温部分に当 ると考 え られ,多 分比較

的高圧型 に近 い変成条件 と思われ る。変成鉱物の産状 と岩 石のへ きかい構造 との随伴関係 や先後関係 はいろいろで

ある。従 って,変 成再結晶 の時期 は一度だ けで はな く,長 い地 質時代にわた って複数回行 われたことは確かであ る。

2.エ ルス ワース山地 の火成岩 と砕屑岩標本にっ いて古 地磁 気測定 の予 備的実験 を行 ない,そ の内ヘ リテー ジ変

質粗粒玄武岩(HAD)に っ いて交流消磁及 び熱消磁に より詳 しく測定 した。測定 と検討 には国立 極地研究所 の船木

助手 の協力 を得 た。

砕屑岩類 の古地磁気 は全体 と して微弱で不安定で あるが,　HADで は著 しく安定 な もの と不安定 なものがあ る。

HADの 安定 な群 は構造変位 を仮定 しない場合,岩 体 によ り方位 がさまざまで あり集中 しない。従 ってHADは 送
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入後 に著 しい構造 変位 を被 っていると考えられる。今後 は構造 変位を修正 した真の古地磁気方位 の検討,及 びHAD

とその周囲の母岩砕屑岩 の古地磁気の比較検討が必要 である。

3.エ ル ワース山地以外 の西南極及 び横断山脈全体 については,主 と して文献に より,総 括を試 みた。 その結果

は,南 極大 陸全体 の構造 発達史 とその問題点及 び,先 カ ンプリア代 におけるゴ ンドワナラン ドの連続性 を主題 と し

て公表 した。

東 南極 地 域 の変 成 岩 ・深 成 岩 の岩 石 化 学 的 研 究 ※蟹沢聰史(東 北大学教 養部教授),石 川賢一(東 北

大学教養部助手),大 貫 仁(弘 前大学理学部教授),吉 倉紳一(高 知大学理学部講師),白 幡浩志(室 蘭工業 大学

助教授)田 中久雄(山 形大学理学部助 手):矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)

前回の共同研究 においては,主 と して昭和基地周辺 の グラニュ ライ ト相 に属す る変成岩類の化学組成 および鉱物

組成にっ いての成果 を報告 したが,今 回 はそれ よりも東北方 に分布 するプ リンスオラフ海岸地域 の変成岩 および深

成岩につ いて,主 化学組成 と鉱物 の化学組成 にっいて検討 した。 これ らは主 と して角閃岩相に属す る変成岩類 お

よびそれ らを貫 ぬ く深成岩類か らなる。

1.日 の出岬の角閃岩相変成岩類 の岩石学的特徴

角閃石,黒 雲母,単 斜輝石,ザ クロ石 およびFe-Ti酸 化鉱物 の組成 か ら,本 地域の変成条件は角閃岩相 に属 し,

変成岩類 は約5Kbな い しそれ以上 の圧力で,650℃ 程度で生成 した ことを明 らか に した。 また,珪 線 石 一ザ クロ

石 一黒雲母片麻岩中におけるザ クロ石 に含有 されて いる黒雲母 の組成 はMgに とみTiに 乏 しく,マ トリック ス中

のそれ よりも低温で生 じた ことを示 している。

また,本 地域 にはAlに とむ ファッサ輝石が グロシュラー成分に とむザ クロ石 および灰長石 と共存 して存 在 し,

ファ ッサ輝石 はかな り組成変化 にとん でいる。 このよ うなフ ァッサ輝石 はオ メガ岬(鈴 木,1979),あ るい はSkalle-

vikhalsen　 (松枝 ほか,1983)か らも報告 されており,最 近,カ ス ミ岩の変成岩 中か らも発見 された(Yanai　 &　Ka-

nisawa,未 発表資料)。 リュツォ ・ホルム湾地域か らプ リンス ・オ ラフ地域の石灰質岩に はファッサ輝石 が さ らに

広 く分布す ることが期待 され,ま た,輝 石中のFATs成 分(CaFeAISiO6　 )は 酸素 フェガシティー に依存す ること

を利用 し,共 存す るザ クロ石の組成 と も合 わせ て,当 地域の酸素分圧 の勾配 を推定す ることが可能 にな りっっある。

2.明 るい岬およびかすみ岩,二 番岩 における岩石の化学組 成

明 るい岬の変成岩 類 は,黒 雲母 一角閃石片麻岩 などの ほかに,黒 雲母 一単斜輝石 一角閃石片麻岩,金 雲母 一かん

らん石 一斜方輝石 一角閃石岩,ス ピネルーかん らん石 一斜方輝石 一角閃石岩 などの塩基性～超塩基性岩を原岩 とす

る各種の変成岩か らな りた ってお り,SiO241～69%の 範囲 におよぶ。 この中にはSiO2が 非常 に少 いに もか かわ ら

ず,ア ルカ リとフッ素に富む ものが しば しば存在 し,本 来,特 殊な アル カ リ岩 々脈 であ った ものが変成作用を被 っ

たと考え られ るもの もあ る。 このよ うな特殊 な岩石 の原岩組成 と鉱物組 合わせは,本 地域 の変成作用の解明 と火成

活動の場 にっ いての重要な知見を与 えて くれ る ものと考え られ,現 在,総 化学成分 と鉱物化学組成の解析を行 って

いるところで ある。

かすみ岩の地質学 的研究は矢内によ ってまとめ られ,図 幅印刷中であ る。代 表的 な岩石 は黒雲母 一角閃岩,角 閃

石 一黒雲母片麻岩,両 雲 母花岡岩 などであ り,花 商岩頚 はKρ に富み,カ リ長石の多い ものであ る。一部に,先 述

のフ ァッサ輝石を含むCalc-silicate　 rockが み られ る。

二番岩 の岩石 は珪線石 一ザ クロ石一黒雲母片麻岩,黒 雲母片麻岩,角 閃岩類,黒 雲母 一角閃石片麻岩類 および石

灰質片麻岩 などと,こ れ らを貫 ぬ く花商岩類 か らな り,木 崎 ほか(1983)に よ り図幅 が公刊 され,今 回代表的 な岩

石7個 につ いての分析値が公表 された。

一79一



昭和 基 地 周 辺 地 域 の 地 質 学 的 研 究 ※松本径夫(山 口大学 理学 部教授),浅 見正雄(岡 山 大学 教 養部助

教授)西 田民雄(佐 賀大学教育学部助教授),杉 崎隆一(名 古屋大学理学部助教授),加 納 隆(山 口大学理学部

講師):吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)

本共同研究 の主要 な目的 は,従 来 からっづけ られている昭和基地周辺露岩地域の2万5千 分の1の 地質図(Antar-

ctic　Geologic　 Map　 Series)を 刊行 す るために必 要な資料を整え ることである。その過程 で鮮明 になってきた地質

学的問題 も研究課題 と している。

本年度 はプ リンスオ ラフ海岸 の 「かす み岩 」および 「明 るい岬 ・長岩」の2図 幅を刊 行 した。 「かす み岩 」 は,

プ リンスオラフ海岸 では例外的 に石灰質岩,大 理石 のよ く発達す る露岩であ り,複 雑 な摺 曲構 造 を示 して い る。

「明 るい岬 ・長岩」 は,プ リンスオ ラフ海岸西部 にあ って角閃岩相 とグラニュライ ト相 の変成帯 の漸移帯 にあたる。

特異 な組成 を もっ超塩基性岩 の ブロックが産 出 し,そ の岩石学的,構 造地質学的意義にっいて研究 を開始 した。

また,内 陸 のやま と山脈地域 の変成岩類 の岩石学的研究 も継続 して いる。本年 は中性 ～塩 基性岩 の相 平衡 か ら2

種類 の変成岩 グループの特徴 が見出され,両 者 のテク トニ ックな関係 にっ いて検討 した。

南 極 産 鉱 物 の記 載 と 目録 作 成 と くに有 用 鉱 物 を 中心 に ※松枝大治(秋 田大学鉱 山学部助教

授),丸 山孝彦(秋 田大学鉱 山学部助教授),松 原 聰(国 立科学博物館研究員)二 矢内桂三(助 教授),白 石和

行(助 手)

〔研究成果 〕

南極露岩地帯 の各種岩石 は,多 岐 にわたる鉱物群か ら構成 されて いる。個 々の研究者 により,研 究 目的に応 じて

各種鉱物相 の同定 ・記載 が行 われ,そ の成因等が議論 されて いる。一 方,南 極 における鉱物資源問題 は,最 近 とみ

に注 目され,と くに有用鉱物 の種類 ・量 ・用途 に関 する検討 は重要 な課題 とな っている。

南極産 の総物量 は,現 在約250種 足 らずで,今 後 さらに増加 する ことが予想 される。個 々の研究者 に よ る鉱 物 記

載 はあるが,時 に断定的 であ った り,不 十分 な記載 であ ることもあ り,一 部 には他 の鉱物種 と誤認 されてい る場 合

がある。 各研究所 による同一 デー タの相互利用及 び不足 デー タの補充 は,必 ず しも十分円滑 に進行 してい るとはい

えない。

上述 の観点 か ら,南 極産鉱物 の記載 カ タログ作成及 び記載 デー タの研究者間 の相互利用 を主 目的 と して,こ れ ま

での成果 の集約 と補 足及 び新 たな試料 に関する記載分類 を行 う計画が立案 された。

本年度 は,地 学 関係研究者 によ る検討結 果を もとに,南 極産鉱物記載 デー タシー トの作成 を行 い,関 係者に配布

して記載 デー タの回収 を要請 した。天然 の鉱物種 は,物 理 的性質(結 晶構造等)と 化学的性質(化 学組成等)か ら

定義 され るため,デ ー タシー トの形成 も鉱物種 同定 の根拠 とな った最低 限のデー タ記載が行わ れるよう配慮 されて

い る。

南 極 地 域 火 成 活 動 の 同 位 体 地 質 学 的研 究 ※倉沢 一(地 質調査所主任研究官)1吉 田栄 夫(教 授),

船木 実(助 手)

南極 ビク トリアラ ン ドの基盤片麻岩～花商岩類を貫 く岩脈群,さ らに これ らに水平に遊 人 している フェラー粗粒

玄武岩岩体(ド レライ トシル)な らびに,テ イラー谷に分布す る粗面 玄武 岩類(1～3Ma),さ らに ロス島 の玄

武岩類 の一部 とエ レバ ンス火山 フ ォノ ライ トなどの主化学組成を測定 した。

分析 された古 い岩床(フ ェ ラー)と 岩脈群 は強 いアルカ リの濃集 はみ られず,高 アル ミナ玄武岩 マ グマの性質 を

あ らわ し,新 生代 マクマー ド火 山岩類 の粗面玄武岩 と フォノライ トは強 いアルカ リ岩系の特徴を もっている。 フ ォ

ノライ トとその中のガ ラスの組成 を調べ たが,そ の間に大 きな差が認 め られ る。 また,既 存の測定 値によ るフェ ラ

ー粗粒 玄武岩 と,今 回の測定値 による フェラー粗粒玄武岩(ド レライ ト)と は明 らか な違 いがみ られ,い わゆる フ

ェラー ドレライ トに もやや性質 の異 った ものがある ことが明 らかになった。一方,新 生代粗面 玄武岩 類(テ イ ラー

谷)に は,強 い鉄成 分の濃集 がみ られ る。

いずれに して も,ド レライ トは,そ の87Sr/86Sr比 が0.7115～0.7136と 異常 に高 いことが確認 され,既 存 の測定

値 とも一致 して,今 回の測定結 果 も,主 成 分に差があるに もか かわ らず,同 位体比か らは差が認め られなか った。
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これは,大 規模 マ グマの活動 に もかかわ らず、同位体質学 的に同一 あるいは同質 な本源物質か らこれ らのマ グマが

形成 された ことをあ らわ して いる。主化学組成の変化は,マ グマの分化作用 とその過程 のちが いを示 して いるにす

ぎない といえよ う。

新生代粗面玄武岩類 はマクマー ド火山岩石区の最 初の活動 であ り,鉄 成分の強 い濃集,つ まりやや分化の進 んだ

ものであ ることであ って,そ れ らの87Sr/86Sr比 が0.7033～34と 極 めて均一 な,変 化の幅の少 い値を もって いて,

これ らが現世 の活動 による新 しいエ レバ ス火山の フォノライ トのマグマの値(0.70315～0.70343)と 近似 し,こ の

時代 に入 ってか らのマ グマの本源物質が共通の ものであ ることが明瞭 になった。

これ ら,古 いマ グマと新生代の マグマの形成のための本 源物質 に,時 代 のちが いはあ るもの と して も,本 質 的に

異 な ることが明 らかである。 また,エ レバ ス火山噴出物 な らびに斑晶鉱物 のフォノラ イ ト中 の ア ノー ソ ク レスの

87Sr/86Sr比 には有意 の差 はみ られ ないが
,玄 武岩マ グマ との間 には0.0001程 度の差が認め られ,分 化の進 んだ フ

ォノライ トマ グマは地殻物質 との混成作用のあ った ことが明 らかで ある。引続 き測定中であ るので,よ り詳細 な検

討が期待 される。

内 陸 山脈 に お け る地 形 学 的 研 究 ※藤原健 蔵(広 島大学文学部教授),林 正久(島 根大 学 教育 学 部講

師),安 仁屋政武(筑 波大学地球科学系講師),伊 藤真人(筑 波大学地球科学系技官),岩 田修二(東 京都 立 大学

理学部助手):吉 田栄夫(教 授),森 脇喜一(助 手),白 石和行(助 手)

〔研 究成果 〕

内陸山地の地形研究 の成果 をまとめることと,今 後の調 査の重点 をどこに置 き,ど の ように行 うべ きであ るかを

探 る目的で,1)地 形学図 の作成 を行 う,2)従 来の調査で得 られた知見 を基 に,空 中写真判読を行い,内 陸山地

の地 形発達 史を考察 する,の2項 目の作業及 び研究 を行 った。

1)や まと山脈C群 の地形学図

1:25,000ス ケールの地形分類図(蝶 が岳図幅)と その設明書 の検討 が終 った。 この地形学図の基本的な原理 は,

山地 は斜面 の集合体 であるという考 えにもとついてい る。 すなわち,す べての山地部分 は斜面境界線によ ってか こ

れ また地形単位(単 位斜面)に 分割 され る。

マ ッピング作業 の過程 で,今 後の現地調査であ きらかにすべ き問題点が い くつか指摘で きた。それ らを列挙 す る

と:蝶 が岳南方 の平坦面上 の活断層崖 ら しい地 形の成 因;蝶 が岳 とみみ岩 との間 にあるモ レー ンをかぶ った台地 の

成因;そ のモ レー ンの下 のアイスコアの厚 さ;ア イ スコアと基盤地形 との関係;モ レー ン上の構造 土状のパ ター ン

や ピッテ ッ ド・モ レー ンの成因;現 在進行 しっっある周氷河作用 や風化作用 の程度 などである。 このように,本 地

域のよ うな現地調査 の不十分 な場所 にお ける地 形学 図作成作業 は,今 後 どのよ うな調査 をおこな うべ きか にっいて

の多 くの指針 をあたえて くれ る。

2)空 中写 真判読 によるや まと山脈 とベ ルジカ山脈の地形 発達 史

やま と山脈 とベル ジカ山脈 の地形発達史を検討す るために1:50,000ス ケールの地形学図が空中写真判読 によっ

て作成 された。 形態 の新鮮 さと成因 とによって,山 地の地形が14種 類に区分された。 この区分 の基本的 な考え方 は

以下のよ うであ る。 これ らの山塊 は,か って一時頂上 まで氷床 におおわれた ことがあ り,そ の後氷床が低下 して現

在のよ うにな った。 それゆえ,地 形 と氷床 ・アウ トレッ ト氷河 との関係 か ら地形 発達史 を論 じる ことが できる。

圏谷や氷食谷は,氷 床 におおわれて侵食 をうけた結果,圏 谷壁や氷食谷壁 の肩 がまるま った地形 がで きた。山塊を

おお いっ くした氷床 は山塊頂部 の平滑 な緩斜面をっ くった。 はっきりした角を もった急崖 は,氷 床 が低下 したあと

の アウ トレッ ト氷河や圏谷氷河 による局部的 な侵食に よって形成 された。新鮮 な氷食崖 は もっと も新 しい地形で あ

るといえ る。

この ような地形の時間的配列 は,こ れまで の研究 と矛循 しない,写 真判読か らだけでは氷床 低下 中に氷床 の再上

昇期が あったか どうかにっいて不明 である。

や まと山脈 とベ ルジカ山脈 の各山塊 のあいだで,地 形発達の程度 は大 きく異な ってい る。 各山塊 における区分 さ

れ た地形単位 ごとの面 積比 を比較 してみると違 いが よ くわか る。ベル ジカ山脈 の三つの山塊 はや ま と山脈 のD・E・

F・G山 塊 とよ く似た地形を している。
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リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 沿 岸 露 岩 地 帯 の地 形 学 的 研 究 ※戸谷 洋(都 立 大学理学 部教授),五 百 沢 智 也

(五 百沢研究所長),小 疇 尚(明 治大学 文学部教授),小 野有 五(筑 波大学地球 科学 系講獅),平 川 一臣(山 梨

大学教 育学 部講 師):吉 田栄夫(教 授),森 脇 喜 一(助手),藤 井理行(助 教授)

〔研究成 果 〕

本研究の主 要な目的は,リ ュ ソォ ・ホルム湾沿岸露 岩の地形特性を明 らか に し,そ れ らを地形図 ヒに表現 して,

南 極及び他大陸の地形 との比 較研究 や地形営 力の研究 を行 い,ま た他分野への基礎的資料を提示す る目的で地形学

図を作成す ることであ る。本年度 は,沿 岸露 岩の代表 と してか ねてか ら検討を続 けて きた ラ ングホブデを選 び,さ

らに詳細 に地形読図,空 中写真判読 を くり返 した。 それ らの結果 と し,こ れまでの現地調査の結果をっ き合わせ検

討 し,今 後の作業及 び研究指針 とな るべ きラングホ ブデの1:25,000ス ケールの地形学図 を完成 した。 また,本 地

形学図作成 の意図を示 し,地 形学 図に表現 された事象を説 明する英文 図幅説明書 の作成 を併せ て行 った。 その結果

完成 した地形学図,同 説明書 は極地研究所によ ってSpecial　 Map　 Seriesの 一一っ として出版 されることとなった。

その概略 は以下 のとおりで ある。

地形学図 は国土地理院発行 の1:25,000地 形図を基図 と し,　Morphographyを 黒色 の記号 で,地 形 形 成営 力 及

びその証拠 を赤色 の記号 で表現 する。地形営力域 は,氷 河営力域,融 氷河営力域,周 氷河営力域,風 の営力域及 び

海 の営力域 に分類 しそれぞれ別 の色 で表現す る。 しか し,最 も広い面積 を占め る侵 食性 の氷河営 力域 は,そ の地形

が岩石及 び地質構造 に大 きく支配 されて いるので氷河営力域の色(紫)で は示 さず,地 質 図のよ うに基盤地質 を色

わけ して表現 す る。池沼 や氷河 はそれぞれの特色で分類 して表現す る。 ほかに傾斜分類図をっ くり,こ れをオーバ

ー レイ とす る。

リュツ ォ ・ホ ル ム 湾 周 辺 海 域 の 海 成堆 積 物 と地 形 ※多井義郎(広 島大学総合科学部教授),加 藤道雄

(金沢大学教 養学 部助 教授),佐 々木清隆(東 北大学理学部助手),佐 藤任弘(海 上保安庁水路商船 岸調査課長)

吉田栄夫(教 授),森 脇喜一(助 手)

本研究 は リュツォ ・ホル ム湾域を中心 とす る海域 において,海 底地形,海 産堆積物 に関す る諸分析 を行 うととも

に,関 連 ある陸上地形 ・堆積層の調査結果を併せて,こ の地域 の新生代 の地 史解 明に資する こと,ま た現在 の堆積

環境等 を明 らか にす ることを 目的 と して いる。

58年 度 は,リ ュツォ ・ホルム湾沖及 び東方の アム ンゼ ン湾の一部 において,22次 隊によ り試み られたスパ ーカー

による堆積層探査 テス ト,現 世海成堆積物,陸 上の隆起海成層及び湖成 居中の ア ミノ酸 分析,ソ 連隊 によって得 ら

れ,共 同研究者 の1人 に提供 された有孔虫試料の分析 などの結果が得 られ た。

(1)ス パ ーカーによる探査 では,(a)オ ングル諸島か ら北北西 に延び る大陸棚上の高 まりの北縁 に近 い部 分 で

は,新 しい堆積物 がほ とんどな く,こ こは基盤岩か らなる らしいことが明 らか にな った。 これ は,こ の地域 で,起

伏 の大 きいいわゆ るinner　shelfの みで な く比較的平坦 なouter　 shelfも また堆積面で はな く,氷 床拡大 時 に氷 床

に覆われ侵食を受 けた侵 食からなるところがあることに,明 確 な証拠 を支え るものである。また,(b)ア ム ンゼ ン

湾で は,沈 水氷食谷の谷壁上端付近 に沿 って,沈 水側堆石 と考 え られる堆積物が見出 された。 これ は氷床 がその拡

大時か ら現海岸 まで衰退す る途 次の氷河作用 とその後 の海面変化 を示 す。

(2)各 種 の堆積物中の ア ミノ酸分析 の結 果,18種 の蛋白質構成 ア ミノ酸 と,4種 の非蛋 白質構造 ア ミノ酸が検 出

された。 この うち大部分 を占める中性 ア ミノ酸を除 き,微 量成 分 としての塩基性 ア ミノ酸,酸 性 ア ミノ酸 非蛋白

構成 ア ミノ酸 を端成分 とす る三角 ダイヤ グラム上に,分 析結果をプ ロッ トす ると,現海底堆積物及 び隆起海成堆積物

は非蛋 白構成 ア ミノ酸 に相対的 に富む位置にプ ロッ トされ る。他方,淡 水湖底堆積物 は塩基性 ア ミノ酸 に,還 元湖

底堆積物及 び隆起珪 藻質海成堆積物 は酸性 ア ミノ酸 に富み,こ れ らの三角ダイヤ グラム上 の分布パ ター ンは温帯 に

おける従来 の傾 向と異 って いる。

また,海 底堆積物及び陸成層中のD-alloisolencineの 含有量が比較的大きいことか らみて,　L-enantimer　 の

バ クテ リア及び続成作用 による変質 の影響 はないものと考え られ る。 こうしたア ミノ酸 産出は,こ の近傍 の氷床 ド

に,非 変成 の堆 積岩(グ ンネ ラスバ ンクか ら新 三紀 とされ る凝灰質砂岩の礫が得 られている)が 分布す る可能 性を

示すのか も知れない。
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(3)リ ュツォ ・ホルム湾沖 を含む20°E～70°Eに わたる海域の7地 点 か ら,ソ 連隊 によ って得 られた有孔虫遺 骸

群集にっいて,そ の群集分布 群集組成の特徴が明 らかに された。 これ らは別 に行われてい る リュツ ォ ・ホルム湾

大陸棚での結 果 と比較検討 されている。

(4)以 上の ほか、生物部門共同研究 の一環 と して行われてい る珪 藻類 の分布 に関連 して,本 研究 の一部 として も

海底堆積物 コア中の珪 藻遺骸群集 が調べ られ,種,組 成,殻 数の地理 的分布 が明 らか にされっっあ る。

南 極 地 域 に お け る 鉱物 資 源 の ポ テ ン シ ャ リテ ィー につ い て の地 球 科 学 的 研 究 ※大 町 北一 郎(山

形大学理学 部教 授),金 谷 弘(地 質調査所主任研究官),兼 平慶一郎(千 葉大学理学部教授),西 山 孝(京 都

大学工学部講師),奥 野孝 晴(動 力炉 ・核燃料開発事業団室長):吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教 授),白 石

和行(助 手)

〔研究成果 〕

本年度 は,次 のよ うな研究計画 によ って作業 を進め た。

(1)昭 和57年 度について は,前 年度 に討議 した如 く,南 極地域の鉱物 ・エネルギー資源 にっ いて調査を してい る

諸外国 の現状 にっ いての情報収集 を行 い,そ の結果公開 されて いる文献を収集 し,そ のポテ ンシャ リティーにっい

て検討 した。 これを さらに継続 した。

② 昭和58年 度 にっ いて は,南 極地域 の南極大陸 における鉱物資源 ・エネルギー資源 につ いて,と くに探査開発

の可能性 につ いての技術的 な検討をお こな ったが,今 までに報告 され た資料か らみる と,す ぐ探査開発を実施す る

よ うな地域 は見出す ことは出来ないが,非 鉄 金属(銅 ・鉛 ・亜鉛)資 源にっいては,南 極半 島地域が注 目されて い

る。 ただ しこれ らの地域 にっ いて は,露 頭 の発達 が若干 み られ るのみで,そ の品位および埋蔵鉱量を算出す るだ け

の資料 はまだ発表 されて いない。東南極地 区で はペ グマ タイ トの発達が いち じるしいので希金属資源鉱物の発達が

み られ,こ れ らの鉱物の種類 とその化学成分について検討 を若干 おこなった。 しか し,こ れ も鉱量 と して,ど の位

の ものが考 え られるかわか らないので現在検討中であ る。 またエネルギー資源 として,南 極横断 山脈 に発達す る石

岩 資源 にっいては低 カロ リーの石炭資源が知 られてい るが,そ の鉱量 にっ いて も算出する ことが出来 るだけの資料

が発表されていないので,最 終年度であ る昭和59年 度 には,南 極大陸 および周辺地域 にっいて,5地 区に分 けて,

それぞれの地区別 による探査開発の可能性 の高 い地区を選 出 し,そ の選出地区についての探 査方 法,探 査期間 およ

び鉱種 にっいての検討 を行 う。

また探査 ・開 発によ って生ず る環境への影響 にっいて科学的評価方法 を検討す ることに した。

東南 極 地 域 に お け る鉱 物 資 源 の 地 球 化 学 探 査 に 関 す る研 究 ※椎川 誠(秋 田大学教育学部教 授),

久保田秀紀(和 田大学教育学部研究生):矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)

〔研 究成果 〕

本研究 は東南極地域 か ら採集 した岩石中の主成分及 び微量成 分元素 の地球化学的分布特性 を明 らかに し,鉱 物 資

源探 査におけ る基礎 的デー タを得 ることを目的 と して いる。

研究方法

調査地域の各露岩地域 を単位 グ リッ ド面積 の大 きさの グ リッ ドで区切 り,各 グ リッ ド内で最 も広 く露出 して いる

岩石をその グ リッドの代表試料 とした。

試料調整 と分析法

岩石試料 は粗砕後,タ ングステ ンカーバイ ト製容器の デ ィスク ミルによ り200メ ッシュ以下 に粉砕 した。粉末ペ

レッ ト成型器 により岩石粉末を加圧(全 圧20t),φ40%大 のペ レッ トを作成 した。 このペ レッ ト中の元素 を全 自動蛍

光X線 分析装置(フ ィリップ スPW-1400型)で 分析 した。定量元素 はSiO2,TiO2,AIP,,　 Fe　203,　MnO,　 MgO,

CaO,　 PP5,Cu,　 Pb,　Zn,　Ni,　Co,　Cr,　Zr,　Y,　Rb,　Sr,　Ba及 びVの22元 素 である。

これ らの元素の賦存状 態 と岩石中の鉱物組成 との関係 を明 らか にす るため に,ラ ングホ プデ及びスカルブスネス

産 の岩石 の薄片 を作 って検討を行な った。
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分析結果

1元 素 の分布特性

1)東 オ ングル島の岩相区分図 と,Zr,　Y,　Cu,　Ni,　Sr及 びVの 濃度分布図を作成 して検討 した 。ZrとYと は類

似 した濃度分布傾 向を示 し,こ れ らの元素 の高濃度分布地域 は,ざ くろ石片麻岩の分布 と一致 す る。 この両成分 は

他 の研究対象地域 の各種岩石 の中で も最 も高 い濃度 を示す。

2)こ れに反 してCu,　 Ni,　Sr及 びVの 元素群 は同 じ濃度分布傾向を示 し,ざ くろ石片麻岩中で は低 い含 有量 を

示 す。

3)全 地域 の岩 石種の中で東オングル島産 のざ くろ石片麻岩 中のMg/(Fe+Mg　 )　,Ca/(Ca+Na+K)比 は低い値

を示す。

4)ス カー レン産片麻岩質花 商閃緑岩 はBeの 含有量 が全地域 の各種岩石 に比 して最 も高 いことで特徴づ け られ

る。

II　数値 解析

岩相の地球 化学 的特 性を検討す る目的で研究対 象地域 の全岩石 中の主成分及 び微 量成分 の分析結果 にっ いて,相

関係数 主因子分析の数値解析を適 用 してみた。 これか ら第1因 子 はTi,　Al,　Fe,　Mn,　Mg,　 Ca,　Na,　P,　Zn,　Ni,

Sr及 びVの 元素群で代表 され る。第2因Fで はK,　Pb,　Y,　Rb,　Baの 元素群 で特徴づ け られ る。

南 極 周 辺 海 域 の 重 力 分 布 の 研 究 ※瀬川爾 郎(東 大海洋研助教授),春 日 隆(東 大海 洋 研助 和:神

沼克伊(教 授),楠 宏(教 授)

3年 間の共同研究 は昭和58年 度で一応の区切 りを得たが本研究で実施 された研究 を大別 すれば以 トのようになる。

1)

2)

3)

4)

第22次 と23次 南極観測 における海 ヒ重力観測で は,

至 る大陸 の沖合 において重力測定が なされ,

るデー タと、他船 によ る日本 のデー タ,お よび外国の デー タを使用 して,南 極大陸か ら周辺海域　(50e　S～goe　S)

にわたる重力分布 の作製 を試 みた。新 砕氷船 「しらせ」に装備 したNIPR-ORI型 船上 重力計 は基本的 にはふ じの

もの と同 じであるが,重 力計室 の装備 やデー タ処理が大 巾に改 善された。

砕氷船ふ じによる第22次 南極観測 による重力測定のデー タ処理。

同,第23次 南極観測 による重力測定の デー タ処理。

海洋衛星SEASAT測 高 デー タによる南極周辺 海域 の ジオ イ ドの評価。

新砕氷船 しらせ の海 上重力測定 システムの開発。

ウ ィルクス ラン ドか らク イー ンモー ドラン ド(昭 和 基地)に

フ リーエア異常 とブーゲー異常が もとめ られた。 これ ら 「ふ じ」によ

南 極 プ レー ト境 界 に 発生 す る地 震 の発 生 機 構 ※川崎 朗(富 山大学理学部助教授):神 沼 克伊(教

授),渋 谷和雄(助 手)

南極 プ レー トは,周 辺を海洋中央海嶺 だけに囲まれた唯… のプ レー トであ り,プ レー ト境界及び内部での地 震発

生の メカニズムに は大変興味深 いものがあ る。

56年度 は,太 平洋 一南極海嶺,エ ル タニン断裂帯で1963年 か ら1977年 の間に発生 したMs5.8以 上の12個 の地震す

べて のメカニズムと地震 モーメ ントを求 めた。 その結果エ ルタニ ン断裂帯 のよ うに拡大速度 の速 い中央海嶺 に属す

る断裂帯 では,ト ランスフ ォーム運動の大部分 は非地震的に進 行 してお り,期 待 され る量の10%程 度 しか地震 モー

メ ン トは解放 しない ことがわか った。 これ は速 く拡大す る中央海嶺で は地殻及び上部マ ン トルが熱 くてやわ らか い

ためである と考え られる。

57年 度 は,南 極半 島一 ドレイク海峡地域で1963年 か ら1977年 の間 に発生 したMs6.5以 ヒの4っ の地震 の メ カニ

ズム と地震 モー メン トを求 た。 その結果,こ の地域で は,ト ラ ンスフォーム型,中 軸谷iE断 層型,イ ン トラブ レー

ト型の地震 として最 大級 の大 きな地震 が発生 して いることがわか った。 これ は,ド レイク海 峡が大変遅 く拡 大する

中央海嶺 であ り,こ の地域 の ヒ部マ ン トル地殻が冷 た くて固 いためで あると考え られ る。

昭和58年 度 は,南 極 プ レー ト境 界か ら範囲 を拡 げ,世 界中 の海洋 プ レー ト内地震の発生機構 に着 目した、)1963年

か ら1979年 までの間に発生 したMs4.7以hの 海洋 プ レー ト内地震11個 に対 し,モーメ ントテ ンソル インバ ージョン

一84一



法によ り,発 震機構 と地震 モーメ ントを決定 した。得 られた発露機構 は海嶺軸の走向 に直交す る主圧力軸を持 つ逆

断層型又は横 ズ レ断層型が卓越す る。 この ことか ら,海 洋 プ レー ト内の広域造構応力場が リッジプ ッシュフォース

に支配 されている ことがわか った。

海洋底年代 とサイス ミシティ(単 位面積当 りの1963年 一1979年 に発生 したMs4.7以 上の地震の個数)は,若 い

(すなわち中央海嶺 に近 い)程 大 きく,古 く(遠 く)な るに従 い小 さ くなる。同時 に,海 洋底年代 と海洋プ レー ト

内地震 のモーメ ン トの大 きさは同 じ傾向にあ る。 この2っ の事実 は明 らか に,中 央海嶺で発生 した リッジプ ッシュ

カが中央海嶺 か ら離 れるに従 い消散 して行 くことを示 している。南極 プ レー ト内 にはサブダクシ ョン地帯 もな く,

中央海嶺 で発生 した リッジプ ッシュカ は南極 大陸に到達 す るまでの間 に消散 して しまい,南 極大陸 は広域造構応力

のない状態 におか れて いる。それが南極大陸で地震活動 が極端 に低 い主原因で あると判断 され る。

次に,プ レー ト運動 の絶対速度 とサ イス ミシィテ ィの関係 を調べ ると,絶 対速度の小 さいプ レー ト程,サ イス ミ

シィテ ィが小 さいことがわか った。 この ことはプ レー ト内地震 の活動度 に,ア セノスフェアのプ レー ト運動 への抵

抗 が,あ る程度 の役割 を課 して いることを示 している。南極 プ レー トは,絶 対速度の きわあて小 さいプ レー トで,

それ も南極 で地震活動度の低 い理由の1っ と考 え られる。

昭和 基 地 を中 心 とす る南 極 大 陸 の 熱流 量 分 布,重 力 分 布 な ら び に地 磁 気 と地 殻 傾 斜 変 動 の 解 析

※神沼克伊(教 授),木 下 肇(千 葉大学理学部助教授),浅 沼俊夫(千 葉大学理学部助手):渋 谷和雄(助 手)

1.熱 流量

1982年 度 も昭和基地で継続 された地温観測 デー タの解析 を行 った。地表温度 変化 の地下深部 への影響,最 高,最

低地温 の気温極値 に対す る時間的な位相 の ズレなどの変動パ ター ンにっいて前年度 のデー タと合 わせ解析 した。

2.重 力

1981年 に実施 した重力測量の デー タの整理を完了 し,　JARE　 DATA　 Report　 (Nα89)と して出版す るとともに,

重力 異常 を もとに地下構造にっ いて若干 の考察 を行 なった。

3.地 殻傾斜変動

1982年 度 に得 られた昭和基地 での埋設型傾斜計 のデータを解析 した。その変動パ ター ンは前年 と同 じで,冬 の間

の大 きな変動が夏季 には元に復する結 果を得 ている。

氷 震 と極 微 小 地 震 の ア ナ ロ ジー ※神沼克伊(教 授),宮 下 芳(茨 城大学理学部助手),渋 谷和 雄(助

手)

茨城大学理学部が棚倉構造線(茨 城県北部)に 関す る総合調査のため,臨 時観測網 を設置 し極微小地震観測 を行

なったが,そ の データを もとに氷霧 デー タとの類似 を見 るための デー タカタログを作成 した。

棚倉構造線 は日本最大級 の破砕帯 で,こ の構造線 により中生代 日本列島 は西南 日本 と東北 日本 の2大 地質構造区

に分 け られて いた と言われ る。1983年10月7日 か ら12月27日 まで地震 に対 し7観 測点 で記録 の得 られて いるもの に

っ いて震源決定を行な った。求 め られた震源(総 数658ヶ)の うち深 さが100km以 浅にあ るものか ら更 にそれ らの地

震 の うちの震央が北緯36°-37° 範 囲にある ものの東西断面への投影分布図を作成 し,そ のなかか ら震源 が比較的

浅 く,震 央距離が長 い茨城県沖地震 について各観測点 での記録波形を調べ,前 年度同様 のデー タカタログの作成 を

行 な った。最終年度 は統 計計算,ス ペ ク トル計算等 を行 ない氷震 と微小地震の比較 を行 な う。

エ レバ ス火 山 の 山 体構 造 と地 震 活 動 の研 究 ※下鶴大輔(東 京大学 地震研究所),横 山 泉(北 海道 大

学理学部),高 波鉄夫(北 海 道大学理学部),植 木貞人(東 北大学理学部):神 沼克伊(教 授),高 木 章雄(客 員

教授),渋 谷和雄(助 手)

前年同様 に地震活動(地 震回数,震 源分布 など)を 調 べたほか,ス トロ ンボ リ式噴火の メカニズムの解明のため,

次 の研究 を行 なった。　Erebus火 山はStromboli式 噴火 をす ると報告 されて いる。1983年1月 一3月 の期 間 に得

られた地震及 び低周波音波のデー タ解析 か ら噴 火の時間間隔 の統計 をとった。 その結果 によれ ば,　 Poisson分 布

を示 す こと,や や噴 火間隔の長 い部分で は,　Gauss分 布の徴候が見 られ る。　Stromboli,伊 豆大島,秋 田駒 ヶ岳
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の噴火ではGauss分 布 を示 す ことが報告 されて いる。そこでこの差異が生ず る原因について考察 し,　Stromboli

式噴火の メカニ ズムにっいて一 つのモデルを考 えた。

液体のNormalboilingで は発泡の時間間隔はPoisson分 布 を示す ことが判 って いる。 これ に対 して突沸 では,

発泡 の時間間隔 はGauss分 布を示す ことが実験で確 め られ た。従 ってErebus火 山の噴火 はNormalboilingで

説明可能 で,発 泡開始 が起 る地 下2-3kmの 火道 中のマグマに不純物(固 体)が 浮遊 していればよい。一般にStro-

mboli式 噴火 のメカニズムとして は過飽和 マ グマ中で発泡が起 る もので あると しなが らも,ど の深 さで,ど う して

発泡 が起 るか にっ いて は解明 されていない。爆 発地震 の深 さはErebus火 山で山頂下2kmに まで分布 し,そ のよ う

な深 さで発泡 を起 させ ることは,今 までの考えで はかな り困難 である。一方,理 論的,実 験的研究 によれば圧 力が

高 ければ高 いほど,少 ない過熱で烈 しい発泡が起 ることが判 っている。従 って過飽和度 の小 さいマグマで も,飽 和

温度 よ り少 しばか り高 い温度 を加 えてやれば,か なり深 い所で烈 しい発泡を起 す ことが出来 る。

そ こでErebus火 山のStromboli式 噴 火のメカニズムにっ いて次のよ うなモデルを考 えた。

1.想 定 され るマ グマ溜 りの中では,通 常期待 される対流 システムの ほか,温 度 の高 い下部 か ら,高 温 のblob

が時 々浮上 してマ グマが満た してい る火道下部 に侵入 して くる。

リ
ム

0

0
σ

る

高温のblobは その周辺のマ グマの飽和温度 よ り少 しで も高温であれば,圧 力がか なり高 いため発泡 が始 ま

発 泡 の時 間 的 間 隔 は火 道 下 部 のanorthoclaseの 結 晶 の濃 度 に よ りNormalboilingの パ タ ー ン と な り,

従 ってPoisson分 布 を示 す こ と にな る。

4.一 方Stromboli,秋 田駒 ヶ岳,伊 豆 大 島 で は 火道 中 の マ グマ はか な り均 一 で 固 体obstacleも な く突 沸 的 な

発泡を起 し,従 って噴 火間隔 はGauss分 布 とな るで あろう。

リ ュツ ォ ・ホ ル ム 湾周 辺 地 域 の環 境 汚 染 の化 学 的研 究 ※立川 涼(愛 媛大学農学部教 授),日 高 秀

夫(愛 媛大学 農学 部技術補佐員):吉 田栄夫(教 授),星 合孝男(教 授),森 脇喜一(助 手)

第22次 南極地域観測(昭 和55年11月 ～57年3月)に おいて採集 した大気,氷 雪,海 水,無 脊椎動 物,魚 類,ウ ェ

ッデルアザ ラシ等 に加えて,別 途入手 した ミンククジラ,各 種 イルカ類,魚 類 などの化学分析を行 い,　DDTs,

PCBs,HCHs,ク ロルデン化合物 などの有機塩 素化合物 の地球 規模 での輸送 と南極地域 にお ける有機塩素化合 物 と

重金属類 の環境動態 にっいて検討 した。本年度 にえ られた成果の概 要 は次の通 りであ る。

1)昭 和基地近辺 で採取 した底生魚,シ ョウワギス中 のPCBs濃 度 は,基 地か ら風上方 向に約13km離 れ た と っ

っ き岬で採取 した シ ョウワギスより約30倍 高 く(P<0.001),DDTsは 約2倍 高 か った(P<0.01)。 基地近辺 の

底生生物 は,基 地 か ら漏 れたPCBsに よる汚染をかな り受 けており,　DDTsに も若干の影響 を受 けていると結 論 づ

け られる。

2)基 地 か らの汚染影響 の恐 れのない南極の海水や生物 中の有機塩素化 合物濃度 は,北 半球外洋生態系 に比べ約

2ケ タ低い。一方,大 気 中濃度 は約1/7で あ った。

北方大陸で使用 した有機塩素化合物 は主 に大気経 由で外洋お よび南極地域 まで輸送 されるが,海 水へ の移行が南

極で は厚 い定着氷 によって阻 まれ る。

3)定 着氷域で は有機塩素化合物の海洋への供給 は夏期融雪 によ り行 われ る。一次生産の活 発な定着氷下 では水

溶解度 の小 さいDDTsや 高塩素PCBsは 懸濁物に吸着 し,す みやかに沈降除去 され,そ の結果,海 水濃度 が著 し

く低下 す る。 低い海水濃度 を反映 して,生 物中濃度 も低 い。 しか し,食 物連鎖系 における生物濃縮現象(た とえば,

有機塩素化合物の濃縮 係数)は,北 半球外洋生態系 と基本的 に一致す る。

4)海 産哺乳類 による有機塩素化合物 の生物濃縮 の数学 モデル化を試み,年 令による食性 の変化等 の生物現象 を

解 く糸 口をみいだ した。 また,世 界各地で採取 した海産哺乳類中の有機塩素濃度 は,そ の生息地域 の海水 や餌生物

中の濃度 を反映 し,地 球規模で の汚染の よい指 標 とな りうる ことが わか った。

5)南 極魚 ボ ウズハゲギス中の重金属類濃度を詳細 に分析 し,魚 類 の成長過程 における生物蓄積現象を明 らかに

した。若い魚 ほど,重 金属類 の取 り込 みと排疇速度が速 い。　CdやHgの よ うな汚染元素 の蓄積 は,暴 露期間(年

令)に 依存 して いるが,Fe,Mn,Znな どの必須元素の濃度 は,主 に生物 の代謝回転 によ って変化す ることがわか

一86一



っ た 。

南 極地 域 に お け る物 質 の生 成 ・循 環 ・収 支 に関 す る地 球 化 学 的研 究 ※綿板邦彦(東 京大学 教 養学

部助教授),中 井信之(名 古屋大学理学部教授),鳥 居鉄也(千 葉工業大学教授),村 田貞雄(千 葉工業大学 講師),

中谷 周(弘 前大学 理学 部助教授),和 田英太郎(三 菱化成 ・生命科学究所室長),村 山治太(横 浜国立大学 教育

学部助手),由 佐悠紀(京 都大学理学部地球物理学研究施設助教授),増 田宣 泰(北 海道大学水産学 部研 究生),

松本糠喜(東 京都立大学 理学 部研究 生):神 沼克伊(教 授),矢 内桂三(助 教授)

〔研究成果 〕

南極 における物質 の収支,環 境変化を把握 するために,大 気圏 水圏を中心 に地球化学 的研究 を行 った。

1.大 気 中の二酸化炭素の変動

二酸化炭素 は温室効果 を もっ大気中の化学成分 として注 目されて いるが,昭 和基地 において も第8次 より観測が

行われてい る。最近 の測定結果 によると1979年 よ り1983年 の間 の年間変動 は0.8～1.1PPMの 増加傾 向を示 して い

る。 昭和 基地 は海 に面 している為 月間最大偏差 は4.8～6.OPPMで この値 は北半球の デー タと同様 である。昭和

基地の測定によ って も南極 の大気中 の二酸化炭素 は増加を示 した。

2.昭 和基地周辺 の湖 沼水 の水質

1979年 か ら,水 汲沢,西 オ ングル大池,ぬ るめ池,舟 底池,ス カー レン大池 の各湖沼が水質 モニタ リングとして

取上 げ られて いる。それ以前のデー タとも合せて解析 した結果,水 汲沢,西 オ ングル大池 スカー レン大池 のよ う

な淡水性の湖沼の水 は化学成分の濃度変動 が著 しいが,溶 存塩分量 の多いぬ るめ池 や舟底池で は,こ こ15年程度化

学成分 の変動 は少 く,こ こに供給 され る降雪 流入水 と蒸発の収支が ほぼっ り合 っているとみ な してよ いことがわ

か った。 このことは,大 気汚染成分のよ うな微量成分 はこの湖沼水中に トラップされる可能性 を示す もので,人 類

の環境 に対 するイ ンパ ク トを調べ るの に有用である ことを示す ものであ る。

3.ド ライバ レー地域 の物質収支

3.1.ド ンファン池 の水文学的研究

南極地域 において塩分濃度 の著 しく高 い湖沼 として,ド ンフ ァン池の化学成分が どのよ うに供給 されているか を

1961年 か ら1983年 までのデー タを用 いて解析 した。その結 果,池 の水 に溶存す るCa2+,　 Cl－の相 対 濃度 は変 化 す

るがCa/C1の 値 はほぼ一定であ ること,こ の池か らの水の蒸発量 と周囲か らの流入水 との相互関係 によ り濃度 が

変動す ることが明 らか とな り,化 学成分濃度の変動 はライ ト谷の気候 変動 を反映 することが明 らか とな った。 また,

Ca-Mg-Na,Kの 相 関か ら,ド ンファン池の水 の供給源 は少 くとも2種 類 あ り,地 表水 と伏流水 とであ るこ とが

認 め られた。主 たる供給水 は伏流水であ るが,こ の2種 類 の水 の差 は溶存す るMg2+で 区別 される可能性が示 され

た。

3.2,塩 湖 の微量成分 の収支

ドライバ レーのバ ンダ湖 を中心 に,塩 湖の溶存微量成 分の測定 と解析 を行な い,流 入す るオニ ックス川,海 水,

南極大気エー ロゾルの化学成分組成 などの比較検討か ら,微 量 金属 は大気 エーロゾルか ら降水あ るいは ドライ フォ

ールアウ トと して地 表に致達 し,こ れ が氷河融水 と してバ ンダ湖に供給 され るというパ ター ンを明 らか にした。南

極周辺 には重金属の大規模 なエー ロゾル発生源 はないので,地 球規模 の大気 エー ロゾルが南極 に降下す るもの と考

え られ るので,2で 述べた と同様 に ドライバ レーの塩湖 も重金属のモニ タ リングに有効 である ことがわか った。

4.南 極 における有機物質の収 支

ドライバ レーを中心 と して,湖 沼水中および堆積物 中の有機成分 の測定 を行な い,南 極におけ る生物活動 との対比

を行 った。 バ ンダ湖 において2.6　-dimethylhexaneと 思 われる炭化水素 が同定 されたが これは従 来湖 沼で は知 ら

れて いない特異 な炭化水素 である。炭化水素のパ ター ンは湖 沼によ り異 り,こ れは生態系 と密接 な関係にあ ること

が示 された。脂肪酸,ス テ ロール類 は含有量 は少 いが高等植物起源のステロールで,こ れ らはblue-geen　 Algae

起源 と考え られる。 フェノール カル ボン酸は維管束植物 の存在す る地域 とのパ ターンを異に し,脂 肪酸の解析結果

は南極に現存す る生物 との対応がで きず,こ れらはPaleozoic～Cenozoicの 堆積岩,頁 岩中の物 と類似 しており,

南極で は,ビ ーコ ン砂岩な どの堆積岩か ら由来す るとも考え られ る。
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リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 周 辺 地 域 の花 粉 の 分 布 と環 境 ※ 山中三 男(高 知大 学 理学 部教 授),穂 積 和 夫

(名古屋大学 農学 部教授),末 田達彦(名 古屋大学農学部助手):吉 田栄夫(教 授),星 合孝男(教 授),森 脇 喜

一(助 手)

昨年度の研究 成果 か ら,南 極地域 の氷雪 中や海底 ・湖底堆積物中 に,予 想以上の花粉 ・胞 子が存在 していること

が明 らかにな った。本年度 は 主に海底堆積物 にっ いて花粉分析 をおこなった。

試料および方 法

ラングホ ブデの青氷湾 の汀線付近 と昭和基地近 くの海底か ら採取 したSilt質 の堆 積物 を試料 と して 用 いた。 こ

れ らの試料 をHFで 処理 した後,10%KOHに よ る有機質 の分解,　Zn　Cl2の 飽和溶液 による比 重選別そ して最後 に

アセ トリシス処理 を行 ってプ レパ ラー トを作成 し,検 鏡 を行 った。

結 果と考察

今回検出 した花粉 ・胞 子の うち科 または属 の レベルまで同定 できたの はPinaceae　 (マ ツ科),　Gramineae　 (イネ

科),　Chenopodiaceae(ア カザ科),　Compositae(キ ク科),　Ulmaceae(ニ レ科),　Dacrydium(ダ クリデュウ

ム属),　Nothofagus(ナ ンキ ョクブナ属)の7種 類 で,こ の他 に断定 はで きな いが,　Alnus(ハ ンノキ属),　Betula

(カバ ノキ属)お よびQuercus　 (コナ ラ属)で はないか と考え られ る花粉 も数種類検出 された。 シダ類 の 胞 子はモ ノ

レー ト型 と トライレー ト型の2種 類 がみとめ られた。

上記の花粉の うちで,　DacrydiumとNothofagusの2属 はそれぞれ南 半球のいずれかの場所 か ら飛来 した も

の と思 われ る。 すなわち この2属 に含まれる植物 は,現 在主 に南半球にだけ 自然分布 してい るのである。 その他 の

属または科 に含まれる植物 は南北両半球 にみ られ るものであ る。 いずれ にして もこれ らの花粉 ・胞子 を生産 した植

物 は,現 在の南極大陸 には全 く存在 しない もので あるか ら,少 くとも4,000km,あ るい はそれ以上 の距 離 を飛 来 し

た 〒とにな る.ヤ ら雇Alr・、　 や　　tulaの 花粉 の同定 がた しかだとなると,こ れ らは北半球 か ら飛んで きた可能 性

もあ る。

今回の分析結 果で も,単 位 ・積蓑(100g)の 。iエtl料に含 まれ る花粉 ・胞fの 総数 は,青 氷湾の方がかな り多い。 この こ

とはすでにのべたよ うに,雪 どけ水が集ま りやすいと ころで は,雪 の中 に含 まれて いた花粉が集積 されやす くな っ

て いるもの と思われ る。 すなわち,昭 和基地付近 の海底 では,た またまその場所 に飛来 して きた花粉 ・胞 子が堆積

す るだ けであ るが,青 氷湾のよ うに周辺 の陸地 か ら雪 どけ水 が流入 するところで は,広 い地域に落 下していた花粉 ・

胞子が一地点 に集積 され るのであろ う。

イ)特 別共同研究

南 極 地 域 にお け る地 殻 構 造 の 解 析 ※木崎 甲 子郎(琉 球大学理学部教授),大 町北 一郎(山 形大学揖学 部

教授),藤 原健蔵(広 島大学理学部教授),松 本径 夫(山 口大学理学部教授),島 村 英紀(北 海道大学 理学 部助教

授),岩 崎貴哉(北 海道大学理学部助 手),川 崎一朗(富 山大学理学部助教授),木 ド 肇(千 葉 大学 理学 部助教

授),佐 々木清隆(東 北大学理学部助 和,吉 田 勝(大 阪 市 、γ大学理学 部講師),伊 藤 潔(京 都 大学理 学 部助

手),伊 神 輝(名 古屋大学理学部助 手),岩 田修二(都 立大学理学 部助 手):占 田栄 夫(教 授),高 木 章雄(教

授),神 沼克伊(教 授),森 脇 喜一一(助 手),白 石和行(助 手),渋 谷和雄(助 手)

南極地域 の地殻構造 の解析 は,航 空機か らの諸探 査を含む リモー トセ ンジング,地 上における物理探査,地 形及

び地質調査等 の成 果を総 合的 に解釈す ることによ って進 め られ る。20次 一22次 南極観測 の間 に得 られた これ ら各種

のデー タの一次処理 が初年度 において行われて,そ の個別的な解析結 果が出は じめた。第2年 次 にお いて は、 さら

にそれを進 め るため,各露岩地域 の岩石 の化学分析や年代測定,鉱 物学 的 ・岩 石学 的研究,地 形分析,地 磁気 測 定

及び重 力測定結 果の集成,人 工地震観測結果の再検討な どを行 った。

これ らの結 果のい くっかを示せ ば次 の通 りであ る。 まず,　Rb-Sr同 位体法 による年代測定 では,東 オ ングル島

及びや まと山脈 の岩石 について,両 者 とも新 たに約7億 年の年代値が求 め られた。 これは,こ れまで知 られ ていた

4～5億 年,あ るいは11億 年 という年代 と異 なるものであ り,従来の地 質構造 発達 史の再検討 を うなが す もの と し

て注 目され る。 両地域 のSr初 生値 には大きな差 も見出 され,変 成岩類年代 の意義,試 料採取 方法 の検討 な どを 合
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めて,次 年度 にもさ らに組織的に継続 され る予定 である。

プ リンスオ ラフ海岸で は,東 方 のナ ピアー岩体 西方 の リュツォ ・ホルム湾東岸の両 グラニ ュライ ト相変成岩 の

間にあ って,角 閃岩相 を示す変成岩が分布 し,東 か ら西へ向 って変成度を高め ることが明 らかに され,こ れに関連

して,角 閃岩相か らグラニュライ ト相に移行す る過程 の研究 が 中性～塩基性組成 の岩 石中のhornblendeの 組成

変化 を中心 に検討 され た。 また,こ の地域 に発達 する地質構造が明 らか にされ,こ れ らと変成作用,変 形作用 との

関係 が調 べ られた。

人工地震観測記象 と理論記象の関係の検討 か らは,地 震波 の深 さ方向の速度分布 にっ いての新たなモデルが提示

された。 また,航 空磁気測定 重力測定の結 果が整理 され,デ ー タレポー トと して提示 され るとともに,磁 気異常

分布 と地形 の対応,重 力異常分布 と地形 ・地下構造 の対応関係 などが予察的 に検討 された。 また,測 地 衛星利用 の

測量 を含めて,こ れ らの測地学的観測の評価 も行われた。 ローカルには,た とえばや まと山脈での重力 測定結果 か

ら,や ま と山脈主 山塊群 と数10㎞ 西方の小 ヌナ ター ク地域 とでは重力異常 にか なり差があ り,構 造単元 の違 いがあ

る可能性 がある ことが示唆 され た。

や まと山脈 ではまた,過 去の氷床拡大時の氷河作用 にっいての資料 が補足 され るとともに,山 頂 高度 や平坦面 の

分布な どの地形 と地質構造か ら,比 較的最近 の地盤運動 にっいての資料 を得 る可能性があ ることが示 された。 さ ら

に山地 内の,他 の方法 では知 ることが難 しい諸氷河の基盤地形 を,重 力測定値 を用 いて求め ることが試 み られ,こ

れ らが氷床変動 や地盤運動 を検討す る資料 とな りうるとい う結果 が得 られた。

(3)科 学研究費補助金による研究

(奨励研究A)

先 カ ンプ リア代 南 極 産 岩 石 の 古 地 磁 気 学 的 研 究 船木 實

南極 アムンゼ ン湾地域 に露 出す るナ ピア複合岩体 は,ジ ルコン年代 で3.7～3.8b.y.と 最 も古 い岩体 と考 え られ

て いる。 この岩 体はその後3.1,2.9,2.5b.y.に 変成を受 け,2.35,1.19,0.52,0.48b.y.に 岩脈 の貫 入 があ っ

た。 ナ ピア複合岩 体か ら採集 された10個 の古地磁気学 用岩石試料 にっいて,　NRMの 交流消磁 ・熱 消磁,　 ARM・

IRMの 獲得 と交流消磁 に対 する安定性,熱 磁化曲線 とEPMAに よ る磁性粒子 の種類の同定,そ れに磁気的履歴特

性等 を調べ,岩 石が最終 的に加熱 された時 の磁極の位置 と,そ の時の地球磁場強度 を推定す る研究を行な った。 測

定 には超電導岩石磁力計,ス ピナー磁力計,振 動型磁力計な どを用いた。測定結果,5個 の試 料 は安定 なNRM

を持つが(Aグ ループ),他 の5個 は不安定で ある(Bグ ループ)。Bグ ループはAグ ループに比 べ保磁力が小 さ く,

ARMの 交流消磁に対す る安定性 も小 さいが,磁 性粒子 は両者 とも磁鉄鉱 であ る。Aグ ループのNRMは1400e

で交流消磁 した時 よりも,480℃ で熱消磁 した方が αg5が小 さくな り,ま とまりがよ くな る。 この時 の平 均 の磁 化

方 向は伏角 一82.9度,偏 角39.3度 で正帯磁 を示 す。 この値か ら求 まるみかけの磁極の値(UGP)は 南緯75.0度,東

経14.5度Ctgs==8.2で あ る。この値 は種 々の磁気試験 の結果,岩 石が540℃ のキュー リ点 を通過 して冷却 した時の磁極

の値 と推定 され る。岩石学的研究結 果,ナ ピア岩体 が540℃ を通過 した時期 は2.5b.y.と 推定 され,以 後岩 脈 の貫

入はあ ったが試料採集地で はその影響 はなか った と推定 されている。 それ ゆえ この岩体 は2.5b.y.の 地磁気 を記憶

してい ると推定 され る。一方 アフ リカの2.5b.y.の 磁極 の値 と今回得 られた南極の値 は,近 い位置 にあ るが一致 し

ていない。 この矛盾 はパ ンゲアとの関係 も含めて今後 の研究課題 である。 またこの当時の地球 磁場強度を求め る実

験 はテ リ工法 で行 な ったが,誤 差が多 く期待 され る値 は求 め られなか った。
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(4}研 究成果の発表

.ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者(所 属) 詩 名 ・巻 号 ・頁 発 表 年 月

や ま と山脈 の基 盤 岩 類 のK,Rb,Sr,Th,Uの 存 白石 和行 南 極 資 料,79,30--41 58.9

在量 金谷 弘(地 質調査所)

Aluminam　 Silicates　 in　 the　 Prince Hiroi,Y.(金 沢 大) Mem.　 Nat1.　 Inst. 58.10

Orav　 and　 Soya　 Coasts,　 East　 Antarctica Shiraishi,　 K. Polar　 Res.,　 Spec.

Yanai,　 K. Issue,28,115-132

Kizaki,　 K.　 (琉 球 大)

.

Petrochemical　 character　 of　 the Shiraishi,　 K.

syenitic　 ro℃ks　 from　 the　 Yarllato Asami,　 M.　 (岡 山 大) 〃 //

Mountains,　 East　 Antarctica. Kanaya,　 H.　 (地 質 調 査

所) 183-198

Mineral　 paraqeneses　 of　 basic　 to Asami,　 M.(岡 山 大) 〃 〃

intermediate　 metamorphic　 rocks　 in　 the Shiraishi,　 K. 198-214

Yamato　 Mountains,　 East　 Antarctica.

Geoloqy　 and　 petroloqy　 of　 prince Hiroi,Y.(金 沢 大) Antarctic　 Earth 58

Olav　 Coast,　 East　 Antarctica. Shiraishi,　 k. Science,　 32　 -　 35

Yanai,　 K.

Kano,T.(山 口 大)

Yoshida,　 S.　(高 知 大)

Geoloqy　 and　 petroloqy　 of　 the　 Yamato Shiraishi,　 K. Antarctic　 Earth 58

Mountains. Asami,M.(岡 山 大) Science,　 50　 -　 53

Ohta,　 Y.　 (ノ ル ウ ェ ー

極地研)

Geoloqy　 of　 Western・ ・Nepal　 and　 a Arita,K.(北 大) Jour.　 Fac.　 Sci., 59.2

comparison　 with　 Kumauh,　 India. Shiraishi,　 K. Hokkaido　 Univ.,

Hayashi,　 D.　 (琉 球 大) ser.IV,21(1},1-20

Explanatory　 text　 of　 Geological　 Map Yanai,　 k. Antarctic 59.3

of　 Akarui　 point　 and　 Naga-iwa　 Rock, Kizaki　 K.(琉 球 大) Geological　 Map

Antarctica. Shiraishi,　 K. Series,　 Sheet　 20.

Hiroi,Y.(金 沢大)

Kanisawa,　 S.　(東 北 大)

南 極 吉田 栄夫 「両 極 ・海 洋 」31 58.9

31-144

Geornorphic　 nature　 of　 some　 unconsoli一 Yoshida,　 Y. Mem.　 Natl.　 Inst. 58.10

dated　 deposits　 in　 the　 Langhovde　 and Polar　 Res.,　 Spec.

Skarvsnes　 areas,　 Soya　 Coast,　 East Issue,28,231-239

Antarctica.

1」andforrn　 of　 Mt.　 Riiser-Larsen, Yoshida,　 Y.
〃 〃

Arnundsen　 Bay,　 Enderby　 Land: Moriwaki,　 K. 240-246

Results　 of　 a　 Prelimilユary　 survey.
!

|1
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麗 日 著 者(所 属) 詩 名 ・巻 号 ・頁 発 表 年 月

Submarine　 topOgraphy　 of　 Ltitzow一 NIoriwaki,　 K. Nlenユ.　 Nat1.　 Inst. 58..3

Holn〕 　Bay,　 .Antarctica.
～.

YOshida,　 Y. Polar　 Res.,　 Spec.

Issue,28,247-258

Explanatory　 text　 of　 Geomorphologica1 Hirakawa,　 K.　 「山 梨 大 〕

Nlap　 of　 IＬanghovde,　 Arltarctica. Ono,　 Y.　 ・筑 波 大)

HaVashi,　 NI.　 (島 根 大)一

Aniya,NI.(筑 波 大)

Iwata,　 S.　 (都 立 大)

Fujiwara,　 K.　 (広 島 大)

Moriwaki,　 K.

Yoshida,　 Y.

南極 にお ける人工地震観測の概要(続) 伊藤 潔(京 大 ・理) 南極資料No79 1983

伊神 揮(名 大 ・理) 107--133

渋谷 和雄
神沼 克伊
片 岡 信 一

1982-1983年 マ ク マ ー ドサ ウ ン ド地 域 の国 神沼 克伊 南極資料Nα80 1983

際共同観測報告 5864

南極大陸氷床上の重力 ・地磁気 渋谷 和雄 月 刊 地球Vo1.6,Nα6 1984

神沼 克伊 355-364

1981-1982年 マ クマ ー ドサ ウ ン ド地 域 の 国 渋谷 和雄 南極 資料Nα81 1984

際共同観測 岡山 宗夫(北 大 ・理) 95-101

寺井 啓

Surface　 ship　 gravity　 meter　 NIPRORI-1 Segawa,　 J.　 (東 大 ・海 Marine　 Geodesy, 1984

洋研) Vol.7,271-290

Kasuga,T.(　 〃　 )

Kaminuma,　 K.

Geophysical　 investigation　 in　 the　 easte一 Kalninuma,　 K. Antarctic　 Earth 1983

rn　 part　 of　 LUtzow-Holm　 Bay, Shibuya,　 K. Science,　 ed　 by　 R.L.

Antarctica Oliver　 et　 al.,

Camberra,　 Austra一

lian　 Academy　 of

Science,519-521

Heat　 flow　 measurements　 in　 LUtzow一 Kaminuma,　 K.
〃 1983

Holm　 Bay,　 Antarctica-A　 preliminary Nagao,　 T.　 (千 葉 大 ・理) 515-518

study一

Seismological　 Observation　 on　 Mount Takanami,　 T.　 (北 大 ・
〃 1983

Erebus,1980-1981 理)

Kienle,　 J.　 (Univ.　 of

Alaska　 ) 671-・674

Kyle,　 P.R.　 (Ohio　 Sta一

te　 Univ.　 )

Dibble　 R.R.　 (Victoria

Univ.　 )
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題 目 著 者(所 属) 詩名 ・巻号 ・頁 発 表 年 月

Kaminuma,　 K.
■

Ground　 tilt　 observations　 at　 Syowa Kaminuma,　 K. Mem.　 Natl　 Inst. 1983

Station,　 Antarctica　 Part　 1.　Borehole Nagao,T.　 (千 葉 大 ・理) Polar　 Res.,　 Spec.

tiltmeter Univ.　 Faculty　 Sci. Issue,28,27-32

Seismological　 observations　 on　 Mount Takanami,　 T.
〃 1983

Erebus,　 Ross　 Island,　 Antarctica, (北 大 ・理)

1980-1981 Kam'inuma,　 K. 46-53

Terai,　 K.

Osada,N.　 (東 大 ・震 研)

Heat　 flow　 measurements　 in　 LUtzow一 Nagao,T.　 (千 葉 大 ・理) Mem.　 Natl　 Inst. 1983

Holm　 Bay,　 Antarctica Kaminuma,　 K. Polar　 Res.,　 Spec.

. Issue,28,18-26

Sea　 gravity　 measurements　 in　 the

Antarctic　 Regions　 during　 the　 22nd　 and

23rd　 Japanese　 Antarctic　 Research

Expedition

Kasuga,T.　 (東 大 ・海 洋

研)

Fuchinoue,S.　 (海 上 保

安 庁 ・水 路部)

〃

81-92

1983

Kaminuma,　 K.

Segawa,J　 (東 大 ・海 洋

研)

Upper　 crustal　 structure　 beneath　 the Ito,K,　 (京 大 ・理) Mem.　 Natl　 Inst. 1984
.

Ongul　 Islands,　 East　 Antarctlca IKami,A.　 (名 古 屋 大 ・ Polar　 Res.,　 Ser.　 C

理) Nα15,,3-12

Shibuya,K.,

Kaminuma,K.

Deep　 crustal　 structure　 along　 the　 prof一 Ikami,A.　 (名 古 屋 大 ・ 〃 1984

ile　 between　 Syowa　 and　 Mizuho　 Statio一 理)
.

ns,　 East　 Antarctlca Ito,K.,(京 大 ・理) 19-28

Shibuya,　 K.

Kaminuma,　 K.

.

Velocity　 distribution　 on　 ice　 sheet　 ln Ikami,A.　 (名 古 屋 大 ・ 〃 1984

Prince　 Olav　 Coast,　 East　 Antarctica 理) 29-35

Kaminuma,　 K.

Gravity　 survey　 in　 LUtzow-Holm　 Bay Nagao,T.　 (東 大 ・震 研) JARE　 Data 1984

and　 the　 Mizuho　 Plateau,　 East　 Antarc一 Kaminuma,　 K. Reports,　 Nα89

tica,1981 (Earth　 Science　 1)

59-87

An　 aeromagnetic　 survey　 over　 the Shibuya,　 K. Mem.　 Nat.　 Inst. 1983

Shirase　 Glacier Tanaka,Y.　 (千 葉 大 ・ Polar　 Res.,　 Spec.

理) Issue,28,1-17

On　 the　 flow　 velocity　 of　 the　 ice　 sheet Shibuya,　 K.
〃 1983

along　 the　 traverse　 route　 from　 Syowa Ito,K.　 (京 大 ・理) 260-276

to　 Mizuho　 Stations,　 East　 Antarctica

一
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題 目 著 者(所 属) 詩名 ・巻号 ・頁 発 表 年 月

A　 study　 of　 the　 seismic　 and　 volcanic Shibuya,　 K. Mem.　 Nat.　 Inst. 1983

activity　 of　 Mount　 Erebus,　 Antarctica, Baba,M.　 (千 葉 大 ・理) Polar　 Res.,　 Spec.

1981-1982 Kienle,J.　 (Univ.　 of Issue,28,54-66

Alaska　 )

Dibble,R.R.　 (Victoria

Univ.　 )

Ground　 tilt　 observations　 at　 Syowa Kaminuma,　 K. Mem.　 Natl　 Inst. 1983

Station,　 Antarctica.　 Part　 2.Water-tube Nagao,T.　 (千 葉 大 ・理) Polar　 Res.,　 Spec.

tiltmeter Issue,28,33-42
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イ)口 頭による発表

題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

東南極大陸昭和基地周辺の変成岩の相系列と 広井 美邦(金 沢大) 日本地質学,第90年 学 58.4

記載的研究 白石 和行 術学会

矢内 桂三

東南極やまと山脈の閃長岩質岩 白石 和行 〃 〃

浅見 正雄(岡 山大)

昭和基地付近産変 成岩のRb-Sr年 代(予 報) 矢内 桂三 第4回 南極地学 シンポ 58.10

柴 田 賢(地 質調) ジ ウ ム

白石 和行

リュツォ ・ホル ム湾沿岸地域 か ら採集 された 小島 秀康 〃 〃

2,3の 特異な裏地性岩礁 について(予 報) 矢内 桂三
白石 和行

松本 径 夫(山 口大)

南極 横 断 山 脈Carapaceヌ ナ タ ー ク産 ジュ ラ 西田 民雄(佐 賀 大)
〃 〃

紀カイエ ビ類化石 について 楠見 久(鈴峯女子短大)
矢内 桂三

南極 産鉱物 の記載カタ ログ作成 について 松枝 大治(秋 田大) 〃 〃

松原 聡(科 博)
矢内 桂三
白石 和行

本吉 洋一(北 大)

極地研究所所蔵の南極産岩石標本について 白石 和行 〃 〃

矢内 桂三

小島 秀康
船木 實

昭和基地周辺露岩地域の岩石地球化学 久保田秀紀(秋 田大) 〃 〃

椎川 誠(〃)

矢内 桂三

ラ ングホブデ沖諸島の地質 勝島 尚美(北 大) 〃 〃

矢内 桂三

プ リンスオ ラフ海岸 の地質構造 白石 和行 〃 〃

広井 美邦(金 沢大)
佐々木清隆(東 北大)
矢内 桂三
木崎甲子郎(琉 球大)

日 の 出 岬 のFassaite-grossular　 rockに つ 蟹沢 聡史(東 北大) 〃 〃

いて 矢内 桂三

Stauroliteの 安 定 性 に対 す るZnの 効 果 広井 美邦(金 沢大) 〃 〃

白石 和行
矢内 桂三

やまと山脈の泥質変成岩 浅見 正雄(岡 山大)
// 〃

白石 和行
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

プ リ ンス オ ラ フ海 岸 の 変 成 岩 中 のHornblen一 広井 美邦(金 沢大) 第4回 南極地学 シ ンポ 58.10

deの 組成 白石 和行 ジウ ム

大貫 仁(弘 前大)

砕 氷 船 「ふ じ」 か ら試 み た ス ハ ーカ ーに よ る 森脇 喜一 /ノ 〃

海底音波探査

昭和基地周 辺地域の堆積物中に含まれ るア ミ 佐々木清隆(東 北大) 〃 〃

ノ酸(序 報) 森脇 喜一

やまと山脈地区の重力測定と氷床下の地形の 長尾 年恭(東 大) !ノ 〃

推定 吉田 栄夫

やま と山脈の地形的特徴 について 吉田 栄夫 !ノ 〃

南 極 エ ン ダ ー ビ ー ラ ン ド ・ナ ピア 複 合 岩 体 の 船木 實 第74回電磁気学会 〃

古地磁気

アム ンゼ ン湾ナ ピア山塊の古地磁 気 船木 實 第4回 南極地学 シ ンポ 〃

永田 武 ジウ ム

南極昭和基地周辺の地殻熱流量測定結果の解 長尾 年恭(東 大震研) 地震学会(筑 波) 58.4

析 神沼 克伊

南極昭和基地周辺での重力測定 長尾 年恭(東 大震研) 地震学会(千 葉大) 58.9

神沼 克伊

南極 エ レバス火山の地震活動,1982～1983 馬場め ぐみ(千 葉大) 〃 〃

神沼 克伊
植木 貞人(東 北大)

砕 氷船 「ふ じ」および 「しらせ」の海上動測 瀬川 爾朗(東 大海洋研) 〃 〃

定 システ ム 神沼 克伊

エ レバ ス 山 の 火 山 活動1981-1982 馬場め ぐみ(千 葉大) 火 山学会(東 京工大) 58.5

渋谷 和雄

1982年10月 エ レバス山で起 った群 発地震 馬場めぐみ(千 葉大) 〃 〃

神沼 克伊
植木 貞人(東 北大)
小山 悦郎(東 大震研)

エ レバ ス 山 の 火 山 活動1981～1983 神沼 克伊 〃 〃

植木 貞人(東 北大)
小山 悦郎(東 大震研)

砕氷船 しらせの海上重 力測 定 システム 瀬川 爾朗(東 大海洋研) 測地学会(長 野) 58.10

神沼 克伊
植 田 義夫(水 路部)

南極 昭和基 地周辺の大陸氷床 の流動 について 渋谷 和雄 〃 〃

伊藤 潔(京 大地震予
知 セ ンタ ー)
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

しらせの海上重力測定 シス テム 瀬川 爾朗(東 大海洋研) 地学 シ ンポジウム 58.10

神沼 克伊 (極地研)

植田 義夫(水 路部)

南極 エ レバ ス 山 の1982-1983年 の 地 震 活 動 植木 貞人(東 北大) 〃 〃

馬場 め ぐみ(千 葉大)

神沼 克伊

小山 悦郎(東 大震研)

南極 エ レバス山の爆発地震 について 馬場 め ぐみ(千 葉大) 〃 〃

神沼 克伊
渋谷 和雄

南極 ロス島の重力測定 神沼 克伊 地学 シ ンポジウム 58.10

小山 悦郎(東 大震研) (極地研)

植木 貞人(東 北大)

南極昭和基地周辺及びみずほ高原,や まと山 長尾 年恭(東 大震研) 〃 〃

脈地区での重力測定 神沼 克伊

エレバス火山の噴火間隔の物理的解釈 下鶴 大輔(東 大震研) 〃 〃

神沼 克伊
R.R.Dibble

(ビ ク トリア大)
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(b.南 極 阻石)

(1)一 般研究

南極 陽石 の分 類 学 的 研 究 助教授 矢内桂 三

第23次 隊によ り発見採集 され た陽石の粗分類を行 った。第23次 隊採集 のやまと一82陽 石 は総数211個,約95㎏,

(平均重量,1個175g),ダ イオジェナ イ ト5個,ユ ークライ ト13個,炭 素質 陽石9個(未 処理)を 含む ことがわか

た。

第10次 隊のやま と一69陽 石以降発見 され,当 研究所に保管 されている陽石 の総数 は5,517個 に達 した。

同定分類作業 は継続実施 して きたが,本 年特 に注 目され るのは月起源 の陽石が確認 され たことであ る。 この阻石

はYamato-791197,約50gの 斜 長岩質 角礫岩 で,月 高地 の角礫岩(レ ゴ リスプレッチ ャ)に その鉱物組成 と組織

が きわめて類似 している。 さ らに,酸 素同位体比か らも月起 源であ ることが裏付 け られ た。

従来か ら大型 陽石や特殊 な陽石 にっいては,優 先的 に分類が進 め られて来 たが,　Yamato-69か ら79の1500ま で

にっいては一応終了 し,公 表 され た。58年 度 はYamato-74陽 石の うち特に小型 の ものか ら先 に全て の限石の分 類

をX線 マ イクロアナ ライザと偏光顕微鏡を用いて実施 した。 まだ,完 了 は していないが約3分 の1に っいて実施 し

た結果,小 型明石(数g以 下)の 中 にも非常に特異な ものが含まれていることが判明 した。 この ことか ら,小 型阻

石の重要性 が再確認 され,分 類作業が精力的に実施 された。

南 極 陽 石総 合 磁 気 的研 究 所長 永田 武,助 手 船木 實

我 々は従来南極 陽石 の物理物性,特 に岩石磁気学 的立場 か ら,隅 石形成時 の原始太陽系の電 磁環境 と,そ の後 に

陽石母天体および阻石 が体験 した諸現象を研究 して きた。 この中で最 も原始太陽系の状 態を気憶 してい る阻石 に炭

素質陽石があ る。本年は特に炭素質 陽石Allende限 石 について研究を進めた。

Allende陽 石の自然残留磁気(NRM)に つ いて は,今 まで何編 か ら論文 が報告 されて おり,非 常 に複雑 で あ る

ことが判明 してい る。 この中に含 まれ る磁性粒子 はNiに 富 むテーナイ ト,磁 硫鉄鉱 それ に磁鉄鉱であ り,テ ー ナ

イ トの存在が 自然 磁化 の大 きさに最 も影響 を与えて いる。 この陽石マ トリックスとコ ン ドルー ルに分 けることがで

きるが,マ トリックスのNRMは 交流消磁 に対 し極めて安定 で,ど の場所 で もだいたい一様であ るの に対 し,コ ン

ドルールのそれは一般 に不安定 である。 これ らのNRMは320℃ の熱 消磁 で,ほ とん ど消え ることか ら,　NRMは

磁硫鉄鉱 に由来す るか,隅 石が320℃ か ら冷却す る過程で周囲の磁場 を気憶 したと推定 され る。 も し後者 の立 場 で

Allende陽 石がNRMを 獲得 したと仮定すれば,そ の時の周囲の磁場 は1～30eと 推定 され る。

南極阻石中には,い くっかの炭素質陽石が含 まれ,今 後それ らの磁気的性質 とAllende陽 石の結 果を対比させる

ことにより,原 始 太陽系の一部 を推論で きると考え られ る。

■

② 科学研究費補助金による研究 ※印研究代表者

(一般研究A)

南 極 陽 石 の 分 類 学 的研 究 と 陽石 カ タ ログの 作 成 助教授 矢内桂三

(1)や まと一74陽 石の分類,663個 のやま と一74陽 石 のうち大型の陽石 にっ いて はすでに分類 が完 了 して い るの

で,本 研究で は未分類の小型陽石100g以 下 の135個 にっ いて,同 定 ・分類を行 った。 分類作業 を通 じて特 に重要

と判断 される陽石 にっ いてはX線 マイ クロアナ ライザによる精密分析,顕 微鏡 によ る観察を平行 して行 いカ タログ

作成 のためのデータを蓄積 した。特記 すべ きことは小型阻石 の中 にもユ ニー クな陽石種を多 く含み,今 回 同定 され

た中に,新 たに,Eコ ン ドライ ト2個,著 る しく再結晶 したユ レイ ライ ト,世 界で第4番 目の ロー ドラナイ ト(第

2番 目,第3番 目はいずれ もやま と陽石)各1個 が確認 され た。 これ らは阻石 の外観,特 に クラス ト(溶 融皮 殻)
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か らは全 く同定で きない もので あった。 また,い くつかの コン ドライ トは従来 の分類法で はいずれに も属 さない も

のであ り,さ らに くわ しい分析 が進 め られてい る。

12)月 起源陽石 二やまと一79陽 石 の中 にJjの 高地に産す る角礫 岩のある種 の ものときわめて類似の ものが確認 さ

れた。 この阻石 は暗灰色 の基質 の中 に多数の斜長岩質岩片を含む もので,月 のア ノーソサイ ト角礫岩 と組織 が きわ

めて類似 し,構 成鉱物 の種類 やその量比,化 学組成 につ いて も大 きな差異が ない。 方 この限イ1は従来知 られてい

るいずれのエ コン ドライ ト慣石 と も大 き く異なり,新 しい限石種 として同定 した。

図に本陽石のFeO-MnO比 を月及 びエコ ン ドライ ト限イiにっいて示 した。本限イ1は月の石の輝イf及び全 岩組 成 と

一ー一致 し
,エ コン ドライ ト阻石 とは全 く異 る ものであ ることを示 している。

O
⊆
Σ

ま
.一
≧
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(総合研究A)

南 極 鳴 石 の 物 理 物 性 の研 究 ・:・永田武.矢 内十i三.船 木實.極 地研.浜 野 汀1.松 井孝典 宮本正i芭1東

人1.藤 井直之 神ll人 地球村学.自 一}顯寛 一.・}(1卜寛之∴ 信州 ノく理学 部

南極胆 石を物理物性論的 、1ノ場.特 に岩石磁 気学.川1楚 的 な物理 量や熱 史解明じ)たy)の岩石鉱物学的研究を行な っ

た 極地研か ら配分 された胆石を最 ノく限に利 目㌻るため,非 破壊実験を第 ・段 階に臼ない,加 熱実験 などは最後に

行な った。 これ らの研究 は現在 も続 行lllてあるが次 のよ うな結論が得 られてい る、

1.岩 石磁気的研究:エ コン トライ ト 特 にユー クラ イ ト1に っ いての岩石磁気学,　ttf地磁気学的fiJF究を行な っ

たcそ の結 果,限 石母天体に存在 した磁場 は0.10e以 ドと小 さく.中 には無磁場空間 で形b父されたと考え られ るilll

石が発見され た。 ただ限石中に含 まれ る硫化鉱物 が,デ ー タの精度を悪 くしてい る、また コン ドライ トにつ いて は,

自然残留磁気の方向が,1っ の限石内で も'}1行でないことや,磁 気異方性 な どが測定 され,領 有始原物質の堆積の

様 子も研究 され た。

2.基 礎的物理量の測定:11個a)ll員 イfにっいて,比 重,孔 隙率 などが測定 され,阻 イf母天体か らの揮 発成 分 の脱

ガ スに要す る時間が,107年 と推定 され ることが判明 した。 これ は,熱 変成に要す る特 徴的な時間 よ り短 か く,阻

石母 天体 は周辺 のガスに対 し開放系であ った ことが推定 され る。 この他,限 石中の金属粒 子の肝玉と配列 にっ いて も

研究 され,磁 気異方性 との関係が研究 されている。

3.隅 石 の同定 の研究:1974年 に採集 された阻石 にっ いて,特 に熱史を考慮 に入れ再分類 された。分析 は顕 微鏡

とEPMAに より,ま たい くっかの試料にっいては全化学的組成の分類 も行な った。 その結 果南極限石中で は二 番

めのエ ンス タタイ トコ ンドライ トが発見 された。

以Lの よ うに,本 研究 は川貢調 に進 行 しているが,研 究 を対象 に した試料がまだ少 ないので,今 後 さらに多 くの限

石 を対象にする必要が ある。 また本年購入 した隈 石切断機,真 密度計,低 温温度計 はいずれ も順調 に稼動 してい る。
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㈲ 研究成果の発表
ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者(所 属) 誌 名 ・巻 号 ・頁 発 表 年 月

The　 nomenclature　 of　polymict　 basaltic Delaney,　 J.　 S. Meteoritics,　 18　, 58.6

achondrites. (アメ リカ自然史博) 103-112.

Takeda,　 H.

Prinz,　 M.

(ア メ リカ自然史博)

Nehru,　 C.　 E.

(ブ ル ック リ ン大)

Harlow,　 G.　 E.　 (〃)

Reply　 to　 B.　 Mason:　 `Definition　 of　 a Delaney,　 J.　 S.
〃

howardite. (アメ リカ 自然史博) 247-248 58.9

Prinz,　 M.　 (〃)

Takeda,　 H.

Spectral　 reflectances　 for　 rnixtures　 of Miyardoto,　 M.　 (東 大) 〃

01ivine　 and　 pyroxene　 frorn　 an Kinoshita,M.　 (東 大) 356-357 58.12

ordinary　 chondrite. Takano,Y.　 (東 大)

Takeda,　 H.

An　 electron　 petrographic　 study　 of Mori,　 H.(東 大)
〃 〃

ureilite　 pyroxenes. Takeda,　 H. 358-359

.

Degree　 of　 homogenization　 of　 eucrltes Takeda,　 H. 〃 〃

and　 their　 thermal　 history. Mori,　 H.(東 大) 403-404

A　 new　 stony-iron　 meteorite　 collection Yanai,　 K. 〃 〃

in　 the　 Yamato　 meteorites. Kojima,　 H、 429

.
A　 review　 of　 the　 Yamato-74　 meteorlte Mason,　 B. Mem.　 Nat1.　 Inst.

collection. (ス ミソ ニ ア ン博) Polar　 Res.,　 Spec. 58.12

Yanai,　 K.　 ` Issue,30,7-28.

A　 Brachina-Iike　 inclusion　 in　 the Yanai,　 K. 〃 〃

Yamato-75097　 L6　 chondrite　 :　A Matsumoto,Y.(山 口 大) 29-35.

preliminary　 examination.
Kojima,　 H.

.

Alteration　 of　 chondrules　 and　 matrlces Ikeda,　 Y. 〃

in　 the　 four　 Antarctic　 carbonaceous 93-108. 〃

chondritesALH-77307(C3),Y-790123

(C2),Y-75293(C2),andY-74662

(C2).

Chemical　 compositions　 of　 Antarctic Haramura,H.　 (東 大)
〃 〃

meteOriteS　 I. Kushiro,　 1.　 (東 大) 109-121

Yanai,　 K.

Major　 element　 chemical　 compositions Ikeda,　 Y. 〃 〃

and　 chemical　 types　 of　 chondrules　 in 122-145

unequilibrated　 E,　 O,　 and　 C　 chondrites

from　 Antarctica.
,
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2fi Z.  (fihW) itr: • `-6' •

Mineralogical comparison of Antarctic Takeda, H. Mem.  Natl. Inst. 58. 12

and non-Antarctic HED(howardites- Mori,H.  (*) Polar Res., Spec.

eucrites-diogenites) achondrites.  Delaney,  J.  S. Issue, 30, 7 — 28 .

 (7,,  9  t  ri4)
Prinz, M.  ( "  )

Harlow,G.E.  (  )

Ishii, T.  (*)

Modal comparison of Yamato and Delaney, J. S.

Allan Hills polymict eucrites.  (7 9 t 11) 206  — 223

Takeda, H.

Prinz, M.

 (724  9  t  NMCC

Chemical studies on the  Antarctic iron Nagata, T.

meteorites, Yamato-790724,  ALH-77263 Masuda, A.  (*)C ) 237 — 245

and ALH-77289. Taguchi,I.  (*BA)

Oxygen isotopic compositions of Onuma,N. ro'Klblit)

petrographically described inclusions Ikeda, Y. 301  — 314

from Antarctic unequilibrated ordinary  Mayeda,T.K.(  '2)3  ‘‘))
chondrites. Yanai, K.

A Sr and Nd isotopic study of five Wooden,J.L.  (NASA  )

Yamato polymict eucrites and a Takeda, H. 315 — 322

comparison to other Antarctic and  Nyquist,  L.  E  . (NASA)

ordinary eucrites. Wiesmann,H.  ( )

Bansal, B.  (  )

Paleointensity of the Allende carbon- Nagata, T.

aceous chondrite. Funaki, M. 403 — 434

Shock remanent magnetization of Nagata, T.

meteorites. Funaki, M.

 Dunn,  J.R.  (t  9  7  71-  )ti
 -=7*)

High magnetic coercivity of meteorites Nagata, T. Proc. of the 13th 58

containing the ordered FeNi (Tetra- Lunar and

taenite) a.s the major ferromagnetic Planetary Sci.

constituent. Conf.

Meteorite magnetization and  paleo- Nagata, T. Adv. Space. Res., 58

intensity.  2  (12)„ 55  —  63

Meteorites in Antarctic-statistics on Nagata, T.

fall, concentration, recovery and 3 —  11

alteration on ice sheet.

Magnetic analysis of an Antarctic Nagata, T.  ACM1,24  79  ,  1  —10 58. 9

mesosiderite, ALH-77219 Funaki, M.
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題 目 著 者(所 属) 誌名 ・巻号 ・頁 発 表 年 月

Search　 for　 Yamato　 meteorites　 in

December　 1981.

Yoshida,　 Y.

Sasaki,　 K.(東 北 大)

Mem.　 Natl.　 Inst.

polar　 Res.,　 Spec.

Issue,30,1-6.

58.12
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イ)口 頭による発表

題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

Spectral　 reflectances　 for　 mixtures　 of Miyamoto,M.　 (東 大) 46　 th　 Meteoritica1 58.9

olivine　 and　 pyroxene　 from　 ordinary Kinoshita,　 M.(東 大) Society　 Meeting

chondrites. Takano,　 Y.　 (東 大)

Takeda,　 H.

Degree　 of　 homogenization　 of　 eucrites Takeda,　 H.
〃 〃

and　 their　 thermal　 history. Mori,H.(東 大)

An　 electron　 petrography　 study　 of Mori,H.(東 大) 〃 〃

ureilite　 pyroxenes. Takeda,　 H.

Petrology　 of　 the　 Yamato-7308　 howard一 Ikeda,　 Y. 15th　 Lunar　 and 59.3

.

1te. Takeda,　 H. Planetary　 Science

Conference

Mineralogical　 and　 crystallographic Mori,　 H.(東 大)
〃 〃

studies　 of　 lodranite　 and　 primitive Takeda,　 H.

achondrite　 groups　 bearing　 on　 their Prinz,　 M.

genetic　 link. (アメ リカ自然史博)

Harlow,　 G.　 E.　 (〃)

Diogenites.eucrites　 link　 as　 inferred Takeda,　 H.
〃 〃

from　 some　 new　 meteorites　 and　 lithic Mori,　 H.　 (東 大)

clasts　 from　 Antarctica.

Mesostasis-rich　 lunar　 and　 eucritic Takeda,　 H.
〃 〃

basalts　 with　 reference　 to　 REE-rich Mori,　 H.　 (東 大)

minerals. Miyamoto,　 M.　 (東 大)

Ishii,　 T.　 (東 大)

Classification　 of　 several　 Yamato　 -75 Matsumoto,Y.　 (山 口 大) 第9回 南極陽石 シンポ 59.3

chondrites　 (V) Jyo,N.(山 口大) ジウ ム

Kojima,　 H.

Classification　 of　 the　 pebble　 Size Kojima,　 H.
〃 〃

meteorites　 in　 the　 Yamato-74　 collection Yanai,　 K.

.

Yamato-691,　 A　 type　 3　 enstatlte Prinz,　 M.
〃 〃

chondrite　 :　relationship　 with　 other (アメ リカ自然史博)

unequilibrated　 enstatite　 chondrites Nehru,　 C.(フ うレック リンクk)

(UEC's). Weisberg,M.K.　 (　 〃　 )

Delaney,　 J.　 S.

(アメ リカ 自然史 博)

Yanai,　 K.

Yamato-79　 howardites　 and　 their Takeda,　 H.
〃 〃

■.■

prlmltlve　 crust.
Mori,　 H.(東 大)

Ikeda,　 Y.

Yanai,　 K.
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

Consortium　 Studies　 on　 Yamato-74,　 75 Takeda,　 H. 第9回 南極除石 シ ンポ 59.3

and　 79　Eucrites,　 and　 their　 relation一 Ishii,　 T.(東 大) ジウ ム

ship. Mori,H.(東 大)

Wooden,J.E.(NASA)
Prinz,　 M.

(アメ リカ 自然史博)

Delaney,J.S.(　 〃　 )

Nyquist,L.E.(NASA)

Classification　 of　 the　 Yamato Kojima,　 H.
〃 〃

carbonaceous　 chondrites. Ikeda,　 Y.

Yanai,　 K.

Petrologic　 studies　 of　 three　 prirnitive Yanai,　 K. 〃 〃

achondrites　 from　 the　 Yamato Kojima,　 H.

Mountains,　 Antarctica. Prinz,　 M.

(ア メ リカ 自然史博)

Nehru,C.E.

(ブ ル ッ ク リ ン大)

Weisberg,　 M.K.　 (〃)

Delaney,　 J.　 S.

(アメ リカ 自然史博)

Petrology　 of　 the　 Y-7308　 howardite. Ikeda,　 Y. 〃 〃

Takeda,　 H.

Classification　 of　 some　 basaltic Delaney,　 J.　 S.
〃 〃

achondrites　 from　 the　 Yamato-79 (アメ リカ自然史博)

meteorite　 collection　 including O'Nei11,C.(〃)

pigeonite　 cumulate　 eucrites,　 a　 new Nehru,　 C.　 E.

9「oup・ (ブ ル ック リ ン大)

Prinz,　 M.

(アメ リカ自然史博)

Sktokes,　 C.　 P.

(ブ ル ック リ ン大)

Yanai,　 K.

Kojima,　 H.

.
Lunar　 meteorlte　 in　 Japanese Yanai,　 K.

〃 〃

.
collection　 of　 the　 Yamato　 meteorltes. Kojima,　 H.

An　 .analitical　 transmission　 electron Mori,H.(東 大) 〃 〃

rnicroscopic　 study　 of　 shock-produced Takeda,　 H.

veins　 in　 the　 tenham　 chondrite.

Magnetic　 properties　 of　 antarctic Nagata,　 T.
〃 〃

polymict　 eucrite. Funaki,　 M.

Magnetic　 properties　 of　 Antarctic　 iron Nagata,　 T. 〃 〃

.

meteorltes. Funaki,　 M.

Taguchi,　 1.　 (新 日鉄)
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4.生 物 研 究 グ ル ー プ

川 一般研究

昭和 基 地 周 辺 定 着 氷 下 にお け る ク ロ ロ フ ィル量 の季 節 的変 動 助教授 福地光男,助 手 谷村 篤,

渡辺 研太郎,教 授 星合 孝男

南極海 の外 洋域 における一次生産の研究 は最近にな ってかな り詳 しくなされるよ うになった。 これ らの報告によ

ると,そ の生産性 は これまで考え られて いた ほど高 くない ことを示 している。他方,沿 岸 の定着氷 下には豊富 な底

生生物 がい ることか ら,こ れを支え るかな りの一次生産があ るもの と考 え られている。 しか しここにおけ る一次生

産の研究 はあま りなされていないので,昭 和基地付近の定着氷 ヒに5っ の定点 を設 け,1982年1月 か らほx"1年 に

わた って海氷 下海水 中の クロロフ ィル濃度を測定 した。

図に示 したよ うに定点 を設 け,各 点で は表に示 した深度で採 水 した。

観測を開始 した1月 には,定 点1と2で 高 いクロロフ ィル濃度 が測定 された(2.22と0.72mg/㎡)。3月 末～4月

にか けて クロロフィル量 は多少変動す るが,減 少す る傾向がみ られた。 その後4月 ～10月 の間,各 点 とも0.1〔㎞g/㎡

以下の低い濃度 のまx経 過 した。11月 末以降 クロロフ ィル濃度 は急速 に増加 し,各 点 にお ける最高濃度 とその出

現時期は以下 の通 りである。

定点1

定点2

定点3

定点4

定点5

7.Olmg/㎡

9.74mg/㎡

11.30mg/㎡

9.91mg/㎡

1.97mg/㎡

(1月28日)

(1、月28E])

(1月27日)

(1月27日)

(12月3日)

この うち,定 点5は 氷状 の悪化 によ り,1月 には測定 していないので,こ れを夏季の最大値 と して採用 し得 るか

否か は不明であ る。

各定点 におけ るクロロフィル濃度 が最高値を示 したとき,

た。 その ときの現 存量は以下 の通 りである。

各水柱内の クロロフィル現存量 も同時 に最高値を示 し

定点1

定点2

定点3

定点4

定点5

62.20mg/㎡

167.98mg/㎡

269.53mg/㎡

466.47mg/㎡

55.12mg/㎡

(0～10m)

(0～25m)

(0～50m)

(0～150m)

(0～150m)

今回測定 したクロロフ ィル濃度および水柱 内の現存量 は,こ れまで外洋域か ら報告 された値に比 して極 めて高い

値 と言 える。 これ は定着氷域の方が外洋域 に比 べて一次生産 者が多 いと言え るであ ろう。

今回 の測定で は,定 点5が 他の点 に比べて異 な った クロロフィルの変動 を示 した。すなわち,12月3日 に示 した

現存量 の ピー クは,そ の後12月16日,27日 にそれぞれ23.44,6.87mg/㎡ と急速 に減少 した。 これに対 して他の4点

は約2ケ 月遅 れて ピークがみ られた。 また定点5は 水深25mか らクロロフ ィル濃度の増加が認め られ るが,他 の点

ではOmか らであ った。 この ようなクロロフィルの増 加深度 や増加時期 の違 いは,今 後植物 プラ ンク トンの種組 成

を検 討 しなが ら明 らかに して ゆ く計画であ る。
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水 深(m) 採 水 深 度(m)

定点1

定点2

定点3

定点4

定点5

10

25

50

160

675

0,2,4,6,

0,5,10,15,23,

0,5,10,20,30,45,

0,10,25,50,75,100,150,

0,10,25,50,75,100,150,200,300,400,600,

昭 和 基 地 周 辺 に お け る　ice　algaeの 生 態 学 的 研 究 助手 渡辺 研太郎,教 授 星合 孝男

昭和基地周辺 の定着氷にみ られ るicealgaeの 生育環境,季 節的消長等の生態 を明 らかにするため,1983年 に昭

和基地で越冬中,海 氷の採取 を中心 とした観 察,分 析 を実施 した。 その際 　 ice　algaeの 生 育環境 をモニ ターで き

るよ う,3ケ 所の海洋観測定点 の近傍 と他 に1点,計4点 で定期的 に観察 を行 った。

4月 以降,夏 を越 した海氷および新生氷 の下端部 に褐色 の着色 が見 られ るようになり,秋 にice　algaeが 増殖す

るという具合の報 告を裏付 けた。 この着色 は4月 下旬 にかけて濃 くな ったが,5月3日,基 地周辺定着氷の流失 に

より,観 察 は中断,そ の後 は新成 氷で観察 を再開,継 続 した。

海氷下の 日射量を大 きく左右す る積雪 は各定点 で状況 が異 な り,　icealgaeの 出現 もそれに応 じて変 だ。即 ち,

積雪の ほとん ど無 い場所で は5～6月 に も秋の増殖 によ る着色 が認 め られたが,以 後次第 に薄れ た。 しか し8月 中

旬 になると,海 氷下部 に着色が再 び現われ,10～11月 には顕著 にな った。 この着色部 はその後急速 に消失 した。10

～12月 に10～30cmの 積雪の あった所で もほs"同 様であ ったが,着 色の程度 がよ り著 しく,そ の ピークがやや遅れて

現わ れた。11～12月 に行 った潜水調査で,海 氷下 面に付着 していたice　algaeは,季 節 の進 行につれて 海中に伸長

して い くのが観察 され た。 この現象 は春か ら夏にかけて,海 氷下部 が融解 し,　icealgaeが 剥離 す るため と思 われ

る。夏季,着 色部 の急速 な消失や海氷採取 時のicealgaeの 容易 な離脱 はこのため と考え られ る。

一方,雪 の多い場所 では,新 成氷の成長時に微細藻類がかな り取 り込 まれた らしく,そ れによる淡褐色の着色が

5月 ～1月 末 まで長期 にわた って観察 され た。 また11月 に海 氷下端部 および海水 が浸潤 したと思わ れる積雪下部に

弱 い着色 がみ られた。詳 しい検討 は今後 なされ るか,積 雪がice　algaeの 増減お よび垂直分布 に大 きく影響 するこ

とは明 らかとな った。

積雪 ・氷厚 と海氷下 の光量 がどのよるな関係 にあ るかを知 るため,海 氷 ドおよび氷上 の光量 を光量 子セ ンサーを

用いて測定 した。 このほか,海 氷 下に光 量子 セ ンサ ーを設置 し,7月 ～1月 にかけて連続測定 を した。 ま た,　 ice

algae群 集 の光合成速度 と光強度 との関係 を明 らか にす るため,光 「111の異な る海中で 一定時間培 養 した試 量にっ い

て溶存酸素法を用いて光 合成速度 を求 めた。
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ア デ リー ペ ン ギ ンの 個 体数 変動 教授 星 合孝男,助 教授 内藤靖彦

日本南極地域観測隊が これ まで に活動を続 けて きた地域 には,13の アデ リーペ ンギ ンル ッカ リーがある。 この う

ち3か 所 はプ リンス ・オラフ海岸 にあ り,他 は リュツォ ・ホルム湾内 にある。パ ッダ島の鯨 岬のル ッカ リーを除 け

ば リュツォ ・ホルム湾内 のノレソカ リーは,宗 谷海岸の露岩,宗 谷海岸沖 の島 々に散在 してい る。 しか し,昭 和基地

周辺 の アデ リーペ ンギ ン個体数 は極 めて少な く,総 数に して約3,000羽 と推定 されて いる。

BIOMASS計 画 の一環 と して,高 次栄養段階 にあ る動物 の個体数 変動 の長期監視の必要性が強調 され て い る。

た また ま,日 本隊には途 中に欠測 はあるが,1961年 以来 オングル カルベ ンル ッカ リーでのペ ンギ ン個体数 変動 の資

料が蓄積 されていた。 また,こ の資料 を補 う資料が,ま め島,ル ンバ島のル ッカ リーで得 られて いる。

これ らの資料 に基づいて,1971年 以降,ア デ リーペ ンギ ンの個体数が著 しく減少 して いることが判明 した。 この

うち1977-78年 を除 くと,1970～71年 以降,「 ふ じ」が昭和基地へ接岸で きな くな っている事実 との一 致 を指 摘 し

た。

その後,1981年,22次 隊の航空 機によ る斜写真 か ら得 られ た資料,地 上調査結 果,な らびに,1982年,23次 隊の

地上調査結果が得 られ たので,こ れ らを加え報告 する。1981年 の調査 は,航 空 機によ り一斉 に広 い範囲 にわ たる観

察 を行 い得 たが,ル ッカ リーにおけ るペ ンギ ン個 体数 が減少 して いる11月24日 になされた欠点 がある。1982年 の調

査は,一 部 を除 くと11月 中旬の,ペ ンギ ン個体数が最 大になる時期を中心になされたが,調 査地域 は宗谷海岸に限

られ,調 査 期間 も3週 間にわ たって いる。初期 と終期の個体数を直接比較す ることはできない。

しか しオ ングル カルベ ン,ま め島 のル ッカ リーの個体数 は,1981,82年 の両年 ともに複数回調査 しているので,

年次変動を考察 す る資料 としては充分 である。

両 ル ッカ リー とも,ペ ンギ ン個体数 は1981年 にふえ は じめ,増 加傾 向は1982年 に も続 いて いる。 ル ンバの1982年

の資料 は,唯1回 の調査結 果であ るが,こ こで も2年 連続の増加傾向が認 め られる。

1979～80年 以降 も 「ふ じ」 は昭和基地 へ接岸 して いないが、1981～82年 を除 けば,接 岸を意図 しさえすれば可能

であ ったと考 え られ る。接岸の必要性 が認 め られなか っただ けの ことである。 さ らに1980年3月 には昭和基地周辺

の海氷 はほぼ完全 に流れ去 り,1983年5月 に も同様 な現象 が起 って いる。1981年 の夏 か ら秋へ かけて は,海 氷が完

全に流 れ去 るとい うことはなか ったものの,開 水面 は大 きか ったという。1982年 に は,夏 か ら秋 へかけて,開 水面

が開 くことも殆 んどな く,海 氷 は しっか り した ままであ った。 しか し,1982年 を例外 とみなせば,1980年 以降,海

氷の状態 はアデ リーペ ンギ ンにとって好適で あった と考え られる。今後,こ の状態がいっまで続 くか監視す るの は

興味深 い。

大 型 動 物用 行動 記 録計 の 開発 研 究 助教授 内藤靖彦,大 山佳邦,教 授 星合孝男

南極海 にお ける大型動物 の生態研究 は,そ の自然環境の厳 しさのため,僅 かの資料が得 られて いるに過 ぎない。

南極海 の代表的動物の アザ ラシ類 や,ペ ンギ ン類,飛 翔性鳥類のいずれについて も,我 々が得て いるのは断片的資

料 である。 これ らの動物 は春か ら夏にかけて繁殖 のため,比 較的我 々が接近 し易い露岩域 や,氷 上 に出現す るが,

それ以外 の時期 は,例 えば ウェッデルアザ ラシは定着 氷下 で,ア デ リーペ ンギ ンや カニクイアザ ラシは沖合 のパ ッ

クア イス域 で生活す る等,我 々が容易に接近 で きない場所 に移動 する。 このため得 られ る資料には季節 的偏 りが あ

る。

これ らの遠 隔の動物 の研究 には,バ イオテ レメーターや超音波を利用する方法 が近年用 いられ るようにな り,機

器類 も信頼度の高い ものが利用可能 になっている。 しか し,氷 海域で これ らを利用す るのには,ト ラ ッキ ング等困

難 な問題 もあ る。 これに代 る方法 として回収式 の小型記録計を動物 に装着 す る方法 を検討 し,こ のための長期小型

水深記録計を試作 した。

今回 は,装 着す る記録計の体重比 重 量が比較 的大 きくてす み,ま た記録計の回収率 も高い(約80%)ウ ェ ッデル

アザ ラシ(成 獣体重200kg以 一」二)を 対象動物 とした。 ウェ ソデルアザラ シは4月 か ら9月 頃 まで定着 氷 下 で生活 す

る。定 着氷下 の生活期 の遊泳生活の記録が得 られ るよ うに,記 録 可能期間 を6ケ 月 と した。 また,水 深記録範 囲は

400mと し,最 大耐圧 水深 は,600mの 潜水記録を有す るウェッデルアザ ラシを考慮 して1,000mと した。 記録 計 の

サ イズは,海 氷か ら出入 りするウェ ッデルアザラシに装着す る部位は後肢 しか得 られないため,大 きさ,重 量 とも
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遊泳行動を粗害 しないようなるべ く小型 にす ることとした。

1)記 録方式

記録方式 は元巻 ドラム,巻 取 ドラムを有す るアナ ログ方式 と し,ク ォーツモー ターによる ドラム駆動 は一定 回転

速度 と した。 この ため,タ イム レコー ダー として,巻 取 ドラムの回転 と同期す るカムによって駆動す るタイムマー

ク記入針を装置 した。

2)記 録紙

長時間連 続記録を得 るために,記 録紙 を薄 くし,記 録紙 の巻込量 を多 くす ることに努めた。記録 紙 としては,10

μmの カー ボンコー トコンデ ンサーペーパーを採用 する ことによ り,7mmφ の紙巻(巾15mm)に20mの 記録紙 を18

mmφ に巻込んだ。

3)記 録ペ ン

長期連 続記録 を得 るために,紙 送 りの速度 を0.003mm/分 ～0.009mm/分 と非常 に遅 くし,同 時 に記録 線 は微細 な

線 巾に より高分解能 を得 るよ うに努 めた。記録 ペ ンは先端角60° のダイヤモ ン ドペ ンを用 いて6～8μmの 線 を得

た。

4)仕 様

最終的に得 られた本機 の仕様 は以 下の通 りである。外径:50mm,長 さ:120mm,重 量:470g(空 中重量),270g

(水中重量),記 録 時間:6ケ 月,有 効記録水深:400m,最 大水深11,000m,バ ッテ リー:単5×2

南 極 産 蘇 類 群 落 の 季 節 的 推 移 に 関 す る研 究 助教授 神 田啓 史

南極昭和基地周辺の陸上生態系を明 らかにす るために,従 来よ り蘇類 の分布 と群落分類が立地環境の把握 と平行

して調査 されて きた。南極 という特殊 な環境 に生 きる蘇 類の生態 は群 落の記載 だけでは把え られ ない部分があ り,

群落を生態系の構造 と機能 という観点か ら見 る必 要性 も出て きた。

1983～84年 昭和基地で越冬中 に周辺の蘇類の生活史を明 らかにす る目的で,ま ず夏季 における蘇類群落の発達状

況を把握す ることに努めた。蘇類調査未踏地であ るルン ドボー クスヘ ッタ,エ ィ ンス トー ドィ ンゲ ン,ス トラン ド

ネ ッパでの調査 により,今 日まで知 られて いなか った オオハ リガネゴケの胞子体 が発見 され た。本種の胞子体形成

は短 い周期で生活環を成 して いるとは考え に くく,微 気象的環境 を含んだ気候的 な要因 によって有性性殖の生活環

を獲得 した と考え られ る。本種 は,既 に1975年 に胞子体が知 られ,1978年 と今回1983年 に も発見 されて いるキ ョク

チセ ンボ ンゴケの生活環 とは異な り,而 種の生活 史の比較 を試みる ことは興味 がある。

一方,1983年2月 より翌年 の1月 まで冬季の蘇類群落 の季節的推移 を観察 した。 この観察 を進 める上で以 下の三

つの方法を とった。1)東 オ ングル島 「中の瀬戸 」及び ラングホ ブデ 「雪鳥沢 」での観察,2)環 境棟付近に設置

した実験圃場 による観測,3)環 境 棟内の人工気象機 によ る培 養である。 これ らの方法 によ り野外で の群落の年間

生長 は1mmに 達 しなか ったが,人 工培養 にお いて は数mm/月 のよ い成長 を遂 げた。 この様 な生長 の差 を決 定 づ け る

い くっかの環境要因 を実験圃場 と 「中 の瀬戸」群落 にお いて観測 してみた。蘇類群落表面 の温度 は群落を覆 う積雪

の深 さによって異 なり,積 雪が ないか,少 ない群落で は3月 末～10月 末までほぼ外気 と同 じ極寒 にさ らされ るが,

11月 初 め ぐらいか ら急激 に表面温度 は上昇 して くる。人工的に積雪 のあ る群落 を野外 に設置 し,そ の表面温度 と積

雪 との関係 を調べ ると,雪 の深 い時期で は表面温度 に さほ ど変化 は見 られないが,12月 半 ばの積雪が急 にな くな る

10日 前 か ら表面温度 は急 に上昇 しだす。蘇類群落を覆 ってい る雪 は群落 と接 している部分 よ り融 けだ し,し ば しば

透明 なガ ラス板 の蓋 とな った後,急 に陥没す ることによ っては じめて群落全体 が露 出する。積雪 が一種の温室効果

を示 した もの と思 われる。「中の瀬戸」で は群落を とりま く雪 の ドリフ トとそれが融解 して群落 に供給 され るまで

の一連 の移 りかわ りを観察 した。雪の ドリフ トが地形 と卓越 す る風 によ り一定 方向に作 られ,そ れが融 けて どの様

に群落 に利用 されるかを追跡 して みた。群落が完全 に凍結 してい る10月 の末までは群落 の水分含 量は5%以 下であ

るが,11月 末 か ら12月 に入 ると20%以 上 となる。12月 初めか ら1月 初めの約1ヵ 月間は約40%以 上の水分含量 とな

る。 「中の瀬戸 」の小 さな蘇類群落で あって もい くっかの水系が認め られ,そ の水量 の多少 と移 りか わ りが 群落 の

微妙 な生活様式 に影響 を及 ぼ していること も考 え られ る。

この様に蘇類群 落の季節的推移 を,種 の生活 史と して把えてみ ると,一 見 して見立たない群落 の内外 に様 々な生
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活様式 が認 め られ る。

昭和 基 地 付 近 の 微 小 動 物 群 に 関 す る研 究 助教授 大山佳邦

昭和基地付近 の蘇類群落や淡水の藻類塊 を生息 の場 と して いる微小動物群に関す る研究 はきわめて少 く,主 な報

告 と しては,Hada(1968)が 原生動物,　 Morikawa　 (1962)が クマ ムシ類,Sudzuki(1964)が 原生 動物,

輪虫類,ク マムシ類 につ いて記載 してい る程度 である。線虫類 にいた って は,出 現 す ることは報告 されてはいる も

のの,種 の記載等 はこれ までに全 くな されていなか った。現在,こ れ らの動物群 に関す る研究 は開始 されたばか り

であ り,今 後 これ らの分類学 的,生 態学的研究 を継続 して い く予定であ る。

材料 は第24次 観測隊が1983年1月 に ラングホ ブデあるいはル ンドボーグスヘ ッタ等 の露岩域 で採集 した藻類や蘇

類 を冷凍 して持 ち帰 り,帰 国後動物 を分離 した。藻類 は湖底の ラ ン藻 マ ット,水 面 に浮 游する ラン藻塊,あ るいは

流水 中のカワノ リを採集 した。蘇類は池畔 の群落 か ら適当 な間隔 をお いて5点 で採 集 した。

以下,こ の池畔の蘇類群落中の線虫 類,輪 虫類,ク マム シ類 の観察結果 にっ いて述べ る。 この蘇類群落 はオオハ

リガネ ゴケとムラサ キヤ ネゴケが混生 した基 群系 であ り,全 体 と して オオハ リガネゴケが優 占 していた。 また場所

によ りラン藻や地衣類が着生 していた。5点 の うち1点 は池 の水中 に没 してお り,蘇 類 の表面 はほ とんど ラン藻 に

被 われていた。池か ら最 も離れた5点 目は砂地 が露 出 してお り,被 植度 と して は蘇類よ りも不完 全地衣類が優 占す

る場所 であ った。各 サ ンプルの含水率は湿重 量当 り,水 中の もので66%,地 か ら最 も離れた場所 で27%,そ の中間

ではそれぞれ これ らの中間値を示 した。

各 サ ンプル1g中 に出現す る線 虫類 クマム シ類 輪虫類 の個体数 を表1に まとめて示 した。線虫類 は水中で1g

中に約10個 体 出現す るが,陸 上にあが って徐々に乾燥 した生息場所 に移 って も約2個 体 と一定 した生息数 を示 した。

クマム シ類 は水 中で約10個 体 と線 虫類 とほx"同 じ数 であった ものが,乾 燥 した場 所に移行 するに従 って,出 現個体

数 が減少 してゆ く。 これ に対 し輪虫類は2番 目の採集地点で非常 に大 きな出現数 を示 している。 その理 由に関 して

は今後 の研究 をまたねば な らな い。

先 に述 べた如 く,こ の研究 はまた開始 されたばか りであ り,今 後出現種の同定を始ぬ 詳 しい研究 を進 あてゆ く

予定 であ る。

表11g中 に出現 する動物 の個体数

採集地点

1

2

3

4

5

線 虫 類

10.2

1.65

1.72

2.38

2.20

ク マ ム シ類

10.7

5.81

2.27

1.62

0.31

輪 虫 類

15.2

101.3

5.35

2.83

0.12

南極越冬集団の人類働態学的研究 一南極氷床上旅行の行動解析一 教授 松田達郎

日本の面 積の37倍 に達 する南極大陸 は95%が 平均2,000mの 厚い氷床におxわ れている。南極 の自然 を研究 す る

ためには,地 吹雪の舞 う氷床上 の氷原 を寒風 と斗 いなが ら行動 しな ければな らない。毎年定期的 に行 なわれて いる

昭和基地 一みずほ基地間約320㎞ の雪上軍隊に よる往復旅行が実施 されている。1970年 の第1回 のみず ほ旅行以来,

ところもあ るが全体 としては1981年 まで11年 間 に次第に短 くな っている。

年2回 以上行われて いるみずほ補給旅行 を春夏期,秋 冬期 に分 けて往復 日数 を算 出 した。 ブ リザー ドや作業 のた

め停滞 した日を除 いた。1970年 の最初 の ものは長 い期間かか って いる。途 中1975～1978年 に若干 日数 がふえている

ところ もあるが全体 と して は1981年 まで11年 間 に次第に短 くな ってい る。

(1)何 れの年 も旅行 日数 は夏期が短 く,冬 期 は長 くなって いる。冬 は気温が低 く,ブ リザー ド等悪天候 が多 くな

っている。 また冬 は日照時間が きわめて短 く,低 温,地 吹雪等 の多 い悪天候が重 なるので,氷 原上の行動は人間生

存 の限界で行 なわれて いるに等 しく,夏 よ りも行動 日数 は増 す ことがいわれ る。
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(2)1970年(第11次 隊)頃 は処女ル ー トのため,磁 石 と高度計 と天文位置観測が頼 りであ る。 しか し年毎 にルー

ト.ヒに道 しるべがふえ,綿 密 な言 い伝えが残 されてい く。旅行 は次第 に し易 くなり,行 動 日数 も次第に早 くなる。

(3)初 めの頃 は極点 旅行(1968年)に 使 用 された大型雪上車KD-60や 近郊旅行用のKC-20雪 上 車が使用 され

た。その后1976年 までそれ らの新車 を追加投入 できたが,1977年 新型車SM-50の1台 投 入はあ ったが,主 力 は在

来型の古 い雪上車 に頼 らねばな らなか った。 しか しSM-50が 主力雪上車 として活躍 し始 める1979年 頃か ら再 び行

動 日数 は短 くな り始 め,レ ー ダーを備 えてか ら一層短期間でみず ほへの往復旅行 がで きるよ うになった。

海 氷 下 動 物 プ ラ ン ク トンの 生 態 学 的 研 究 助手 谷村 篤,助 教授 福地光男,教 授 星合孝男

椀 脚類 の一種Pαrα1αbiqocerα αntαrcticαは,主 に南極大陸沿岸 に分布す る。本極 は,夏 期定着氷直 下 に群生

す ることが知 られてい るがその生活史 について は全 く不明であ る。

本年度 は,1982年1月 か ら1983年1月 にかけて昭和基地近 くの 「北 の瀬戸」の定着氷下か ら得 られたプ ランク ト

ン標本を基に検鏡を行ない,P.αntαrcticα の ポス トノープ リウスステー ジ個体群 の季 節変 化 と令 組成 につ いて

調べた。

P.αntαrcticα は図1に 示す様に,春 か ら夏(9月 下 旬～1月 下旬)に か けて のみ出現 し,晩 夏(2月)か ら冬

(8月)に かけて全 く出現 しなか った。特 に本種個体群 は,植 物 プ ランク トンが急激 に増加す る12月 下旬～1月 初

旬にかけて多 く出現 した。
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図1Pαrαtαbiqocerα αntαrcticαdi現 個 体 数 の季 節 変 動

一方
,令 組成 は,図2に 示 す様 に,1982年1月 下旬 の個体群 は大部分が成 体で占め られ,雌 には精包 の付着が認

め られた。1983年9月 初旬 に コペポダイ ト1期(CI)が 出現 した。11月 初 旬には コペポ ダイ ト1期 ～Iv期(CI

～CIV)ま で 出現 した が
,そ の70%はCIで 占 め られ て い た。11月 中 旬以 降,CIの 割 合 は減 少 し,逆 にC　 ll ,　皿,

IVが 増 え,CVも 出現 した。12月 中 旬 以 降,P .αntαrcttcα は,大 部 分 が 再 び成 体 とな った。 ま た12月 下 旬 に は雌

に精 包 の付 着 が み られ た。

以 上 の結 果 か ら,P.αntαrcticα は お そ ら く1年1世 代 と考 え られ る。 また,冬 期 ,本 極 は卵 あ る い は ノ ー プ リ

ウス期 で越 冬 す る可 能 性 の あ る ことが 示 唆 され た。

一110一



1●●■.hn.22-23 .匿

8●醜23

OCt.　 le

NOV.2

NOV.16

D●c.2

D●C.t7

Dee.28

tge3　 Je".　 t6

n31

1 1'■'匝'文'田'

一

n=73

11
I-皿u匝'エ`辺'

n・12

ll
】【 五m置 文 罰1

n=12e8

■

1
■

1
■

m1匝' 文 m

『

匿

摩

摩

蔦

欝

図2Pαrαtαbiqocerα αntαrct　icns個 体 群 の 令 組 成n:出 現 個 体数

亜 南 極 海 島 喚 沿 岸 域 に 出現 す る動 物 プ ラ ン ク トンの 研 究 客 員教授 箕 田 嵩,教 授 星合孝男

この数年来,生 物 グループではBIOMASS計 画の一一環 として南極大 陸沿岸定 着氷 下におけるプラ ンク トンに関

する研究を行 ってお り,こ れ らに関 する情報 は しだ いに蓄積 されっっある。近 い将 来は,.南 極大陸沿岸域 と亜 南極

海に点在す る島々の沿岸域 のプ ランク トン群集 に関す る比較研究 を考えている。 そのためには亜南極海域 の島嘆沿

岸のプ ランク トンに関 する情報 も集めておか なければな らない。
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本 年 度 は,そ の 手 始 め と して,星 合 が イ ギ リス南 極 観 測 隊 に交 換 科 学 者 と して参 加 した 際,1973年1月 ～2月 に

サ ウ ス ・ジ ョー ジア島 カ ンバ ー ラ ン ド湾 に お い て採 集 した プ ラ ンク トン標 本 を も とに動 物 プ ラ ン ク トン群 集 の 研 究

を 行 った 。 動 物 プ ラ ン ク トンは底 生 多 毛 類 浮 游 期 と椀 脚 類 が 優 占 した 。椀 脚 類 は10種 出現 し,大 部 分 が 亜 南 極 海 ・

南 極 海 種 と して 知 られ て い る種 で あ った。 この10種 の うち,　 Drepαnopus∫orcipαtusとOithonαfrigiqα が 最

も出 現 個 体 数 が 多 か った。 外 洋 種 の(hLαnuspropinqUUS,　 C.simillimns,　 C.αcutUS,　 EUCαLαnus　 Longipes,

RhincαLαnωsgigCtsは 少 数 個 体 な が ら採 集 され,湾 内 に お い て も南 極 外 洋 水 の影 響 が あ る こ とが 示 唆 され た。
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図1サ ウス ・ジ ョー ジア島,キ ング ・エ ドワ ー ド湾 内 の 動 物 プ ラ ン ク トン6種 の個 体 数 変 動(1月29日 ～2月28日)

と こ ろで,サ ウ ス ジ ョー ジア 島 周辺 か ら,い ま ま で に1)repanopttsforcipαtus　 GIESBRECHT　 1888　 (　Pesta

1930)とD.Pectinαtets　 BRADY　 1883　 (　Hardy　 &　Gunther　 1935)　 の2種 が 知 られ て い るが,カ ンバ ー ラン ド湾

で はD.forcipαtus1種 が分 布 す る こ と が明 らか と な っ た。

2図 に示 す 通 り,　DrepαnOPtes属 は南 極 収 束線 の 島喚 沿 岸 の み な らず,比 較 的 広 い水 域 で 出 現 して い る の で,

この 沿 岸2種 の 詳細 な生 態 分 布 は興 味 あ る課 題 で あ る。
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図2椀 脚類　DrepαnOPttS属 の出現域

南 極 海 の底 生 生 物 の飼 育 実 験 教授 星合孝男,松 田達 郎

第23次 南極地域観 測隊 の夏隊 が昭和基地周辺沿岸部で採集 した魚類や無脊椎動物 などを鴨川 シーワー ル ドとの共

同研究 として,長 期 間の飼育 を試 みた。

観測船ふ じの船 内および鴨川 シーワール ドの寒冷地動物飼育室にて飼育 を続 け,昭 和57年2月5日,昭 和 基地出

発以来560日 目の現在(昭 和58年8月18日)収 集生物12種369点 中,魚 類2種6点(シ ョウワギス2点,ボ ウズハ ゲ

ギス4点),原 索動物2種3点(ホ ヤの一種1点,ホ ヤの一種2点),棘 皮動物2種7点(ウ ニの一種6点,ヒ トデ

の一種1点),節 足動物一 種2点(ヨ コエ ビの一種2点),軟 体動物－PtlO点(マ キガイの一種10点),紐 形 動物 一

種5点(ヒ モムシの一種5点),海 藻類一種1点(紅 藻の一種1点)の 計10種34点 が生存中である。 これまでの,こ

れ ら生物の飼育環境 と飼育経過 は以 下の通 りで ある。

1〕 飼育室は5° ～-5℃ までの冷却能力を有す る本望(巾1.8m長 さ2.7m高 さ2m)と 前室(巾1.8m長 さ

0.9m高 さ2m)か らなるプ レハ ブ冷蔵庫を使用 し,本 室内に底面浜過方 式の632水 槽(巾30cm長 さ60cm高 さ45cm)

12個,204水 槽(巾26cm長 さ36cm高 さ27cm)8個,計20個 の水槽を置き,生 物 を種類 別に分離 し飼育 をおこなった。

2〕 飼育水温は1° ±1℃ に設定 し飼育室 の気温 によって水温を調節 す るよ うに した。 なお,温 度管理 は室温

及 び水槽水温(指 示水温±1℃)と も遠隔監視盤 と定時測温 にてお こな った。水質については,当 館の飼育 水質値

を基準 と してPH(7.9～8.3)硝 酸態窒素(2　 ppm以 内)亜 硝酸態窒素(0.001ppm～0.02ppm)酸 素量(8.5

～9 .5ppm)の 範囲内で調整 した。 また,酸 素供給用空気 は冷却水中を通過 させた後,活 性炭処理を行ない,除 湿

と清浄 に努めた。

3〕 飼育室内の照度 は水槽表面 で51uxと な るよ うに し,飼 育生物 によって は必要 に応 じて水槽 内にシェル タ

ーを設 けた。
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4〕 餌料は,魚 類,ホ ヤ,ヒ トデ ヨコエ ビ,マ キガイ,ヒ モムシには ビタ ミン剤添加 のホ ッコクアカエ ビの

ムキ身(冷 凍)と 活 アサ リ,活 エ ビ,活 イワ シを調餌 して与え,ウ ニ類にはアオサ(冷 凍)を 与えたが,餌 付 けは,

給餌棒 によ っておこない給餌開始後8日 間で全て完了 した。現 在の給餌 は5日 間隔 で飽 食量 を与え ている。

5〕 この期間内 の生存率 は,

魚類 ふ じ船内飼育(75日 間)

鴨川 シー ワール ド(485日 間)

棘皮 ふ じ船 内飼育

鴨川 シー ワール ド

節足 ふ じ船 内飼育

鴨川 シー ワール ド

軟体 ふ じ船 内飼育

鴨川 シー ワール ド

紐形 ふ じ船 内飼育

鴨川 シーワール ド

原索 海藻類 であ った。

13.8°/・

66.6%

18.6%

31.8%

31.2%

4.0%

93.3%

28.5%

85.7%

83.3%

100.0%

なお,こ れ ら生物の成長 と行動 にっいては現在調査 を継続 中で ある。

(2)共 同研究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官

ア)一 般共同研究

南 極 に お け る 富栄 養 化 現 象 の 実 験 生 態 学 的 研 究 ※秋山 優(島 根大 学教 育 学 部教 授):松 田達 郎

(教授),大 山佳邦(助 教授),神 田啓史(助 教授)

南極 における富栄養化現象 の研究 は比較的少な く,湖 沼の鳥類 による富栄 養化現象,あ るいは湖沼周辺の旧海底

堆積物 の流入 による栄養塩の増加 にっ いて報告 されてい る。 また最近 では実験生態学的 なアプローチか ら解明 され

は じめた。一方,南 極 にお ける土壌中の栄 養塩 の起 源にっいて,主 に ラン藻類 による空中窒素固定 に由来す るN塩

の供給が報告 されて いる。

今回,南 極か ら分離 された藻類を用い,バ イオア ッセイにより,南 極土壌中の栄養塩の分布 とそのバ ランス状態

の検討を試みた。

南極大陸露 岩域 の砂 質土壌 は,可 溶態 の栄養塩 と してNO3　 -N量 が場所に より0～185ppmと 大 きな差 を示 す

のに対 し,PO,-P量 は0.1～0 .2ppm程 度 である。昭和基地を中心 と した露岩域 に散在 す る湖 沼周辺 の土壌 をみ

ると,NO3-Nは0.1～46.6μg/g,平 均9 .22μg/g,　 PO4-Pは0.004～0.25μg/g,平 均0.07μg/g程 度

含 まれている。 これ に対 し,オ ングルカルベン島にあるペ ンギ ンル ッカ リー周辺の土壌 は,NO,-Nが0 .16～21.73

μg/g,平 均4.6μg/g,　 PO、-Pが0.07～16.78μg/g,平 均2.4μg/gで あ った。 これをさ らに各地 点毎の

NO3　-N　/PO,　 -P比 にっいてみ ると,鳥 類 の活動圏か ら離れた大 陸湖沼周辺 で はPOrPに 比 してNOrNが

著 しく多 いの に対 して,ル ッカ リー周辺で はNOrNに 対 してPO、 　-Pの 集積 が著 しく高 いことが認め られ た。

またル ッカ リーf:壌 の場合,　NO3-N/POrP比 は'F均4 .8程度 であり,こ の値 は温帯域 にみ られ るウ ミネ コ営

巣地の もの とほKS"同程度であ る。このような過剰なPO、 　-Pの 供給 は,鳥 類活動圏内 にお ける著 しい特 徴の一 つで

ある。

南極の土壌か ら分離 された緑藻,　Stichococcusを 用い,各 地点の1嬢 浸出液の栄養度にっいてバイオア ッセ イ

(AGP)の 結果 をみ ると,1嬢rkのNOil　 -N,　 POrPの 含 有量 とほv'iLfi－な関係が認め られ るが,　PO　rPに っ

いて はルッカリー地帯の ような高含有地で は比較的相 関が少 ない。 この ことはル ッカ リー地帯でのPOrPの 供 給

とNO,-Nの 供給の面で,場 所によ りその状態 に差が あり,藻 類の生長に対 してN塩 が制限 要因 と して作 用 して
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いることによるもの と推 察 され る。 この ことを検証す るため に,鳥 類の活動 圏に近 い海浜部 の土壌 およびル ッカ リ

ー土壌浸出液につ いて栄 養塩 の添 加効果 を検討 した結果
,N添 加効果があ ることが認 め られ た。

珪 藻 植 物 群 の生 体 群 集 と遺 骸 群 集 の 対 応 につ い て ※谷村好洋(国 、乞科学博物館 研究員):福 地光

男(助 教授),渡 辺研 太郎(助 手)

海洋底 の堆積物 中に遺骸 と して保存 され る生物群は,生 産 か ら溶解,運 搬,続 成の諸作用を経 た ものである。 こ

の一連 の過程 に関す る基礎的資料の集積 は,堆 積物 中に生物遺骸 と して記録 ・保存 された生物群 の変遷 史やその要

因 とな った自然環境 の変化史を読み取 るための準拠 を提供 する。

珪藻類 の検鏡 は,底 質中の遺 骸群集,海 水中や海 氷底部 の生体群集の順に進 めている。 前年度 は昭和基地周辺海

域か ら得 られ た15点 の ピス トン ・コアの最 上部 に含まれる珪藻類の種組 成 と殻数 の地理的分布 を,そ して今年度 は

オ ングル島周辺定着氷下の海水中の珪 藻類 の種組成 と細胞数の鉛直分布をそれぞれ明 らか に した。

ホルマ リン固定 された試水,約50meに 含 まれる珪藻 の細胞数をセ ジメンテー ション ・チェ ンバ ーを用いて計数 し

た。 また種組成 は血球 計算器によ り求 めた。

出現 した珪藻類 は25属85種 であ った。海水12中 の細胞数 は1982年3月 には7.3～22 .0×104,1983年1月 には0.4

～2 .9×104で あ った。3月 の試水 は各層でChαetocerosが 優占 し(80～90%),Nitzschtα が8～19%の 範囲 で

続 く。 この両者で全細胞 の98～99%を 占め た。1月 の試水ではChaet　 oceros　spp.の 被 殻溶 解 が顕 著 で,正 確 な

細 胞数 は計数 で きないが,こ の属 が優 占 し,　Nitzchiα が続 くという傾向は認め られた。3月 に優 占す るChαeto

cerosの79～87%はC.　 negLectusで あ った。　Nitzschiα 属の種組成 は,3月 と1月 とで異な り,前 者ではN.tωr-

giquloiqesが 優 占 し,後 者で は水深によ りN.　cylinqrusかN.　 curtα とな る。

海水 中の珪藻種組成や出現細胞数の鉛 直分 布 と先 に報告 した底質中の珪藻種組成 との比較か ら,1)chαetoce

rosspp.の 海水 中あ るいは海底 での顕著 な溶解,　2)　Nttzschtα 属 のN .　ctostertumやN　 turgriquloiqes等

の選択的溶解,そ してこれに伴 うN.　hergueLensis,　 N.ωrtα ,　N.　cyLtnqrttS等 の底質中での相対的 多産 の2点 を

読 みとることがで きた。 ただ,海 水 ・底質両試料群 の代表す る時間の長 さには大 きな差が あり,両 者に含まれ る珪

藻類の定量的 な比較に は,海 水および海氷試料中 の珪藻類 にっいて,種 組成 ・細胞数等 の変動の経年 的な追跡 をま

たねばな らな い。

昭和 基 地 周 辺 の土 壌 生 態 系 の 生 物 生 産 の 研 究 ※大 島康行(早 稲田大学教 育学部教授),伊 野良夫(早

稲 田大学教育学部助教授):松 田達郎(教 授),大LI」 佳邦(助 教授),神 田啓史(助 教授)

ある生態 系の生物活動 を支え るエネルギー は主に緑 色植物 の行 う光合成 によ って固定 されるので,よ り活発 な生

態系 ではエネルギー固定量 は大 きい。南極地域 は年間 のエネルギー入射量 は中 ・低緯度 地域 に比 べ著 しく少 いが,

植物 の生育期間 のみ に限れば,日 長が長いため,1日 当 りの入射量 は極めて大 きい。 しか し生育期間 が短 いため,

期間入射量 は少 ない。 また,低 温,乾 燥 は植物 の活性 を低下 させ る大 きな要因 とな ってい る。 このような系 の特性

を明 らか にす るには基礎的な生物 活性 にっいて,他 地域の系 と比較す ることが有 効である。今回 はエネルギー固定

反応 である光合成活性 にっいて,南 極産地衣 と日本産地衣 との比較を行 った。

南極産の ネナシイワタケ(　Umbiticαria　 qeCtLSSαttts),　ナ ンキ ョクイワタケ(U.αprinα),ク ロ ヒゲゴケ(US-

neαsutphωreα)と,北 海道 中央部のア シベ ツキ ゴケ(StereOCαulonmyriOCαrpum　 ),　シワハナ ゴケ(α αqoηiα

submitis　 )　,長 野県北八 ヶ岳のム クム クキ ゴケ(Stereocα ωLonsαsαhii),　ハ ナゴケ(Ctαqoniαrαngiferjnα) ,

ミヤマハナ ゴケ(C　 steLLαris　),　ウチキ ウメ ノキ ゴケ(Pαrmeliαhomogenes　 )　,　ヨコワサルオ ガセ(UsneαqV

ffrαct　を用い,赤 外線 ガス分析計 を使 って,幾 つかの光強度,温 度条件下 で光合成 と呼吸速度の特性 を調 べ た。

南極産3種 はいずれ も3℃ ない し5℃ 以下に最適温度を もつ ことが明 らかとなった。 日本産地衣 も年平均気温0

℃以下の亜高山帯 に生育す る ものであ ったが,生 育期(夏 季)の 温度 はかなり高 いはずで,そ れを反映 してか,ヨ

コワサルオガセを除いて,15℃ 以 ヒに最適温を もって いた。

またこれ らの光 合成 ・呼吸速度 の温度特性 は5っ の グループに分 けることがで きた。 これ は光合成 ・呼吸活性 を

幾つかの タイプに分 ける ことによって,そ れぞれの種 と生育地 の環境条件 とを対応 させ ることが可能 とな る。 この
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ような種の光合成 ・呼吸速度の温度特性はその生育地 の気象環境 を考慮す れば,お おまかな物質生産量の計算に使

用で きるはずであ る。

南 極 昭 和 基 地 周 辺 に棲 息 す る魚 類 の腸 内細 菌 叢 に つ い て ※佐 々木武二:星 合孝男(教 授)

昭和基地周辺に棲息 す る魚類の腸内細 菌叢 を調べ ることにより,人 為汚染が魚類 にまで及んでい るか,ま た南極

の魚類 に特徴 的な細菌 叢を保 持 しているか,に つ いて調べ た。

材料は 一20℃ に凍結 したまN昭 和基地 よ り持 ち帰 り,検 査時 まで 一20℃ 中に保存 した。魚体を4℃ で融解 したの

ち,体 表 をアル コール綿 でふき,で きるだけ無菌 的に内臓 を取 り出 し,ホ モジナイズ した液を0.1meず つ プ レー ト

に直接塗付 し,4℃,20℃,25℃ で1週 間培養 した。使用培地 は普通寒天培地,ハ ー トインフュー ジョン培地を用

いた。

発育 した コロニーを ランダムサ ンプ リングにより41個 選 び,こ れ らにつ いて以下の性状を調べた。 グラム染色,

単染色,　sIM,オ キシダーゼ,カ タラーゼ,　oFテ ス ト,　oNPG,　 ADH,　 LDH,　 oDc,　 ciT,　H　2s,　uREA,　 TPA,

イ ン ドール,ゼ ラチ ン分解,グ ルコース,マ ンニ ッ ト,イ ノシ ット,ソ ル ビット,ラ ム ノース,サ ッカ ロース,メ

ル ビオース,ア シダグ リン,ア ラビノース。以上 の結果を もとに,　Cowanの 分類 に従 って,各 々の菌の属 につい

て分類 した。

41株 は以下 の属 に分類 された。　Acinetobacter13株,　 Pseudomonas8株,　 Flavobactor6株,　 Aeromon

as　1株,　 Citrobacter2株,で あった。　Citrobacter2株 は37℃ で も発育 し,　Citrobacterfreundiiお よびC.d

iversusに 分 け られた。本来魚類 の生息す る地域 の海水温度条件か らみ ると,37℃ 発育の菌が出現す ることは考 え

られない。 これがどのよ うな事情 か ら魚類 に浸入 したかは不明で あり,基 地 との関係 も不明であ る。 もし人為汚染

の結果 と考 えるな らば,廃 水処理 の問題 が当然起 って くると考え られ る。今回 はそこまで考え る材料はな く,確 実

な根拠 もないので,検 出された とい う事実にとどめる。今後継続調査す ることによりどの ような変化が見 られ るか

興 味深 い。 又,試 料が 一20℃保存 のため,融 解後試料が うま く採取で きないこともあ り,試 料の輸送 も考 慮す る必

要がある。

南極 産 具類 の 貝殻 成 長 線解 析 に関 す る基 礎 的 研 究 ※小池裕子(埼 玉大学教養部講師):内 藤靖 彦

(助教授)

南極産 の巻貝,ナ ンキ ョクバイ(Neobuccinumeαtoni)と 二枚貝,ナ ンキ ョクツキヒガ イ(AqαmusturncoL-

bechi)に ついて,貝 殻構造 および貝殻成長線 の観察法 を検討 し,殻 成長の指標 とな る年輪あ るい は周 期的 な 成長

線 を検 出 し,殻 成長 を考察 した。

貝殻 を成長 方向に沿 って切 断 したのち,樹 脂 に包埋 し,切 断面 を研磨 した。研磨面を0.1NHC1,0.1MEDT

A,3%　 CH　,COOHの エ ッチ ング液を用いてエ ッチ ング した。光学顕微鏡 によ る観察 は主 と して エ ッチ ング面 の

レプ リカを用い,走 査電顕では成長面,自 然破砕面お よびエ ッチ ング面 を観察 した。

1)ナ ンキ ョクバイ

殻構造:腹 足類 の殼 構造 はまだ研究 が進 んで いないので,斧 足類の殻構造か ら推定 した。殻の外層 は2層 に分れ

てお り,外 側 は稜住居 構造,そ の内側 は交 叉板構造 に類似す る。内層 は斧足類 にこれ と比定で きるものが見あた ら

ないが,複 合構造 と同様 の構 造を示す。

成長線:3種 のエ ッチ ング液では希塩酸 が最適で あった。明瞭な成長線 は最外層 にのみ検出 された。大部分の貝

は磨耗などによ り殻表面が チ ョーク化 して,最 外層がすで に消失 して いた ので,成 長線は 口縁部を除いて検 出する

ことは困難 であ った。 この部 分の成長線か ら殻成長 を次 の3期 に区分で きる見通 しを得た。(1)殻高40～45㎜ の比 較

的若い個体の成長線は殻 の大きさを増す方 向によ く延 びてお り,こ の時期 の殻成長 はかな り速い と思われる。② 殻

高45～50mの 中型の個 体では,時 お り成長線 の密 な部分が あり,そ の成長遅延 な部分 との間にやや成長の速い区間

が続 く。(3)殻高50m前 後の貝は肥厚 してお り,こ の部分 の成長線 は密 で,殻 を大 き くす る方向 とは直角に成長線が

立 ってい ることか ら,殻 成長は非常に遅い と思 われる。
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2)ナ ンキ ョクツキ ヒガイ

殼構造:本 邦産 のツキ ヒガイと同様に,外 層,内 層 の大半が葉状構造で,内 層の一部,殻 頂近 くの最内層に複合

構造 がみ られ ることがある。殻表面 に放射肋が走 り,左 殻にはそれと直交 して走 る鱗片が発達す る。

成長線:一 般 に葉状構造の殻 はエ ッチ ングが難 しく,成 長線 はほとんど観察で きな い。本種 も外層での観察は困

難であるが,鱗 片状 の隆起の部分にわずかに成長線のよ うな線が認 め られ た。 これ らの線 は殻高50～70㎜ までほぼ

規則的に並 び,か なり速 い殻の形成が進行 している ことを示 している。殻高70m以 上で は時お り成長線の密な所が

観察 された。

イ)特 別共同研究

南 極 海 沿 岸 生 態系 と沖 合 い生 態 系 との 相互 関 係 の解 析 ※星合孝男(教 授),河 村章人(北 海道大学 ・

水産 ・助教授),志 賀直信(北 海道大学 ・水産 ・助 手),西 澤 敏(東 北大学 ・農学 ・教授),谷 口 旭(東 北 大

学 ・農学 ・助教授),高 野秀昭(東 海区水産研 究所 ・主任研究官),根 本敬久(東 京大学 ・海洋研 ・教 授),堀 越

増 興(東 京大学 ・海洋研 ・教授),沖 山宗雄(東 京 大学 ・海洋研 ・教授),西 田周平(東 京大学 ・博洋研 ・助手),

古谷 研(東 京大学 ・海洋研 ・助手),粕 谷俊雄(東 京 大学 ・海洋研 ・助手),川 口弘一(東 京 大学 ・海洋研 ・助

手),門 田定 美(日 本大学 ・農獣医 ・教授),広 海十朗(日 本大学 ・農獣 医 ・助手),村 野正昭(東 京 水産 大 学 ・

教 授),佐 藤博雄(東 京 水産 大学 ・助手),今 島 実(国 立科学博物館 ・室長),中 村一 恵(神 奈川 県立博 物館 ・

主 任学芸員),小 坂 昌也(東 海 大学 ・海洋 ・教授),高 橋永治(神 戸大学 ・理 ・助教授),松 田 治(広 島大学 ・

生 物 生産 ・助教授),大 隅清治(遠 洋水産研究所 ・部 長),吉 田主基(遠 洋水産研究所 ・室長),奈 須敬 二(遠 洋

水 産研究所 ・室 長),小 牧 勇蔵(遠 洋水産研究所 ・主任研究 官),宇 野史郎(遠 洋水産研究所 ・主任研究 官),高

橋 正憲(海 洋水産資源開発 セ ンター ・研究員),佐 々木洋(東 北大学 大学 院 ・研究生),岩 見哲夫(筑 波大学大学院

・学生):松 田達郎(教 授),箕 田 嵩(客 員教授),大 山佳邦(助 教授),内 藤靖彦(助 教授),福 地光男(助 教授),

谷 村 篤(助 手),渡 辺研太郎(助 手)

本特別共 同研究 の第3年 次 と して,昭 和57年 に主 として昭和基地で得 られた調査試料(昭 和基地の北方,北 の瀬

戸か らオ ングル海 峡へか けて5定 点を設け,海 洋観測,生 物調査 を実施)の とりまとめ と検討を行 った。

海 氷下 における水温 の季節変動は極 く表層を除けば 一1.19℃ ～-1.89℃ の間 を変動 した。冬期間,気 温の低 下に

伴 って,海 水温 の低下が表層か ら深層へ向 って起 ったが,厳 冬期 の7月 にすで に深層 に一1.7℃ 以上 の暖 水が 出 現

した。塩 分濃度 の季節変化 は33.525か ら34.425の 間で起 り,変 化 の有様 は水温 の変化 とよ く一致 していた。

植物 プ ランク トン現存量の指標 と しての クロロフィル量 の増加 は11月 か ら始 まり,ユ 月中 ・下旬に ピークに達 す

る単 峯型 の増減 を示 した。 しか しオ ングル海峡では この ピークが12月 初 に認め られた。 この理由は現在の ところ明

らかではない。pH,溶 存酸素の季節変化は クロロフィル量の変化 と平行 して起 って いる。一方,栄 養 塩類 の 季節

変化 は複雑 であ り,一 定 の傾向 は認め難か った。

植物 プランク トンと同 じく,定 着氷域の一次生産にあずかるice-algaeは,海 氷上 の 日射量 が50～10〔蹴/c㎡/　day

とあま り多 くない状態で も増加す ることが確かめ られ,特 にice-algaeの 増加 を支配す る海氷下部の 日射 量は,

海氷hの 積雪量 に左右 され ることが確かめ られた。裸水域では8月 下旬,す で に30mg/㎡ 程度の クロ ロフ ィルが 認

め られ るよ うにな る。

機 脚類 の一種,pαrα1αbiqocerα αntαrct　icnsは 夏期定着氷の直下 に群生す る。 しか しこの種の幼生は,春 期,

海氷下部の氷の結晶の間隙に生息 してお り,　ice-algaeを 利用 して いる可能性が強い。10,11月 頃,　ice-algae

の現存量の大きい海氷域 でこの幼生の個体数は多 く,ま た成体 とな り海氷中に移 る時期 は,海 水 中の植物プ ラ ンク

トン現存量が高 くな る時期 と一致 して いる。

前記5定 点で行 った通常 のネ ッ ト採集の結果,僥 脚 類な どの小型動物プ ランク トン現存量 は,秋 か ら冬 を経て春

に至 る間に減少 した。 しか し特製大型 ネ ットの採集で は,お きあみ類,や む し類などの大型動物 プ ランク トンは,

冬期,む しろ増加 した。 この変化 の機構を明 らか にす るため には,さ らに調査を繰返 えす ことが必要 であ り,海 水

の沖合か らの流入が予想 されるので,沖 合 いとの関連を知 ることも重要であろ う。
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昭 和 基地 周 辺 定 着氷 下 の底 生 生 物 の研 究 教授 星合孝男,助 教授 内藤靖 彦

定 着氷域 における底生生物 の研究 は海氷 の存 在により極 めて困難であ る。 まず,定 性 的調 査を行 うための ドレッ

ジ採 集がで きず,定 量 的研究 を行 う採泥器採集 も相 当な労力を要 し,多 くの地点 での実 施は困難 である。写 真撮影,

テ レビによる観察 にも同様 な難点が伴 う。　SCUBAに よる調査で も潜水場 所,潜 水時間 などに は,お のず と制約が

生 ずる。

一 方
,南 極大陸 の沿岸域 における底生生物 の現存量 は大 き く,沿 岸生態系中の物 質移動 を論ずる とき,底 生生物

を無視 するわけにはいか ない。従 って,底 生生物の研究 は未だに いかな る情 報 も細 大漏 らさず集収 する段階 にある

と考 え られる。

トラップによる採集 は比較的簡便 な方法 と して,こ れ まで実施 されて きた。 この方法 で採集 される生物 は肉食動

物 に限 られるので,採 集 され た動物の種組成,個 体数が トラップを設置 した地点 の動物相 を正確 に反映 して いると

は言 えない。 そのよ うな制約 を知 りっっ も,上 記の理由か ら採集を継続 して きた。

昭和基地 の北方500mの 北 の瀬戸 にお いて,1967～1982年 の間に4回,そ れぞれ多少離 れた場所 で採 集 を実施 し

て きたので,そ れ らを比較検討 してみ た。

1967年 は5月 ～12月 中旬 まで,水 深9mの 地点で採集を行 った。　Tremαtomωsbernαcchtt,　 Sterechintrsneu-

mαyert,　OqontαstervαLiqus,Neobuccinωrneαt　 oni,　Lineωscorrωgαtusが 主 として採集 された。11月 以降,

S.neωmαyeriが 連 続 して採集 されたが,冬 季 は動物 の採集 される頻度 が減少 した。

1970年 は9月 か ら12月初旬 まで,水 深12mの 地点で採集を行 った。採集 された生物 は前回 と同 じであ ったが,こ

の年 は9月 以降,0.vαtiqusが,そ して10月 以 降S.　neumαyeriが 連 続 して,し か も多数採集 された。

1975年 は10月 末 ～12月 初頭 まで採集 を行 った。11月 中旬以降 　 S.　neumayeriの 採集頻度 は高か ったカS　O.　vα－

liqusは1970年 と異 な り,採 集回数 個体数 と も少 なか った。

1982年 は,3月 ～12月 の間,水 深19mの 地点で行 った。採集 された動物 は従来 の もの に加 え て,　 Amphipoda

spp,が 採集 された。 この年 はS.　neumαyeri,　 N.　eαtoni,　L　 corrugαtωsが 秋3,4月 と,春10月 以降 に採集 さ

れ,冬 期間 には全 く トラップに入 らなか った。 この5月 末か ら9月 末 までの間,こ れまで採集されなか ったAmphi-

poda　 spp.が トラップに入 った。

(3)科 学研究費補助金 による研究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官

(総合研究A)

南 極 海 海 洋 生 物 生 態 系 の構 造 と機 能 に関 す る総 合 研 究 ※星合孝男(教 授),根 本敬久(東 大 ・海 洋

研 ・教授),村 野正昭(東 水大 ・水産 資源研 ・教授),小 牧 勇蔵(遠 洋水研 ・主任研究官),有 賀祐勝(東 水 大 ・

水産 ・助教授)大 隅清治(遠 洋水研 ・部 長),山 中一郎(遠 洋水研 ・部長),中 村一恵(神 奈川県博 ・研 究員),

白木原国雄(水 産大学校 ・漁業学科 ・助 手):松 田達郎(教 授),箕 田 嵩(客 員教授),内 藤靖彦(助 教授),

江尻全機(助 教授),福 地光男(助 教授),谷 村 篤(助 手)

1.南 極海海洋生物生態系 に関 し,　BIOMASS計 画 によ る調査デー タの収集 ・整理 を実施 した。 日本 南 極地 域

観測隊 の取得 した海洋生物定常観測 データの うち,表 面海氷中の クロロフィルデー タのデー ターベース化 はすで に

実施 されて きてお り,57年 度分 のデータも収録を行 った。 さらに,　FIBEXを 中心 とした開洋 丸の海洋環境 に関す

るデー タのデー ターベース化 を行 った。

2.本 総合研究 の最終 目的 である海洋生態系の モデ リングを行 う際に,基 礎生産 に関 するデー タは重要で ある。

特 に,基 礎生産 の季節変化 を含めたデー タの必要性が モデラーか ら指摘 された。 これに応 じて,昭 和57年 度 に昭和

基地 周辺 で行 われた植物 プ ランク トンの現存t}1:調査の結果を整理 した。 また,海 氷域 では,植 物 プ ランク トンだ け

で はな く,海 氷中に生息 す る微細藻類 も基礎生産 者と して重要であ る。 この藻類の現 存量 とその季節変化,お よび

季節変化を支配す る主要要因である日射量 との関連を検討 した。現在の ところ,海 氷中の微細藻類 による年間生産
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最は,数gCc㎡ 程度 と考え られる、

3.第2次 生産 者の うち,最 も重要なナ ンキ ョクオキア ミの現存 量は,開 洋 瓦の魚群探知器資料か ら推定 されて

いるが,昭 和58年 度に も更に調 査を継続 して行 った。 ナ ンキ ョクオキア ミの生息密度 は,お よそ0.3g㎡ であ る。

また,生 態系 モデ ル作成に'llって,重 要なナ ンキ ョクオキア ミの生物学 的パ ラメー ターに関 して は,　FIBEX調 査

による新知見が集積 されっっある。 これ らに関す る総観的考察を行 った。 その他 の動物 プラ ンク トンにっ いて も,

捕食 ・被捕食関係の解 析,一 部個体 群の季節変動 を調査 した。

4.既 存の生態系モデルの検討 を行い,問 題点の摘出を行 うとともに,モ デ リングに必 要なパ ラメーターの質 の

向 上を図 るために,具 体的現 象を研究対象 とす る分担 者に対す るモ デラーの要望 事項 を整理 した。
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(4}研 究成果の発表

ア)学 会誌等による発表

題 目 著者(所 属) 誌 名 ・ 巻 号 ・ 頁 発 表 年 月

昭和基地周辺で採集 された魚類 の リス トおよび検 岩見哲夫(筑波大) 南 極 資 料78,37-44 58.3

索表 内藤靖彦

A　 population　 study　 of　 weddell　 geal　 in Y.　 Naito Proc.　 BIOMASS 58.7

LUtyow-Holm　 Bay　 and　 it　atjacent　 waters, T.　 Hoshiai Colloquium　 1982,

Antarctica 200-210

南極海の海鳥類 ・鰭脚類,鯨 類 大山佳邦 極地研1～218 58.11

中村一恵

(神奈川県博)

内藤靖彦

加藤秀弘(鯨 研)

Underwater　 observations　 of　 ice　 algae　 in H.　 Sasaki 南極資料81,1～8 59.3

LU　 tzow-Holm　 Bay,Antarctica. (東北大)

K.　 Watanabe
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イ)口 頭による発表

題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

定 着 氷 下 に お け るPαrαLαbiqocerα αntαrct　tcns 谷村 篤 第6回 極域生物 シ ンポ ジ 58.9

(澆脚類)の 季節変化と分布 福地光男 ウ ム

大塚英明

昭和基地におけ る産生生物の トラップ採 集 星合孝男 〃 〃

リュツォ ・ホルム湾東部海域 における底生無脊椎 沼波秀樹(東海大) 〃 〃

動物の分布 小坂昌也(東 海大)

内藤靖彦
星合孝男

南極産魚類等の長期飼育について 榊 原 茂(鴨 川 シ 〃 〃

一 ワル ド)

鳥羽山照夫
(〃)

星合孝男

大型動物用の長期小型水深記録計 内藤靖彦 〃 〃

大山佳郎
星合孝男

1981,82年 昭 和 基 地付 近 で 見 られ た ア デ リーペ 星合孝男 〃 〃

ンギ ン個体数の増加 末 田達彦(名 大)

谷村 篤

福地光男
大塚英明

南 極 リュ ツ ォ ・ホル ム 湾 定着 氷下 の ク ロロ フ ィル 福地光男 〃 〃

現存量 谷村 篤
大塚英明

南極 リュツ ォ ・ホルム湾 定着氷 下の海洋構造 福地光男 〃 〃

谷村 篤
大塚英明

定着氷下のプ ランク トン採集法 について 福地光男 海洋学会 58.10

谷村 篤

大塚英明
内藤靖彦

星合孝男
■

南極沿岸定着氷域における生物海洋学的調査 福地光男 〃 〃

(予報) 谷村 篤
大塚英明

内藤靖彦
星合孝男

1982年,夏 期,昭 和基地周辺定着氷下の 谷村 篤 〃 〃

Pαrα 励iqocerα απtαrticα(榛 脚 類)単 一 群 福地光男
の出現 につ いて 大塚英明

星合孝男
箕田 嵩(北 大)
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月

南半球春一夏季にお けるice　algae増 加開始時期 星合孝男 海洋学会 58.10

遊 泳記録計で測定された アカ ウ ミガメの遊泳記録 内藤靖彦 〃 〃

内田 至

(姫路水族館)
大山佳郎
呉羽和男

(姫路水族館)

南極大陸氷床上旅行の働態学的解析 松田達郎 第18回人類働態学研究会 58.7

■
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5.極 地 設営 工 学 研 究 グル ープ

(1)一 般研究

自 然 エ ネ ル ギ ー を動 力 と した無 人 観 測 シ ステ ム の研 究 開 発 教授 川 口貞男,助 教授 鮎川 勝 藤

井理行,助 手 寺井 啓,和 田 誠,山 岸久雄

昨年度 は1　kw級 の風車発電 システム2式 を試作 し,1式 は南極へ搬入 し,他 は霧 が峯高原 において冬期1か 月

間の野外実験 を行 った。今年度は省電 力型 データ収録 システムの開発を行 った。 このため短周期(超 高層現象)型

と長周期(気 象現象)型 の両者を開発 し,昨 年度開発 した風車 システ ムの野外実験 を南極 で行 った。

短周期 型データ収録 システムは基本設計を行い,概 ね終了 したので変調 システム と記録本体 の一部 の試作 に着手

した。長期型 データ収録 システムのモデルと して市販 のデータロガー(テ ィア ック,DR-55)の 試験を行 い,実

験器用 に改造 した。 また,実 機用原型 の基本設計 を小型電子計算機 を利用 して行 った。

南極現地実験:み ずほ基地 において(極 地研石沢技官担当)若 干 のデー タは得 たが,電 磁 ブレーキ(回 転数制御)

と回転翼 フランジ(自 家製)に 問題があったため,試 作風車発電 システムの現地実験 は不充分 な結果 に終 った。一方,

太陽電 池 との併用 システムの開発実験 を行 うため,国 内実験 で使用 した風車発電 システムを改良 し,こ れにDR-55

改造型 デー タ収録 ・制御 システム,160W多 結晶型太陽電 池(京 都 セ ラ ミック製)を 加えみずほ基地 へ 搬入 した。

また国内実験用 に試作 した保温箱 も持参 した。 さらに小型 の太陽電池 による通信機用電池充電 システムを試作 した。

南 極 地 域 研 究 の た め の 設 営 に 関 す る寒 地 工 学 的研 究 客員教授 東 晃

我が国 の南極観測事業 は開始以来四半世紀 を経過 し,研 究 目的や研究地域 などの変化 によ り転機 に立 って いる。

この時 に当り,研 究のための設営の問題 を システムと して把握 し,将 来の発展 のための提案 を行 うことを 目的 とし,

i)氷 床上の基地建設 と維持,li)氷 床上 の輸送,di)エ ネルギー問題,iv)環 境問題,V)情 報伝達な どにっい

て の調査 ・研究を行 った。 特に氷床上基地 の維持 に関連 し,排 水の雪 氷中への浸透処理 に関 し必要 な熱量計算を行

い,こ の結果 は第1回 極地 設営工学 シンポ ジウムにお いて発表 した。 また,み ずほ基地 の建築物 は現在雪面下 にあ

り,堆 雪 によ る建物 への影響,建 物 か らの放熱 による周囲の積雪 の変態等 を調査す るたあ,現 地 と連 絡を とりっっ

所要の計測を行い,半 貫客 員助教授等 と解析を進め た。

氷 床 上 の観 測 基 地 設 計 に関 す る基 礎 的 研 究 客員助教授 半貫敏夫

南極 氷床上 に建設 され る建物 は堆雪 によ り埋没す る。 このため円筒形 の被覆構造物の中に建物 を設 けた基地が あ

る。 このよ うな構造物 は輸送や建設に機械 力を必要 とするので,軽 量で組立が簡単な合成繊維網 の円筒構造物を作

り,そ の周辺 に雪 を堆積 させ,人 工的に雪洞 を作 る ことを試み た。風洞内 に円筒型の スノウフ ェンスを設置 し,炭

酸 マグネ シウムによる人工雪の堆 積状況 を観察 した。 また,種 々の大 きさの トレンチ模型 を置 き,そ の周辺の風の

分布か ら吹 き溜 りの発達過程を推 定 した。一方,直 径1m,長 さ2mの 円筒形 スノウフェ ンス(鉄 骨 フ レームに4

種類 の網 を巻 いた)模 型を作 り,み ずほ基地 で現地実験(昭 和59年2～3月)を 行 った。模型 に用 いた網 目がか な

り大 きか ったため,飛 雪粒子 は網 目を通過 し,風 洞実験で見 られ た着雪堆積現象 は現地 では起 らなか った。今後 は

網 目の形状,雪 粒子の物性,風 速 の影響等 を考慮 して実験を継続す る予 定であ る。 これ らの研究 の結果 は本人の所

属す る日本大学 の出版物 に印刷 発表す るとと もに,極 地設営工学 シンポジウムにおいて発表 した。
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(2)共 同研究 ※印研究代表者.印 以下極地研担当教官

ア)一 般共同研究

昭 和 基 地 で 使 用 す る 構造 材料 と して の石 膏 の低 温 特 性 ※佐藤稔雄(日 本大学理工学部教 授),平 山

善 吉(日 本大学短 期大学部助教授),内 藤正昭(同 講 師):楠 宏(教 授),川 口貞男(教 授)

昭和基地 の建物 の不燃化 のために,石 膏 の耐 火性 と低温特 性に着 目 し,各 種石膏の力学的性質 にっ いて実験 を行

った。 その結果ll型 無水石膏改良品,H型 無水石膏 および α型 半水石膏が,構 造用石膏 として適合 してい ることが

わか った。 これ らの石膏 は何 れ も耐 火性 および低温特性 に優 れて いるが,昭 和基地で採取 した骨材を用いた石膏 コ

ンク リー トを作成 し低温特性(各 種強度試験)を 調 べた。 この場合石膏 モルタルお よびコンク リー トの養生 温度 を

0℃ と4℃ に限定 した。 その結果,モ ル タルおよびコ ンク リー ト共 に,H型 無水石膏改良 品(II型 無水石膏70%,

V型 セメ ン ト30%)が 強度 にっ いて優れ,強 度の発現で は α型半水石膏が優れて いることが明 らかにな った。来年

度 は同一石膏 を用 いて,養 生温度 の幅 を広 げた実験 を行 う予定であ る。研究の一部 は極地設営コ王学シンポ ジウムで

発表 した。

南 極 越 冬 隊 の食 生 活 に関 す る研 究 ※松 田達郎(教 授),藤 野富士代(小 田原女子短 大講師):川 口貞男

(教授)

前年度 は第21次 越冬隊 の実際 の食事献立 に従 って栄養 出納表 を作成 し,隊 員の栄養摂取状 況を検 討 した。 その結

果,摂 取量 の低 いカル シウムなどの補給 を考慮 し,エ ネルギー4200Kcal,た ん白質170g,脂 質180g,カ ル シウム

1250mgと し,穀 類 エネルギー比37%,た ん白質 エネルギー比16%,脂 質 エネルギー比38%,動 物性 たん白質比66%

の食糧構成試案 を作成 した。 これ らの結果 を第25次 隊 の食糧調達計画 に反映 させ,と くに旅行隊の食事計画担 当者

の献立(22日 間)に っいて栄養学的検討 を加 え,標 準量 に達す るよう栄養価の改正を求 めた。 来年度 は第24次 隊 に

依頼 した食物調査表 に もとづ き検討 を続 ける。研究 の一部 は極地設営工学 シンポジウムで発表 した。
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(3)研 究成果の発表

ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者(所 属) 詩 名 ・ 巻 号 ・ 頁 発 表 年 月

旧地学棟建物の性能変化に関する試験報告 佐藤稔雄 南極資料79 1983.8

(日 大) 55-88

平山善吉
(日 大)

近藤基樹
(竹中)

宇野隆之
(竹中)

生部圭助
(竹中)

南極地域 における自然 エ ネル ギ ー利用 な らびに建 佐藤稔雄(研究代 日本大学理工学部学術研 1984.3

築 ・土木構造物 に関す る基礎的研究 －H 表 者,日 大) 究助成金報告書183P

他17名
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イ)口 頭による発表

題 目 著 者(所 属) 詩 名 ・ 巻 号 ・ 頁 発 表 年 月

昭和基 地産 骨材を用いた コンク リー トの強度に関 平山善吉(日 大) 日本建築学会学術講演会 1983.9

す る基礎実験 その1,そ の2 内藤正昭(日 大)

尾方康純(日 大)

野尻悌孝(日 大)

構造用石膏の低温特性について 平山善吉(日 大) 昭和58年 度 日本大学理工 1983.11

内藤正昭(日 大) 学部学術講演会
尾方康純(日 大)

野尻悌孝(日 大)

石膏建物への利用の試みH 平 山善吉(日 大) 文部省科研費総合Br構 1983.10

造 用 石 膏 コ ンク リ ー トの

物性 と利用 に関す る研究 」

研究連絡講演会

南極氷床 上観測基地建設のためのス ノウフェ ンス 石村紀久雄(日大) 昭和58年度日本大学理工
の利用 について 半貫敏夫(日 大 ・ 学部学術講演会

客員助教授)

佐藤稔雄(日 大)
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〔B国 際共同研究 〕

1.ア イ ス ラ ン ドに お け る オ ー ロ ラ現 象 の 共 役 点 観 測

-

O
乙

つ
0

期 間 昭和58年8月10H～10月10[]

参加者 福 西 浩,佐 藤 夏雄(極 地 研),国 分 征(東 大 ・理)

目 的

オー ロラ粒子 とオー ロラ粒子 の降 り込みによ って発生す る各種 の電磁波動 ,電 場,磁 場変動を南極の昭和基地,

みずほ基地,マ ラジョジナや基地の地磁気共役点にあた るアイス ランドの地上で多点観測を行い南極 での同種観測

データと比較す ることにより,オ ー ロラ諸 現象の共役性 を解明す ることが本研究 の 目的である。

南極 のみず ほ基地 とヤ ラジョジナや基地 は昭和基地 を中心 に して地磁気子午線,経 線 方向に約300㎞ 離 れ た直 角

二等辺三 角形 の頂点 に位置 し,オ ーロラ諸現象の通年観 測を実施 している。 また,昭 和基地には南極大陸 では最 も

近 代的なオー ロラ観測 のための総合観測 システ ムが整備されている。 オーロラ帯に位置す る観 測所 で共役 点観測の

実施可能 な ところは,地 理的 な制約か ら地球 ヒで昭和一アイス ラン ド共役 点対だけであ る。 さらに幸運 にも,み ず

ほ基地,マ ラジョジナや基地の共役点 もア イス ラン ド本土上 に位置 して いる。 従 って この有利 な条件を十分に利用

した観測 を実施す ることは,い まだ未解決 であるオー ロラの加速機構を解明す るたあの重 要な観測課題であ る
。

4.実 施 の概要

Husavik,　 Isafj6rdurに おいて,来 年 度予定 している本観測 に備えて,ノ イズ調査な どの移動観測 を詳 細 に行

い,セ ンサーの設置場所 を決定 した。　Husafel1は 昭和基地の共役点 であることか ら
,ア イス ラン ドに設置 す る3

ケ所 の観測点 のなか で,中 枢観測所 とな るよ う計画 した。 そ して,今 回 はオ ーロラ全天カメ ラ,フ ラックスゲ ー ト

磁 力計,リ オメータ,　VLF自 然電波観測装置等のセ ンサーを設置 した。また,南 北両半 球で観測 されるオ ーロ ラ

現象 の受信 時間差 を正確 に知 る必要があ ることか ら,10MHz標 準電波を受信す るこ とによ って時刻較正 を行 う時計

装置 も設置 した。各観測装置によ り得 られたデータはデ ィジタル データ レコーダによ り収 録 した。　Husafellに 設

置 した観測器 は全て順調に動作 し,数 多 くの興味深 い現象 を得 ることができた。今後 は第24次 観測隊 の帰国を待 っ

て,南 極で得 られたデ ータ との詳細 を比較解析 を進め る。
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〔C研 究集会等の活動 〕

1.シ ン ポ ジ ウ ム

第6回 極 域 生 物 シ ンポ ジウム

昭和58年9月8日(木)～10日(土)

従来,「 南極生物 シンポ ジウム」 と して毎年開催 して きたが,今 回か らシンポ ジウム タイ トルを 「極 域 生物 」 と

し,北 半球極域 の情報 もカバ ーす ることとした。 同時に,広 く所外 か らの研究 発表 を受 け付 けた。今回 はこれ まで

のBIOMASS計 画の成果,第23次 南極観測隊によ る沿岸定着 氷域 での成果,さ らに北極海域や北太平 洋 亜寒 帯域

で の比較研究 など合計29題 の発表があ った。 その他にSIBEX研 究計画 に関 する4題 の発表が あり,活 発な討論 お

よび情報交換が行われ た。今回 は一次生産に関す る発表が10題 を占め,南 極海 の一次生産 の特徴が浮 き彫 りに され

た。総合討論で は将来の極域海洋生態学 の展 望にっいて意 見交換 がなされ,有 益 なる シンポ ジウムで あった。出席

者数79名,3日 間の延参加者151名 であ った。講演論文 は,当 研究所 発行 の"Memoirs　 of　National　 Institute　of

Polar　 Research,　 Special　Issue,　No.32　"に 掲載 され る予定であ る。

プ ログラム

1.動 物 プラ ンク トン ・マイクロネク トン

1.北 太平洋亜寒帯及 び北極海南部地域 にお ける微小動物 プ ランク トン現存量

谷 口 旭(東 北大 ・農)

2.定 着氷下 におけるParalabidoceraantarctica　 (橋脚 類)の 季節変化 と分布

谷村 篤,福 地光男,大 塚英明(極 地研)

3.南 極洋 のマイクロネク トンいか類

根本敬久,沖 山宗雄,(東 大 ・海洋研),高 橋正憲(海 洋水産 資源開発 セ ンター)

4.科 学魚探 を用 いたオ キア ミの音響学 的調査について

白木原国雄(水 大校),中 山覚 介(水 産庁 ・開洋 丸)

ll.　魚類 ・底生生物

1.骨 学的形質 よ りみたコオ リウオ科魚類(ス ズキ 目:ノ トセニア亜 目)の 類縁関係

岩見哲夫(筑 波大 ・生物科学研究科),阿 部宗明(東 大 ・総合研究資料館)

2.昭 和基地における底生生物 の トラップ採集

星合孝男(極 地研)

3.リ ッツ ォ ・ホルム湾東部海域 にお ける底生無脊椎動物 の分布

沼波秀樹,小 坂昌也(東 海大 ・海洋)内 藤靖彦,星 合孝 男(極 地研)

4.南 極産魚類等 の長期飼育 につ いて

榊原 茂,鳥 羽山照夫(鴨 川 シー ワール ド),星 合孝 男(極 地研)

皿.海 鳥 ・海獣類

1.南 極海 に分布 するナガスクジラ属3種 の肉体成熟 体長 の水域 によ る差 と資源量 との関係

大隅清治(水 産庁 ・遠水研)

2.大 型動物用 の長期小型水深記録計

内藤靖彦,大 山佳邦 星合孝男,(極 地研)

3.印 度洋海獣動物相 の分布 に関す る南緯55度 の意義

西脇 昌治(東 海大 ・海洋研)

4.1981,82年 昭和基地付近で見 られたアデ リーペ ンギ ン個体数 の増加

星合孝男(極 地研),末 田達彦(名 大 ・農),谷 村 篤,福 地光 男,大 塚英明(極 地研)
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IV.　SIBEX研 究 計画

1.し らせ及び昭和基地 の計画(第25次 隊)

星合孝男(極 地研)

2.白 鳳丸の計画

根本敬 久(東 大 ・海洋研)

3.海 鷹丸の計 画

村野正昭(東 水大)

4.開 洋丸SIBEX調 査航海 の概要

小牧 勇蔵(水 産庁 ・遠水研)

V.一 次生産

1.フ ロン トにおける植物 プラ ンク トンパ ッチの形成 及び維持 一黒潮 フロ ントを中心 と して 一

山本民次(東 北大 ・農)

2.南 極海沖合域 におけるクロロフ ィル現存量の分布(JARE24)

佐々木洋(東 北大 ・農)

3.南 極海 イ ン ド洋区 の小海域 にお ける珪 藻類の分布

河村章人,市 川督朗,(北 大 ・水産)

4.南 極 リュッォ ・ホルム湾定着氷下の クロロフィル現存量

福地光男,谷 村 篤,大 塚英明(極 地研)

5.南 極産紅藻PhyZZopんorα αntαrcticαの形態 ・生長 ・光合成活性 について

大野正夫(高 知大 ・海洋生物教育研究セ ンター)

6.南 極海 の(]erαtium属 の分類 と分布

岡本恒美,高 橋永治(神 戸大 ・自然科学研究科)

7.南 極海 のChoanoflagellates,特 にPαrvicodicutαsociαlis　 (Meunier)　 Deflandreに っいて

原 成光,田 上英一郎(神 戸大 ・自然科学 研究 科)

8.南 極 オキア ミ(EuphαttsiαsuperbαDana)の フィ一 方ルペ レッ トの有機物組成 につ いて

田上英一郎(神 戸大 ・自然科学研究科)

9.南 極 における藻類 の生育 と食物連鎖 と窒素 ・炭素同位 体分別

和 田英太郎(三 菱化成生命科学研)

10.南 極昭和基地付近 の土壌中 のバ クテ リアの分布 と環境

山中三男(高 知大 ・理)

香川 尚徳(愛 媛大 ・農)

VI.　有機塩素化合物 の挙動

1.南 極地域 の大気及 び水圏環境 にお ける有機塩 素化合物 の動態

立川 涼,田 辺信介,日 高秀夫,脇 本忠明(愛 媛 大 ・農)

2.南 極沿 岸海洋生態系 における有機塩素化合物の動態

日高秀夫,　Subramanian,　 B.R.,田 辺信介,井 上 毅,河 野公栄,脇 本忠明,立 川 涼(愛 媛大 ・農)

3.南 極海 の コイ ワシクジラ(ミ ンククジラ)に よる水銀および有機塩素化合物 の蓄積特性

田辺 信介,森 徹,疇 津久美子,本 田克久,立 川 涼(愛 媛大 ・農)

V皿.海 洋環境 条件

1.30°E～120°Eの 南極におけ る地衡流

奈須敬二(水 産庁),永 延幹男(東 大 ・海洋研)

2.科 学魚探 によるE.sωperdα 資源量の見積 りにおけ る環境指数Z200の 意義

永延幹男,平 野敏 行(東 大 ・海洋研)
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3.　 E.superbaの 地理 的分布 にたいす る環境 についての考察

永延幹 男,平 野敏行(東 大 ・海洋研)

4.南 極 リュツォ ・ホル ム湾定着氷下の海洋構造

福地光男,大 塚英明,谷 村 篤(極 地研)

m.総 合討論

(BIOMASS計 画の成果 と将来の展望 について)

座長 松田達郎(極 地研)

第4回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウム

昭和58年10月28日(金)～29日(土)

今回 は,地 質学.地 球物理学 を中心 とし,地 球化学,地 形学,雪 氷学の広 い分野 にわた り,51編 の発表が行 われ

た。 昭和基地 周辺地域 での20次 一24次 観測 で得 られた成果 のほか,マ クマー ドサ ウ ンド地域での地 球物理学 的,地

球化学 的研究,白 嶺 丸によ る南極周辺海域 の調査 などの成果が討議 され た。

通常,地 学 関連 の諸学会 で,分 野別 に成果 が発表 されているが、本 シンポジウムで は,南 極 という対 象を軸 に,

諸分野の枠を越 えて討議 が行われ ることが,最 も重要 な役割 である。討議の深化を はか ることに は,困 難な点 もあ

るが,努 力を傾け ることとし,こ れに関 して,シ ンポ ジウムのあり方 につ いて も,討 論が行われた。

プ ログ ラム

1.地 質学的研究(1)

1.昭 和基地付近産変成岩のRb-Sr年 代(予 報)

矢内桂三(極 地 検),柴 田 賢(地 質調 査所),白 石和行(極 地研)

2.南 極 スカ レビー クハ ルセ ンの スカル ンの酸素 同位 体的研究

鈴木哲夫,松 葉谷 治,松 枝大 治(秋 田大 ・鉱),本 吉洋一(北 大 ・理)

3.南 極産graphiteとmolybdenite

松枝大治(秋 田大 ・鉱),本 吉 洋一(北 大 ・理),鈴 木哲夫,松 葉谷 治(秋 田大 ・鉱)

4.エ ンダー ビーラン ド,リ ーセル ・ラルセ ン山か ら見出されたス ピネルと石英 の共生 にっ いて

本吉洋一(北 大 ・理),松 枝大治(秋 田大 ・鉱)

5.リ ュツォ ・ホル ム湾 エイ ンス トー ドインゲ ン産ザ クロ石一珪線石 片麻 岩 と大理石 の構成鉱物

松原 聰(国 立科学博物館),本 吉洋一(北 大 ・理)

6.リ ュツォ ・ホルム湾沿岸地域か ら採集 された2,3の 特異 な裏地性岩礫 について(予 報)

小 島秀康,矢 内桂三,白 石和行(極 地 研),松 本径夫(山 口大 ・理)

7.南 極横断山脈Carapaceヌ ナターク産 ジュラ紀 カイエ ビ類化石 にっいて

西 田民雄(佐 賀大 ・教育),楠 見 久(鈴 峯女子短大),矢 内桂 三(極 地研)

8.南 極産鉱物 の記載 カタログ作成計画 にっ いて

松枝大治(秋 田大 ・鉱),松 原 聰(国 立科学博物館),矢 内桂三,白 石和行(極 地研),本 吉 洋 一(北

大 ・理)

9.極 地研究所所蔵 の南極産岩石標本 につ いて

白石和行,矢 内桂三,小 島秀康,船 木 實(極 地研)

ll.　海洋域 の地学

10.`し らせ'の 海上重力測定 システム

瀬川爾朗(東 大 ・海洋研),神 沼克伊(極 地研),植 田義 夫(水 路 部)

11.砕 氷船 「ふ じ」か ら試 みたスパ ーカーによる海底 音波探査

森脇 喜一(極 地研)
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12.昭 和基地北西沖 およびモーソ ン基地北方沖海底 の有孔虫置骸群集(予 報)

多井義郎(広 島大 ・総合科学部)

13.昭 和 基地周辺地域 の堆積物中 に含 まれ るア ミノ酸(序 報)

佐 々木清隆(東 北大 ・理),森 脇喜一(極 地研)

14.白 嶺 丸による ロス海 の海底地質調査結果 一重力,地 磁気,地 殻熱流量 一

佐 木和夫(石 油公団),石 原丈実,上 嶋正人(地 質調査所)

15.白 嶺 丸によ るロス海 の海底地質調査結果 一反射法及び屈折法地震探査 一

及川信孝,金 田義行(石 油公団),横 倉隆伸,加 野 直巳(地 質調査所),多 田正明(地 球 科学研)

16.白 嶺 丸南極(ロ ス海)調 査研究航海(TH82-1)で 得 られたコアの残留磁気

上 嶋正 人(地 質調査所),佐 木和夫(石 油公団)

17.白 嶺 丸によ るロス海 の海底地質調査結果 一海底堆積物及 び露岩 一

佐藤俊二,中 水 勝,磯 部人志(石 油公団),有 田正史(地 質調査所),葉 室和親(外 務 省)

皿.地 球物理学 的研究

18.南 極大 陸はなぜ地震活動が低 いか

谷 祐 史,川 崎一朗(富 山大 ・理)

19.南 極 エ レバス山の1982-1983年 の地震活動

植木貞人(東 北大 ・理),馬 場め ぐみ(千 葉大 ・理),神 沼克伊(極 地研),小 山悦 郎(東 大 ・震研)

20.南 極 エ レバス山の爆 発地震 にっ いて

馬場 め ぐみ(千 葉大 ・理),神 沼克伊,渋 谷和雄(極 地研)

21.エ レバス火山の噴 火間隔 の物理的解釈

下 鶴大輔(東 大 ・震研),神 沼克伊(極 地研),　 R.　R.　Dibble　 (ビク トリア大)

22.南 極 ロス島の重力測定

神沼克伊(極 地研),小 山悦郎(東 大 ・震研),植 木貞人(東 北大 ・理)

23.昭 和 基地 におけるボー リングコアの弾性波速度 の測定

行竹英雄,伊 藤 潔(京 大 ・理)

24.人 工地震記象 と理論記象 との比較

伊神 揮(名 古屋大 ・理),伊 藤 潔(京 大 ・理)

25.南 極 昭和基地周辺及 びみず ほ高原 や まと山脈地区での重力測定

長尾年恭(東 大 ・震研),神 沼克伊(極 地研)

26.や まと山脈地区 の重力測定 と氷床下の地形の推 定

長尾年恭(東 大 ・震研),吉 田栄夫(極 地研)

27.ア ムンゼ ン湾 ナ ピア山塊 の古地磁気

船 木 實,永 田 武(極 地研)

IV.　地球化学 的研究

28.氷 山を用いた海水 中のウラ ン回収法 にっ いて

西山 孝(京 大 ・工)

29.昭 和基地周辺露岩地域 の岩石地球化学

久保田秀紀,椎 川 誠(秋 田大 ・教育),矢 内桂三(極 地研)

30.昭 和基地 におけ る大気中二酸化炭素の モニタ リング

綿 祓邦 彦(東 大 ・教養),鳥 居鉄也(千 葉工大),村 山治太(横 浜 国大 ・教育)

31.昭 和基地 周辺湖沼 の水質 モニ タリング

村山治太(横 浜 国大 ・教育),中 谷 周(弘 前大 ・理),綿 抜邦彦(東 大 ・教養),鳥 居鉄也(千 葉工 大)

32.南 極 ドライバ レー地域 と昭和基地周辺 のEvaporite

森川 日出貴,平 林順一,小 坂丈了(東 京工大 ・工材研),鳥 居鉄也(千 葉工大)
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33.ド ンファン池 の継年観測

中谷 周(弘 前大 ・理),鳥 居鉄也(千 葉工大),山 縣 登(公 衆衛生院),村 田貞雄(千 葉 工大)

34.南 極内陸塩 湖の微量成分 か らみた塩起因

増 田宣 泰(北 大 ・水産),中 谷 周(弘 前大 ・理),鳥 居鉄也(千 葉工大)

35.南 極大 陸における有機地球化学研究 の現状

松本源喜(都 立大 ・理),鳥 居鉄也(千 葉工大),半 谷高久(都 立大 ・理)

36.南 極 ドライバ レー地域 の環境放射能

小村和久,林 巧,阪 上正信(金 沢大 ・理),鳥 居鉄也(千 葉工大)

V.地 形 および雪氷学的研究

37.永 久凍土地域 での氷櫻 の成長機構 と環境

福 田正 巳(北 大 ・低温研)

38.空 中写真判読 によるやま乏 山脈 とベル ジカ山脈の地形

岩 田修二(都 立大 ・理)

39.や まと山脈 の地形的特徴 につ いて

吉 田栄夫(極 地研)

40.裸 氷原 のdirt　bandの 成因にっ いて

大前宏和(北 大 ・低温研),西 尾文彦(極 地研),勝 島尚美(北 大 ・理),石 川正雄(北 大 ・低温研),

高橋修平(北 見工大)

41.電 波氷厚計 による基盤地形

西尾文彦(極 地研),大 前宏和,石 川 正雄(北 大 ・低温研),高 橋修平(北 見工大),

勝 島尚美(北 大 ・理)

VI.　地質学 的研究(H)

42.電 波 氷厚計 による基盤地質推定 の試 み

大 前宏和(北 大 ・低温研),西 尾文彦(極 地研),石 川IE雄(北 大 ・低温研),高 橋修平(北 見1'1大),

勝 島尚美(北 大 ・理)

43.や ま と山脈 の泥質変成岩

浅 見正雄(岡 山大 ・教 養),白 石和行(極 地研)

44.南 やま とヌナ タクスの地質

勝 島尚美(北 大 ・理)

W.地 質学 的研究(皿)

45.ラ ングホ ブデ沖諸 島の地質

勝島尚美(北 大 ・理),矢 内桂三(極 地研)

46.プ リンスオ ラフ海岸 の地質構造

白石和行(極 地研),広 井 美邦(金 沢大 ・教育),佐 々木清隆(東 北大 ・理),矢 内桂 三(極地研),

木崎甲子郎(琉 球 大 ・理)

47.プ リンスオラフ海岸西部地域の変成 作用 にっいて

鈴木盛久(広 島大 ・理)

48.明 るい岬の塩基性変成岩類

蟹沢聰史(東 北大 ・教養),木 崎甲子郎(琉 球 大 ・理),石 川賢一一(東 北大 ・教養)

49.日 の出岬のFassaite-grossular　 rockに つ いて

蟹沢聰史(東 北大 ・教養),矢 内桂三(極 地研)

50.　 Stauroliteの 安定性 に対す るZnの 効果

広井美邦(金 沢大 ・教育),白 石和 行,矢 内桂三(極 地研)
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51.プ リ ン スオ ラ フ海 岸 の 変 成 岩 中 のHornblendeの 組 成

広 井 美邦(金 沢 大 ・教 育),白 石 和 行(極 地 研),大 貫 仁(弘 前大 ・理)

第6回 極 域 気 水 圏 シ ンポ ジ ウム

昭和58年12月7日(水)～9日(金)

当研 究 所 主 催 の シ ンポ ジウ ムが 開 か れ た。23次 隊 か ら始 ま っ た 「東 ク イー ンモー ドラン ド研 究 計 画 」,「 中 層 大 気

観 測 計画(MAP)」 に関 す る報 告 が 数 多 く発 表 され た。 また22次 隊 で終 了 した 「南極 域 気 水 圏 観 測 計 画(POLEX

-South　 )」　に つ い て の解 析 結 果 の発 表 ,特 に 力 タバ 風 の シ ミュ レー シ ョ ンに っ い て の 発表 が な さ れ た 。 ま た,極

域 で の使 用 を考 え た測 器 や雪 結 晶 な ど にっ いて の 発 表 もな され た。 発 表 論 文56編,出 席 者94名 で あ っ た。 論 文 は当

研 究 所 発 行 の"Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Special　 Issue"に 掲 載 さ れ る予 定 で あ る。

プ ログラム

1.大 気組成 ・エ アロゾル

1.昭 和基地におけ るオ ゾン特別観測 につ いて

忠鉢 繁(気 象研)

2.成 層圏二酸化窒素大気球観測

小川利紘 岩 上直幹(東 大 ・理),藤 井良一一(極 地研),菊 地雅寿(明 星電 気)

3.南 極地域 にお ける大気中ハ ロカーボ ン濃度 の精密測定(第2報)

横畑彰人,巻 出義紘,富 永 健(東 大 ・理)

4.南 極 における大気微 量成分濃度の測定

広 田道夫,忠 鉢 繁,牧 野行雄,村 松 久史(気 象研)

5.赤 外分光器 による大気中微 量成分の観測(そ の2)

村松久史,牧 野行雄 広田道夫,佐 々木 徹(気 象研)

　6.　 In-situmeasurementsofmolecularfromofstratosphericsulfateparticles

小野 晃(名 大 ・水圏研)

7.自 由対流圏 エアロゾルの空間分布の観測

森 田恭弘,高 木増 美,近 藤 豊(名 大 ・空電研)

8.火 山大噴火後 の成層圏 エアロゾル ー 人L衛 星 デー タの解析

藤原 玄夫(九 大 ・理),　M.P.McCormick(LaRC)

ll.　放射

1.1982年 の各地 の直達 日射 量の変動 にっ いて(昭 和基地を含む)

山内豊太郎,志 村英洋(気 象庁 ・観測部),松 原広司(高 層気象台),廣 瀬保雄(気 象庁 ・観測部)

2.長 波長放射の観測及び計算 か らみた逆転層の影響 とその年 々変動

山内 恭(極 地研)

3.　 AVHRR画 像を使用 した雲,海 氷の抽 出

田中信也(富 士通),山 内 恭,川 口貞男(極 地研)

m.海 氷 ・海洋

1.　 NOAA衛 星MSUに よる海氷縁 識別の試み

瀬尾洋一(電 通大),山 内 恭(極 地研)

2.　 LUtzow-Holm湾 の海氷 と昭和基地の気温

小野延雄(北 大 ・低温研)

3.南 極Queen　 Maud-Enderby　 Land沖 の海況

若 土正暁(北 大 ・低温研)

一133一



4.ウ ェ ッデル海東方海域の深層水 につ いて

本井達夫,小 野延雄(北 大 ・低温研)

5.イ ンパ ルス レーダーによる海氷厚の測定

大前宏和(北 大 ・低温研),西 尾文彦(極 地 研),勝 島尚美(北 大 ・理),石 川 正雄(北 大 ・低温研),

高橋修平(北 見工大)

IV.　気候変動 ・大気循環

1.南 極点高原 にお ける降水 について

井上雅之(自 然環境 科学研究 所),大 竹 武(ア ラスカ大 ・地物研)

2.み ず ほ高原か らえた コアにおけ る酸 素同位体 垂直分布(そ の1)一 昭和基地 の気温変動 との関連性 一

加藤喜久雄(名 大 ・水圏研)

3.中 ・高緯度におけ る波の活動 と極 の温度
一三角幸夫(京 大

・理)

4.南 半球 の成 層圏循環にっいて一 平均風 と波動 のふ るまい 一

塩谷雅人,廣 田 勇(京 大 ・理)

5.南 極域 中層大気 にお ける内部重力波 の生態

神沢 博(極 地研)

6.23次 隊MAP観 測の概 要 とVHFド ップ ラー レーダによる流星観測の結果 にっ いて

藤井良一(極 地研),五 十 嵐喜良,倉 谷康和,小 川忠彦(電 波研),平 沢威男(極 地研)

V.氷 床変動(1)

1.岩 盤 と氷 との摩擦

対馬 勝年(富 山大 ・理)

2.多 技 アイス レー ダーにお ける一解析 方法 にっいての検討

泉 達 司,星 山満雄,西 辻 昭(北 大 ・応電研),和 田 誠,前 晋爾,楠 宏(極 地研)

3.ラ ングホ ブデ北 の氷河の流動 と形態

西村 寛(北 大 ・低温研),森 脇喜一(極 地研),長 尾年恭(地 震研),末 田達 彦(名 大 ・農)

4.南 極 氷床 の形成過 程 と酒 養条件 の変遷 についての予察

上 田 豊(山 口大 ・教 育)

5.南 極 白旗 氷河流域 氷床 形態 の計算機 シ ミュ レー ション(そ の2)

東 晃,森 由爾(北 大 ・工),長 尾 正敏(北 大 ・工)(現 在VHP)

VI.　氷床変動(II)

1.白 旗氷河流域 の流動特性

西尾 文彦(極 地 研),大 前宏和,石 川正雄(北 大 ・低温研),高 橋修平(北 見工大),勝 島尚美(北 大 ・理)

2.電 波 氷原測定 と白旗氷河流域 の基盤地形

石川正雄(北 大 ・低温研),西 尾文彦(極 地研),大 前宏和(北 大 ・低温研),高 橋修平(北 見工 大),

勝 島尚美(北 大 ・理)

3.電 磁波 によ る氷床 氷体 の地域性

大前宏和(北 大 ・低温研),西 尾 文彦(極 地研),石 川正雄(北 大 ・低温研),勝 島尚美(北 大 ・理),

高橋修平(北 見1二大)

4.氷 床氷体の電 波の偏波特性 にっ いて

西尾文彦(極 地研),大 前宏和,石 川 正雄(北 大 ・低温研),勝 島尚 美(北 大 ・理),高 橋修 平(北 見1二大)

5.裸 氷原のdirt　bandに つ いて(1)一 成因 と起源 一

西尾文彦(極 地 研),大 前宏和,イ1川d却(北 大 ・低温研),高 橋修 ・1;(北いIl大ll{:島 尚 美(北 大 ・理)

7.裸 氷原のdirt　bandに っ いて(II)一 構成粒9一と組成 一

勝島尚美(北 大 ・理),西 尾文彦(極 地研),大 前宏和,石 川 正雄(北 大 ・低温石jD,　高橋修 Ψ(北 見L大)
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NV.　堆雪(1)

1.南 極 氷床の堆雪特性

佐藤和秀(長 岡高 劇

2.東 ク ィー ンモー トラ ントにおけ る氷床酒 養の地域特性 にっ いて

渡辺興亜(名 大 ・水圏研),佐 藤和秀(長 岡高 専),加 藤喜久雄(名 大 ・水圏研)

3.南 極氷床沿岸地域の降水量の変動

佐藤和秀(長 岡高 専ノ,渡辺 興亜(名 大 ・水圏研)

4.氷 床表面の堆積 と雪面形態

高橋修平(北 見1二大),大 前宏 和(北 大 ・低温研),西 尾文彦(極 地研),石 川IE雄(北 大 ・低温研),

勝島尚美(北 大 ・理)

5.み ず ほ基地 にお ける環境 中性fと 積雪

小玉 正弘(山 梨医大),西 尾文彦(極 地研),高 橋修平(北 見工大)

vm.　堆雪(ll)

1.南 極 にお ける表層雪 の通 気度 と構造 の関係

西村 寛,前 野紀 一(北 大 ・低温研)

2.み ず ほ基地 にお ける雪内熱流 量一毎時値 の計算 一

菊地時夫(高 知大 ・理)

3.み ず ほ柱状試料中の球状 固体微粒子 の放射化分析(u)

田澤雄二(京 大 ・理),藤 井理 行(極 地研)

4.積 雪の マイクロ波特性 について

和田 誠,山 内 恭,川 目貞男,藤 井理行,神 沢 博,楠 宏(極 地研)

5.　 FM-CWレ ー ダーによ る積雪 の内部構造 の観測

藤野和夫(北 大 ・低温研),鈴 木勝裕,松 本 正,黒 岩大助(道 工大)

IX.　雪結晶 ・測器

1.ゴ ヘイ型雪結晶の形成について

佐藤 昇,菊 地勝弘(北 大 ・理),上 田 博(国 、拉防災セ ンター)

2.低 温で成長す る単結 晶雪 の成長機構

権田武彦,清 忠 師(東 理大 ・理工)

3.雪 結晶の発生 と成長 一雲流 との相 対運動 の影響 一

山下 晃,浅 野浅春,成 重和 子(大 阪教育大)

4.ス ノーパーテ ィクル カウンターによる吹雪観測

石本敬志,竹 内政 夫(北 海道開 発局L木 試験所)

5.バ ルー ン搭載用Lyman－ α/OH湿 度計

山下喜久(気 象研),岩 坂 泰信(名 大 ・水圏研),'F沢 威男,和 田 誠,山 内 恭,川 口貞 男(極 地 研),

小林喬郎(福 井大 ・1:)

6.第25次 隊用 メカニ カル トリル システム

鈴木義男,新 堀邦夫Uヒ 大 ・低温 研)

X.境 界層(1)

1.極 域用半導体セ ンサー微気圧 計の試作

1k下 喜弘(気 象研)

2.み ず ほ基地の地吹雪観測1一 地吹雪 輸送量

高橋修平(北 見Il大),大 前宏和,石 川正雄(北 大 ・低温研),勝 島尚美(北 大 ・理),西 尾 文彦(極 地研)

3.み ずほ基地 の地吹雪観測H－ 地吹雪 の諸性質

高橋修 平(北 見Il大),大 前宏和,石 川正雄(北 大 ・低温研),勝 島尚美(北 大 ・理),西 尾 文彦(極 地研)
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4.力 タバ風の広域特性

井上治郎(京 大 ・防災研)

V.境 界層(n)

1.み ず ほ基地の 力タバ風の数値 シ ミュレー ション

安達隆史(日 本気象協会),川 口貞男(極 地研)

2.定 常状態の 力タバ風の解析解

安達隆史(日 本気象協 会)

3.臨 界 リチャー ドソン数 付近の乱流特性

千葉 修(高 知大 ・理),小 林俊 一(北 大 ・低温研)

4.力 タバ風の二次元数値モ デ リング(2)

萬納寺信崇(東 大 ・理)

第7回 極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム

昭和59年2月27日(月)～2月29日(水)

今回 のシ ンポジウムで は,極 域を中心 とす る磁気 圏 ・電離圏擾乱現象,オ ーロラ現象,　ULF-VLF波 動 現象,

MAP観 測 な らびに極域現象の シュ ミレー ションと理論的考察等 にっ いて,国 際磁気圏観測(IMS)以 降 に得 られ

た多量 の地上及 び飛翔体観測デー タを用いての詳細 な解析,最 近得 られたMAP観 測 データの解析結果等が報告さ

れた。特 に,今 回設 けた 「Pc3脈 動 とその関連現 象」のセ ッションにおいては,Pc3脈 動の発生 源 か ら地 上 ま

での伝搬特性 およびそれ に関連す る現象について活 発な議論 が交 された。 また,将 来計画 に関す るセ ッシ ョンで は

ポー ラパ トロール気球,共 役点気球観測,　EXOS-D衛 星観測等将 来重要 なテーマとなる観測計画が提案 された。

なお,本 シンポ ジウムでの発表論文 は"　Memoirs　 of　National　 Institute　of　Polar　Research,　 Special　Issue"

に印刷 され る予定 である。

プ ロ グ ラム

1.オ ー ロ ラ現 象

1.オ ー ロ ラ と オ ー ロ ラ粒 子(　Review　 )

巻 田和 男(拓 殖 大 ・政 経)

　 2.　 Dawn-duskAsymmetryofAuroralOval

金 田栄 祐(東 大 ・理)

3.　 DaysideAuroraのBreakup

鮎 川 勝(極 地 研),巻 田和 男(拓 殖 大 ・政 経),国 分 征(東 大 ・理)

4.オ ー ロ ラ周 辺 の電 場

小 口 高(東 大 ・理),　 AUVグ ル ー プ(東 大 ・理,宇 宙 研,九 大 ・理,　 UBC)

5.パ ル セ ー テ ィ ング オ ー ロ ラ と沿 磁 力 線 電 流 との 関 係

藤 井 良 一(極 地 研),竹 中 潤(千 葉 大 ・理)

6.磁 気 リコ ネ ク シ ョ ンに よ る爆 発 的 エ ネ ル ギ ー変 換 機 構 とオ ー ロ ラ フ レア ー

鵜 飼 正 行(愛 媛 大 ・工)

7.オ ー ロ ラ世 界 デ ー タセ ン ター(WDC-C　 2　 for　Aurora)の 現 状 に つ い て

鮎 川 勝 勝 田 豊,平 沢 威 男,星 合 孝 男(極 地 研)

ll.　　 飛翔 体 に よ る電 離 圏 ・磁 気 圏 観 測

1.北 極 域 に お け るオ ー ロ ラX線 観 測

平 島 洋,村 上 浩 之,奥 平 清 昭(立 教 大 ・理),藤 井 正 美,西 村 純,山 上隆 正(宇 宙 研),

小 玉 正 弘(山 梨 医大),江 尻 全 機 宮 岡 宏,小 野 高 幸(極 地 研)
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2.サ ブス トームに伴 うオーロ ラX線 バ ース トとその関連現 象

小玉正 弘(山 梨医大),藤 井良一(極 地研),河 野 毅(理 化研)

3.　 EXOS-Cに よ る極域電子密度計測

高橋忠 利,渡 部重十(東 北大 ・理),渡 辺勇三(宇 宙研),大 家 寛(東 北大 ・理)

4.　 EXB型 イオ ン質量 エネルギー分析器の開発

金川俊英 賀谷信幸 松本治弥(神 戸大 ・工),向 井利典(宇 宙研),佐 川永一(電 波研)

5.南 極 ロケ ッ ト搭載型 イ ンピーダ ンスプローブ法 と磁気圏電 離圏擾乱 の関係

渡辺 勇三(宇 宙研)

6.極 域 電離層 中の熱的 イオ ンの速度分布の測定

佐川永一,森 弘隆 巌本 巌(電 波研),小 川忠彦(電 波研 ・平磯)

7.S-310JA-7号 機 で観測 され た低周波密度ゆ らぎとAC電 場 との相互比較解析結果 にっ いて

森 弘隆 佐川永一(電 波研),小 川忠彦(電 波研 ・平 磯),小 川俊雄(京 大 ・理),山 岸久 雄(極 地 研)

8.地 球内部大規模変動 と地球磁場 の関係

竹中 潤,木 下 肇(千 葉大 ・理),藤 井良一(極 地研)

皿.　 ELF・VLF波 動現象

1.ア ン ドヤー昭和 同時観測 による昼間側VLF放 射の共役性 について

松戸 孝,芳 野赴夫(電 通大),山 岸久雄,福 西 浩(極 地 研)

2.　 PeriodicVLFEmissionの 共役性 にっ いて

小島年春,芳 野赴夫(電 通大),山 岸久雄,福 西 浩(極 地 研)

3.　 RayTracingに よる磁気圏内ELFヒ スの伝搬特性 とISIS人 工衛星観測

山岸久雄,福 西 浩(極 地研),鈴 木光義,小 島年 春,芳 野赴夫(電 通大)

4.　 ISIS衛 星及び地上(キ ッダー レン,昭 和基地)同 時観測によ るVLF放 射 の南北共役性

今江知延 芳野赴 夫(電 通大),山 岸久雄,福 西 浩(極 地研)

5.　 ISIS衛 星の スピンを利用 したVLF放 射到来方向の決定

鈴木光義,芳 野赴 夫(電 通大),山 岸久雄,福 西 浩(極 地 研)

6.極 域ELFヒ スについて

恩藤忠典,中 村義勝,渡 辺成昭,村 上利光(電 波研)

7.　 ISIS衛 星 によって観測 されたオメガ信号 による トリガー ド・土 ミッシ ョン

松尾敏郎,木 村磐根(京 大 ・工),山 岸久雄(極 地研)

8.S-310JA-6号 機 によ って観測 されたVLFヒ スの特性

西野正徳 田中義人,岩 井 章,鎌 田哲夫(名 大 ・空電研)

9.南 極電算機 デー タを用いたELF-VLF放 射強度の統計結果

伊藤弘道,渋 谷仙吉,前 沢 潔(山 形大 ・理),佐 藤夏雄(極 地研)

10.　 DiffusedWhistlersと ダク ト伝搬

荒木 喬(弘 前大 ・教育)

11.地 磁気変動 に伴 う電 力線放射電磁 界強度変化 北極圏大気球観測

富沢一郎,芳 野赴夫,佐 々木勇人(電 通大)

12.北 欧北極圏内 にお けるELF-VLF電 磁環境調査結果

鎌 田哲夫,西 野正徳,倉 橋克典,神 保 英彦(名 大 ・空電研)

IV.　 MAP観 測

1.レ ーザ レーダによる中層大気の探 査(　Review　)

藤原 玄夫(九 大 ・理)

2.レ ーザ レー ダによる中間圏 ・熱圏の ナ トリウム層 の観 測

内海通 弘,広 野求和,藤 原玄夫(九 大 ・理)
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3.昭 和 基 地 にお け る オ ゾ ン特 別 観 測(1982年1月 ～1983年2月)

忠 鉢 繁(気 象 研)

4.極 域 にお け る大 気 波 動 の 総 合観 測 に つ い て

南 繁 行,堤 四 郎(大 阪市 大 ・工)

5.南 極 成 層 圏 電 離 強 度 の 気球 観 測

森 田 恭 弘,鎌 田 哲 夫,高 木増 美(名 大 ・空 電 研),北 村 正 亟(気 象 研)

6.昭 和 基 地50MHzレ ー ダに よ る中性 大 気 風 の観 測

小 川 忠 彦(電 波 研 ・平磯),五 十 嵐 喜 良,倉 谷康 和(電 波 研),藤 井 良 一,平 沢 威 男(極 地研)

7.26次 南 極MAP観 測 計 画

福 西 浩,川 口 貞 男(極 地 研)

8.南 極 中 層 大 気 の レー ザ レー ダ によ る観 測計 画(JARE26)

野村 彰 夫,鹿 野 哲 生(信 州 大 ・工),岩 坂 泰信(名 大 ・水 圏 研),福 西 浩,川 口貞 男 平沢威男(極 地研)

9.JARE26に お け るS-310型 南 極 ロ ケ ッ ト実 験 計 画

山 岸 久雄,福 西 浩(極 地 研)

V.　 Pc3脈 動 と その 関 連 現 象

1.Pc3の 特 性 とそ の 関 連 現 象(　Review　 )

国 分 征(東 大 ・理)

　2.　 SpatialCharacteristicsofLowLatitudePc3GeomagneticPulsations

　　　　　B.　J,　Fraser　 (Univ.　 of　Newcastle)

　3.　 StructureoftheHelio-magnetosphereInferredfromPc3Pulsation

斎 藤 尚 生,湯 元 清 文(東 北 大 ・理)

4.磁 気 圏境 界 お よ び静 止軌 道 にお け るPc3脈 動

友 村 清,桜 井 亨,利 根 川 豊(東 海 大 ・工)

5.　 Bowshock上 流 域 で の 低周 波 モ ー ドの励 起 とPc3脈 動 の 起 源

星 野 真 弘,寺 沢 敏 夫(宇 宙 研)

6.　 Cusp領 域 に お け る地 磁 気 脈 動

加 藤 愛 雄(東 北 大 ・名 誉 教 授),利 根 川 豊 友 村 清(東 海 大 ・工)

7.L=1.7よ りL=3.2の 間 のPc3脈 動

坂 翁 介(九 大 ・理)

8.海 外 広域 多点 同 時観 測 に基 づ くPc3脈 動 とupstream　 waveと の関 連 性 にっ いて

湯元 清 文,斎 藤 尚 生(東 北 大 ・理),　 CINPULF観 測 グル ー プ,　 MILCULF観 測 グル ー プ

9.Pc3脈 動 に 伴 うCNA・VLF放 射modulation

佐 藤 夏 雄(極 地 研),渋 谷 仙 吉(山 形 大 ・理),樋 口 喜 啓(山 形 大 ・工)

10.Pc3脈 動 に伴 うQPエ ミッ シ ョ ン周 期 のIMF強 度 依 存 性

湯 元 清 文(東 北 大 ・理),佐 藤 夏 雄(極 地 研)

VI.　　 将 来 計 画

1.ポ ー ラー パ トロー ル気 球(PPB)

1.気 球 シ ステ ム

西村 純,鶴 田浩 一 郎(宇 宙 研),小 玉正 弘(山 梨 医 大),福 西 浩(極 地 研),　 PPBWG(ポ ー ラ ーバ ト

ロー ルバ ル ー ン ワー キ ン ググ ル ー プ)

2.ポ ー ラー パ トロー ル 気球(PPB)

2.観 測 内 容

小 玉 正 弘(山 梨 医 大),鶴 田浩 一一郎(宇 宙 研),国 分 征(東 大 ・理),鎌 田哲 夫(名 大 ・空 電 研),

嘉 納 宗 晴(気 象 研),福 西 浩,神 沢 博(極 地 研),
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PPRWG　 (ポ ー ラー バ トロー ル バ ル ー ンワ ー キ ング グ ルー プ)

3.共 役 点 気 球 観 測 計 画

福 西 浩,佐 藤 夏 雄,藤 井良 一,山 岸 久雄(極 地 研),国 分 征(東 大 ・理),西 村 純(宇 宙 研)

4.　 EXOS-D計 画

大 家 寛(東 北 大 ・理),　 EXOS-DWG

5.　 EXOS-D受 信 設 備

芳野 赴 夫(電 通 大)

6.　 ISTP計 画(lnternational　 Solar　 Terrestial　 Physics　 Program)

西 田 篤 弘(宇 宙 研)

7.セ ル ロ ンダー ネ山 地 地域 に お け る観 測 計 画

鮎 川 勝,佐 藤 夏 雄,山 岸 久雄(極 地 研)

vn.　 ULF波 動 とSC現 象

1.　 ULF波 動 に 見 られ るSCの 効 果(　Review　 )

石 田 十 郎(東 大 ・理)

2.極 域 多 点 観 測 に よ るPg脈 動 の特 性

利 根 川 豊(東 海 大 ・D,福 西 浩(極 地 研),　 A.　Hunter(Univ.　 of　Lancaster)

3.極 域 多 点 観 測 に よ るPi2脈 動 の特 性

桜 井 亨(東 海 大 ・工),福 西 浩(極 地 研),　 A.　Hunter(Univ.　 of　Lancaster)

4.Pc3-5に 伴 う レー ダオ ー ロ ラエ コー

五 十 嵐 喜良,倉 谷 康 和(電 波 研),小 川 忠 彦(電 波 研 ・'}磯),藤 井良 一,佐 藤 夏 雄(極 地 研)

5.58年 度 ア イ ス ラ ン ド共 役点 観 測

1.概 要

佐 藤 夏 雄,福 西 浩(極 地 研),国 分 征(東 大 ・理),　 Th.　Saemundsson(Univ.　 of　Iceland)

6.58年 度 ア イ ス ラ ン ド共 役 点観 測

2.地 磁 気 脈 動 とそ の 関連 現 象

福 西 浩,佐 藤 夏 雄(極 地 研),国 分 征(東 大 ・理),　 Th.　Saemundsson(Univ.　 of　Iceland)

7.電 離 層 一磁 気 圏 に お け る3次 元電 流 系 の地1磁 場 効 果

糸 長 雅 弘,北 村 泰一(九 大 ・理)

8.地 上 お よび静 止 衛 星 高度 に お け るSSCと 関 連 現 象 の 対 比

桑 島 正 幸,角 村 悟(地 磁 気 観 測 所),福 西 浩(極 地 研)

9.静 止 衛 星 で 観 測 され たSCのPolarizationの 特 性 にっ いて

永 野 宏(岐 阜 歯 大),荒 木 徹(京 大 ・理),福 西 浩,佐 藤 夏 雄(極 地 研)

10.電 離 層 上 下 で のSC同 時観 測

荒 木 徹,家 森 俊 彦,亀 井 豊 永(京 大 ・理)

珊.極 域 現 象 の シ ミュ レー シ ョン と理 論 的 考察

1.　 AKRの 伝 播 モー ド(　Review　 )

橋 本 弘 蔵(京 大 ・ 工)

2.オ ー ロ ラ キ ロ メ ー トル波 の 放 射 機 構 の新 しい理 論

大 家 寛,飯 島 雅 英(東 北 大 ・理)

3.極 域 電 離 圏 にお け るZモ ー ド波 の線 形 モ ー ド変換

宮 岡 宏(極 地 研)

4.数 量的 磁 気 圏 モ デ ル にお け るプ ラ ズマ 対 流 と磁 気圏 現 象

恩 藤 忠 典,相 京 和 弘(電 波 研)

5.　 VLFダ ク ト放 射 に よ る 大地Lへ の 伝 播特 性
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長 野 勇,満 保 正 喜,川 端 一 也(金 沢大 ・工)

6.Pc1脈 動 とELF波 動 の 相互 作 用(Plasma　 Maser　 Theory)

南 部 充 宏(九 大 ・教 養),玉 尾 孜,三 浦 彰,谷 口治 幸(東 大 ・理)

7.局 在 化電 磁 流 体波 の電 磁 層 入射(2)

藤 田 茂(地 磁 気 観 測 所)

8.地 磁 気脈 動 変 化 に 対 す る斜 め沿 磁 力線 電 流 効 果

玉 尾 孜,三 浦 彰,谷 口治 幸(東 大 ・理),南 部 充 宏(九 大 ・教 養)

9.マ グ ネ トポ ー ズ電 流 のNormal成 分 と極 域Field　 -　aligned　 Current

山 内 正 敏(京 大 ・理)

10.降 下 電 子 に 関 す る輸 送 方 程式 のDiscrete　 Ordinate解

櫛 田 健,上 山 弘(東 北 大 ・理)

IX.　　 電 離 圏 ・磁 気 圏擾 乱

1.太 陽 風 速 度 の 空 間 分 布

袴 田 和 幸(中 部 工 大),前 沢 洌(名 大 ・理)

　 2.　 EnhancementofthePolarRainanditsRelationshiptoSolarWind

巻 田 和 男(拓 殖 大 ・政 経),　 C.-1.Meng(APL/JHU)

3.オ ー ロ ラ ジ ェ ッ ト電 流 中 の電 場/電 気 伝導 度 の相 対 的 重要 度

上 出 洋 介(京 産 大 ・理),安 原 文 彦(中 京 大 ・教 養),藤 井 良 一(極 地 研)

4.　 VHFド ップ ラー レー ダに よ る極 域 超 高 層 の ダイ ナ ミッ ク スの観 測

五 十 嵐 喜 良,倉 谷 康 和(電 波 研),小 川忠 彦(電 波 研 ・平 磯),藤 井 良 一,平 沢 威 男(極 地 研)

5.高 緯 度Pi2脈 動 と沿 磁 力 線 電 流

樋 口 喜啓(山 形 大 ・ 」⊃

6.　 Substormの 効 果 と して のPc1地 磁 気 脈 動

石 田 十 郎,林 幹 治(東 大 ・理)

7.極 域 に お け るRiometer観 測 結 果 の 経 年 変 化

大 瀬 正 美(極 地 研),倉 谷 康 和,五f'嵐 喜 良(電 波 研),鮎 川 勝(極 地 研)
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第1回 極地設営工学シンポジウム

1984年3月16日(金)～17日(土)の 両 日,当 研究所 講堂

において当研究所主催 の上記 シ ンポ ジウムが開かれた.

極 地に関連す るあ らゆ る工学分野 を一堂に会 しての シン

ポ ジウムは初 めての試みで あった.日 本南極地域観測隊

における砕氷船 ・雪上 車 ・建築 ・基地の設営 と設備の4

つの話題 を軸に砕氷船 のプロペ ラ設計 か ら食料 ・衣服の

多岐 にわた り総計20編 の研究 発表や報告が行われ,興 味

深 い議論 が な され た.出 席者 は当研究所員 を含め延べ

100名 にお よんだ.総 合討 論にお いて,極 地設営工学 と

い う新 しい分野の構 築への足がか りとして当 シンポ ジウ

ムが評価 され るとともに よ り効果的なシ ンポ ジウムの在

り方 が話 され るな ど,当 シンポ ジウム開催の試みは概ね

成功 であった と思われ る.

発表 された講演 内容は 当研究所発行の"南 極資 料"に

掲載 され る予定で ある.

プ ロ グ ラ ム

極地輸送工学1

1.砕 氷船について 徳 永陽一郎

2.

3.

4.

6.

(日本造船学会)

Design　 considerations　 on　two　 candidate　 propel・

lers　for　icebreaking　 vessel

笹 島孝 夫,武 隈 克 義,加 用 芳 男

(三菱 重 工 ・長 崎 研)

南 極 雪 上 車 に つ い て

細 谷 昌 之(防 衛 庁 ・技 研 本 部)

On　 an　experimental　 air-cushion　 vehicle　 forthe

Antarctic　 use

村 尾 麟 一(青 山学 院 大 ・理 工),森 脇 喜 一

(極 地 研),大 門康 祐(三 井造 船)

南 極航 空 機 使 用 の 現 状 と展 望

村 越 望,佐 野 雅 史(極 地 研)

近 い将 来 の南 極 に お け る通 信 手 段

芳 野 赴 夫(電 通 大)、 福 西 浩(極 地 研)

ll　極地雪氷工学

1.海 氷強度 の簡単 な推定法について

佐 伯 浩,小 野敏行,酒 井雅史(北 大 ・工)

泉 洌(東 海大 ・札幌)

2.海 氷盤 の耐荷力について

佐 伯 浩,小 野敏行(北 大 ・工)

山田 満(三 井造船)

3.氷 掘削技術の展望 鈴木義 男(北 大 ・低温研)

皿 極地エネルギー工学

1. 南極基地の設営 ・設備について

粟野 誠一(日 大名誉教授)

寒冷地 にお ける風力発電の実用運転

菊地光一,伊 藤 淳(秋 田高専)

吉村 昇(秋 田大 ・鉱)

3.氷 床上基地の排水に関す る熱学 的考察

東 晃,森 由爾(北 大 ・工)

IV　 極地建築 ・土木工学

1.南 極昭和基 地建物の プ レファブ リケー ションシス

テムの変遷について

佐 藤稔雄,平 山善吉(日 大 ・理工)

2.昭 和基地の不燃化に伴 う石膏部材の開発 と石膏建

物の提案

平 山善吉,内 藤正昭,佐 藤稔 雄(日 大 ・理工)

3.高 床式建築物周辺の吹 きだ ま りについて

・ 苫米地司,遠 藤明久(北 海道工 大)

4.南 極氷床上基地建物 に関する スノウ ドリフ トコ ン

トロール について

半貫敏夫,佐 藤稔雄,三 橋博 巳(日 大 ・理工)

V極 地人間工学.座 長 星 合孝 男(極 地研)

1.

2.

3

2

5

4.

南極越冬隊の食生活に関する研 究第 一報:第21次

隊の栄養摂取 につ いて

藤野富士代(小 田原女子短大)松 田達郎,

川口貞 男(極 地研),五 味貞介(魚 鉄)

南極防寒衣類の体力学的検討:体 温 ・作業能力に

ついて

渡部和彦(広 島大 ・教育),山 口立雄

(岡山大 ・教養),明 石正和(城 西大 ・理)

越冬隊の集団働態学的研究:氷 床上雪上車旅行行

動 について 松田達郎(極 地研)

昭和基地に対す る越 冬隊の満足度評価の意識構造

の把握

近藤建 雄,畔 柳昭雄,加 藤 渉,

佐藤稔雄(日 大 ・理工)

VI　 総 合 討 論

今後の シンポ ジウムのあ り方 と研究 のすす め方 につ

いて
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第9回 南極陽石シンポジウム

第9回 南極 明 石 シ ンポ ジウ ム は、3月22日 一一3月24日

の3日 間.当 研 究 所6階 講 堂 にお い て開 催 され た.発 表

件 数 は 昨 年 同 様581/1・で あ っ た.ま た.シ ンポ ジウ ム最 終

日.酸 素 同 位 体 研 究 の 世 界 の 第 … 人 者 、 シ カ ゴ大学 エ)

リ コ フ ェル ミ研 究 所 教 授.ロ バ ー ト,・ク レー トン博,f:に

よ る 「酸 素 同 位 体 に つ い て 」 の 特 別講 演 が 約2時 間 に わ

た ・)て行わ れ た.3日 間 の 参 加 実 数 は115ノ ＼で.そ の う

ち 外 国 か らは、 米 国、 カ ナ グ ブ ラ ジル 、 チ ェ コス ロ バ

キ ア 、 ホrラ ン ド、 オ ー ス トラ リアの6ケ 国 よ り9名 の

参 加 が あ り(う ち 招 待者2名).そ の他 ア ブ ス トラ ク トの

み の 参 加 が4件 あ った.発 表 内 容 は、 損 石探 査 か ら限 石

の 物理 ・化学 まで 多岐 に わ た る と とも に 、 月 の 起源 や 、

宇 宙 空 間 で の 材 料'll学 とい')た 惑星 科学 の 新 しい 分野 の

発表 が 加 わ った.ま た.ト ヒ ・ソク ス と して 、 や ま と山脈

か ら、 月起 源 と思 わ れ る限 石が 見 出 され た とい う発 表 が

あ る な ど,盛 況 な シ ンポ ジウ ム とな った.

これ らの講 演 内容 は.'11研 究 所 よ り英 文の 特 別 号 と し

て 公 表 され る 予 定 で あ る.ま た.演 者.及び演 題 は以 下の

通 りで あ る.

プ ロ グ ラ ム

1.　 Katsushima　 T.,　 Nishio　 F..　 Ohmac　 H.,　 Ishikawa　 M.

　 　 　 and　 Takahashi　 s.:　 (:oHcctiOII　 of　 、'a111ato　 ,N・lc-

　 　 tcoritcs　 from　 Antar(;ti(」a　 ill　 l982-83.

2.　 Nishio　 F.,　 Ohmac　 H..　 Ishikawa　 M..　 Katsllshima　 T.

　 　 　 and　 Takallaslli　 s・:　 Bcdrock　 Topograph》 　 alld

()cc吐1rr(rllc(一 ・(}f)㌧1(,it(一・()rit(・sintl1(.・ ～1(二・t(.L(〕1・it(・Ic℃

Fie1〔|ll(、a1-1|10、.all1こlt(}M〔)【111taills.

3.　 Talima　 K.三m(I　 Nishi・ 　 F・:　 Exa(・l　 S〔)luti(m　 ・f

　 　 　 Radar　 Equatioll　 fo1・　Dctccth〕g　 Mctco1・itcs　 Bui・icd

　 　 withhl　 thc　 hc　 b}'　 Radio　 E('ho　 Sout)din9・

4・　 Tazawa　 Y・　 alld　 Fuji{　 Y・:　 Allor!nalousl》 　 Sm　 E,}-

　 　 ridlcd　 Pcro、'skitc　 Sphcralcs　 alld　 Othcr　 '1'yl)cs

　 　 of　 Sphcru[cs　 from　 thc　 、IARE-15　 1tc　 (:orc　 at

　 　 　 ,MiZUho　 StatiOn.

5.　 Mats1|moto　 Y.,　 Jyo　 N.　 and　 Kojilna　 H.:　 Classilト

cation　 of　 Scvcral　 Ya111ato-75　 (二holldl-itcS　 (、').

6.　 Kojima　 H.　 alld　 Yallai　 K.:　 (llass"k:atiOll　 of　 thc

　 　 Pebblc　 Sizc.Mctcoritcs　 hl　 tllc　 Yamato-74　 (:(Dl-

　　　　　lccti(}ll.

7.　 Prillz　 M.,　 Nchru　 C.　 E.、　、、'cisbcrg　 M.　 K..　 1)clitnc、

　 　 　 J.　 s.　 and　 Yallai　 K・:　 、'amato-69L　 ・、　'rypc　 3　 E11-

statite(jl)〔)11d1,it(.:R(.lati()11slli})NS'itl1()(11(.1'【,1)-

　 　 　 c〔luilibratcd　 Ellstatitc　 (;hondrit('s.　 (UE(∵s)・

8.　 Takcda　 H..　 Mo19i　 H.,　 Ik℃da　 Y.　 and　 Yallai　 K.:

Yamato-79　 1'lowar(litcs　 とmd　 thcir　 PrirnitiN「c

　 　 (;rust.

9.　 Takcda　 H.,　 Ishii　 T.,　 Mori　 H..　 woodcn　 J.　 E..　 Pr111z
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2.研 究 小 集 会

(1)南 極 ロケ ッ ト観測研究小集会

開催 日:昭 和58年10月31日(月)

経過及 び成果

討論 を行 う上で の共通基盤 を設 け,ま た問題 意識 を明確 にするため3件 の レビュー講演が行われた。 まず過去 の

南極 ロケ ッ ト実験 の成果及 び問題点が提示 され,続 いて現在 のオー ロラ現象研究 の上での研究課題が オー ロラダイ

ナ ミクスの観点及 び波動粒子相互作用の観点 か ら明 らかに された。 これ らを踏 まえロケ ット実験計画に応募 した研

究者 よ り,そ れぞれの狙 い,観 測機器の概要,相 乗 り観 測器 に対 する要求等 が発表 され た。総合討論 にお いては,

観測 目的 を明確 に打出 した実験計画 とすべ きであ るとの意 見が多 く出 され,幾 つか の具体的提 言があ った。研究者

の様 々な方向性の興味 を一つ にまとめあげた実験 計画を作 ることを基本 と し,更 に技術 士の検討 も加えて,現 実的

な実験原案 をまとめて ゆ くことが確認 された。

(2)極 地気水圏観測(POLEX)結 果の総括 に関する研究小集会

開催 日:昭 和58年10月25日(火)

経過及 び成果

話題提供 と 「まとめ」に関す る議 論の2部 に分けてプ ログラムを進 めた。

第1部 では 「南極みず ほ高原の地 表風の広域特性 」 とい う題 で,主 に22次 隊 がみず ほ高原一帯で実施 した広域移

動観測 の成果が報告 された。特 にその中で,カ タバ風 と一般場 との関係,地 形 との関係 が明 らか にされ,地 ヒ風の

ふ るまいが,こ れ らの相互関係で うまく説明 された。 これ までみずほ基地一点 で詳 しく調べ られ た成果を,2次 元

的場 の中 で解釈す ることを可能 に した ものであ る。

もう一 つは,「吹雪粒子の粒径分布 と しもの付着」 とい うテーマで行 われ,風 の場 を吹雪粒子 の粒 径分 布 との関

係,吹 雪粒子 の介在 による地表面での熱収支の変化が議論 された。 さらに30mタ ワーへ の しもの付着 と気象状 態 と

の関係 が考察 され,接 地層内 の熱収支 に関す る新 たな知見が述 べ られた。

第2部 のまとめに関す る議論で は,　POLEXCollectedPapersを 集成 する ことが確認 された。 これはPOLEX

-　North　 ,　数値実験 を含め,既 に出 された各論文 を集大成す るものであ る。 これ とは別 に,必 ず しも網 羅 的 にな

る ことをね らわず,　 POLEX-Southの 中心 テー マ 「力タバ風帯 の循環 と熱収 支」について,放 射,境 界層,大

気循環等 々の分野 を総合 した 「まとめ」を作 るべ く議論が進 め られた。 第1部 の話題提供 も,こ のまとめへ向 う一

段 階 として,分 野間 の境界 を埋 め相互理解 を深め るべ く企図 された ものである。 今後 もこの方針 に沿 って,「 地 吹

雪 と放射 」「海水 の熱収支」「氷床 の堆雪」「境界層の構造 」等 にっいて議論 する研究会 を持 ち,59年 度 中 には 「ま

とめ」の作業 に入 る ことが確認 され た。

(3)セ ルロンダーネ地域における気象 ・超高層物理観測計画に関する研究小集会

開催 日:昭 和58年5月26日(木)

経過及 び成果

セルロンダー ネ地域の概要 として,観 測拠点建設計画,自 然環境,観 測 ・調 査の歴 史にっいて報告 があった後,

気象及 び超高層物 理観測の項 目 として以下 の提案 があった。

気象:力 タバ風 と山岳効 果の観測,熱 収支観測,降 雪 ・雲物理観測,中 層大気 の観 測,地 上気象観測 ・高層気象

観測。

超高層物理:南 北共 役点 を含む地上 多点観測 の意義,や まと山脈での地磁気観 測経験 による コメ ン ト,　VLF自

然電波観測,Pc3-5帯 地磁気脈動観測,セ ルロ ンダーネを中心 と した無人観 測,オ ー ロラ多点 観 測,オ ー ロ ラ
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の分光観測,バ ルー ン観測 ドップ ラー レーダ観測,観 測の有 り方 ・望 ま しい候補地 ・システム設計方針等の コメ

ント。

セ ルロンダーネ観測拠点 を中心 と した気象観測を行 う意義 と しては以下の3点 にまとめれた。

1)棚 氷,平 坦雪面,山 岳急斜面,内 陸高地 とい った地域的特色 のある場所を含む。

2)昭 和基地 の如 き沿岸 の露岩 とは異 り,比 較 的一様 な雪面 を もち,代 表性があ る。

3)昭 和基地以外 に観測点を持つ とい うことで2点 観測 を担 う場所 とな る。

これ らをふ まえて,提 案 された種々の観測計 画の うち,既 存の気象観測計画 との整合性及 び設営面での実現可能

性 を考慮 し,当 面以下の提案に集約 された。

1)第1期:地 上気象観測。 基本 となる気 象要素(風 向,風 速,気 温,気 圧,湿 度,日 射,天 気)の 観 測 とし

て,研 究的意義の他,観 測隊の行動 支援 と して も必要 な資料 とな る。

2)第ll期:カ タバ風 熱収 支観測。基地 での詳 しい観測に併せ,無 人観測網 を展開す る。 放射 ・熱収 支やカ

タバ風の広域分布特性 を調 べ ると共 に,衛 星の グラン ド・トゥルー スの資料 を提供す る。

超高層物理研究の上 では,数 多 くの提案が なされ た中で,セ ル ロンダーネ観測拠点候補地は,昭 和基地 とほぼ同

じ地磁気緯 度上 にある ことか ら,観 測の意義 は以下のよ うにま とめ られた。

1)オ ー ロラ微細構造 の経度的(地 方時)時 間空 間変動 の解明及 び波動現象の伝搬 特性 の研究。

2)オ ー ロラ降込 み粒子 と波動発生領域の微細構造解 明に関 る無人観測点網。

3)極 軌道科学衛星EXOS　 -　D,　 地磁気共 役点観測 に呼応 した地上多点 観測網。

(4)セ ルロンダーネ山地地域における地学 ・雪氷研究の方法と課題に関する研究小集会

開催 日:昭 和58年7月8日(金)

経過及 び成果

午前 は,地 学 ・雪 氷合同集 会 としセルロ ンダーネ観測計画検討の経緯 セル ロンダーネ観測拠点 の建設構想,セ

ルロンダー ネ及び ロアボー ドワン基地 にお ける過去の調査の歴 史,1983年2月 のブライ ド湾～セル ロンダーネ近傍

偵察 び雪氷学 的予察,セ ル ロンダーネ山地の地形及び地 質にっいて報告 と質疑 を行 った。午後 は地学 分科 会,雪 氷

分科会に移 り,雪 氷分科 会では① ク イー ンモー ドラン ド氷床 内陸部 の雪氷研究,② 山地周辺の氷河 ・氷床 の研究,

③ 山地北 部～沿岸 の氷床 ・棚氷研究の方法 と課題が討議 された。地学分科会で は,す でに学 問的課題 ・方法 にっい

ては討議 が重 ね られて いるので,主 と して年次計画 と調 査行動計画 につ いての討議が行われた。

まず地学及 び雪氷学両分野 にお ける共通認識のため,セ ルロ ンダーネ地域調査計画構想 の これまでの検討 の経過

と問題点,こ れに伴 う設営計画の概要,ベ ルギー隊 による調査結果の レビューが提 示 された。次 に,24次 夏隊 ・23

次越 冬隊 によるブライ ド湾及 びセ ルロンダー ネ山地北方 の氷床調査の結果が報 告 され,大 陸棚 の地形,棚 氷の変動,

氷床表 面の形態 的特徴 などが明 らか にされた。また,ノ ル ウェー作成 の25万 分 の1地 形図 と,21次 隊撮影の斜写真

に基づ く地形 の予察 的な分類及 びベルギ ー隊の調査結果を参照 して,山 地地形 の特徴,地 形か らみた氷床変動 ,溢

流氷河 の特徴 が示され,さ らに角閃岩相変成岩 と規模 の大きい深成岩体か らな る基盤地質の大要 とそ こにおけ る地

質学上 の課題 が報告 された。

っ いで雪氷学,地 学 それぞれの分科会が開か れた。雪氷分科会で は,(1)大 きな山地 に阻止 され た内陸側の氷床 で

の,ト ラバー ス調査によ る氷床 の形成 と動力学,氷 床 コア採取によ る氷床 及び気候変動の研究,② 山地周辺 におけ

る山岳氷河の変動や裸氷域 の雪 氷学的研究,(3)山 地 下流側か ら沿岸に至 る地域 での,氷 床 の動力学や棚氷の変動 と

その駆動力,ま た氷床 コアによる棚氷 の変動史 などの研究にっ き,討 議 が行 われて,将 来 の研究計画 に資す ること

となった。 さらに,雪 氷学 的調査 を行 うために,観 測拠点 に対 して何を期待 するかを検討 した。

地学 分科 会では,前 年度 までに学問的課題や その意義について検討がなされて きてお り,こ れをふ まえて,測 地,

地質,地 形,固 体地球物理,陽 石 などの諸分野の調査を,年 次計画 としてどのよ うに効率的 に組織 してゆ くか,夏

期間の調査 と越 冬による調査 を如何 に組合せて実施す るか,航 空機観測 を含 む調査の方法 と行動計画で今後重点 的
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に検討 すべ き問題点等が討議 され た。 また,　VLBI観 測,海 域 調査などを含めて,よ り長期の地学調査の展望にっ

いて も論議が行 われ た。

(5)セ ルロンダーネ山脈地域調査のための設営研究小集会

開催 日:昭 和58年7月27日(水)

経過及 び成果

セルロ ンダーネ山脈地域において,今 後地学 を中心 とする研究計 画が進 め られて いる。地学調査を推進 す る 上か

ら,さ らに他の研究分野の研究 を推進 す る上か らも,同 山地近 傍に観測拠点 を設置す ることが望 ま しい との共通理

解の上 に今回の研究小集会の討論が進 め られた。拠点 建設には当初7～8名 程度 の越冬 可能 な諸施設の充実を計 り,

以後の諸情勢 によって12～16名 程度の越冬可能 な施 設に拡充 する ことを基本構想 と した原案 に対 して検討を進 めた。

建築関係の討論で は,立 地条件 ・隊編成 ・設営能 力等の観点 か ら,と くに氷上又 は積雪 ヒに建て る建築物につい

ての議論が多か った。 とくに建物の沈 ド,雪 の吹溜 り等への対策 が議論 の中心 となった。

機械関係の討論で は,暖 房関係の ほか,廃 棄物 の処 置について種 々の意 見があ った。氷1建 物の場合 には,他 の

基地 にお けると同様 に,水 中の 自然 また は人tl的 な割 目や穴への汚 水投 棄が話題 とな った。

通信関係 は当分短波を主 とし,将 来 は通 信衛星の利用 も考慮 す るが,短 波通信 に必 要な出 力,ア ンテナ,周 辺 機

器等 につ いて意見の交換があ った。

航空関係で は航法関係の機器,観 測上要求 され る航空機の位 置決定 などにっいて意 見が交 された。

今後,新 拠点 を中心 と して展開 され る観測行動に必 要な設営 面での検討 は,機 械 ・建築 ・通信 ・航空の各分野 に

っ いて特 に力点 をお くこととな った。 これに は所外の設営専 問家 も協力 を惜 まない旨の表明が あり,個 々の具体的

な問題の解決 に当 ることとな った。拠 点候補地 が未定の状 態での検討 のため,具 体性 に欠 ける点 も見 られたのは止

むを得 なか ったが,技 術面にお ける問題点 の摘出に大 いに効果があ った。

(6)セ ルロンダーネ山地地域における総合的観測計画に関する研究小集会

開催 日:昭 和59年3月15日(木)

経過及 び成果

まず従来の資料か らセルロ ンダーネの気象,地 形,雪 氷な どに関す る環 境にっいての情報 を簡単 にまとめ たもの

を報告 した後,各 分野か らセ ルロンダーネ山地及 びその周辺での野 外調査,基 地が建設 された場合 の基地観測にっ

いて,そ の項 目と目的 ・意義,観 測の方法等が報告 され質疑を行 った。 っいで,こ のよ うな観測 のために現在検討

されている設営計画 の考え方が示 され,ま た各分野 か ら設営面に対す る観測一ヒの要望が提示 された。 さらに,昭 和

基地 ・みずほ基地 を含 めて,こ こ5～6年 間の観測年 次計画の見通 しとその中でのセルロ ンダーネ地域 にお ける観

測 の位 置づけにっいて討議がIJ:われ た。

まず,共 通 の基盤 と して,こ れ までの資料か ら推定 され るセルロ ンダー ネ山地付近 の自然環境 にっ き,山 地の規

模,露 岩 面積,地 形,氷 床,氷 河 の特徴,気 候条件な どの概要が報告され,っ ぎに各分野 における観測の 目的 と意

義,項 目と方法等 が報 告され,質 疑 が行 われ た。

超 高層物理学分野 では,オ ー ロラ諸現象の経度的特性の研究が}要 な課題 であ り,こ のため,オ ーロラ微細構造

の経度的時間空間変動 の解明,及 び波動現象の経度方向伝搬特性 の研究 を行 うこと,そ のノ∫法 と して観測拠点にお

ける地磁気,　 ELF/VLF自 然電波,電 離層吸収,オ ー ロラ光学 等の観測を行 うほか,周 辺 に無 人観測網 を設 置 し

て観測 を行 うこと,ま たポーラーパ トロールバ ルー ン観測に組 入れ ることな どが示された。

雪 氷学分野 では,規 模 の大 きな山地 に阻 まれ たクイー ンモー ドラン ド氷床 の諸特性 の解明 が期待 され,山 地の内

陸側 での動 力学 や氷床 コア解析,山 地 下流側の氷床の胸糞機構や柳水の変動 とその メカニ ズム,山 岳地域の氷河変

動 と氷床 とのかかわ りなどの研究が課題で あること,ま た広 い裸氷地域 の雪 氷学的性質 や,最 近や まと山脈 などの

裸水域 で発見 された火山灰層 を用 いての氷層の対比な ども興味あ る問題 であ ることが述 べ られた。
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気象学分野 では,ま ず基本的な定常 観測地点 と してのセルロ ンダーネ地域の,南 極大陸上に占め る位置 の重要性

が示 され,っ いで比較的狭 い範囲に,局 地 的条件 の異 なる地帯 を含む ことか ら,カ タバ風の構造 や水平分布 発生

消滅機構 の研究,熱 収支機構の研究,人 工衛星 の グラン ドトルースを探 る上での諸観測に興味あ る地域 である こと

などが述べ られ た。

地学分野 では,広 い山岳地域 とその周辺 で地球物理学的諸探査を行 うことにより,地 殻 一上部 マ ン トルの構造 を

求 め,山 岳域の形成 と,そ れが東南極大陸 に占める役割 を探 ること,こ の地域 はその東方及び西方 の グラニュ ライ

ト相変成岩帯の中 にあ って広い角閃岩相変成岩帯 をなすが,そ れが東南極大陸基盤形成 史 とどのよ うにかかわ った

のか を大 きな目標 と して,鉱 物 資源基礎調査 を含 めて地質調査を進め ること,氷 床 の変動 と地形 発達 の関係 の解明,

以上 の基礎 と しての地形図作成等 を行 うこと,裸 氷域 にお ける陽石の探査 とその関連問題 を調査 す ること,一 方,

海域 にお ける諸探査 も行 うことなどが示 された。

生物学分野で は,無 機環境 と藻類 地衣,コ ケ,小 動物の分布調査を行い,個 体 レベルでの生存様態 と群落 と し

ての生態遷移,種 の多様性,系 としての太陽 エネルギー固定等の研究が構想 され ること,ま た医学分野 と して昭和

基地 より厳 しい自然条件,小 集団 と閉鎖性等 をもとに,寒 冷順化,昼 夜型等 の生理学 的研究,心 理学的研究,集 団

働態学的研究が行え ること,ま た基地生活 のマニュアル作成 も一つの 目標 とす ることなどが述べ られ た。

以上のの ち,現 在検討 されているセル ロンダーネ観測拠点建設や野外調査のための設営計画 の概要が報告 され,

これ に対 して各観測分野 か らの要望 がまとめ られ,そ の問題点 にっいて討議 された。

最後 に,昭 和基地,み ずほ基地 における今後数年間の観測計画の見通 しと,そ の中でのセルロ ンダーネ地域 にお

ける観測のあ り方や,拠 点 の役割 り,立 地条件等 にっ いて討議 が行 われ,今 後 の計画 の練上 げに資す ることと した。

(7)エ レバス火山の観測 ・調査研究小集会

開催 国:昭 和58年4月14日(木)

経過及び成果

エ レバ ス火山の 日米共同 による地震観測 は,ア メ リカが山頂 と山腹 の6点 に地震計 を設置 し,信 号を無線で スコ

ット基地に送 り,日 本 は スコッ ト基地 に レコー ダを設置 し,ニ ュー ジー ラン ドの越冬隊員が これ を保守 して いる。

地震 は磁気 テープに記録 されているが,日 本の手 によ り可視記録 が作 られ,関 係 者に配 られ ている。1979年 の予備

観測 に続 き,1980年 か ら本観測 に入 り,3年 間の デー タが得 られつつある。 よ うや くエ レバ ス山 々体付近で発生す

る地震活動の様子 が解 明され始 めた。 この観測 は少な くとも2～3年 は継続 されるので,さ らに研究の発展が期待

され る。

また山体構造 の解 明 とい う点か ら,重 力測定の継続 も,提 唱 された。 これ も可能 な限 り実施 し,地 震活動 と重力

の結果か ら構造 の解明 をす 、あて い くことに した。

地質学 的な見地 か らは,エ レバス山 を含むマ クマー ドサ ウン ドの火山群 の火山構造 の発達史や捕か く岩を使 った

上部 マ ントルや下 部地殻 の研究 の重要性が指摘 された。 この種 の研究 を推進 するにあた っては,現 地でのサ ンプ リ

ングが重要な ことは言 を待 たないが,そ れを行な う人の質 も重要 で,む しろ 「調査者 」によ って,す べてが決 まる

という認識を関係者 が抱 いた。 そ して,良 い 「調査者」を得 られ る具体案 も検討 された。今後 はエ レバ ス山 の調査

を,こ れ までの地球物理 中心 か ら火山地質,鉱 物,岩 石,年 代決定 な どへ と移行 させてい くこと も確認 され た。

その他,南 極半 島やマ リーバー ドラ ンドの火山 にっ いて も,そ の調査の可能性 などを検討 した。

(8)浮 氷域およびその隣接海域における生態系構造に関する研究小集会

開催 日:昭 和58年11月9日(水)

経過及 び成果

ナ ンキ ョクオキア ミが浮 氷域 の外縁 で濃密 な群集を作 ることはすでに知 られてい る。 たまたま第22次 夏期ふ じ行

動中 プ リンスオラフ海 岸沖 の浮氷域 において コイワ シクジラ,カ ニ クイアザ ラシ,コ ウテイペ ンギ ンなどの海鳥類
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の群が認め られナ ンキ ョクオキア ミとの関連が予想 され た。一方,ナ ンキ ョクオキア ミの餌 となる微細植物 プラン

ク トンは,定 着氷下部に繁殖 す る微細藻類(　ice　-　algae)と 共通 した種を多 く含む ことが知 られて いる。浮氷域で

はice　-　algaeが 機械 的に海水中に放 出されて いる可能性が強 く,こ れが水 中で増殖 しオキア ミの餌料 とな ってい

ることが考え られた。 これ らの過程 を明 らか にす る目的で本観測計画が 立案 された。 また,国 際的 にも浮氷域 生態

系 の研究 の必要性 が認識 され,昭 和57年 に南大洋生態系 と生物 資源専門家 グループは ド部組織 と して 「水線研究作

業部会 」を設立 した。

第25次 か ら3年 間,浮 氷域 を中心 と した海域の生態系構造 の研究 が行 われ る。本研究 は 「しらせ」就航 に ともな

い,氷 海行動期間 が延長 され たの を機 に実現の運 びとな った ものである。浮氷域 にお ける調査行動 は困難であ り,

これまでに も,そ の必要性 は認め られ なが らも,調 査 ・研究 は殆 んどなされて いなか った。

本研究集会 では,ま ず,南 極観測 事業の生物部門でな されて きた海洋生物関係の調査 ・研究の総 説が行われた。

これは,浮 氷域で の調査 ・研究が,南 極観測隊生物 研究 の流 れの中 で占める位置を示す とともに,第25次 の調 査・

研究 は3年 次 を通 して 一貫す る研究の端 緒であ るべ きことを強調 したものであ った。

っ いで,第25次 夏期の調査計画が報告 された。主 な調 査内容 は,浮 氷域お よびその周辺 海域 におけるプ ランク ト

ンの水 平分布 を,定 着水一・浮氷→開水面とい う海氷 の変化 にともなうプ ラ ンク トンの時系列変化 と見て,プ ランク

トンの水平分布を調査す ること。そ して この過程 で微小動物 プラ ンク トンの食物連 鎖上 での役割 りを重点的 に調査

す ること。水中 テ レビジ ョン,ビ ーム トロールによる底生生物の調査,海 鳥 ・海獣の目視観察 を含む ものであった。

さらに,越 冬で行 う定 着氷域 の調 査計 画,　BIOMASS計 画 に基づ く白鳳丸,海 鷹 丸,開 洋 丸の調査 ・研究計画が

紹介 され,日 本のBIOMASS計 画の中で も,浮 氷域の調査が極めて独特 な ものである ことが明 らか に な った。 ま

た,国 際的に も浮氷域 での生態系研究が注 目されて いることが,改 めて指摘 された。

(9)内 陸部露岩地域および沿岸域における動植物の生態の研究小集会

開催 日 二昭和58年4月28日(木)

経過及 び成果

沿岸露岩域 における土壌藻類研究,コ ケ,地 衣類の研究,微 小動物 の研究 およびflを 系 とみた場合 の系の解析 的

研究 につ いて,従 来の研究結果,南 極 他地域 との比較 ・検 討 と新 たに考え られ る研究課題の発表を行 った。 っいで

医学研究 につ いて も従来の成果 と今後の研究 課題の提案 がな された。以 ヒを素材 に内陸におけ る研究 が大いに進 め

られ るべ きで あるとの結論 に達 した。

南極地 域観測隊による陸L生 態 系の研究 は,主 と して沿岸露岩域で実施 されてきた。 一方,近 い将来,内 陸露岩

域 での研 究が 可能になる見通 しである,,こ の状況 をふ まえて,従 来の研究を総 観 し,今 後なさるべ き研究課題の整

理 を行 った。 医学 研究 について も,昭 和基地 より厳 しい自然,社 会環境 下にある内陸部で実施す る研究課題 につ い

て検討 した。

藻類の研究 に関 しては,沿 岸露 岩に広 く分布す る砂質{懐 中に,中 緯度地域 の100倍 に も及ぶ藻類現存 最が認めら

れ るところか ら,こ れ ら藻類 の栄 養源で あるP,　 Nの 集積機構の研究 が重要で,沿 岸 と内陸 との比較 も1要 研究課

題 の一 つであることが指摘 され た,,ま た,岩 石風化の要因 としての藻類 の作IHが 近年注 目されてお り,こ の研究 も

含めるべ きであるとされ た。

コケ,地 衣 に関 して は,沿 岸露岩域での群落調査が進 み,環 境条件 と くに水 との関係が調査 されて きた。 今後は,

コケ群落 の消長 をコケの個体生態学的知見を基礎 として研究 するとと もに,よ り環境条件の酷 しい内陸部での比較

研究 が望 まれるとの指摘が あった。 また,セ ルロンダー ネ山地 のように,露 岩が分散分布 してい る地域 では,露 岩

ごとで植物相,種 の多様性 に変化のあ ることが 予想 されるので,こ の点 にっ いての研究 も必要であ るとされた。 さ

らに,海 か らの距離 と海洋の影響の程度 の研究,西 南極 との関連性の吟味が必要であ ることも指摘 された。生態系

構造 のより単純で ある内陸部で は、生態 系を系 と し、て解析す る研究 もな さるべ きであ るとの意 見が出された。

医学研究を昭和某地 よりさらに厳 しい環境 ドにある内陸基地で実施す ることは,単 に比較 資料を得 るだけに止 ら

ず,寒 冷適応 に関す る研究の発展のために有意義で あるとされ た。 また,新 たな環境 に対応 した生活技術 を開 発す
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る基礎 として,生 活 全般 にわ たる医学 的面か らの研究 の必 要性が強調 され た。

(10)極 地に関するデータ処理研究小集会

開催 日 二昭和59年1月24日(火)

経過 及び成 果

情報処理 セ ンターのrit算機 システムを使用 して,極 地に関するデー タの解析 あるいは編集を行 った利用者か ら25

編(文 章発表7編)の 発表が得 られ た。 異なる学問分野の、,1算機利用者による研究小集会で あった ため,学 術的成

果面 の討 論よ りも,計 算機 の効果的利用法を1三体 とす る活 発な議論 がなされた。

特に分野 の異な る利用 都11t:に よる計算機を用 いた解析 手法 に対する意 見交換 は,互 に相補 いうるソフ トウエ ア

の情 報を得て,今 後 さらに進展 した効 果的計算機利用が,は か られる もの と期待 できる。

以 下に当研究 小集会の成 果をまとめて記す。

1.情 報処理セ ンターの計算機利用 者は,具 体的に どの様な解析 ・編集 に計算機 を使用 しているのか,ま たその

成果の進捗状 況が どの程 度であるのか等 の情報を得た。

2.情 報処理セ ンター利用者がtllに協力 し合 って,計 算機の効果的利用を計 ってい くことが約束 され た。

3.情 報処理 セン ターの運 用 ・管理 者側 と利1}渚 側の協力体制を さらに強化 し,よ り便利 な計算機 システムを検

討 して い く。

4.当 研究小集会におけ る講演 内容 の うち,い くつか は論文 として まとま り次第,南 極資料等出版物 に報告 され

る 設定 である。

5.情 報処理 セ ンターの計算機に応用で きる ソフ トウエアの紹介 と提 供が得 られた。

以 上
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3.観 測 研 究 小 集 会

課 題 名 申 請 書 開 催 日

夏 期 生 物 調 査 の 方 針 と 実 際

平 澤 威 男

昭和58年7月20日(水)

夏 期 地 学 調 査 の 方 針 と 実 際 昭和58年7月7日(木)

内 陸 ㍗ 氷 調 査 の 目 的 と 方 法 昭和58年10月26日(水)

ロ ケ ・ 卜 観 測 シ ス テ ム の 考 察 昭和 年 月H()

エ レバス火山の地球物理学 的研究 の方針 と意義 楠 宏 昭和 年 月 日()
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4.研 究 談 話 会

開催月日 発 表 者 所 属 題 目

昭 和58年

4.6
利根川 豊 東海大 ・工

磁気圏 に於 ける地磁気脈動

Pc3,Pc4/5の 波動特 性

〃 塩 原 匡 貴 東北大 ・理 太陽放射の分光観測 による

南極 エアロゾルの研究

4.7 Roger　 G.　 Barry コ ロ ラ ド大 Cryosphere-Climate

Interactions　 in　 the　 Arct

Arctic(Recent　 Research

Work　 based　 on　 Remote

Sensing　 Studies)

4.13 松 田 達 郎 日本南極越冬隊の集団働態

学的研究

5.11 Colin　 Bull オハイオ州立大 Stability　 of　 the　 East

Antarctic　 Ice　 Sheet

5.25 星 合 孝 男 23次 越冬報告

6.8 JUrgen　 Kienle ア ラ ス カ大 Plate　 Convergence　 in

Alaska,　 Seismicity　 and

Volcanism　 with

Emphasis　 on　 Augustine

Volcano

6.22 小 沼 直 樹 茨城大 ・理 阻石 ・月 ・地球におけ る火

成活動と惑星の化学進化

7.6 平 沢 威 男 波と粒子

7.20 江 尻 全 機 磁気圏の高エ ネルギ ー粒子

10.18 Stuart　 O.　 Agrell ケ ム ブ リ ッヂ大 Petrological　 History　 of

the　 Moon

10.19 R.　 S.　 Hadley アラスカ大 Polar　 Region　 Research

Policy　 of　 the　 United

States:a　 Comparison　 of

the　 Scientific　 and

Political　 View　 Points

11.2 福 西 浩 アイスラ ン ドにお ける共役

佐 藤 夏 雄 点観測

11.24 武 田 弘 東大 ・理 陽石に残された太陽系の熱

的歴史

12.15 U.　 Stozhkov ソ連科学 アカデ ミーレベデフ物 ソ連 にお ける南極観測

理研

(注)所 属空白は極地研
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皿 資料及び研究施設の共同利用

1.資 料 の 収 集,整 理,保 管,利 用

(1)生 物系資料部門

南北両極域 よ り得 られた各種生物標本 は,研 究 が済 み次第,標 本 デー タ等 を整理 した ヒで国立極地 研究 所の生

物 資料 室に収納 されてい る。

1.植 物

極地 より得 られた顕花植物,隠 花植物 の各標本の収納点数 を別表に分類 別,地 域別 にまとめた。 その他,オ ー ス

トラ リア,ニ ュージラ ンド,チ リ,ア ル ゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシャス,シ ンガポール,イ ギ リス,フ ラ ンス,東

欧,日 本 などの温帯域か らも比較研究のため採集,及 び交換 な どで標本を収集 してお り,蘇 苔類,地 衣類 を 主に約

2万 点 の標本が収納 されて いる。

現在,蘇 苔類 のデー タは国立極地研究所の コ ンピュー ターに よるデー タバ ンクとして蓄 積されている。内外 の利

用者 のために種類別(網,科,属,種),地 域別(植 物区系,大 地名)検 索 によ る標本 リス ト,ラ ベ ルの打 出 し,

さ らに分布図 の作成 などの利用 システムが出来て いる。

標本貸 出,受 入状況(57年 度分)

(1)山 口県立博物館(館 岡洋志)へ 南極庭藤苔地 衣類7点 を貸出(昭 和57年4月20U付)

(2)ニ ュー ヨー ク植物園(W.R.バ ック)へ 南極産蘇類40点 を交換 標本 として寄贈(6月16日 付)

(3)亜 南極 フォー クラン ド諸 島,シ グ二一島よ り採集 した蘇苔類60点,地 衣類30点 を受入れ る(藤 井理行採 集,

6月26日 付)

(4)国 立科学 博物 館(柏 谷博之)へ 南極 産地 衣類62点 を貸 出(9月4日 付)

(5)高 知大学(大 野正夫)へ 南極 産海 藻類9点 を貸出(9月17日 付)

(6)国 立科学 博物館(小 野庄士)へ 日本産蘇類458点 を貸出(11月9日 付)
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生物資料室に収納されている極地の植物

分類物 隠 花 植 物

顕 花 植物

地域別 丁三 歯 類 鮮 苔 類 地 衣 類 藻 類 土壌微生物

南米パ タゴニア 10 600 300

亜 サ ウ ス ジ ョー ジア 島 50 320 50

ケル ゲ レン島 100

南 ア ム ステ ル ダム 島 5 50

セ ン トポー ル 島 30

極 ク ロ ゼ島 30

フ ォ ー ク ラ ン ド島 20 10

西 シ グ 二一 島 20 20

キ ング ジ ョー ジ島 40 500 200 30 50
南

デ セ プ シ ョ ン島 10

極 南極半島 10 100 50 50

東
昭和基地周辺

マラ ジョージナや基地

2500

100

500

30

300

南 ケ ー シー基 地 280 200 50 30

デー ビス基地 60 30
極

マ ク マ ー ド基 地 100 10 30

カナダ 115 800 30
北

ア ラ ス カ 150

極 ア リュ ー シ ャ ン列 島 10 100 50

ア イ ス ラ ン ド 30
域

フ ィ ン ラ ン ド 100

合 計 215 25 5990 1440 210 380

1
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2.動 物

収納 されてい る動物標本の主な ものは剥 製樗;本,液 浸標本 である。内容 は次表の通 りであ る。

(D剥 製 標本

動 物 名 標 本 形 態 点 数

ウ ェ ッデ ル ア ザ ラ シ 剥 製 親 2

ノノ 〃 仔
1

ノノ ミ イ ラ 2

〃 皮 1

ユ キ ド リ 剥 製 1

!ノ 卵 1

マ ダ ラ フル マ カ モ メ 剥 製 4

ア シナ ガ コ シ ジ ロウ ミツ バ メ 1

オ オ トウ ゾ クカ モ メ 剥 製 5

ア デ リー ペ ンギ ン 剥 製 親 5

ノノ 〃 仔 3
ノノ 卵 6

ノノ 骨 格 3

皇帝ペ ンギ ン 剥 製 1

ノノ

卵 1

(2)液 浸 標本(概 数)

動 物 名 標 本 ビン数 動 物 名 標本 ビ ン数

魚類(7科) 49 ウ ニ類 11

ヒ トデ類 22 クラゲ類 6

ヒモ ム シ類 5 ホヤ類 19

ナ マ コ類 3 ウ ミグモ 類 2

貝 類 8 タ コ類 3

等 脚 類 8 その他 147

(3)そ の他の標本

ユ ス リカ,ト ビムシな どの昆 虫類,原 生動物 な どの微小陸i動 物150点,硅 化木や貝化tiな ど約50点 。
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3.プ ラ ンク トン

ふ じ船 上,海 洋生物定常 観測,バ イオマ ス研究観測で採集 された植物 プ ランク トン同定用 ホルマ リン固定海 水標

本及び冬期サ ロマ湖か ら得 られた同 標本は次 の通 りであ る。

そ の他 に,ふ じ船 ヒに て 各 種 プ ラ ン ク トンネ ッ ト採 集 によ り得 られ た動 物 プ ラ ン ク トン標 本 は,次 の 通 りで あ る。

隊 次 ノ ル バ ッ ク ネ ッ ト MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚 魚 ネ ッ ト LHPR採 集 器

14 33 0 0 0 0

17 16 0 0 0 0

18 22 20 4 0 0

19 11 4 2 0 0

20 6 79 0 0 0

21 33 42 2 12 2

計 121 145 8 12 2

また,　 MTDネ ッ ト標 本 の 内,18次 の20本,20次 の58本,21次 の19本 に っ い て は,す で に1次 ソ ー テ ィ ングが 左

J'し て い る。
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(2)非 生物系資料部門

当部門 は大別 して4分 類 され る資料の収集,整 理,保 管 とその利用 に関 する業務 を担 って いる。①オー ロラに関

す る資料:資 料収納柳箸の整備終 「に伴 い,資 料収 集 とその統一一一的整理作業 を開始 した。収集資料 は昭和基地 で観

測 され るオー ロラデー タの基礎的 デー タ,外 国基地 で観測 された全天 カメ ラ ・地磁気 データ及 び極軌道人工衛星の

デー タ等であ る。共同利用 に供す るための統一 的整理 を実 施 しっ ＼資料 目録早期 出版を 目標 に活動 して いる。②地

球物理 に関す る資料:資 料の保管機能 整備を年次計 画で実施 しつ ＼,南 極地域の地震観測資料一 部の資料 を収集 し

た。 予算 ・人員等の情勢 か ら必 ず しも活 発な資料収 集活動 を行 いえなか った。③岩石資料:年 次計画で岩石 資料庫

の整備を図 って いる。併行 して収納 岩石資料 の共 同利用 に供 すべ き整理を研究系関連教官の協力の もとに実施 した。

④一・般資料:各 種展示用パ ネル類,記 録写 真,白 癩関係 資料及 び映画 フ ィルム他,極 地に関連 す る資料 を収集,保

管,整 理 し広 く共同利ln,　教材及び歴史的 事実 としての保存に関'チす る業務 を担 って いる。 本年度半ばか ら極地 資

料収 集調査員を得て,ヒ 記資料の うち,日 本南極地域観 測隊 の再開 前(第1次 ～6次 隊)の 記録写真を中心 に した

資料の収集 と整理を開始 した。
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(3)阻 石資料部門

当部門 は南極で採集 された陽石にっいて,初 期処理,同 定分類,慣 石試料の配分を実施 している。現在 当部門が

保管 している阻石 は1969年 か ら1983年1月 までに,や まと山脈 と ビク トリアラ ンドで採 集 された約5,500個 で あ る

(表)。 この表には大 まかな分類を示 したが,同 定分類作業 も順調 に進行 し,年 に100個 程度の分類が可能 にな って

いる。同定分類の完了 した限石は世界中の限石研究者 に公表す るため,漸 次MeteoritesNews　 (英文)を 作成 し,

国 内,国 外 におのおの約250部 を配布 した。

また,当 部門 は南極阻石研究委員会で採択 された研究計画 に対す る限石試料の作成 と配分作業を行 った。

なお,第24次 隊が採集 したや まと限石42個 を受 入れたが,初 期処理等は昭和59年 度中に行 う予定 である。

国、ア極地研究所保管南極阻石

P日 石 名 発 見 年 限鉄
石鉄

損石

コ ン ト

ライ ト

エ コ ン ド

ラ イ ト

炭素質

限 石
未区分 合 計 発 見 隊

やま と一69阻 石 ]969 一 一 7 1 1 一 9 JARE-　 10

やま と一73限 石 1973 一 一 11 1 一 　 12 J.＼RE14

やま と一74陽 石 1974 一 2 630 28 3
一

663 」 ＼RE--15

やま と一75阻 石 1975-76 2 1 290 12 3 一 308 JARE-　 16

マ ウン トバル ダ阻イi 1976 一 一 2 一 一 一 2

日米合同阻

石探査隊に

よるもの

(日本側受

領分)

1

ア ランヒルス㌧76限 石 1977 1 7 1 1 一 10

ア ランヒル ス㌧77陽 石 1977-78 6 1 234 4 3 一 248

・ぐガ トリー ビ ー ク限 石 1978 1 　 一 　 一 一 1

デ リックピークー78限 石 1978-79 5 一 一 一 一 一 5

メテオ ライ トヒル ー78限 石 1978」79
一 一 28 一 一 一 28

ベーツヌナ タークー78隅 石 1978-79 一 一 5 一 　 一 5

アランヒル ズー78陽 石 1978-79 2 　 173 8 1 一 184

ラ ック リングビークー78限 石 1978-79 一 一 5 一 一 一 5

やまと一79限 石 1979』0 7 1 3,549 79 31 9 3,676 JARE-20

ベ ノレジカ ー79 1979
一 　 4 一 1 一 5 JARE-　 20

やまと 一80陽 石 1980 一 1 11 1 一 一 13 JARE-　 21

やま と一81阻 石 1981 123 2 7 1 133 JARE-22

やま と一82陽 石 1982』3 179 21 10 1 211 JARE-　 23

やま と一83限 石 1983 42 42 JARE-　 24

合 計 24 6 5,258 158 61 53 5,560
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(4)デ ータ解析資料部門

出部門 は,南 極 で得 られ た数 多 くの観 測 データの電 子計算機 を用いた解析 並びに処理方法 に関す る研究を行 うと

と もに,情 報処理 セ ンターの庶 務を担 ㍉ して いる。

デー タ解析 システムの開発研究 と して は,計 算機の周辺装 置 システムの設計 を行 い,そ れ らの成 果が センターに

取 り入れ られ共同利用 に供 されて いる。特に,高 性能 小型電 信1算 機 システムが導 入され,多 様化す る南極 デー タ

の処理 に対応 している。 更に高分解能 カラー ディスプ レイ装 置RAMTEK、9400を じ;i'算機 と結び,人Il衛 星(NO-

AA-6/7,LANDSAT-2/3等)に よる リモー ト・セ ンシング ・デ ィジ タル画像デー タの処理,マ ルチ バ ン ド航

空写 真による地質,地 形,生 物,生 態調査の デ ィジ タル画像処理,三 次 元情報(ダ イナ ミック ・スペク トラムや オ

ーロラ画像)の 処理等の表示 に使用すべ く開発を行 って いる。 また,そ れ らの入力装置 と して,カ ラー画像ll1:出し

読取 り装 置(オ プ トロニクスC4500)が 高性能 小型電 子計㌻賃機 システムに接続 されている。

一ノ」,デ ー タ解析 ソフ トウェアの開 発と して,地 球 磁場 観測緯由lMAGSATの デー タの処理及 び編 集 チー フの

作成 と,そ れを用 いた極地方 の磁場変動の分布,特 性 の研究を行い,全 デー タにっいてのサマ リ ・プロ ットを作成,

その結 果は貴重なデータ ・ブ ックと して全国の共同研究員に使用 されてい る,,ま た,近 年重要度が増 して きた リモ

ー ト・セ ンシングに対応 し,デ ィジタル画像処理 プ ログラムの開 発を行 っている。現在昭和基地で は,極 域観測計

画(　 POLEX　 )の 環 と して気象衛星NOAA-6「7,の 受信が行われて いるが,こ れ らの画像デー タ及び地球

資源技術衛星LANDSATの 画像 デー タを計算処理 し,南 極地域 の気 象,南 極海 の海氷の ダイナ ミックス,大 陸氷

床等 の研究 に役立てて いる。
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(5)低 温資料 部門

先年度,低 温貯蔵庫内の資料棚 が固定式の ものか ら,手 動式 の移動棚 方式 に変え られ貯蔵能力が増 した。 移動棚

は,図 に示す ように,貯 蔵庫中央の通路 をはさんで,両 側に配 置 されており,一 方は観測隊の中型 ダンボー ルに入

った冷凍資料が収納 され,他 方には氷床 コアが収納 され るよ うに設計 されている。資料の収容能 力 は,中 型 ダンボ

ール208箱 と氷床 コア930m相 当量で,固 定棚 に比べ,約1.5倍 増 とな った。

貯蔵 方式の変 更に伴 い,資 料の管理 方式 も整備 し,カ ー ド方式 で出入庫時 にチェ ック して い く方式を とることと

した。 また,最 大貯蔵時間を原則 として3年 とすることと した。

本年度 は23次 隊の持 ち帰 りコア約300mが 処理 された.海 底堆積物 サ ンフルは,そ の一一部が い くっ か の大学 の 研

究 者の研究 に供 され た。海洋水産資源開 ブ産セ ンターが南太'{1洋で収集 した魚 類の冷凍 サ ンプルも極地研に運 ばれ,

共同利 用資料 と して研究 者に配分 された.
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2.研 究 施 設 ・設 備 の共 同 利 用

(1)情 報処理 セ ンター

資料系情報処理 セ ンターは,当 研究所の共同利用施 設 として,大 型電 子計算機 ・HITAC-M180中 央演算処理

装置 を中心 と し,各 種入出力装置を備えた主 システ ムが設置 されている。

また、 ミニコ ンピュータ　HITAC　 -　20Eを 中心 とした高性能小型計算機 システムが設置 されて いる。

M180シ ステムは,旧M160-llに か わる ものと して昭和57年12月 末 に機種替えを行 った もので,演算速度7倍,

実 メモ リを1.5MBか ら7MB,デ ィスク容量1200MBよ り1600MB,TSS端 末6台 より12台 等ハー ドウェアの

面で一段 と性能の向 上が はか られた。 また,ソ フ トウェアの充実 もはか られ,ユ ーザにとって より一層使 い易い も

のとなった。計算機の大型化 に伴 い,セ ンター運 営 も自動 化が進 み,共 同研究委員会 によって割 り当て られた研究

課題別計算機使用時間の 自動管理 も行 うよ うに した。

本 システムで は,南 極観測 データ,科 学 衛星受 信 デー タ等のデー タベース ・システムとして,気 象 ・重力 ・海洋 ・

地質 ・阻石 ・生物の データ及 び極地関係の文献情報 ・南極 の各種地図 デー タを有す る。 また主システムとデー タ交

換制御装置を介 して結ばれて いる画像処理 システムがあ り,　TVカ メ ラ/VTRよ り取 り込んだ画像 デー タを各種

画像処理プ ログラムによ り,多 様な画像表現 ・計算 が行 われ,オ ー ロラ形態学 ・気象研究等 に利用 されて いる。

高性能 小型計算機 システ ムは,気 象衛星 デー タ処理,　 PCMデ ー タ処理,A/Dデ ータ処理,周 波数分析処 理,

カー ブ トレー ス処理等の信号 ・デー タ処理機能 を もち,さ らにカ ラー写真入出 力装置 と高分解能 カラー ・グラフィ

ック装置 とそのハー ドコピー装 置が付 加 されている。 これ ら収集 デー タ交換制御装置 を介 し,M180と オンライン

で接続 され,処 理 能率の向 上が図 られている。

共同利用 と して,所 外研究者 の利用は増加 しつっあ り,現 在登録 されて いる共同利用者 は35名 であ る。M180

システムの58年 度 月別使用状況 を ド図に示す。

稼
動
時
間
へ300
時

間
口
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(2)オ ー ロ ラ世 界 資 料 セ ン タ ー　(WDC-C2　 for　 Aurora)

オーロラ世界資料セ ンターは,資 料系非生物資料部門が管理 し,管理資料棟5階 に床面積約84㎡ の資料保管庫兼 閲

覧室を有 して いる。 当セ ンターに保管 され る資料 は,　WDCパ ネルが示す作業指針に沿 った資 料 の収 集 を図 り っ

＼,学 問の進展に伴 う研究 者の要望 する資料を も経済的物理 的事情 を勘案 した上 で対処す る方策を志向 してい る。

資料保管庫 は冷 暖房 ・除湿器 を備 えているとともに,リ ー ダプ リンター利用による簡単 な閲覧 と複写が可能 な設備

を有 してい る。 デー タ収納能 力は,35mmマ イクロフ ィルム約28,000本/100ft巻,計 算機用磁気 テープ約1,900本,

マ イクロフィシュカー ド数1,000枚 他で ある。

本年度 までに収集 したデー タの概数を次表 に示す。

資 料 名 観 測 期 間 数 量

昭

和

基

地

35mm全 天 カ メ ラ編 集 済 フ ィル ム 1970年 ～1982年 1,400巻/100ft

16mm全 天 カ メ ラ フ ィル ム(一 一部 編 集 不能) 1966年 ～1970年 250巻/100ft

35mm全 天 カ メ ラ オ リ ジナ ル フ ィル ム 1970年 ～1982年 140巻/1,000ft

35mm全 天 カ メ ラ長 春 保 存 フ ィル ム 1970年 ～1978年 100巻/1,000ft

地磁気3成 分 オ リジナルチャー ト記録
01959年 ～1961年

01966年 ～1982年
750巻

地磁気3成 分3打 点式チ ャー ト記録 1972年 ～1982年 130巻

地 磁 気3成 分35mmマ イ ク ロ フ ィル ム
01959年 ～1961年

01966年 ～1982年
26巻/100ft

同 上A4版 引伸 し資料(閲 覧用)
01959年 ～1961年

01966年 ～1982年
23一 フ ァ イ ル

絶体測定記録簿 1966年 ～1982年 3一 フ ァ イ ル

超 高層現象相関記録 マイクロフィルム 1976年 ～1982年 9巻/100ft

同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1982年 20一 フ ァ イ ル

計算機取込み データA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1981年 6一 フ ァ イ ル

オーロ ラ写真観測記録 約50冊

DMSPオ ー ロ ラ観 測 記 録 1972年 ～1980年 130巻/100ft

南極点基地全天カメラ記録 1976年 ～1980年 600巻/100ft

日本学術会議資

料室より管理

換え資料

地 磁 気 マ イ ク ロ フ ィル ム 1957年 以降 6,200巻/100ft

全 天 カ メ ラ フ ィルム 1957年 以降 6,900巻/100ft

DMSPオ ー ロ ラ記録 1972年 ～1980年 130巻/100ft

IMP-J(IMF)マ イ ク ロ フ ィ シ ュ 1977年 ～1979年 20枚

NOAA&TIROS　 (粒 わ　MT 1978年 ～1979年 約200巻

Data　 Book等(閲 覧 用) 約50冊
ノ
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(3)低 温実験室

低温資料 部門が管理 する共同利用施設 で,-60℃ まで冷却で きる超 低温実験室,-20℃ の自然対流冷却 によ る実

験室,貯 蔵庫 か らな っている。

低温実験室 は,雪 氷試料 の構造解析,力 学実験な どの他,雪 氷 コアや海底堆積物,陽 石,生 物サ ンプル,{嬢 サ

ンプルなどの前処理が行われた。 また,極 地設営工学 部門や南極観測隊 による機器の耐寒性の テス トな どに も利用

された。

58年 度の低温室月別利用状 況を まとめ ると,図 のよ うになる。

低温室月別利用状況
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IV　南極地域観測事業

1.第24次 南 極 地 域 観 測 隊

第24次 南極地域観測隊 は,第23次 より開始 された極域 中層 大気 の総合観測,東 クイー ンモー ドラ ンド地域雪氷 ・

地学研究計画,南 極沿岸生態 系における生物生産の 基礎研究を 重点 観測項 目 として編成 された。

同隊の行動期間 は,昭 和57年111125日 東京港晴海埠頭出港,越 冬隊は昭 和59年3月24日 成田国際空港帰 国(夏 隊

は昭和58年4月20日 東京港晴海埠頭帰港)で あ った.

オー ス トラ リアの フ リーマ ン トル港を12月16日 出発 した観測船 「ふ じ」 は,同 月22日 南緯55°通過,同 月31Uに

昭和基地 へ第1便 を送 った。

幸い物 資輸送 は,好 天 に恵 まれ昭和58年2月2B472ト ンの空輸 をもって完 」'した。

セスナ機 は1月4H,ヒ ラ タス機 は1月8日 ,そ れぞれ昭和基地へ向 った。

昭和基地 では,新 発電棟建設L事,観 測 棟改修 一1:事,レーザー レーダー装 置,赤 外分 光器等搬入,雪1津 組 立な

どを行 ったほか,昭 和基地周辺 海域 で生物 の動植物 プラ ンク トンの生態調査,地 学 のル ン ドボークスヘ ソタ,ス ト

ラ ン ドネ ッパ,エ インス ト・ドインゲ ン,ラ ングホブデでの測地 作業,地 質調 査と生物 の蘇類の生態調査を実施 し

た。

また,ブ ライ ド湾における氷状,上 陸拠点調査,セ ール ロダー ネLll脈の観測拠点選定のための雪 面調査,空 中偵

察を実施 した。

越冬期間中は,宙 空,雪 氷 ・地学,生 物 ・医学部門の重点観測項 巨]をi三と して越冬観測を実施 したが,基 地周辺

の海氷流失 によ り,雪 氷 ・地学部門の旅行隊,生 物 部門 の観測 などが 日程的 に影響 があ った。

また,氷 床流動調 査のため内陸旅行,み ずほ基地 で氷床中層掘削,セ ールロンダー ネ山地 への雪 氷 ・地学調査を

実施 した。

そのほか,定 常観測を は じめ各部門等の従 来か らの観測,調 査を引続 き実施 した。

川 第24次 南極地域観測隊編成及び観測項目

第24次 南極地域観測隊編成表

人員45名(越 冬隊35名,夏 隊10名)

越 冬 隊 (昭和57年11月1日 現在)

担 当 氏 名
生 年 月 日

(年 令)
所 属 本 籍 地 隊 経 験

昭 文部教官 教授

隊 長 請 書 扇 14.8.8 国立極地研究所研究系 北 海 道
第20次 越冬

(43歳) 雪氷学研究部門
第23次 夏

昭

気 象 壕 待 謡 三 21.2.19

(36歳)

運輸技官

気象庁観測部南極観測事務室
青 森 県 第20次 越 冬

昭
や の たか お

ノ/ 矢 野 隆 夫 27.7.4 ノノ 福 岡 県

(30歳)
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こん どう こう じ
昭

運輸技官
気 象 近 藤 幸 治 28.4.10 北 海 道

気象庁観測部南極観測事務室
(29歳)

昭
ノノ 薯 下 馴 包 29.1.6 ノノ 鹿児島県

(28歳)

昭 郵政技官
やま ざき いち ろっ

電 離 層 山 崎 一 郎 20.5.12 電波研究所電波部 北 海 道 第15次 越冬

(37歳) 電波予報研究室

昭 文部技官
さくら い はる お

地 球物 理 桜 井 治 男 26.8.19 国立極地研究所資料系 埼 玉 県

(31歳) デー タ解析 資料 部門

昭 文部教官 助教授

宙 空 系 碧 最 纂 繕 16.4.28 東 京 都

(41歳) 名古屋大学水圏科学研究所

昭 郵政技官
た なか ノ詮 し

ノ/ 田 中 尚 更 21.8.9 電波研究所電波部 福 岡 県

(36歳) 電波予報研究室

昭 運輸技官
ノノ 鞍 聾 腎 錘 21.10.3 気象庁気象研究所 大 阪 府

(36歳) 高層物理研究部

昭 文部技官
しば ざき かず お

!/ 柴 崎 和 夫 26.9.14 国立極地研究所事業部 埼 玉県

(31歳) (東京大学大学院生)

雪 氷 昭
なり た ひで き 文部教官 助手

● 成 田 英 器 17.1.16 北 海 道 第13次 越冬
北海道大学低温科学研究所

地 学 系 (40歳)

文部技官
昭

なか やま よし き 国立極地研究所事業部
ノ/ 中 山 芳 樹 20.1.1 東 京 都

(㈱ 日本 パ ブ リ ッ ク
(37歳)

エ ンジニア リング技術開 発部)

昭
なか お まさ よし 文部教官 助手

!ノ 中 尾 正 義 20.8.18 北 海 道 第12次 越冬
北海道大学工学部

(37歳)

昭
いそ べ たみ お 建設技官

〃 磯 部 民 夫 26.5.21 千 葉 県
国土地理院測図郭地形課

(31歳)

昭
環 境 埜'は し 失い じ 文部教官 助教授 第10次 夏

科 学 系
馬 橋 水 治 4.12.16

神戸大学理学部
福 島 県

第21次 夏
(52歳)

昭 文部教官 助教授
〃

かん だ ひろ し

神 田 啓 史 21.10.6 国立極地研究所資料系 北 海 道
第19次 夏

(36歳) 生物系資料部門
53年 度,
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環 境 昭 文部教官 助手
さ とう ひろ お

佐 藤 博 雄 25.1.13 東京水産大学水産学部放射性同位 神奈川県

科 学 系 (32歳) 元素利用施設

昭 文部教官 助手
わた なぺ けんたろう

,, 渡 辺 研太郎 27.7.30 国立極地研究所資料系 福 島 県 第22次 夏

(30歳) 生理生態系研究部門

し が しげ お
昭 文部技官

第14次 越冬
機 械 志 賀 重 男 20.10.8 国立極地研究所事業部 福 島 県

第17次 越冬
(37歳) (㈱小松製作所川崎工場)

昭 文部技官
あん どう けい いち

〃 安 藤 啓 一 24.6.29 国立極地研究所事業部 新 潟 県

(33歳) (㈱大原鉄工所製造部門)

文部技官

〃
やま した たか あき

山 下 孝 昭

昭

26.4.10
国立極地研究所事業部

(いすず自動車㈱開発本部
神奈川県

(31歳)
大型 エンジン設計部)

昭 通商産業技官
さか もと ふ じ お

〃 坂 本 不二夫 26.12.19 工業技術院電子技術総合研究所総 東 京 都

(30歳) 務部施設課

昭 文部技官
ば ば ひろ あき

〃 馬 場 広 明 30.5.30 国立極地研究所事業部 福 島 県

(27歳) (㈱日立製作所日立工場)

文部技官

通 信
たな はし とし お

棚 橋 敏 雄

昭

25.10.19
国立極地研究所事業部

(日本電信電話公社
岐 阜 県

(32歳)
長崎無線電報局)

〃

や ぎ しげ ゆき

八 木 繁 幸

昭

29.3.11
海上保安官

海上保安庁警備救難部通信管理課
東 京 都

(28歳)

文部技官

〃

むら せ まさる

村 瀬 勝

昭

29.10.12
国立極地研究所事業部

(日本電信電話公社
愛 媛 県

(28歳)
銚子無線電報局)

昭 文部技官
なかっがわ とし あき

調 理 中津川 敏 明 10.12.5 国立極地研究所事業部 東 京 都

(46歳) (国際食品開発㈱営業本部)

昭 文部技官
'

〃 富 岳 鋸 穂 28.8.4 国立極地研究所事業部 茨 城 県 第18次 越冬

(29歳) (㈱東条会館調理部)

昭 文部技官
おおくぼ えい じ

医 療 大久保 栄 治 25.8.9 国立極地研究所事業部 山 梨 県

(32歳) (榛原総合病院外科)
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昭 文部技官
おがさわら いさお

医 療 小笠原 功 27.5.12 国立極地研究所事業部 北 海 道

(30歳) (旭川厚生病院麻酔科)

昭
かわ ばた かず と 文部技官

航 空 川 畑 和 人 27.6.28 鹿児島県
国立極地研究所事業部観測協力室

(30歳)

昭
じん ほ まさ し 文部技官

/! 神 保 昌 司 22.11.9 山 形 県
国立極地研究所事業部

(34歳)

昭 文部技官
もり まこと

〃 森 誠 29.2.2 国立極地研究所事業部 東 京 都

(2δ 歳) (公共施設地図航空㈱)

昭

設 営 一 般 岩 演 盤 三 27.9.16

(30歳)

文部技官

国立極地研究所事業部観測協力室
LII形 県 第19次 越冬
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夏 隊

担 当 氏 名
生 年 月 日

所 属 本 籍 地 隊 経 験
(年 齢)

おお やま よし くに
昭 文部教官助教授

第17次 夏
副 隊 長 大 山 佳 邦 13.10.15 国立極地研究所研究系 愛 知 県

第19次 越冬
(44歳 ノ 生理生態学研究部門

昭
はん ざわ たうし 海 ヒ保安官

海 洋物 理 半 沢 敬 23.7.4 栃 木 県
海 ヒ保安庁水路部編暦課

ぼ4歳)

ll召

海 洋 化学 署 栄 季 し二 25.8.29
海L保 安官

海 上保安庁水路部海象課
東 京 都

(32歳)

昭 文部技官 宮城県
さ さ き ひろし

海 洋 生物 佐 々木 汀 27.12.26 国立極地研究所事業部

(29歳) (東北大学大学院生)

昭

測 地 警 笛 笈 失 30.9.24
建設技官

国土地理院測地部測地第二課
群 馬 県

(27才)

雪 氷 昭 文部技官
まっ ばら さとし

● 松 原 聡 21.11.23 国立科学博物館地学研究部地学第 愛 知 県

地 学 系 (35才) 二研究室

昭
!ノ 呆 書 淫 ゴ三 29.8.3

文部技官

国立極地研究所事業部
千 葉 県 第23次 夏

(28歳)

昭 第10次 夏

設 営 一 般

さ の まさ し

佐 野 雅 史 16.5.17

(41歳)

文部技官

国立極地研究所事業部観測協力室
岐 阜 県 第13次 越冬

第21次 夏

昭 文部技官
!ノ

ます だ みつ お

増 田 光 男 22.10.25 国立極地研究所事業部 千 葉 県

(35歳) (金子架設工業㈱)

!ノ 琴 詩 箋 三

昭

28.4.28

(29歳)

文部技官

国立極地研究所事業部事業課
群 馬 県

南極地域観測項目一覧

船上および接岸中における観測

〔定常観測〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関

電 離 層 。中波電界強度測定 山 崎 一 郎 電波研究所

海 洋

。海洋物 理観測

。海洋化 学観測

。海洋生 物観測

半 沢 敬

岩 本 孝 二

佐々木 洋

海上保安庁水路部

海上保安庁水路部

国立極地研究所
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〔研究観測 〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研 究 代 表 者

雪 氷
■

地 学 系

・東 クイー ンモー ドラ ン ド地域雪氷 ・地学研究

・基盤地質並 びに南極阻石 に関す る研究

松 原 聡

本 吉 洋 一
楠 宏

昭和基地およびその周辺における越冬観測

〔定常観測〕

部 門 名 観 沮り 工負 目 担 当 隊 員 担 当 機 関

極光 ・夜光 ・全天 カメラによ る観測,写 真観測 桜 井 治 男 国立極地研究所

地 磁 気
。直視磁力計による地磁気三成分の連続観測および同上

基線決定のための絶対測定
桜 井 治 男 国立極地研究所

電 離 層

。電離層の定時観測

・オー ロラレー ダ観 測

・ リオメー タおよび電 界強度測定 による電離層吸収 の測

定

山 崎 一 郎 電波研究所

気 象

・地 上観測

・高層気象観測

・天気解析

塚 村 浩 二

矢 野 隆 夫

近 藤 幸 治

岩 ド 剛 己

気象庁

潮 汐 。潮汐観測 桜 井 治 男 海 ヒ保安庁

地 震 ・自然地震観測 桜 井 治 男 国立極地研究所

〔研究観測 〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研 究 代 表 者

極域中層大気総合観測(MAP)
・地上観測 岩 坂 泰 信

・レーザー レーダによる極域中層大気の運動 と組成 の

観測 田 中 高 吏

宙 空 系 ・VHFド ップ ラー レー ダ に よ る低域 電 離 層 の ダイ ナ 永 田 武

ミック ス の観 測 牧 野 行 雄

・赤外線分光計による中層大気微量成分の観測

・オ ー ロ ラ粒 子に よ る エ ネ ルギ ー流 入 の 観 測 柴 崎 和 夫

。大気球 による観測

東 クイー ンモー ドラン ド地域雪氷 ・地学研究計画

・氷床の動力学的観測 成 田 英 器
雪 氷

。氷床氷の形成と環境変動の観測 中 山 芳 樹
■ 楠 宏

。氷床 の禰 養機構 の観測 中 尾 正 義
地 学 系

。基盤地質 並びに南極限石 に関す る研究 磯 部 民 夫

極域大気循環に関する研究
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昭和基地周辺の環境 モニ タ リング

南極 にお ける 「ヒト」の生理学 的研究 神 田 啓 史

南極沿岸生態系における生物生産の基礎研究 大久保 栄 治

(BIOMASS) 小笠原 功

環境科学系 。海洋環境条件調査 高 橋 永 治 星 合 孝 男
。植 物 プ ラ ン ク トン ,藻 類 調 査 神 田 啓 吏
。動 物 プ ラ ン ク トン ,マ イ ク ロネ ク トン調 査 佐 藤 博 雄
。魚類 ,底 生生物 調査 渡 辺 研太郎
。海鳥 ,海 獣調査

(2)第24次 南極地域観測隊訓練

第24次 南 極 地 域 観 測 隊 員 候 補 者 冬 期訓 練

〔目 的 〕第24次 南極地域観測隊の編成及びその他の実施準備 に資 するため,隊 員候補者に対 し冬期の寒冷地 にお

いて雪 中行動等 に関 する各種訓練を実施 した。

〔期 間 〕昭和57年3月1日 ～3月5日

〔場 所 〕乗鞍岳位 ケ原山荘を中心 とす る乗鞍高原一帯

〔参加者 〕大 山副隊長,隊 員候補 者33名,防 衛庁3名,関 係 者14名,計51名

第24次 南 極 地 域 観 測 隊 員 夏 期 訓 練

〔目 的 〕第24次 南極地域観測隊 に対 して,極 地行動 に関 する各訓練 ・観測実施計画等 に関す る打合せ及び講義等

を通 じて,所 要 の知識 や技術 を習得 させ ると共に,団 体生活 をとお して,隊 員 の相互理解を深め るため実施 した。

〔期 間 〕昭和57年7月12日 ～7月16日

〔場 所 〕文 部省菅平高原体育研究場を中心 とす る菅平高 原一帯

〔参加者 〕前隊長,大 山副隊長,隊 員42名,関 係者16名,計60名

第24次南極地域観測隊部門訓練

部 門 訓 練 項 目 訓 練 場 所 期 間 参加者

気 象

総合自動気象観測装置(AMOS)取 扱い

保守技術習得訓練
気象庁 7/26～8/13 4名

方向探知機(D55B-2型)取 扱 い,保 守

訓練
明星電機㈱守谷工場 8/25～8/27 4名

高層気象観測,オ ゾ ン全量観測用機材の取

扱 い,保 守訓練
高層気象台 9/1～9/10 4名

気象衛星受 画装 置(JAA-2N)取 扱 い

保守訓練
日本無線㈱三鷹工場 9/27 4名

電 離 層 中波電界強度測定機器の取扱い訓練 「ふ じ」船上 9/15～9/24 1名

地 球物 理

地震長時間 レコー ダ(R950)取 扱 い,保

守訓練
テ ィア ック㈱武蔵野工場 9/2 2名

ス ペ ク トル ア ナ ラ イザ ー ニ コ レー ジ ヤパ ン㈱ 9/20 2名
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宙 空

衛星 テ レメ トリー機器取扱 い,保 守訓練 電気通信大学
菅平宇宙電波観測所

8/2～8/6 3名

磁気儀取扱い訓練 気象庁地磁気観測所 8/9～8/10 2名
空気サ ンプ リング機器取扱 い,試 験訓練 「ふ じ」船上 9/13～9/14 1名
レーザ ー ・レー ダ ー操 作,取 扱 い ,保 守 訓

練

名古屋大学

水圏科学研究所
ユ0/18～10/21 3名

雪
.氷

地 学

電波氷厚計訓練 明星電気㈱守谷工場 9/13 5名

測量 ・JMR訓 練 鹿野山測地観測所 9/19～9/26 4名

環 境科 学

走査型電子顕微鏡取扱い,保 守訓練 日本電子㈱ 8/23～8/25 3名

潜水技術訓練 東京水産大学小湊実習場 8/27～8/31 3名

海洋生物船上観測訓練 「ふ じ」船上 9/13～9/14 3名

機 械

SM50,KC40雪 上車運転,分 解,組 立訓

練

新潟県寺泊海岸
㈱大原鉄工所

9/ユ ～9/8 8名

ク レー ン(TS50)取 扱 い,整 備 訓 練 ㈱多田野鉄工所 9/12～9/15 2名
冷凍機 ・暖房機 取扱 い,保 守訓練 日立冷熱㈱ 9/13～9/14 3名

冷凍・冷蔵庫組立整備訓練 ㈱大西熱学
9/20～9/22

10/7～ ユ0/9

3名

3名

エ ンジン分解 ・組立 ・整備訓練 いすY自 動車㈱

藤沢工場,川 崎工場

9/27～9/29

10/4～10/6

5名

5名

通 信

送信機調整 ・点検 ・保守訓練及び受信
銚子無線電報局

銚子無線送受信所
8/2～8/6 3名

船舶地球局設備オペ レー ション ・保守訓練 日本無線㈱三鷹工場
9/6～9/8

9/27～9/29

3名

3名
方向探知機取扱い,保 守訓練 ㈱光電製作所 9/13 3名

トラ ン シーバ ー(SSO7A)取 扱 い 訓 練 安立電気㈱ 9/24 3名

航 空 航空機慣熱訓練 ・整備訓練 日本 フライ ング㈱ 8/4～10/30 3名

海 洋
海洋観測用機器の取扱い訓練 「ふ じ」船上 9/工3～9/14 2名
海上重力計取扱い保守訓練 〃 9/15～9/30 2名

測 地
天測 ・基準点測量,地 磁気 測量訓練 鹿野山測地観測所 9/19～9/26 2名
RC-10カ メ ラ取 扱い訓練 日本 フライング㈱ 10/28～10/30 2名

建 築 新発電棟組立訓練 弥生建設㈱ 9/10～10/10 4名

(3)第24次 南極地域観測隊行動概要

昭和57年

11月25日:第24次 南極地域観測隊東京港晴海埠頭 出港

12月11日 ～16日:オ ース トラ リア ・フ リーマ ン トル港寄港22日

地へ第1便 が飛ぶ

観測船 「ふ じ」南緯5ζ 通過31日 昭和基
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昭 和58年

1月2日 ～22日:21日 間連 日空輸実施3日:セ スナ機が昭和基地 に飛ぶ6 ,7日:生 物潜水調査実施8日:

ピラタス機が昭和基地 へ飛ぶ10日 ～14日:地 学ル ン ドボー クスヘ ッタ野外調査実施10日:み ずほ補給旅行 出発

28日S16帰 到17日 ～22日:地 学 エインス トー ドインゲ ン,ス トラン ドネ ッパ野外調 査実施

1月25日 ～2月1日:地 学 ラ ングホ ブデ野外調査実施

2月1日:第23次 越冬隊の越冬交代式8日:観 測船 「ふ じ」昭和基地をあ とに ブライ ド湾へ向 う10日:ブ ラ

イ ド湾到着11日 ～17日:ブ ライ ド湾内及 び内陸雪面の偵察 調査を実施18日:ブ ライ ド湾 を離脱 北上 開始

3月2日:観 測船 「ふ じ」南緯55°通過11日 ～17日:フ リーマ ン トル ・ポー トルイス港寄港 第23次 越冬隊員

下船

4月1日 ～8日:シ ンガポール ・セ ンバ ワ ン港寄港11日:み ずほ旅行隊出発15日 みず ほ基地到着24日 昭和

基地帰到20日:第24次 南極地域観測隊夏隊東京港晴海埠頭帰港

5月2日:オ ングル海峡 に開水面貫通

6月21日 ～23日:ミ ッドウィンター祭

7月22日:み ず ほ基地のボー リングは,411mに 達す る

8月9日:ラ ングホ ブデ隊 出発13日 帰投8月27～9月3日:み ずほ春旅行

9月12日 ～14日:ス カル ブスネス環境科学調査旅行

10月1日:セ ール ロンダーネ山脈 や まと山脈調査旅行 隊出発28日:や まと隊みず ほ基地到着

11月9日 ～15日:ピ ラタス機 によるアイスレー ダ観測実施21日 ～23日:ス カル プスネス調査

12月3日:ピ ラタス,セ スナ両機七一ル ロンダーネへ向 う,9日 帰投18日:観 測船 「しらせ」 より第1便 到着

昭 和59年

1月3日:セ ール ロンダーネ隊 みずほ基地へ向 け帰投6日:観 測船 「しらせ」見晴 らし岩前に接岸1月27日

昭和基地到着

(4)第24次 南極地域観測隊観測概要

夏 隊 に よる 観 測

夏隊 は,出 港 と同時に船上 で定常観測 を開始 した。

電 離層 部門 は,全 航路 において中波電界強度 チ ャープサウダー測定を実施 した。 また,　HFド ップ ラー レー ダ

によ る観 測 も実施 した。

海 洋物理 ・化学部門は,表 面採水 各層観測 　 XBT,　 DBT観 測を実施 した。

海上重力測定 は,全 航路上において観測 を実施 した。

海洋生物部門 は,各 層採 水 表面採水 ノルパ ックネ ッ トによる採集観測を実施 した。

なお,海 洋観測部門では,10点 の停船観測 を実施 した。

昭和基地及び周辺域観測 は,潮 流,各 層,潮 汐観測,オ ングル海峡氷山分布調査 ,潜 水調査,セ ディメン トトラ

ップに採集等 を実施 した。

今風 生物 地学 測地部門共同で ル ン ドボー クスヘ ッタ,エ イ ンス トー ドイ ンゲ ン,ス トラン ドネ ッパにお

いて,蘇 類地衣類群落分布 地質 年代測定用試料採集 基準点測量等調査 観測を実施 した
。

また,測 地 のイ ンホブデ ス トラ ンドネッパ地 区垂 直空 中写真撮影 地学の エインス トー ドイ ンゲ ン,ラ ングホ

ブデでの鉱物資源調査を実施 した。

この他 帰路 ブライ ド湾 セール ロンダーネ山脈へ のルー ト選定の ため,海 氷状況 棚氷縁辺 氷床地形 の空

偵調査,空 輸拠点の設置,棚 氷上 の試走 を実施 することがで きた。
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越 冬 隊 に よ る観 測

越 冬隊 は,越 冬前半 の海 氷流失 の影響 を受 けたものの実施計画に基づ く観測は ほぼ達成 する ことがで きた。

(定常観測部 門)

極光 ・夜光部門 は,全 天 カメ ラによるオーロラ形態観測を悪天候の影響 を受 けた ものの,充 分 な記録 を取得 した。

地磁気部門 は,地 磁気3成 分 の連続観測 をほぼ順調 に実施 した。

電離層部門 は,電 波 の垂直打上 げによる定時観測,オ ーロラ レー ダによ る反射電波観測,リ オメー タによる銀河

系宇宙雑音 の吸収量観測,短 波電界強度 の測定及 びオメガ電波伝搬 の観測を周年順 調に実施 した。

気 象部門 は,総 合 自動気象観測装置 による地上系,高 層系の観測及び輻射 ゾンデ,オ ゾンゾ ンデ,ド ブソ ン分光

器によ る観測 を計画通 り実施 した他,極 域中層大気の総合観測の一環 と して,大 気球,小 粒 子ゾ ンデ エアロゾル

ゾンデ 水蒸気 ゾ ンデの飛揚 に協力 した。

また,み ずほ基地 の気象定常観測 は前期 を雪氷,後 期 を気象の担当隊員が滞在実施 した。

地震部 門は,ほ ぼ順調 に観測 を実施 した。

潮 汐部 門は,記 録 の高精度化 を計 るため,情 報処理棟 の電子計算機で入力収録 し,故 障な く記録 を得 られた。

測地部 門 は,地 形図作成 のための空 中写真撮影 をイ ンホ ブデ地区,岬 地区,ス トラン ドネッバ地 区で実施 したが,

セール ロンダー ネ山脈の計画は,天 候不良 のため中止 した。

(研究観 測部)

宙空系部門

極域中層大気の総 合観 測計画 に基づ き,低 域電離層 の ダイナ ミックスで は,23次 に引 き続 き,　VHFド ップ ラー

レーダを新設 し,良 好なデー ターを得た。 中層 大気 中のオゾ ン,窒 素酸化物,電 離度の測定で は,2基 の大気球 を

飛揚 し,満 足で きる結果を得た。 オー ロラ現 象の総 合観 測では,地 磁気及 び地磁気脈動 　 VLF自 然電波 銀河電波

の吸収,オ ーロラの形態 ・運 動の観測,ま た,人 工衛星ISIS,　NOAAの デー ターを受 信 し,中 層 大気へ の影響 に

関す るデー ターを得た。 中層大気組成の観測で は,レ ーザ レー ダーによ るエア ロゾル観測,微 量気体成分測定のた

めの赤外及 び可視分光観測を実施 し,良 好なデー ターを得た。航空機 によるエア ロゾル,微 量気体成分観測を四季

実施 したほか,エ アロゾル ゾンデ 小粒子 ゾンデ 水 蒸気 ゾンデの飛揚 を実施 した。

雪氷 ・地学系部門で は,東 クイー ンモー ドラン ド地域雪氷 ・地学研究計画 に基づ き,氷 床氷の動力学,氷 床 氷の

形成 と環境変動,氷 床の涌養機構,基 盤 地質並びに南極陽 石の各観測,研 究 のため,み ず ほ基地及 び大陸氷床 」二を

移動 しなが ら,G16点 で,雪 氷観測,氷 厚測定,氷 床流動測定用基準点 の設定 を実施 した。や まと,ベ ル ジカ,セ

ールロ ンダーネの各tl脈 で,氷 床 流動測定用基準点5点 の設定,ア イス レーダによる氷厚測定を行 った他,隅 石探

査で42個 の阻石を収集するとともに,限 石氷原 の浅層掘 削による氷試料 の採集 を実施 した。みずほ基地で は,411m

に達す る中層掘削 を実施 昭和基地で は,航 空機 によ り,自 瀬 氷河流域 をアイス レーダで氷厚及 び基盤地形の測定

を実施 した。

生物 ・医学系部門で は,南 極沿岸生態系 にお ける生物 生産 の基礎 的研究 に基 づ き,海 洋環境条件,植 物 プラ ンク

トン ・藻類,動 物 ブプラ ンク トン・マ イクロネク トン調査のため,採 水 とプ ランク トンのネ ッ ト採集 を行 い,走 査

電顕観察,Cl3法 による光合成測定を実施 した。 藻類調 査では氷柱採集 も実施 した。魚類及 び底生生物調査で は,

潜水 による氷盤下 の光量 子測定を実施 した。海鳥,海 獣 で は,ア デ リーペ ンギ ン,皇 帝 ペ ノギ ンのル ッカ リーで航

空機 を使用 して個体数調査 を行 った。環境 モニ タ リングで は,大 気 中の炭素 ガ ス濃度 の連続測定,　il壌藻類,土 壌

細菌,湖 沼水 の採集,藻 類群落調査を行 った。「ヒ ト」の生理学 では,一 部隊員 の生活形態 と作業量 の調査 を実施

した。

以上,各 部門 ともにほぼ計画通 りの観測が実施で きた。
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2.外 国 基 地 派遣

川 南極マクマー ド・サウン ド地域外国共同観測概要

①期 間 昭和58年11月7日 ～昭和59年1月25日

②参 加者 神沼克伊(国 立極地研究所)

植木貞人(東 北大理学部)

小 山悦郎(東 京大学地震研究所)

③ 目 的 エ レバス火山 の地震学的研究

④実施概要

(イ)日米共 同のテ レメー タによる地震観測の器械の保守,記 録 の取得 を行 った。

(ロ)独自の地震観測 を9点 実施 した。

内 山腹 及び ロス島における重力測定20点 を実施 した。

(;)火口内のVTR撮 影 は,中 止 となったが,重 力測定 を別にヘ リコプ ターで必要最少限実施 した。

困 バ ンダ基地 で地震観測 を実施 した。

エ レバ ス火 山の火Li」活動はいぜん として活発で,1日 数 回の爆発,数10～100回 を越す地震 が続いている。

(2)交 換科 学者

①期 間 昭和59年2月15日 ～3月16日

② 派遣 者 村越 望(国 、乞極地研究所 事業部観測協力室長)

③ 目 的 仏南極基地 における設営 ・輸送 荷役等の調 査

④調査概要 デ ュモ ン ・デュル ビル基地で は,設 営全般 にっいて概要 を知 り,特 に建設中の滑走路の建設設備,

機材 にっいて調査を し,往 復 の航海中 は耐水輸送船 「レデ ィ ・フランク リン」の概要,基 地沖 に停泊中の艀によ る

燃料輸送,ヘ リコプ ターによる荷物の ス リング輸送の実態を知 ることがで きた。

〔第24次 南極地域観測隊 への受入れ 〕

第24次 夏隊に米 国ア ラスカ大学か ら,　T.　GOSINK,　 T.　GREEN,(東 京～ フ リーマ ントル)　G.LANDRETH,

(フ リーマ ントル～ポ ー トル イス)が 参加 し,南 極周辺 の海氷 と大気間の炭酸 ガス移動を測定 し,デ ーターの収集

を船上 にて実施 した。
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3.昭 和基地 の施設概 要

。位 置

昭和基 地は リュツォ ・ホルム湾東岸 の大陸氷縁か ら西 に約4km離 れた東オ ングル島の上 にえ り,天 測点は69°00'

22"S,39°35'24"Eで 標 高は29.18mで ある。

。建 設 物

建物 の総床 面積 は約4,359㎡ で発電棟3,居 住棟4,観 測 ・研究棟11,ロ ケ ッ ト関係棟4,倉 庫2等 が 東 オ ング

ル島の岩盤 の 上に建て られて いる。他 に見晴 らし岩西側に燃料貯蔵タ ンク,観 測棟東側 と電離棟周辺に は各種観測

用ア ンテナ群 及びセ ンサ ー類 があ り,基 地北方の アンテナ島に送信 棟及び送信 ア ンテナ群が ある。

。電 力

昭和基地電源 と して は,新 発電棟 に125KV(ユ60kW)発 電機3台,第9発 電棟 に125KV(100kW)と ユ

ユOKVA　 (88kW)発 電機 が,第7発 電 棟に45KWA(36kW)発 電機が配備 されてお り,通 常は200KVA発 電

機 ユ基運 転で全ての電力 をまか なってお り,他 は予備機 としてい る。

。車両 ,航 空機

夏期 の建設作業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラック等の装輪車 があ り,冬 期作業用 と して ブル ドーザ ー,小 型雪

上車,内 陸 など野外調査川 と して 中型雪 と車,小 型雪上車,浮 上型雪 上車,ス ノーモー ビル等が配置 されてい る。

また,小 型航空機(ピ ラタスポ一夕ーPC-6,セ スナ185)を 運 用す る年 もある。

。通 信

対 内地 との通信手段 には短波 回線 と海事衛星(イ ンマルサ ッ ト)回 線を利用 した電話,テ レックス,フ ァクシ ミ

リ等 がある。短波回線を利用 した公用電報は銚子無線電報局を経 由 して,文 部省南極本部 と当研究所のテ レックス

で随時受信 され る。 また海 事衛星 を利用 した高速 ファクシ ミリ(月 ～金 曜 日),テ レックス(適 宜),電 話(適 宜)

も行 なわ れて いる。

その他,短 波回線 を利用 したファクシミリ(毎 週金曜 日),電 話(南 部本部,第1,第3水 曜 日)写 真電送(KDD)

第2,第4水 曜 日)が 定期 的に行 なわれて いる。

私用電話 は内地 と同様 に利用で きるが,通 信 業務にあたる隊 員の負担を少 くす るため,内 地か らの発信 は隊員の

指名す る者(家 族等)に 限 られて いる。海事衛星を利用 した私用電話 について も同 じ理 由で,利 用時間を限 って運

用 されて いる。

外国の南極基地 との連絡 は適宜行われ,気 象デー タな どの定常 的な ものは,逐 次 マザ ーステ ーシ ョンに送 られて

いる。

・医 療

毎年2名 の医療隊員が派遣 されてお り,医 療器具 も大型 レン トゲ ン装 置か ら歯科治療台 まで一応の ものは備え付

け られて いる。
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昭 和 基 地 建 物

建 設 年(隊 次) 構 造
区 分 建 物 名

床面積構 ㎡ 現 在 の 用 途

1957(1) 木製パ ネル
1 娯 楽 棟

40.3 撞 球,バ ー

1957(1)
2 旧 気 象 棟 木製パ ネル

40.3

1960(4) 木製パ ネル
3 内 陸 棟

23.0 医務室

1966(7) 木製パ ネル
4 通 信 棟

46.1 通信室,電 話交換室

1966(7)
5 旧 電 離 棟 木製パ ネル

40.3

1966(7) 木 製 パ ネ ル,特 殊 コ ネ ク ター使 用
6 地 磁 気 変 化 計 室

11.5 地磁気絶対測定

7 第7発 電 棟
1966(7) 軽量鉄骨,ア ル ミパ ネル

67.0 45KVA発 電機2基,風 呂

1966(7) 軽量鉄骨,木 製パ ネル
8 予 熱 室

13.0 燃料 予熱(1kの,便 所2

9 飯 場 棟
1966(7)

77.8

軽量鉄骨,木 製パ ネル

航空機整備 に使用

1966(7) 軽量鉄骨,木 製パ ネル,14.5㎡ を12次 で増 設
10 旧 送 信 棟

29.2 通信倉庫,非 常用送信機

1967(8) 高床,木 製パ ネル
11 観 測 棟

138.9 人工衛星 テ レメー ター受信装置,個 室2

1967(8) 木製パ ネル
12 食 堂 棟

96.0 食堂,厨 房,サ ロ ン

1967(8)
軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル,カ マ ボ コ型,80㎡ を10次 で増

13 作 業 棟 1969(10)
設,車 輌整備,車 庫

180.0

1967(8) 高床,木 製パ ネル
14 放 球 棟

24.0 水素充填,気 象 ゾ ンデ放球

15 旧 地 震 感 震 室
1967(6)

5.8
木 製 パ ネ ル,特 殊 コ ネ ク タ ー,床 な し

1967(8) 高 床,ア ル ミパ ネ ル
16 管 制 棟

28.1 夏期航空機管制

17 第9発 電 棟
1968(9)

270.0

軽量 鉄 骨,折 板

110KVA2基,食 糧 庫,暗 室,レ ン トゲ ン室

18 第9居 住 棟
1968(9) 高床,木 製パ ネル

100.0 個室10,ラ ウ ン ジ

1969(10) 高床,木 製パ ネル
19 第10居 住 棟

100.0 個室10,ラ ウ ン ジ
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20
L

レ ー ダ ー テ レ メ ー タ ー 室
1969(10)

86.4

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネル

ロ ケ ッ ト レー ダー,テ レ メー ター セ ン ター

21 コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー
1969(10)

21.6

高床,鉄 骨,木 製 パ ネル,12次 で現地点 に移設

ロケ ット要員控室

22 組 立 調 整 室
1969(10)

86.4

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネル

ロ ケ ッ ト組 立 調 整,ク レー ン,ラ ンチ ャー

23 発 射 台
1970(11)

135.0

鉄 骨,コ ンク リー ト床,タ ー ンテ ー ブル,上 屋 な し

ロ ケ ッ ト発 射

24 観 測 倉 庫
1970(11)

81.2

高床,軽 量鉄骨,折 板

電離層,気 象 を除 く観測部門倉庫

25 第11倉 庫
1970(11)

205.4

軽量鉄骨,鉄 製パ ネル

ー般設営倉庫

26 地 震 感 震 室
1970(11)

27.0

軽量鉄骨,折 板,半 地 ド

長周期,短 周期地震計感震部

27 第13居 　 ll三 棟
1972(13)

100.0

高床,木 製パ ネル

個室10,隊 長室

28 推 薬 庫
1972(13)

67.0

高床,鉄 骨,木 製パ ネル

ロケ ッ ト格納庫

29 気 象 棟
1973(14)

100.8

高 床,木 製 パ ネ ル

気 象(定 常,研 究),屋 上 にパ ラ ボ ラ ア ン テナ

30 気 象 棟 前 室
1973(14)

26.4

高床,軽 量鉄骨,木 製パ ネル

気象用倉庫

31 工 作 室
1973(14)

52.0

軽量鉄骨,木 製 パ ネル

機械工作

32 環 境 科 学 館
1974(15)

100.8

高床,木 製パ ネル

生物,医 学,地 球 化学

33 送 信 棟
1975(16)

72.0

木製パネル

送信機室

34 ロ ケ ッ ト 暖 房 機 室
1976(17)

4.8

高床,木 製パ ネル

ロケ ット保温槽用暖房機

35
作 業 棟

防 雪 屋 根

1976(17)

23.0

H鋼,折 板

ドリフ トよ け,シ ャ ッター 保 護1

36 電 離 層 棟
1977(18)

100.8

高床,木 製パ ネル

電離層観測,暗 室

37 地 学 棟
1978(19)

100.8

高床,木 製パ ネル

地学雪 氷,地 震観測室

38 第5冷 凍 庫
1961(5)

5.4

木製 パ ネル

現 在使用せず

39 第7冷 凍 庫
1966(7)

13.0

ステ ンレスパネル

食糧保存

40 第8冷 凍 庫
1967(8)

7.4

コ ンテナ改造

夏期隊員宿舎用
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41 第14冷 凍 庫
1973(14)

15.4

アル ミパ ネル

食糧保存

1979.80
高床,木 製パ ネル,2階 建

42 夏 期 隊 員 宿 舎 (20,21)
48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂

302.4

1981(22) 高床,木 製 パネル
43 情 報 処 理 棟

93.6 電 子計算機,標 準時計,超 高層物理観測装置

1982.83 鉄 骨,鋼 板 パ ネ ル,木 製 パ ネ ル,2階 建

44 新 発 電 棟 (23,24) 200KVA発 電機3基,冷 蔵 ・冷凍庫,便 所,風 呂,

425.5 暗室,理 髪室
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4.み ず ほ基 地 の 施 設概 要

昭 和 基地 よ り約270kmの 内陸 氷 床L(70°41'53"S,44°19'54"E標 高約2,200m)に あ る この 基 地 は 第11次(昭 和45

年)に コル ゲ ー ト棟 を設 置 した の を初 め と して 年 々拡 充 され現 在 に 至 って い る。

。建 設 物

地 表 ドに コル ゲ ー ト棟,居 住 棟,観 測 棟,ホ ー レ,ク ス棟,超 高 層 観 測 室,医 療 棟 の 計6棟,延 床面 積106㎡ の

建物 の他,ト レ ンチ を利 用 した 発電 機 室,ボ ー リン グ場,雪 洞 に よ る実 験 室 等 が あ る。 また 地 上に は,通 信 用 ア ン

テ ナ,30mの 気 象 タ ワー な どが 設 置 され て い る。

・電 力 等

16KVA(12.8kK)と12KVA(9.6kW)発 電 機 を 有 し,ど ち らか1基 を運 転 し1基 を 予 備 と して い る。 居

住 棟 と観 測 棟 の 暖房 と風 呂 は 発電 機 エ ンジ ンの 冷 却 水熱 を 利用 して 行 な って お り,他 の 建物 の暖 房 は電 力 に よ るパ

ネル ヒー ター を 使用 して い る。

みずほ基地施設図
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構 造 物106㎡

星根ぶ き196㎡

1 コ ル ゲー トハ ウ ス(避 難 用) 12 1作 室(1KVA発 電 機室) 23 造水槽

2 20mビ ッ ト 13 居住棟' 24 風 呂

3 地磁気 三成分セ ンサー室 14 食糧庫 25 飛雪留

4 旧装備庫 15 観測室 26 ボ ー リ ング場

5 食糧庫 16 出入口 27 雪氷実験室

6 旧便所 17 旧食糧庫 28 非常出口

7 旧 ボ ー リ ング場 18 16KVA発 電機 29 生活物品庫

8 旧雪氷実験室 19 12KVA発 電 機 30 観測物品庫

9 便 所 20 貯油 ドラム 31 POLEX庫

10 医療棟 21 物品庫 o 非常 用ハ ッチ

11 観測棟 22 機械物品庫
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5.南 極 地 域 観 測 資 料 整 理

(1)南 極 地 域 観 測 資 料 整 理 費

南極 における観測,調 査で得 られ たデーター,標 本な どの資料 は,隊 員が帰国 した後,翌 年3月 まで に整理を行

っている。

昭和58年 度 の資料整理費 は次 の各項 にわ たって配分,使 用 された。

(a)第23次日本南極地域観測隊(越 冬隊)

(b)第24次 〃(夏 隊)

(c)マクマー ド地域外国共同観測

(d)交換科学者(仏 南極基地派遣者)

(e)地質 図作成

なお,結 果にっいては,当 該年度末 を もって,資 料整理報告書の提出を義務づけて,資 料整理 の概 要,成 果の把

握 にっ とめてい る。

② 昭和58年 度南極地域観測資料整理報告一覧

第23次 日本南極地域観測隊(越 冬隊)

研 究 課 題
資 料 整 理 担 当 者 の

氏 名 ・所 属 ・職 名
実 施 の 概 要 ・ 成 果

〈研究観測 〉 1.観 測 デー タを基 にその記録,変 化等 を図面化 し,

1.極 地中層大気総合観測 藤井 良 一 整理 した。

①VHFド ップ ラ ー レー ダ (極地研 ・助手) 2.地 磁気,脈 動相関,オ ー ロラ強度記録 をラベル貼

一による低域電離層 のダイ 忠鉢 繁 付,製 本,編 集 し,整 理 した。

ナ ミック ス の観 測 (気象研 ・研究官) 3.観 測記録 か らオ ゾン全量の計算,サ ンプルの成分

② オ ー ロ ラ粒 子に よ る エ ネ 五十嵐喜良 分析を実 施 し,整 理 した。

ルギー流入 の観測 (電波研 ・研究官) 4.資 料は,共 同利用,関 係 研究者に供 され,各 種学

③大気球による観測 会,シ ン ポ ジ ウ ムで 発 表 す る他,デ ー タ レポ ー トで

投稿,発 刊を予定 して いる。

2.東 ク イ ー ン モ ー ド ラ ン ド 西尾 文彦 1.観 測 データの整理 とともに雪氷サ ンプルの解析 を

地域雪氷・地学研究計画 (極地研 ・助 手) 行 い,処 理 して い る。

①氷床の動力学的観測 石川 正雄 2.資 料,結 果 は,各 種 シ ンポ ジ ウ ム,学 会誌 で 発 表

②氷床氷の形成と環境変動 (北大低温研 ・技官) ている他,デ ー タレポー ト,南 極資料等に投稿 の予

の観測 高橋 修平 定 。

③氷床の酒養機構の観測 (北見 工大 ・助教授)

④基盤地質並びに南極阻石 勝島 尚美

に関する研究 (極地研 ・技官)

3.南 極大気循環 に関す る研 大前 宏和

究 (北大低温研)
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4.昭 和基地周辺 の環境モニ 島岡 清 1.'昭 和基地周辺に5観 測点を設け,海 洋環境条件観

タ リング 測(水 温,塩 分,PH,ク ロロフィル α等)の703組

5.南 極 沿岸生態系 にお ける (名大保健 ・講師) のデータを得,整 理完了。植物プ ランク トン計数 用

生物生産の基礎研究 福地 光男 海水 サ ンプル,微 小動物プ ランク トン標本採集,ノ

①海洋環境条件調査 (極地研 ・助手) ルパ ックネ ット標本,NIPR-1採 集器標本,パ

②植物 プ ランク トン,藻 類 ラソルネ ッ ト標本を採集,整 理中。

調査 谷村 篤

③動物プ ランク トン,マ イ (極地研 ・助手) 2.デ ータ レポー ト,南 極資料等へ投稿の ほか,シ ン

クロネ ク トン調査 ポ ジュウム,学 会等で発表。

④魚類,底 生生物調査 大塚 英明

(極地研 ・技官)

⑤海鳥,海 獣調査 島岡 清

6.南 極 に お け る 「ヒ ト」 の (名大保健 ・講師) 1.越 冬 中の心拍数 データ及 び酸素摂取量データを得

生理学的研究 資料整理を完了した。

2.南 極 資料 に投稿の予定。学会で発表 してい る。

〈定常観測〉 国立極地研究所 1.1982年2月23日40月20日 に観 測 され た400フ ィー

1.全 天 カ メ ラに よ る観 測 ・ 観測協力室 トフ ィル ム42巻 を デ ー タ,ロ ッグを 挿 入 し,整 理 し

写真観測 た。 同 時 にW.D.C規 格`ζ基 づ き100フ ィ ー ト巻 に

再編集 した。

2.デ ー タ レポ ー ト(オ ー ロ ラ12)を 発 行 。

2.直 視磁力計による地磁気 国立極地研究所 1.1982年2月1日 ～1983年1月31日 に 観 測 した 地 磁

3成分の連続観測および同 観測協力室 気観測記録紙を基線値決定のための絶対値測定記録

上基線決定のための絶対観 と地磁気変化の度合いを示すK指 数を入れマイクロ

測 フ ィル ム3部,コ ピー1部 を作 成 整 理 した 。

2.マ イ ク ロ フ ィル ム は,極 地 研,学 術 会 議,W.D.C

に配付 している。

3.電 離層 の定時観測,オ ー 倉谷 康和 1.デ ータの読取 り,解 析 を完了 し,整 理 した。

ロ ラ レー ダ観 測,リ オ メ ー (電波研 ・研究官) 2.デ ー タ レポ ー トを発 刊 した。

タ及び電界強度測定による

電離層吸の測定

4.地 上気象観測,高 層気象 吉平 保 1.デ ータは,整 理を完 了 し,印 刷製本等行 い保管。

観測,特 殊 ゾ ンデ観測,天 首藤 康雄 2.南 極資料に投稿

気解析 梶原 良一

佐々木正彦

(気象庁 ・技官)

5.潮 汐観測 海上保安庁 1.デ ー タ は,整 理 を 完 了 し,保 管 して い る。

2.デ ー タ レポ ー トに投 稿

6.自 然地震 観測 国立極地研究所 1.デ ジタ ル,FMデ ー タ共,再 編 集 し,整 理 した 。

観測協力室 2.デ ー タ レポ ー トを発 行
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第24次 日本南極地域観測隊(夏 隊)

研 究 課 題
資料整理担 当者の氏名

・ 所 属 ・ 職 名
実 施 の 概 要 ・ 成 果

<研 究観測>

1.東 ク イー ン ・モー ドラン

ド地域雪氷 ・地学研究

基盤地質並 びに南極損石

に関 する研究

■

松原 聰

(科博 ・地,技 官)

本吉 洋一

(極地研 ・技官)

1.岩 石 薄片及 び研磨薄片を製作整理 した。

2.研 磨 薄片で,構 成鉱物の化学分析(EDX)を 行

った。

3.主 な鉱物試料 のX線 粉末回析実験を行 い,チ ャー

ト記録紙 として整理す るとと もに,鉱 物の鑑 定を行

た。

4.岩 石の産状をス ライ ドに作製保管 した。

5.　 MEMOIKS,　 MINERALOGICAL-

MAGAZINE等 投稿予定。

<定 常観測>

1.海 洋物理,海 洋化学観測

半沢 敬,岩 本孝二

(水路部 ・海 ヒ保安 官)

1.潮 汐 資料,海 洋 観 測 デ ー ター整 理 を 完 「。

2.デ ー ター レポ ー トに投 稿 。

2.海 洋生物観測 佐 々木 津

(極地研 ・技官)

1.資 料,デ ー タの整 理 を完 了。

2.解 析 結 果 は,生 物 シ ンポ ジウ ム で発 表 。

3.電 離層 山崎 一郎

(電波研 ・技官)

1.電 界強度 測定 の結果読取 りを行 い,統 計的処理を

終 了。

4.測 地 豊田 友夫

(地理院 ・技官)

1.資 料 整 理 を 終 「。

その他

研 究 課 題
資料整理担当者の氏名

・ 所 属 ・ 職 名 実 施 の 概 要 ・ 成 果

1.マ クマー ド外国共同観測

エ レバ ス火山の地震学的

研究

神沼 克伊

(極地研 ・教授)

植木 貞人

(東北大,理 ・助 手)

小Li1　悦郎

(東大地震研 ・技官)

1.収 録 デー タの再生編集等 を完 了。

2.南 極資料等投稿予定。

2.交 換科学者

米国南極基における超高

層物理学的研究及び米国観

測の実態調査

・F澤 威男

(極地研 ・教授)

1.超 高層物理観測施設 の調査,研 究,実 態について

資料 を整理。

3.地 質 図幅作成 国立極地研究所 1.か すみ岩,明 るい岬,二 番岩の地質図幅 と同地域

の地質説明書 を作成,整 理 した。
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V大 学院教育に対す る協力

〔地 学 〕

松本 剛(東 京大学大学院理学研究科)

〔極地固体地球物 理学5&5.1～59.3.'31)

研 究 内 容

南極大陸の地下構造 の研究 は,大 陸 その ものが平均2400mの 厚 さの氷床 に覆 われて いるため,十 分なデー タを得

られず,他 の大陸に比較 す るとあま り進んで いない。 しか し,近 年 にな って,大 規模人工地震を ソ連 隊についで,

日本隊 も実施 し,人 工衛 星による重力,地 磁気の デー タも得 られだ し,新 しい知見の得 られ る背景がで きて きた。

昭和基地付近 の地下構造 も,ア イス レーダによる氷床の厚 さの推定,人 工地震 による地殻構造 と,そ の構造 の解

明がな されて きた。 また重力測量 も精力的 に実施 され,デ ー タが蓄積 されて きた。

本受託学生 は,当 研究所 にある これまで得 られて いる南極 全域 の重力 デー タに着 目 し,こ れを使 って南極大陸 の

地下構造 の特徴を求 めた。研究 のモデル測線 と して は,重 力デー タの比較的 そろってい る昭和基地 一みず ほ基地 一

南極点を選 び,基 本 的な解析 を行 なった。

重力のFree　 air異 常,　Reduced　 free　air異 常 の値を スペク トラム解析す ることによ り,長 波長(1000㎞ 程度)

と短波長(100～200㎞)の ピークが求 められた。それぞれの波長 による重力異常 は,氷 床下 の地形,氷 床 が存在す

るための地殻 のマ ン トルへの沈降 などにより説明で きることを明 らかに した。

〔地 学 〕

長尾年 恭(東 京大学大学院理学研究科)

〔極地 固体地球物理学5&5.1～59.3.31)

研 究 内容

プ レー トテ ク トニ クスか らみ た南極 プ レー トは,ま だ未知 の部分 が多 く,解 明 されなければな らない問題が山積

してい る。地球熱学 的問題 もそのひとっで,南 極大陸内における地下温度 の測定や地殻熱流量 の測定 は,よ うや く,

始め られだ した とい うのが現状 である。

本受託学生 は第22次 南極地域観測隊員 と して,昭 和基地 で一年間 を過 ご し,固 体地球物理 の諸観測 を担 当 した。

重力測量,基 盤傾斜観測,航 空磁気測量 などとともに,本 人が特 に力 を注 いだのが,昭 和基地 に直径約3cmの 観測

孔を掘削 し,そ の孔 の中 で地温 の連続観測をす ることと,海 氷上か ら海底下 に測定器 を降ろ して,海 底堆積物層内

の温度を測定 し,地 殻熱流量 を測定す ることの二つであ った。後者 は浅海での測定例 が少な く,南 極 では初 めての

試みであ った。前者 の観測孔 は深 さ30mの 孔の掘削に成功 したが,ロ ッドの凍結 な どで,結 果的 には7mの 深 さま

で しか,使 用で きなか った。 しか し,南 極で初あての地温 の連続観測 に成功 した。

当研究所 では,本 人 の得た データを もとに,浅 海底 での地殻熱流量を求め るとともに,そ の値 のモデル計算 を行

な った。 また,地 下温度 の連続観測の結果 か ら,年 変 動を求 めた。 さ らに昭和基地の気象データを用い,地 下温度

の年変化 に対す る気象の影響を調べ,こ れを とり除き,真 の地下温度の変動を求めた。
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VI　 図書 ・刊 行 物

1.図 書

川 図書室の概要

当 図書 室 は,極 地 関 係 の文 献 セ ン ター と して,南 極 ・北 極 に関 す る文 献 の 収 集 に と りわ け 力 を そ そ い で い る。 ま

た,研 究 ・教 育 機 関 の図 書 室 と して,極 地 観 測 に関 連 す る 自然 科 学 全 般,た とえ ば 超 高 層物 理,気 象,地 球 物 理,

雪 氷,地 学,海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工 学,限 石,デ ー タ解 析 な どに 関 す る文 献 ・資料 の収 集,整

備,充 実 に もつ とめ て い る。

単 行 書 お よ び 別刷 は,イ ギ リスの ス コ ッ ト極 地 研 究 所 発 行 のUniversal　 Decimal　 Classification　 for　Use　 in

Polar　 Librariesを 主 に,国 際 十進 分 類 法 中間 版 分 類 表(日 本 ドク メ ンテ ー シ ョ ン協 会)を 併 用 して,分 類 ・配 列

して い る。

雑 誌 は詩 名 の ア ル フ ァベ ッ ト順 に 配列 して い る。 研 究 所 と して 発足 してか ら10年 が 経 過 し,図 書 資 料 の 充実 と と

もに,図 書 室 も多 少 手狭 に な った た め,1970年 以 前 の雑 誌 は,開 架 式 書架 よ りエ レコ ンパ ック に移 動 した。

受 入 雑 誌 の う ち,購 入 の194種 を の ぞ く1461種 は 国 内 お よ び諸 外 国 の 大学 や研 究 機 関 との 交 換 ・寄 贈 に よ る も の

で あ る。

当 研 究 所 の 出 版 物 の う ち,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series

A,　B,　C,　D,　E,　F,　Special　 Issue　 (不 定 期),　 JAREDataReports　 (不 定 期),　 Antarctic　 Geological　 Map

Series　 (不 定 期),　 Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog　 (不

定 期)の 編 集 ・出 版 業務 を 図書 室 で行 ってい る。 昭 和58年 度 は,南 極 資 料3冊,　 Memoirs　 of　National　 lnstitute

of　Polar　 Research　 6冊,　 JARE　 Data　 Reports　 11冊,　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 2シ ー ト,　Special

Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 1シ ー ト,　Antarctic　 Meteorite　 Distribution　 Map　 1

シー ト,計24冊(総 真数2,750)を 出版 した(1(4)お よ び2参 照)。 な お,こ れ らの 出 版物 は 寄 贈 お よ び交 換 誌 と し

て,大 学 や 研 究 機 関 な ど,国 内 は延 べ3,684ヵ 所,国 外 は延 べ3,765ヵ 所 に 送 って い る。

現 在 の と ころ図 書室 を利 用 で き る の は,当 研 究 所 教 職 員,客 員 教 官,関 係 委 員,共 同研 究 員,大 学 院 生,観 測 隊

員 に 限 られ て い る が,外 部 の極 地 研 究 者 な ど も,図 書 室 長 の 許'・∫が あ れ ば 利 用 で き る。

② 年度別蔵書数及び増加冊数
)内 は年間増加冊数

年 度 51 52 53 54 55 56 57 58

1,536 L947 2,287 2,480 2,721 2,859 3,117 3,314
和 書

(202) (411) (340) (193) (241) (138) (258) (197)

単 行 本
洋 書

3,278 3,734 4,364 4,941 5,595 6,170 6,596 7,067

(571) (456) (630) (577) (654) (575) (426) (471)

4,814 5,681 6,651 7,421 8,316 9,029 9,713 10,381
計

(773) (867) (970) (770> (895) (713) (684) (668)

155 256 299 507 641 866 923 1,003
和 雑 誌

(50) (101) (43) (208) (134) (225) (57) (80)

1,170 L561 2,515 3,543 5,777 7,324 8,202 8,781
製本雑誌 洋 雑 誌

(465) (391) (954) (1,028) (2,234) (1,547) (878) (579)

1,325 1,817 2,814 4,050 6,418 8,190 9,125 9,784
訓

(515) (492) (997) (1,236) (2,368) (1,772) (935) (659)

6,139 7,498 9,465 11,471 14,734 17,219 18,838 20,165
合 計

(1,288) (1,359) (1,967) (2,006) (3,263) (2,485) (1,619) (1,327)
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(3)年 度別雑誌受入タイ トル数

年 度 51 52 53 54 55 56 57 58

和 雑 誌

洋 雑 誌

110

677

126

749

143

892

174

998

191

1,052

236

1,153

256

1,233

301

1,354

計 787 875 1,035 1,172 1,243 1,389 1,489 1,655

(4)年 度別出版冊数及び頁数

51 52 53 54 55 56 57 58

年 度
冊数(真数) 冊数(真数) 冊数(真数) 冊数(頁 数) 冊数(真数) 冊数(真数) 冊数(頁数) 冊数(頁 数)

南 極 資 料 3(606) 3(486) 4(836) 4(938) 3(507) 3(756) 3(437) 3(358)

Memoirs　 NIPR 5(321) 3(584) 5(814) 5(950) 5(679) 6(1,596) 7(L421) 6(1β28)

JARE　 Data　 Reports 4(406) 6(445) 5(424) 5(240) 9(985) 10(883) 10(921) 11(947)

Catalo9 1(198) 1(112) 1(121)

Antarctic　 Geological
2(16) 2(20) 2(13) 1(12) 2(13) 1(16) 2(22) 2(21)

MapSeries

SpecialMap 1(63)
Ser　 NIPR

Antarctic　 Meteorite 1(33)
Distribution　 Map

南 極 の 科 学 1(328) 1(202)

計 14(1,349) 14(1,535) 16(2,087) 16(2,338) 20(2,296) 22(3,700) 23(3,003) 24(2,750)

2.研 究成果刊行物

南 極 資 料79号1983年9月(166p.)

〃80号1983年12月(64p.)

〃 総 目次76-・80号1983年(9p .)

〃81号 ユ984年3月(119p.)
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Memoirs of National Institute of Polar Research 

 Series C (Earth Sciences), Na 15  : The results of explosion seismic experiments operated between 

   Syowa and Mizuho Stations, East Antarctica, by A. Ikami et  al. 60 p. February 1984. 

 Series E (Biology and Medical Science),  Na 35 : Freshwater algae from Skarvsnes,near Syowa Sta-

   tion, Antarctica, by M. Hirano. 31 p. with 19  pl. June 1983. 

 Special Issue, Na 27 : Proceedings of the BIOMASS Coloquium in  1982  , ed. by T. Nemoto and T. 

  Matsuda.  247  p  .  July  1983. 

 Special Issue, Na 28  : Proceedings of the Third Symposium on Antarctic Geosciences,  1982  , ed. by 

 T.  Nagata.  289  p.  October  1983. 

 Special Issue, Na 29 : Proceedings of the Fifth Symposium on Polar Meteorology and Glaciology, 

   ed. by K. Kusunoki. 227 p. November 1983. 

 Special Issue,  Na 30 : Proceedings of the Eighth Symposium on Antarctic Meteorites, ed. by T. Na-

   gata.  455  p.  December  1983.

JARE Data Reports 

 Na 84 (Aurora 11) : Record of all-sky camera photographs at Syowa Station, Antarctica in  1981  . 

   by National Institute of Polar Research. 8 p. August 1983. 

 Na 85 (Meteorology 14) : POLEX—South data, Part 4 . Micrometeorological data at Mizuho Sta-

   ion and temporary stations in Mizuho Plateau, Antarctica in 1981, by H. Nishimura et  a1.182 p. 

   November 1983. 

 Na 86 (Meteorology 15) : Meteorological data at Mizuho Station, Antarctica in  1982  , by S. Taka-

   hashi et  al. 97 p. November 1983. 

 Na 87 (Ionosphere 29)  : Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Station, Antarctica in 

 1982,  by Y. Kuratani and K. Igarashi. 86 p. January 1984. 

 Na 88 (Ionosphere 30) : Records of radio aurora at Syowa Station, Antarctica in  1982  , by K. Iga-

   rashi and Y. Kuratani. 28 p. January 1984. 

 Na 89 (Earth Science  1) : Geophysical data in the  Ltitzow-Holm Bay region and the Mizuho Plateau, 

   Antarctica by  JARE-21 and  JARE-22, by K. Kaminuma et  al. 87 p. March 1984. 

 No. 90 (Marine Biology  5) : Plankton sampling on board the Fuji in  1980  —1983 by K. Watanabe 
   et al.  15  p. March 1984. 

 No. 91 (Oceanography  3) : Oceanographic data of the 23rd Japanese Antarctic Research Expedition 

   from November 1981 to  April  1982 by K. Oka and S. Fuchinoue.  42  p. March 1984. 

 Na 92 (Seismology 17) : Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1982, by K. Shibuya. 

   79 p. March 1984. 

 Na 93 (Upper Atmosphere Physics  1) : Upper atmosphere physics data, Syowa Station,  1981  , by 

   N. Sato et  al. 206 p. March 1984. 
 Na 94 (Glaciology 10) : Glaciological research program in East Queen Maud Land, East Antarctica, 

   Part 1.  1982  —  1983  ,  ed.  by  F.  Nishio.  117  p.  March  1984.
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Antarctic　 Geological　 Map　 Series

　 Sheet18:KasumiRock,1/25000,　 withanexplanatorytext　 (8p.).　 March1984.

　 Sheet　 20　:　Akarui　 Point　 and　 Naga-iwa　 Rock,　 1/25000,　 with　 an　 explanatory　 text　 (13　p.). March1984.

Antarctic　 Meteorite　 Distribution　 Map

　 Sheet　 2　 :　Yamato-69,　 -　73,　 -　74　and　 -　75　meteorites　 collection,　 with　 an　 explanatory　 text　 (33　p.)　 ,

　 　 comp.　 by　 K.　 Yanai.　 July　 1983.

Special　 Map　 Series

Nα1　 :　Antarctic　 geomorphological　 map　 of　Langhovde,　 with　 an　 explanatory　 text　 (　〔B　p.),　 prod.　 by　 K.

Hirakawa　 et　 α1.March1984.

3 刊行物一般

極地研 ニ ュース54～59

国立極 地研究所要覧83

日本南極地域観測隊第21次 隊報.告1983

国立極地研究所年報 昭和57年 度
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V皿 一 般 業 務

1.諸 会 議

(1)評 議員会議

研究所の事業計画その他の管理運 営に関す る重要 事項 にっいて,所 長 に助言す る。

(任期56.9.29.～58.9.28)

天 野 慶 之 東京水産大学長 澤 田 龍 吉 福岡教育大学長
有 江 幹 男 北海道大学長 清 水 司 早稲田大学長
加 藤 陸奥雄 東北大学名誉教授 寺 沢 一 雄 大阪大学名誉教授
茅 誠 司 東京大学名誉教授 西 川 哲 治 高 エネルギー物理学研究所長

大 塚 喬 清 放送大学学園理事 濱 口 博 日本分析 セ ンター理事長

香 月 秀 雄 千葉大学長 藤 井 隆 東京大学名誉教授
木 下 誠 一 北海道大学低温科学研究所長 前 田 憲 一 京都大学名誉教授

桑原 萬壽太郎 岡崎国立共同研究機構長 向 坊 隆 原子力委員会委員
古 在 由 秀 東京大学東京天文台長

第12回 評議員会議 昭和58年7月5日(火)

議題

1.昭 和59年 度概算要求基本方針(案)に つ いて

2.セ ール ロンダーネ山地 における今後 の観測計画 につ いて

3.そ の他

第13回 評議 員会議 昭和58年10月13日(木)

議題

1.国 立極地研究所長選考方針 につ いて

2.そ の他

(2)運 営協議員会議

南極 観測の実施その他の研究 所の運営 に関 する重 要事項 で所長が必要 と認め るものにっいて,所 長 の諮問 に応 じ

る。

(任期56.9.28～58.9.29)

浅 田 敏 東海大学開発技術研究所教授 東 晃 北海道大学工学部教授
粟 野 誠 一 日本大学名誉教授 藤 原 健 蔵 広島大学文学部教授

内 田 祥 哉 東京大学工学部教授 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授
大 林 辰 蔵 宇宙科学研究所教授 吉 見 吉 昭 東京大学工学部教授
大 家 寛 東北大学理学部教授 楠 宏 国立極地研究所企画調整宮
木 崎 甲子郎 琉球大学理学部教授 松 田 達 郎 国立極地研究所研究主幹
北 野 康 名古屋大学水圏科学研究所教授 平 澤 威 男 国立極地研究所資料主幹
木 村 磐 根 京都大学工学部教授 川 口 貞 男 国立極地研究所教授
田 中 正 之 東北大学理学部教授 星 合 孝 男 国 、ア極地研究所教授

西 川 潰 八 日本大学医学部教授 吉 田 栄 夫 国立極地研究所教授
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第31回 運営協議員会議 昭和58年6月6日(月)

議題

-
⊥

2

つ
d

4

戻
」

ρ
(U

7

第26次 南極地域 観測計画(案)に っ いて

昭和59年 度概算要求 基本方針(案)に つ いて

第26次 南極地域観測隊長 ・副隊長 にっいて

第25次 南極地域観測隊の編成 について

昭和58年 度外国基地派遣者について

教官人事の審議にっいて(第2回 運営協議員会議 申 し合せ)の 一部改正にっいて

その他

第32回 運営協議員会議 昭和58年11月1日(火)

議題

1
1

り
乙

り
d

4

只
」

ρ
(U

教官人事 の審議 にっいて(第2回 運営協議員会議 申 し合せ)の 一部改正にっいて

第26次 南極地域観測隊長 ・副隊 長にっいて

第25次 南極地域観測隊行動 実施 計画(案)に つ いて

昭和58年 度SIBEX実 施計画(案)に ついて

昭和59年 度SIBEX研 究計画(案)に ついて

その他

第33回 運営協議会議 昭和59年2月24日(金)

議題

1.教 官 人事 にっいて

2.第26次 南極地域観測隊実施計画(案)に ついて

3.昭 和59年 共同研究 にっ いて

4.そ の他

(3)専 門委 員会

所長の諮問に応 じ,運 営協議員会議か ら求あ られた極地観測事業 の実施 に関 する専門事項 につ いて,調 査審議を

行 う。

四

五

六

七

宙空専門委員会(大 気球 ・ロケ ッ ト分科会,人 工衛星分科会,超 高層 分科会)

気水圏専門委員会

地学専門委員会

生物 ・医学専門委員会

定常観測専門委員会

国際共同観測 専門委員会

設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,ホ ーバ クラフ ト分科会)

(4)南 極地名委員会

研究所が作成 する南極 の地名の原案 につ いて,所 長 に助 言す る。
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(5)編 集委員会

所長の諮問 に応 じ,極 地観 測の成 果その他 の研究成果等の編集 にっ いて,調 査審議を行 う。

(6)極 地観測隊員健康判 定委員会

所長の諮問に応じ,極地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者及びその候補者等の健康に関す

る事項にっいて,調 査審議を行う。

(7)極 地観測記録 映画作成委員会

所長の求めに応じ,極地観測に関する記録映画の作成について助言を行う。

(8)共 同 研 究 委 員 会

所長 の諮 問に応 じ,共 同研究計 画書 の審査 その他共同研究員制度 の運営 に関 す る事項 にっいて調査審議 を行 う。

なお,委 員会の中に所 員か らな る共同連絡会 を設 け,事 務的準備を行 う。

(9)南 極 海洋生物資源特別委員会

所長の諮問に応じ,南極地域の海洋生物資源に関する諸問題にっいて調査審議を行う。

佃)南 極鉱物資源特別委員会

所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題にっいて調査審議を行う。

(11)南 極 鳴石研 究委 員会

所長の諮問に応じ,南極損石に関する諸問題について調査審議を行う。

(② 所内委員からなる会議

ア 運営会議

イ 企画調整会議

ウ 教官会議

工 部課長会議

オ 大学院教育協力委員会

力 教官人事委員会
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キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

テ

ト

ナ

職員レクリエーション委員会

情報処理センター運営委員会

教授懇談会

極地研ニュース編集委員会

南極観測安全対策会議

隊長等選考委員会

図書委員会

資料委員会

低温資料委員会

所内定常観測委員会

輸送問題検討委員会

昭和基地電算機運営委員会

南極観測25周年準備委員会

BIOMASS国 際研究集会運営委員会

押売等防止対策協議会
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2.

ω

教 授

58.4.

助 手

58.8.

助 教 授

助 教 授

58.8.

教 授

58.7.

所 長

58.7.

教 授

58.8.

所 長

58.8.

出席

教 授

58.8.

教 授

58.9.

所 長

教 授

58.9.

教 授

教 授

教 授

58.

助 教 授

58.

教 授

58.

助 教 授

助 手

助 手

事 務 官

58.11.

教 授

職員 の外 国出張

外国出張

楠 宏

8～58.4.17オ ース トラ リア 第12回 南極 条約 協議国会議 準備会議 出席

澁谷和雄

10～58.10.9ア メ リカ合衆国及びカナダ 極域 における物理探 査手法 の研究

福西 浩

佐藤 夏雄

10～58.10.8ア イス ラン ド アイス ラン ドにおけ るオー ロラ現 象の多点観測

吉田 栄夫

8～58.7.25ド イ ツ連邦共和国 第2回 南極鉱物 資源特別協議 国会議

永田 武

9～58.7.19ア メ リカ合衆国 南極 阻石の磁気学 的研究及 び地震予知 にお ける地球物理学的研究

神沼 克伊

8～58.9.1ド イ ツ連邦共和国 極域 の地球物理 シンポジウム出席及 び南極固体地球物理研究

永田 武

11～58.8.28ド イツ連邦共和国　 MAP運 営会議 及び第18回 国際測地学 ・地 球物 理 学連 合 総会

星合 孝男

27～58.9.6オ ース トラ リア 南極海洋生物 資源保 存委員会第2回 年次会議(科 学委員会)出 席

星合 孝男

9～58.9.18南 ア フ リカ共和国 第4回 南極生物 シンポ ジウム出席

永田 武

松田 達郎

10～58.9.29オ ース トラリア 第12回 南極条約協議国会議 出席

松田 達郎

吉 田 栄夫

川 口 貞男

観測協力室長 村越 望

10.4～58.10.19中 国 中国政府招へ いに基づ く極地科学 に関す る学術調査

福地 光男

10.15～58.12.14オ ース トラリア及 びニュー ジー ラン ド 南極海及 び氷縁におけ る動物 性プ ランク ト

ンの生態学的研究

神沼 克伊

11.7～59.1.25南 極地域 南極 マクマー ドサウ ン ド地域 にお ける地球物理学的調査

内藤 靖彦

白石 和行

船木 實

正富 一孝

14～59.4.19南 極地域 南極地域 における観測調査

平澤 威男
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助 教 授

助 教 授

助 手

58.11.

所 長

58.11.

助 教 授

59.1.

教 授

59.1.

59.2.

教 授

会 計 課 長

59.2.

設営第一係長

観測協力室長

江尻 全機

藤井 理行

小野 高幸

竹内 貞男

14～60.3.26南 極地域 南極地域 における観測調査

永 田 武

29～59.3.18南 極地域 南極 地域観 測に関す る調査研究

矢内 桂三

9～59.2.5ア メ リカ合衆国 南極明石分類学 の確立研究

吉 田 栄夫

16～59.1.30ア メ リカ合衆国 南極鉱物 資源非公式協議会議出席

村越 望

15～59.3.16南 極地域 仏南極地域におけ る設営 の研究調査

星合 孝男

加藤 孝一

28～59.3.3ア メ リカ合衆国 アラスカ大学 におけ る研究 所施設及 び管理運営調査

(2)海 外 研 修 旅 行

教 授 楠 宏

58.8.13～58.8.28ド イ ツ連邦 共和国 第18回 国際測地学 ・地球物理学 連合総会出席

助 手 神沢 博

58.8.9～58.9.11ド イツ連邦共和国他 第18回 国際測地学 ・地球物理学連合総会及びIAMAP-WMO

シンポ ジウム出席並 びに中層大気力学の研究

助 手 山内 恭

58.8.13～58.8.30ド イツ連邦共和国 第18回 国際測地学 ・地球物理学連合総会出席

助教授 内藤 靖彦

58.9.2～58.9.11南 アフ リカ共和国 南極 アザ ラシ会議 出席
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員

簿

職

名

4

ω

所 長 地球物理学

企画調整官 教授 海氷物理学

【研究系】

研究主幹(教 授,併)

(地球物理学研究部門)

教 授 気象学

助教授 磁気圏物理学

助 手 大気物理学

助 手 大気力学

(超高層物理学第一研究部門)

教 授 地震学

助教授 磁気圏物理学

助 手 磁気圏物理学

助 手 プラズマ物理学

助 手 プラズマ物理学

(超高層物理学第二研究部門)

教 授(客 員)磁 気圏電磁波動学

助教授(客 員)超 高層物理学

(気水圏遠隔観測研究部門)

教 授(客 員)気 象学

助教授(客 員)気 象学

(雪氷学研究部門)

教 授 雪氷物理学

助教授 氷河気候学

助 手 雪氷気象学

助 手 気水圏物理学

(地学研究部門)

教 授 自然地理学

助 手 自然地理学

助 手 地質学

助 手 地震学

(極地鉱物 ・鉱床学研究部門)

教 授(客 員)地 震学

助教授(客 員)鉱 物学

助教授(客 員)岩 石学

(生理生態学研究部門)

教 授 海洋生態学

助教授 低温生理学

助教授 海洋生態学

助 手 海洋生態学
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(寒冷生物学第一研究部門)

教 授 陸上生態学

助教授 海洋生態学

助 手 海洋生態学

(寒冷生物学第二研究部門)

教 授(客 員)浮 遊生物学

(極地設営工学研究部門)

教 授(客 員)応 用物理学

講 師(非 常勤)建 築学

助 手 設営工学

【資料系】

資料主幹(教 授)極 光物理学

(生物系資料部門)

助教授 植物分類学

(非生物系資料部門)

助教授 磁気圏物理学

助 手 岩石磁気学

(阻石資料部門)

助教授 地質学

(データ解析資料部門)

助教授 磁気圏物理学

助 手 電波物理学

(低温資料部門)

【図書室】

図書室長(教 授,併)

【事務系】

管理部長

庶務課長

会計課長

事業部長

事業課長

観測協力室長

【附属観測施設】

昭和基地長(教 授,併)

みずほ基地長

郎

彦

篤

達

靖

田

藤

村

松

内

谷

博

博

理

農

水産博 箕 田 嵩

晃

夫

啓

敏貫

井

東

半

寺

博理

理 博 平 澤 威 男

理 博 神 田 啓 史

鮎 川

理 博 船 木

勝

實

理 博 矢 内 桂 三

工 博 江 尻 全 機

山 岸 久 雄

川 口 貞 男

男

久

一
雄

義

望

澄

正

孝

康

正

川

藤

藤

岡

藤

越

札

伊

加

光

後

村

」|目 晋 爾

② 人 事 異 動

4月1曰

く客員教官〉

超高層物理学第二研究部門 教 授

同 助教授

木村 磐根(京 都大学教授)

國分 征(東 京大学助教授)
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気水圏遠隔観測研究部門

同

極地鉱物 ・鉱床学研究部門

同

同

寒冷生物学第二研究部門

極地設営工学研究部門

同

5月1日

資 料 主 幹

昭和59年1月1日

事 業 課 業 務 係 長

前会計課用度第一係長

会計課用度第一係長

昭和59年1月16日

庶務課課長補佐

教 授

助教授

教 授

助教授

助教授

教 授

教 授

田中

伊藤

高木

武田

池田

箕田

東

講師(非 常勤)

IE之(東 北大学教授)

朋之(気 象研究所主任研究官)

章雄(東 北大学教授)

弘(東 京大学助教授)

幸雄(茨 城大学助教授)

嵩(北 海道大学教授)

晃(北 海道大学教授)

半貫 敏夫(日 本大学助教授)

星合 孝男(前 生理生態学研究部門教授)

豊田 勉(前 東京大学経理部契約課用度第二掛主任)

田中 義國(東 京大学地震研究所経理掛長)

鈴木由喜男(前 事業課業務係長)

中村 浩二(前 庶務課庶務係長)

(3)学 位 ・賞等 の取得

永年勤続者表彰

被 表彰 者

表彰年月日

中村 浩二

昭和58年9月29日
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5.所 務 日 誌

58.4.20

28

5.10

11

17

17

18

6.1

3

6

9

22

27～7.1

5

7

21

9.8～10

29

10.1

3

12

13

14

20

25

28～29

29

11.1

11

11

14

12.7～9

14

21

23

59.1.17

2.9

9

10

16

17

17

第24次観測隊夏隊帰国

第23次越冬隊 ・第24次夏隊帰国歓迎会

定常観測専門委員会

生物 ・医学専門委員会

宙空専門委員会

気水圏専門委員会

地学専門委員会

第23回編集委員会

第7回 海洋生物資源特別委員会

第31回運営協議員会議

記録映画作成委員会

第78回南極観測本部総会

第25次観測隊夏期総合訓練(菅 平)

第12回評議員会議

第4回 鉱物資源特別委員会

第10回南極阻石研究委員会

第6回 南極生物シンポジウム

創立記念日

創立10周年記念式典

第24回編集委員会

レクリェーション(ボ ーリング大会)

第13回評議員会議

健康診断

第8回 海洋生物資源特別委員会

第25次観測隊全員集合

地学シンポジウム

レクリェーション(ソ フトボール大会)

第32回運営協議員会議

第79回南極観測本部総会

第25次観測隊本部総会

第25次観測隊出発

気水圏シンポジウム

教授懇談会

記録映画作成委員会

第5回 鉱物資源特別委員会

第25回編集委員会

定常観測専門委員会

生物 ・医学専門委員会

地学専門委員会

共同研究委員会

気水圏専門委員会

宙空専門委員会
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20

24

27～29

3.6～10

16～17

22～24

24

26

設営専門委 員会連絡会

第33回 運営協議 員会議

超 高層 シンポ ジウム

第26次 観 測隊員候補者 冬期訓練(乗 鞍)

設営工学 シンポ ジウム

限石 シンポ ジウム

第24次 観測隊越冬隊帰 国

第80回 南極観測本部総 会
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